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第
一
節	 

黄
禍
論

そ
の
概
念
を
め
ぐ

て	 

	 

黄
禍
論1

Y
ellow

 Peril, Y
ellow

 D
anger, Y

ellow
 Terror, G

elbe G
efahr, Péril 

Jaune

と
は
何
か
に
つ
い
て
は

い
ろ
い
ろ
な
定
義
が
あ
る

	 

	 

	 

例
え
ば

平
凡
社
の

大
百
科
事
典

に
よ
る
と

	 

	 

黄
禍
論
と
は

黄
色
人
種
が
や
が
て
世
界
に
災
禍
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う

と
い
う
ヨ

ロ

パ
で
起
こ

た
説
で

中
略

も

と
も
早
い
の
は
ド
イ
ツ

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1	 

大
別
す
れ
ば

黄
禍
論
に
関
す
る
先
行
研
究
は
黄
禍
論
の
形
成
と
展
開
過
程
を
課
題
と
し
た
も
の
と
黄
禍

論
に
対
す
る
対
応
を
課
題
と
し
た
も
の
に
分
け
ら
れ
る

前
者
に
つ
い
て
は

ハ
イ
ン
ツ
・
ゴ
ル
ヴ

ツ

黄
禍
論
と
は
何
か

瀬
野
文
教
訳

草
思
社

一
九
九
九
年

H
einz G

ollw
itzer, D

ie gelbe G
efahr : 

G
eschichte eines Schlagw

orts, Studien zum
 im

perialistischen D
enken V

andenhoeck &
 R

uprecht 1962

同
書
の
中
国
語
訳

海
因
茨
・
哥
尓
維
策
尓

黄
禍
論

訳
者
不
明

商
務
印
書
館

一
九
六
四
年

橋
川

文
三

黄
禍
物
語

筑
摩
書
房

一
九
七
六
年

ジ

ン

ピ

-

ル
・
レ

マ
ン

ヨ-

ロ

パ
人
の
近
代

ア
ジ
ア
観―

―

日
露
戦
争
と
黄
禍
論―

―

祖
川
武
夫
編

国
際
政
治
思
想
と
対
外
意
識

創
文
社

一
九

七
七
年

三
〇
三

三
三
四
頁

R
ichard A

ustin Thom
pson, The yellow

 peril, 1890-1924 , The A
sian 

experience in N
orth A

m
erica : C

hinese and Japanese,
A

rno Press, 1978
John K

uo W
ei Tchen and 

D
ylan, Yellow

 peril! : an archive of anti-Asian fear,
Y

eats V
erso, 2014

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

	 

	 

後
者
に
つ
い
て
は

橋
川
文
三

黄
禍
物
語

筑
摩
書
房

一
九
七
六
年

松
村
正
義

日
露
戦
争
と
金

子
堅
太
郎	 

:
	 

広
報
外
交
の
研
究

新
有
堂

一
九
八
〇
年

同

ポ

ツ
マ
ス
へ
の
道	 

:
	 

黄
禍
論
と
ヨ

ロ

パ
の
末
松
謙
澄

原
書
房

一
九
八
七
年

飯
倉
章

イ
エ
ロ

・
ペ
リ
ル
の
神
話―

―

帝
国
日
本
と

黄
禍

の
逆
説―

―

彩
流
社

二
〇
〇
四
年

同

黄
禍
論
と
日
本
人	 

:
	 

欧
米
は
何
を
嘲
笑
し

恐

れ
た
の
か

中
央
公
論
新
社

二
〇
一
三
年

廣
部
泉

人
種
戦
争
と
い
う
寓
話	 

:
	 

黄
禍
論
と
ア
ジ
ア
主

義

名
古
屋
大
学
出
版
会

二
〇
一
七
年

な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る

	 

	 

ま
た

こ
こ
で
本
稿
に
示
唆
に
与
え
ら
れ
た
中
国
語
先
行
研
究

例
え
ば
呂
浦
・
張
振
鹍

黄
禍
論
歴
史
資

料
選
輯

中
国
社
会
科
学
出
版
社

一
九
七
九
年

周
寧

天
朝
遥
遠

西
方
的
中
国
形
像
研
究

北
京

大
学

二
〇
〇
六
年

羅
福
恵

黄
禍
論

東
西
文
明
的
対
立
与
対
話

立
緒
文
化
出
版
社

二
〇
〇
七
年

楊
瑞
松

病
夫

黄
禍
与
睡
獅

西
方

視
野
的
中
国
形
像
与
近
代
中
国
国
族
論
述

政
治
大
学
出
版
社

二
〇
一
〇
年

も
指
摘
し
て
お
き
た
い
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皇
帝
ウ

ル
ヘ
ル
ム
二
世

W
ilhelm

 II,	 

一
八
五
九

一
九
四
一
年

で

彼

が
画
家
ク
ナ

ク
フ
ス

H
erm

ann K
nackfuss, 

一
八
四
八

一
九
一
五
年

に

い
わ
ゆ
る

黄
禍
の
図

を
描
か
せ

そ
れ
を
ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世

N
ikolai A

leksandrovich Rom
anov, 

一
八
六
八

一
九
一
八
年

に
送

て

か
ら

黄
禍
論
は
ヨ

ロ

パ
に
お
い
て
問
題
と
な

た

そ
れ
と
と
も
に
日
本

と
中
国
に
お
い
て
も

三
国
干
渉
の
結
果
と
し
て
逆
に

白
禍

が
叫
ば
れ
る
よ

う
に
も
な

た

中
略

黄
禍
論
は
明
治
・
大
正
に
わ
た
り

日
本
と
ア
メ
リ

カ

イ
ギ
リ
ス
の
未
来
戦
争
物
語
に
大
き
く
影
響
し

た
と
え
ば

ホ

マ

・

リ

H
om

er Lea, 

一
八
七
六

一
九
一
二
年

の

無
智
の
勇
気

The Valor 

of Ignorance,	 

一
九
〇
九
年

日
米
戦
争

と
し
て
訳
出

や

千
葉
秋
甫
・
田

中
花
浪

黄
禍
白
禍
未
来
之
大
戦

一
九
〇
七
年

原
田
政
右
ヱ
門
の

遺
恨

十
年
日
露
未
来
戦

一
九
一
三
年

北
原
鉄
雄
の

次
の
一
戦

一
九
一
四

年

な
ど
の
日
本
未
来
戦
記
が
お
び
た
だ
し
く
あ
ら
わ
れ

小
寺
謙
吉

一
八
七

七

一
九
四
九
年

の

大
亜
細
亜
主
義
論

一
九
一
六
年

が
黄
禍
論
を
詳

し
く
描
き

徳
富
蘆
花

一
八
六
八

一
九
二
七
年

の

勝
利
の
悲
哀

一

九
〇
六
年

が
一
方
で
は
有
色
人
種
の
誇
り
と
と
も
に

他
方
で
は
そ
れ
が
人
種

の
大
戦
乱
の
も
と
と
な
る
こ
と
を
予
言
し
た

中
略

日
中
戦
争
が
始
ま
る
と

東
亜
共
同
体
論

さ
ら
に
太
平
洋
戦
争
と
と
も
に
大
東
亜
共
栄
圏
論
と
な
り

結

局

八
紘
一
宇
が
日
本
の
世
界
戦
争
の
目
標
と
さ
れ
た2

 

 

と
指
摘
さ
れ
て
い
る

ま
た

新
版
・
日
本
外
交
史
辞
典

に
よ
る
と

 

 

日
清
戦
争
も
終
局
に
近
づ
い
た
一
八
九
五
年
の
初
め

ド
イ
ツ
皇
帝
ヴ

ル

ヘ
ル
ム
二
世
が

同
戦
争
に
お
け
る
日
本
の
勝
利
に
警
戒
心
を
抱
い
て
唱
え
だ
し

た
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
黄
色

東
洋

人
種
抑
圧
論
を
い
う

当
時

同
皇
帝
は

日
本
が
東
洋
で
優
勢
を
占
め
れ
ば
や
が
て
ア
ジ
ア
は
統
一
さ
れ

い
つ
で
必
ず
や

欧
州
も
そ
の
ア
ジ
ア
の
結
合
力
の
た
め
に
侵
害
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

と
想
定
し
た

中
略

日
清
戦
争
の
末
期

ウ

ル
ヘ
ル
ム
二
世
が
ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2	 

世
界
大
百
科
事
典

第
九
巻

平
凡
社

二
〇
〇
七
年
改
訂

二
九
五
頁

	 



	   5	  

世
へ

ド
イ
ツ
の
画
家
ク
ナ

ク
フ
ス
の
描
い
た
一
幅
の
油
絵

黄
禍
画

を
贈

て

キ
リ
ス
ト
教
国
は
異
教
徒
た
る
東
洋
民
族
に
対
し
て
断
固
と
し
て
立
ち

上
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
説
い
た
こ
と
に
よ
り

当
時
ヨ

ロ

パ
人
の
間

に
著
し
く
宣
伝
さ
れ
た

そ
の
結
果

同
戦
争
の
後

勝
利
国
日
本
に
対
す
る
独

露
仏
の
有
名
な
三
国
干
渉
が

黄
禍
論
の
最
初
の
具
体
的
な
形
と
な

て
行
わ
れ

た

ド
イ
ツ
皇
帝
が
そ
の
よ
う
な
黄
色
人
種
抑
圧
の
思
想
に
執
着
し
た
背
景
と
し

て

そ
の
頃
の
同
国
の
い
わ
ゆ
る
政
界
政
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

中

略

し
た
が

て
日
露
戦
争
も

ロ
シ
ア
皇
帝
が
そ
の
よ
う
な
黄
禍
論
に
唆
さ
れ

た
の
が
原
因
で
あ

た
と
も
い
わ
れ

日
本
と
し
て
は
同
戦
争
時

そ
の
黄
禍
論

が
欧
米
諸
国
に
猖
獗
し
て
世
界
の
全
キ
リ
ス
ト
教
文
明
国
が
敵
側
に
ま
わ
る
こ

と
を
極
力
警
戒
し

そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
に
も
金
子
堅
太
郎

一
八
五
三

一

九
四
二
年

を
米
国
に

ま
た
末
松
謙
澄

一
八
五
五

一
九
二
〇
年

を
英
国

へ
派
遣
し
て
対
日
友
好
世
論
の
形
成
に
当
ら
し
め
た
ほ
ど
で
あ

た

し
か
し

そ
の
よ
う
な
黄
色
人
種
に
対
す
る
偏
見
は

そ
の
後
も
白
色
人
種
の
一
部
の
国
々

で
踏
襲
さ
れ
て

中
国
人
お
よ
び
日
本
人
移
民
排
斥
問
題
を
生
ぜ
し
め
た3

 

 

と
指
摘
さ
れ
て
い
る

以
上

見
て
き
た
よ
う
に

日
本
に
お
け
る
百
科
事
典
に
収
録
さ

れ
た
項
目

い
わ
ば
一
般
的
な
理
解
と
し
て
の

黄
禍
論

は

三
国
干
渉
以
後
の
外
交
の

事
態
を
強
調
し

西
洋
の
帝
国
主
義
が
東
ア
ジ
ア
進
出
の
た
め
に
打
ち
出
し
た
外
交
策
と
し

て
捉
え
て
き
た4

し
か
し

こ
の
よ
う
な
理
解
は
一
面
的
で
あ
り

国
際
政
治
的
な
要
因

を
重
視
す
る
あ
ま
り

西
洋
社
会
に
お
け
る
長
い
人
種
差
別
主
義
の
思
想
史
的
背
景
を
見
落

と
す
お
そ
れ
が
あ
る

 

し
た
が

て

一
般
的
に
読
ま
れ
て
い
る
百
科
辞
書
の
記
述
と
異
な
り

日
本
に
お
け
る

黄
禍
論
問
題
の
先
駆
的
研
究
者
で
あ
る
橋
川
文
三

一
九
二
二

一
九
八
三
年

は

黄
禍

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3	 

外
務
省
外
交
史
料
館
日
本
外
交
史
辞
典
編
纂
委
員
会
編

新
版
・
日
本
外
交
史
辞
典

山
川
出
版
社

一

九
九
二
年

二
七
六

二
七
七
頁

	 

4	 

ほ
か
の
辞
書
も
お
お
む
ね
同
じ
よ
う
に
定
義
付
け
ら
れ
て
い
た

例
え
ば

日
本
国
語
大
辞
典
・
第
二
版

に
よ
る
と

日
清
戦
争
に
お
い
て
勝
利
を
収
め
た
日
本
を
対
象
に

白
人
に
及
ば
す
黄
色
人
種
の
禍
害
を
説

い
た
論

だ
と
解
す
る

日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編

日
本
国
語

大
辞
典
・
第
二
版

第
五
巻

小
学
館

二
〇
〇
一
年

二
二
四
頁
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論
を
西
洋
に
お
け
る
人
種
差
別
主
義
の
枠
組
で
扱
わ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る

橋
川
に
よ

れ
ば

黄
禍
論
は

白
色
人
種
の
黄
色
人
種
に
対
す
る
恐
怖

嫌
悪

不
信

蔑
視
の
感
情

を
表
現
し
た
も
の
で

人
種
的
偏
見

人
種
的
差
別
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
イ
に
属
す
る
現
象

で
あ
り

そ
の
意
味
で
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
黒
人
問
題

ナ
チ
ス
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人

問
題

南
ア
連
邦
に
お
け
る
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
問
題
な
ど
と
同
種
の
現
象
に
ほ
か
な
ら
な
い

と
い
う5

そ
の
う
え
で

橋
川
は
黄
禍
論
の
特
殊
性
を
次
に
よ
う
に
述
べ
て
い
る

 

 	 
	 

黄
禍
の
場
合
に
は

恐
ら
く
そ
の
背
景
に
あ
る
歴
史
と

黄
色
人
口
が
地

球
人
口
の
中
に
占
め
る
比
率
の
圧
倒
的
高
さ
と
の
た
め
に

同
じ
人
種
差
別
の

観
念
の
中
で
も

と
く
に
き
わ
だ

た
形
姿
を
と

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で

き
る
か
も
し
れ
な
い

つ
ま
り

人
類
社
会
に
伝
承

形
成
さ
れ
て
き
た
さ
ま

ざ
ま
な
人
間
差
別
の
心
理
的
複
合
体
の
う
ち

も

と
も
な
が
い
歴
史
を
か
け

て
作
り
出
さ
れ
た
厖
大
な

神
話

が
黄
禍
論
で
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る6
 

 

言
い
換
え
れ
ば

橋
川
は
黄
禍
論
の
歴
史
が
た
だ
三
国
干
渉
以
後
か
ら
始
ま

た
物
語
だ

け
で
は
な
い
と
し

西
欧
の
黄
禍
論
を
説
く
も
の
た
ち
は
そ
の
起
源
を
十
三
世
紀

モ
ン

ゴ
ル
の
侵
入

は
お
ろ
か

紀
元
前
四
－
五
世
紀

フ
ン
族
の
侵
攻

の
歴
史
的
体
験
に
さ

か
の
ぼ
ら
せ
る
の
が
通
常
で
あ
る

と
い
う

さ
ら
に

極
端
な
場
合
に
は

そ
れ
を
紀
元

前
十
世
紀
以
前
に
求
め
る
も
の
さ
え
あ
る

と

橋
川
は
よ
り
早
い
歴
史
的
起
源
に
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る7

橋
川
に
よ
れ
ば

ア
ジ
ア
と
ヨ

ロ

パ
と
の
対
立

抗
争
の
す
べ
て
の
歴
史
を
黄
色
・
白
色
両
人
種
の
そ
れ
と
同
一
視

し
た
こ
と
で

黄
禍
論

の
形
成
は

す
べ
て
東
方
か
ら
す
る
西
方
へ
の
圧
迫
を
以
て

黄
色
人
種
の
白
色
人
種
へ
の

攻
撃
と
み
な
す
心
理
的
な
イ
メ

ジ

と
緊
密
的
な
関
係
が
あ
る
と
主
張
す
る8

か
か
る

視
点
に
よ
れ
ば

橋
川
は
黄
禍
論
の
史
的
形
成
を
八
つ
の
予
備
の
段
階
に
わ
け
た

つ
ま
り

一

フ

ニ
キ
ア
人
の
西
侵

二

ペ
ル
シ
ア
と
ギ
リ
シ
ア
の
戦
い

三

ポ
エ
ニ
戦

争

四

フ
ン
族
の
ヨ

ロ

パ
侵
入

五

サ
ラ
セ
ン
の
ヨ

ロ

パ
侵
攻

六

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
5	 

前
掲
書
橋
川
文
三

七
頁

	 

6	 

同
右

	 

7	 

同
右

七

八
頁

	 

8	 

同
右

八
頁
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ト
ル
コ
の
脅
威

七

蒙
古
の
大
侵
攻

八

オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
の
脅
威
で
あ
る9

よ

て

ヨ

ロ

パ
は

有
史
前
か
ら
幾
度
と
な
く
ア
ジ
ア
人
種
の
侵
略
に
悩
ま
さ
れ
な

が
ら

か
ろ
う
じ
て
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
と
文
明
と
を
防
衛
し

近
代
に
入

て
か
ら
の
黄

禍
論
は

そ
う
し
た
歴
史
的
回
想
の
上
に
き
ず
か
れ
た
幻
影
と
い
う
べ
き
も
の
に
ほ
か
な
ら

な
い

と

橋
川
は
考
え
た
の
で
あ
る10

 

橋
川
の
黄
禍
論
の
形
成
に
お
け
る
東
・
西
対
抗
の
歴
史
的
な
記
憶
を
強
調
す
る
と
い
う
考

え
に
異
論
は
な
い
が

し
か
し
そ
の
論
述
に
お
い
て
の
黄
禍
論
と
人
種
差
別
主
義
と
の
関
係

に
つ
い
て

よ
り
周
到
な
吟
味
が
求
め
ら
れ
る

そ
の
点
に
つ
い
て
は

ヴ

ス
ト
フ

レ
ン
・
ヴ

ル
ヘ
ル
ム
大
学
の
近
代
政
治
社
会
史
教
授
で
あ
る
ハ
イ
ン
ツ
・
ゴ
ル
ヴ

ツ

H
einz G

ollw
itzer, 

一
九
一
七

一
九
九
九
年

は
精
密
な
論
述
を
残
し
た

東
・
西

対
抗
と
い
う
史
的
図
式
の
な
か
に
黄
禍
論
を
把
握
し
た
橋
川
と
異
な
り

ゴ
ル
ヴ

ツ

は
黄
禍
論
が
近
代
帝
国
主
義
の
特
有
物
で
あ
る
と
主
張
す
る1

1

ゴ
ル
ヴ

ツ

に
よ
れ

ば

黄
禍
論
と
は
一
八
七
〇
年
代
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
一
区
切
り
と
す
る
帝
国
主
義

時
代
に
誕
生
し

発
展
し
た
政
治
的
ス
ロ

ガ
ン
で
あ
る

こ
の
時
期
に

経
済
学

地
政

学

人
種
学

人
口
論

統
計
学
な
ど
の
進
歩
に
よ
り

帝
国
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ

が
形
成

さ
れ
た
が

こ
れ
ら
す
べ
て
が
黄
禍
論
誕
生
の
土
壌
と
な

た1
2

た
と
え
ば

帝
国
主
義

の
元
祖
の
一
人

と
さ
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
で
あ
る
マ
ル
サ
ス

Thom
as 

Robert M
althus,

一
七
六
六

一
八
三
四
年

は

人
間
は
等
比
数
列
的
に
増
え
る
傾
向

に
あ
る
が

食
糧
は
等
差
数
列
的
に
し
か
増
産
で
き
な
い

と
考
え

飢
え
に
か
り
た
て

ら
れ
た
人
々
が
食
糧
を
求
め
て
押
し
寄
せ

最
後
に
は
な
に
も
か
も
が
食
い
つ
く
さ
れ
て
し

ま
う

の
だ
と
主
張
す
る

ゴ
ル
ヴ

ツ

に
よ
れ
ば

こ
の
よ
う
な
予
言
的
マ
ル
サ

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
9	 

同
右

八

一
四
頁

	 

1
0	 

同
右

一
四
頁

	  
1
1	 

前
掲
書
ゴ
ル
ヴ

ツ

一
一
頁

氏
に
よ
れ
ば

黄
禍

と
い
う
ひ
と
つ
の
ス
ロ

ガ
ン
を
手
が

か
り
に

帝
国
主
義
な
る
も
の
の
本
性
と
そ
の
思
考
方
法
に
迫

て
み
よ
う

と
い
う

一
方

ゴ
ル
ヴ

ツ

は
黄
禍
論
の
形
成
に
お
け
る
東
・
西
の
対
抗
と
い
う
歴
史
的
要
因
を
否
定
す
る
の
と
意
味
し
な
い

同
書

三
五

三
九
頁
を
参
考

	 

1
2	 

同
右

一
〇

一
三
頁

ゴ
ル
ヴ

ツ

の
黄
禍
論
研
究
の
ま
と
め
方
に
つ
い
て

堅
田
智
子

ア
レ

ク
サ
ン
ダ

・
フ

ン
・
シ

ボ
ル
ト
と
黄
禍
論

上
智
史
学

第
五
七
号

二
〇
一
二
年
一
一
月

一

〇

一
一
頁
に
よ
る
も
の

ま
た

ゴ
ル
ヴ

ツ

以
外

黄
禍
論
を
め
ぐ
る

新
版
・
日
本
外
交
史
辞
典

松
村
正
義
の
研
究
も
同
論
文

九

一
一
頁
か
ら
ヒ
ン
ト
を
頂
い
た
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ス
主
義
で
あ

た
か
ら
こ
そ

ア
ジ
ア
民
族
か
ら
の
圧
迫
と
い
う
お
題
目
と
ぴ

た
り
息
が

あ

て
し
ま

た

と
い
う1

3

こ
こ
で
ゴ
ル
ヴ

ツ

は

黄
禍
論
と
帝
国
主
義
と
の

不
可
分
の
関
係
を
強
調
し
て
い
る

 

ゴ
ル
ヴ

ツ

は
黄
禍
論
を
批
判
的
に
検
討
し

帝
国
主
義
の
政
治
的
ス
ロ

ガ
ン14

と
断
罪
し
た
も
の
の

イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
で
あ
る
ビ
ク
タ

・
キ
ア
ナ
ンV

ictor K
iernan, 

一
九
一
三

二
〇
〇
九
年

は

黄
禍
論
に
対
し
て

あ
る
程
度
の
同
情
的
な
見
方
を
示
し

た

キ
ア
ナ
ン
に
よ
れ
ば

ヨ

ロ

パ
で
の

普
通
の
人
々
の
頭
に
は

黄
禍
と
い
う

の
は
茫
漠
た
る
脅
威
で
あ
る
と
い
え
よ
う

す
で
に
中
国
で
生
活
を
し
て
い
る
膨
大
な
人
口

数

加
え
て
数
百
万
以
上
の
世
界
に
進
出
し
て
い
た
移
民
た
ち
を
考
え
る
た
び
に

ヨ

ロ

パ
人
は
物
怖
じ
を
禁
じ
得
な
い

ヨ

ロ

パ
人
に
と

て

ア
ジ
ア
の
人
口
は
氾
濫

し
て
災
害
を
も
た
ら
し

ヨ

ロ

パ
人
は
技
術
的
に
優
位
に
立
つ
こ
と
で
ア
ジ
ア
と
対

抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
と
も
と
中
央
ア
ジ
ア
に
往
来
し
て
い
た
野
蛮
人
を
指
す

ホ

ル
ド

H
orde

と
い
う
言
葉
を
も

現
在
に
は
ヨ

ロ

パ
人
は
ア
ジ
ア
人
を
貶
す
た
め

に
用
い
て
い
る

そ
の
た
め

ヨ

ロ

パ
人
に
対
し
て

黄
禍
と
い
う
の
は

経
済
的
で

も
軍
事
的
で
も
な
く

膨
大
の
人
口
数
の
外
族
人
が
も
た
ら
す
脅
威
に
よ
る

心
理
的
な
恐

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
3	 

前
掲
書
ゴ
ル
ヴ

ツ

一
三

一
四
頁

	 

1
4	 

ゴ
ル
ヴ

ツ

は

ス
ロ

ガ
ン
が
象
徴
す
る
近
代
社
会
の
病
理

と
い
う
節
に
黄
禍
論
を

帝
国
主

義
の
政
治
ス
ロ

ガ
ン

と
し
て
理
解
し
た

ス
ロ

ガ
ン
の
役
割
に
つ
い
て

ゴ
ル
ヴ

ツ

は
次
の
よ

う
に
説
明
す
る

政
治
ス
ロ

ガ
ン
が
そ
の
効
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は

ま
ず
世
論
と
い
う
も
の
が
必
要

で
あ
り

さ
ら
に
そ
の
世
論
が
情
緒
的
に
反
応
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
の
意
味
で
は
ス
ロ

ガ
ン

と
い
う
の
は

近
代
社
会
の
精
神
状
況
を
よ
く
表
わ
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
る

中
略

い
ず
れ
に
せ
よ
ス

ロ

ガ
ン
と
い
う
の
は

簡
潔
で
要
を
得
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
し

ど
こ
で
誰
が
聞
い
て
も
す
ぐ
理

解
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
た
が

て
そ
れ
は
一
般
的
に
お
お
ま
か
で

粗
雑
で

も
の
ご
と

を
歪
め
て
し
ま
う
よ
う
な
性
格
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い

ま
た
そ
れ
は

人
々
の
心
を
な
ぐ
さ
め
た
り

ふ
る

い
た
た
せ
た
り
し
て

希
望
や
勇
気
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
の
と
同
時
に

恐
怖
や
不
安
を
か
き
た
て

る
こ
と
も
で
き
る

消
え
た
か
と
思
う
と

あ
る
日
突
然
浮
か
び
あ
が
る

で

ち
あ
げ
ら
れ

形
を
と
と
の

え
ら
れ

ま
こ
と
し
や
か
に
い
い
ふ
ら
さ
れ

巷
に
宣
伝
さ
れ

人
々
の
頭
の
な
か
に
た
た
き
こ
ま
れ
る

そ

う
か
と
思
え
ば
傍
若
無
人
な
ス
ロ

ガ
ン
も
あ
る

製
御
し
よ
う
と
し
て
も
い
う
こ
と
を
聞
か
ず

土
足
で
上

が
り
こ
ん
で
き
て
許
可
な
く
居
す
わ

て
し
ま
う

い
つ
も
そ
う
だ
と
は
い
わ
な
い
が

時
と
し
て
殴
る
蹴
る

な
ど
乱
暴
狼
藉
を
は
た
ら
き

破
壊
行
為
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
す
ら
あ
る

い
ず
れ
に
せ
よ

ス
ロ

ガ
ン
を
つ

く
り

ま
き
散
ら
す
者
た
ち
は

も
の
ご
と
を
当
意
即
妙
に
説
明
し

解
釈
し

定
義
づ
け
し
た
く
て
う
ず
う

ず
し
て
い
る
の
で
あ
る

前
掲
書
ゴ
ル
ヴ

ツ

七

八
頁
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慌

で
あ
る
と
キ
ア
ナ
ン
は
解
す
る15

 

こ
こ
で
キ
ア
ナ
ン
が
強
調
し
て
い
る
の
は

ヨ

ロ

パ
人
の
歴
史
は
小
さ
な
自
由
都

市
と
国
民
国
家
に
源
を
発
し

も
と
も
と
膨
大
な
人
口
に
対
す
る
本
能
的
な
脅
威
を
持

て

い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る

ヨ

ロ

パ
人
に
と

て

ア
ジ
ア
の
も

と
も
代
表
的

な
も
の
は
そ
の
膨
大
な
人
口
で
あ
る16

一
九
世
紀
以
後

ヨ

ロ

パ
人
は
非
ヨ

ロ

パ
地
域
に
お
け
る
覇
権
地
位
を
確
立
し

世
界
の
主
宰17

と
い
う
自
己
認
識
を
も

て
世

界
に
進
出
し
た
と
き
に
も

ア
ジ
ア
の
膨
大
な
人
口
は
相
変
わ
ら
ず
ヨ

ロ

パ
人
に
警
戒

心
を
持
た
せ
た
の
で
あ
る

 

か
か
る
意
見
は

ヨ

ロ

パ
人
自
身
の
歴
史
的
発
展
経
験
に
立
脚
し

黄
禍
論
の
形
成

に
お
け
る
合
理
的
要
因
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

し
か
し

こ
こ
で
問
題
と
な

る
の
は

黄
禍
論
の
形
成
に
つ
い
て
は

ヨ

ロ

パ
人
自
身
の
歴
史
経
験
の
独
特
性
は
黄

禍
論
に
内
包
さ
れ
て
い
る
侵
略
主
義
・
人
種
差
別
主
義
・
帝
国
主
義
な
ど
の
口
実
と
は
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
る

か
え

て

ヨ

ロ

パ
中
心
主
義

の
落
と
し
穴
に
陥
る
お
そ
れ
が

あ
る

そ
れ
と
反
対
に

サ
イ

ド

Edw
ard W

adie Said, 
一
九
三
五

二
〇
〇
三
年

は

黄
禍

を
西
洋
思
想
史
に
貫
か
ら
れ
て
い
た
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
O

rientalism

と

い
う
思
考
様
式
の
枠
組
に
置
か
せ
て
批
判
を
加
え
た

周
知
の
如
き

サ
イ

ド
は
オ
リ
エ

ン
タ
リ
ズ
ム
を

西
洋
と
東
洋
と
い
う
存
在
論
的
・
認
識
論
的
区
別
に
も
と
づ
く
思
考
様
式

と
定
義
し
た
上
で

東
洋
な
る
も
の
が

西
洋
に
属
す
る
と
さ
れ
る
側
の
文
化
的
覇
権
主
義

に
よ
り

一
方
的
に
表
象
さ
れ
た
歴
史
的
産
物
で
あ
る
と
指
摘
し
た

す
な
わ
ち

東
洋
は

進
歩
的

合
理
的

民
主
主
義
的
な
西
洋
に
対
し

停
滞
的

非
合
理
的

専
制
主
義
的
と

い

た
属
性
を
帯
び

西
洋
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
表
象
さ
れ
て
き
た

サ
イ

ド
に
よ
れ
ば

こ
の
図
式
化
さ
れ
た
イ
メ

ジ
は

す
で
に
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
オ
リ

エ
ン
ト
記
述
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
が

文
献
学
の
よ
う
な
一
つ
の
制
度
化
・
組
織
化
さ
れ
た

規
律
と
な
る
の
は

ナ
ポ
レ
オ
ン

N
apoléon Bonaparte, 

一
七
六
九

一
八
二
一
年

の

エ
ジ
プ
ト
遠
征
に
よ
り
現
地
調
査
が
開
始
さ
れ
た
一
八
世
紀
末
頃
か
ら

西
洋
帝
国
主
義
の

東
洋
支
配
を
正
当
化
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ

と
し
て
機
能
し
た
と
い
う

こ
う
し
た
東
洋
と
西

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
5	 

 V
ictor K

iernan, The Lords of H
um

an K
ind: European Attitudes to O

ther C
ultures in the Im

perial 

Age, London : Serif, 1995, p179. 
	 

1
6	 

同
右

	  
1
7	 

同
右

二
三

三
〇
頁

	 



	   10	  

洋
を
分
か
つ
心
象
地
理
が

美
術
や
文
学
な
ど

あ
ら
ゆ
る
人
文
科
学
的
テ
キ
ス
ト
に
分
配

さ
れ

言
説
と
し
て
強
力
的
に
作
用
し
た

そ
の
結
果

言
説
が
現
在
性
を
獲
得
し

あ
た

か
も
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
る
に
い
た

た
の
で
あ
る18

サ
イ

ド

に
よ
る
と

こ
の
よ
う
な
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
支
え
た
西
洋
人
の
ド
グ
マ
は
四
つ
に
分
け

ら
れ
た
と
い
う

 

 	 

第
一
は

合
理
的
で
す
す
ん
だ

人
道
的
に
し
て
す
ぐ
れ
た
西
洋
と

常
軌

を
逸
し

遅
れ

劣

た
東
洋
と
の
あ
い
だ
に
絶
対
的
・
体
系
的
な
相
違
が
あ
る

と
す
る
ド
グ
マ
で
あ
る

第
二
番
目
は

オ
リ
エ
ン
ト
に
関
す
る
抽
象
概
念

と

く
に

古
典
的

オ
リ
エ
ン
ト
文
明
を
表
象
す
る
諸
文
献
に
も
と
づ
い
た
抽
象
概

念
が

現
代
オ
リ
エ
ン
ト
の
諸
現
実
か
ら
直
接
引
き
出
さ
れ
る
証
拠
な
ど
よ
り
常

に
よ
り
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
ド
グ
マ
で
あ
る

第
三
は

オ
リ
エ
ン
ト

が
永
遠
に
し
て
画
一
的
で
あ
り

自
己
を
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
も

の

し
た
が

て

西
洋
の
視
点
か
ら
オ
リ
エ
ン
ト
を
叙
述
す
る
た
め
に
は

高

度
に
一
般
的
・
体
系
的
な
語
彙
が
不
可
欠
で
あ
り

学
問
的
に

客
観
的

で
さ

え
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

第
四
の
ド
グ
マ
は

オ
リ
エ
ン

ト
が
本
質
的
に
怖
る
べ
き
も
の

黄
禍

モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民

褐
色
人
種
の
統
治

で
あ
る
か

統
御
さ
る
べ
き
も
の

講
和

調
査

開
発

可
能
な
ら
ば
完
全
占

領
に
よ

て

で
あ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る19

 

 

こ
こ
で
サ
イ

ド
は

西
洋
人
が
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
い
う
思
考
様
式
の
作
用
下
で

オ
リ
エ
ン
ト
は
先
天
的
に

怖
る
べ
き

も
の
と
断
じ
た
う
え
で

黄
禍

と
い
う
イ
メ

ジ
は
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
と
考
え
た

西
洋
に
対
す
る
サ
イ

ド
の
植
民
地
主
義
・
文
化

覇
権
主
義
の
批
判
は
ほ
か
の
学
者
の
共
鳴
に
受
け
ら
れ
た

た
と
え
ば

周
寧
は

黄
禍
と

い
う
東
洋
に
対
す
る
文
化
的
イ
メ

ジ
が

一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
ヨ

ロ

パ
の
中
国
像
の
シ
フ
ト
と
い
う
史
的
文
脈
に
置
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
8	 

サ
イ

ド
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
批
判
の
ま
と
め
方
に
つ
い
て

武
藤
秀
太
郎

近
代
日
本
の
社
会
科
学

と
東
ア
ジ
ア

藤
原
書
店

二
〇
〇
九
年

九
頁
に
よ
る
も
の

	 

1
9	 

エ
ド
ワ

ド
・W

.
	 

サ
イ

ド

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

今
沢
紀
子
訳

平
凡
社	 

一
九
八
六
年

三

〇
五

三
〇
六
頁

Edw
ard W

. Said. O
rientalism

 (1978), N
ew

 Y
ork: G

eorges B
orchardt
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す
る

周
寧
に
よ
れ
ば

啓
蒙
主
義
以
来

西
洋
社
会
は

東
方―

西
方

野
蛮―

文
明

有
色
人
種―

白
色
人
種

と
い
う
対
立
の
図
式
は
だ
ん
だ
ん
確
立
し
つ
つ
あ
り

こ
の
間
中

国
は
文
明
・
進
歩
的
な
ヨ

ロ

パ
と
対
照
的
な
関
係
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た20

そ
の

あ
と
に

極
端
な
種
族
主
義
思
想
は
さ
ら
に

野
蛮
的

な
中
国
人
像
を

黄
禍
論

に

発
展
さ
せ
て
い
た

黄
禍
論
と
い
う
思
想
の
形
成
は
政
治
・
経
済
・
軍
事
的
な
原
因

そ
し

て
歴
史
・
文
化
・
心
理
的
な
原
因
も
含
ま
れ

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
と
か
か
わ
り
な
が
ら

な

か
で
も
最
も
主
要
な
の
は
種
族
主
義
思
想
で
あ
る

種
族
主
義
の
文
化
心
理
に
即
し
て
言

え
ば

黄
禍
と
は
西
洋
種
族
主
義
者
の
自
虐
的
な
文
化
想
像
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る

と

周
は
結
論
づ
け
た21

 

周
の
研
究
は

ヨ

ロ

パ
に
お
け
る
中
国
像
の
史
的
転
換
を
手
が
か
り
に

黄
禍
論
が

帝
国
主
義
・
種
族
主
義
の
土
壌
か
ら
生
ま
れ
て

中
国
に
対
す
る
侵
略
を
正
当
化
す
る
イ
デ

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
0	 

周
寧

天
朝
遥
遠

西
方
的
中
国
形
像
研
究

北
京
大
学

二
〇
〇
六
年

の
第
六
編
第
二
章

野
蛮

主
義
信
条
下
的
中
国
形
像

七
二
六

七
四
七
頁
に
詳
し
い

ま
た

V
ictor K

iernan

や
サ
イ

ド
の
黄
禍

論
に
関
す
る
見
解
は

同
書

三
五
五

三
五
六

七
二
六
頁
か
ら
ヒ
ン
ト
を
頂
い
た

そ
の
ほ
か

こ
こ
で

指
摘
し
た
い
の
は

一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て

ヨ

ロ

パ
に
お
け
る
中
国
像
の
蹉
跌
は
等
速
的

に
進
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る

ヨ

ロ

パ
が
勃
興
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

中
国
に
対
す
る
軽
蔑

は
加
速
的
に
形
成
さ
れ
て
い
た

ヨ

ロ

パ
に
お
け
る
中
国
像
の
蹉
跌
の
過
程
は

一
七
世
紀
の
末
期
か
ら

始
ま
り

一
八
世
紀
下
半
葉
に
お
い
て
加
速
し

一
九
世
紀
の
ア
ヘ
ン
戦
争

一
八
四
〇

一
八
四
二
年

と

第
一
世
界
大
戦

一
九
一
四

一
九
一
八
年

と
の
間
に
最
低
点
に
至

た
の
で
あ
る

そ
れ
に
つ
い
て

G
regory B

lue, G
obineau on C

hina: R
ace Theory, the "Y

ellow
 Peril," and the C

ritique of M
odernity. 

Journal of W
orld H

istory V
ol. 10, N

o. 1 (Spring, 1999), p94

に
詳
し
い

そ
れ
以
外

中
国
像
の
転
換
を

史
的
に
考
察
す
る
も
の
と
し
て
は

R
aym

ond D
aw

son, The C
hinese cham

eleon : an analysis of 

European conceptions of C
hinese civilization, O

xford U
niversity Press, 1967

雷
蒙
・
道
森

中
国
変
色

龍

対
於
欧
洲
中
国
文
明
観
的
分
析

常
紹
民

明
毅
訳

中
華
書
局

二
〇
〇
六
年

Jonathan Spence, 

To change C
hina : W

estern advisers in C
hina, 1620-1960,  Penguin B

ooks, 1980

日
本
語
訳
ジ

ナ
サ

ン
・
ス
ペ
ン
ス

中
国
を
変
え
た
西
洋
人
顧
問

三
石
善
吉
訳

一
九
七
五
年

講
談
社

前
掲
書V

ictor 

K
iernan

中
国
語
訳
維
克
多
・
基
尓
南

人
類
的
主
人

陳
正
国
訳

商
務
印
書
館

二
〇
〇
六
年

の
第

五
章

遠
東

C
hapter 5 “the Far East”

G
regory B

lue, “C
hina and W

estern Social Thought in the 

M
odern Period,” in edited by Tim

othy B
rook, C

hina and H
istorical C

apitalism
 : G

enealogies of 

Sinological K
now

ledge, C
am

bridge U
niversity Press, 2002

中
国
語
訳
格
力
高
利
・
布
魯

中
国

与

近
代
西
方
社
会
思
想

卜
正
民
編
集

中
国
与
歴
史
資
本
主
義

漢
学
知
識
的
系
譜
学

台
湾
国
立
編
訳
館

訳

新
星
出
版
社

二
〇
〇
五
年

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

 
2
1	 

前
掲
書
周
寧

三
六
四

七
八
八
頁
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オ
ロ
ギ

と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

し
か
し
そ
の
一
方
で
は

楊
瑞

松
は
黄
禍
論
の
形
成
と
展
開
は
西
洋
人
そ
の
片
面
的

貢
献

で
は
な
く

中
国
人
自
身
の

黄
禍
論
に
対
す
る
受
容
状
況
に
も
深
く
か
か
わ
る
と
指
摘
す
る

楊
は
清
末
民
初
の
中
国
に

お
け
る
黄
禍
論
と
関
係
す
る
文
献
を
調
べ
て

中
国
人
は
西
洋
人
に
悪
意
的
に
黄
禍
と
言
わ

れ
て
も
平
気
で
受
け
入
れ

さ
ら
に

黄
禍

に
な
ろ
う
と
い
う

黄
禍
英
雄
像

が
誕
生

し
て
い
た
と
考
え
る22

楊
の
分
析
に
よ
る
と

そ
れ
は
当
該
期
に
お
け
る
中
国
の
内
・
外

的
政
治
危
機
と
関
係
す
る
の
で
あ
る

社
会
進
化
論
の
流
行

黄
白
人
種
戦
争
と
い
う
図
式

の
圧
力

加
え
て
そ
も
そ
も
黄
色
は
伝
統
中
国
に
は
高
尚
・
名
誉

そ
し
て
皇
帝
と
直
接
的

に
関
係
す
る
積
極
的
意
味
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
背
景
に

西
洋
人
が
中
国
を

黄
禍

と

見
な
す
の
は

中
国
人
自
身
の
能
力
を
強
調
す
る
こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た23

清
末

の
革
命
家
で
あ
る
鄒
容

一
八
八
五

一
九
〇
五
年

の
言
葉

尓
有
黄
禍
之
先
兆

尓
有

種
族
之
勢
力

革
命
軍

一
九
〇
三
年

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に

中
国
人
自
身
は
黄

禍
を
み
ず
か
ら
名
乗

て

西
洋
人
と
対
抗
し
よ
う
と
す
る
姿
を
示
し
た24

楊
は

黄
禍

の
形
成
と
発
展
は

単
に
西
洋
人
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
み
な
ら
ず

中
国
人
自
身
の
セ

ル
フ
・
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

self-O
rientalism

と
も
か
か
わ
る
と
主
張
す
る25

 
	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
2	 

楊
瑞
松

尓
有
黄
禍
之
先
兆

尓
有
種
族
之
勢
力

黄
禍

与
近
代
中
国
国
族
共
同
体
想
像

国
立
政

治
大
学
歴
史
学
報

第
二
六
号

二
〇
〇
六
年
一
一
月

八
四

九
六
頁

後
に

病
夫

黄
禍
与
睡
獅

西
方

視
野
的
中
国
形
像
与
近
代
中
国
国
族
論
述

政
治
大
学
出
版
社

二
〇
一
〇
年

に
収
録

引
用

は
論
文
に
よ
る
も
の

ま
た

先
行
研
究V

ictor K
iernan

周
寧
と
サ
イ

ド
に
つ
い
て

同
論
文
六
九

七
二
頁
か
ら
ヒ
ン
ト
を
頂
い
た

	 

2
3	 

同
右

九
七
頁

西
洋
人
に
よ
れ
ば

黄
色

は
劣
等
人
種
の
表
象
と
さ
れ
て
き
た
が

中
国
歴
史
の

伝
統
に
お
け
る

黄
色

は
皇
室
の
象
徴
と
し
て
理
解
さ
れ

高
尚

富
有

尊
貴
と
い

た
積
極
的
意
味
を

有
す
る

し
た
が

て

中
国
人
は
黄
色
人
種
と
い
う
イ
メ

ジ
を
積
極
的
に
利
用
し

黄
帝
と
の
関
係
さ
え

強
調
し

自
己
の
民
族
像
を
作
り
出
そ
う
と
し
た

そ
の
点
を
め
ぐ
る
よ
り
詳
し
い
研
究
と
し
て

沈
松
僑

我

以
我
血
薦
軒
轅

黄
帝
神
話
与
晩
清
的
国
族
建
構

台
湾
社
会
研
季
刊

第
二
八
号

一
九
九
七
年
一
二
月

一

七
七
頁

孫
隆
基

清
季
民
族
主
義
与
黄
帝
崇
拝
的
発
明

歴
史
学
家
的
経
線

広
西
師
範
大
学
出
版

社

二
〇
〇
四
年

一

二
二
頁

坂
元
ひ
ろ
子

中
国
民
族
主
義
の
神
話	 

:
	 

人
種
・
身
体
・
ジ

ン
ダ

岩
波
書
店

二
〇
〇
四
年

五
九

六
八
頁
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る

	 

2
4	 

い
わ
ゆ
る
近
代
中
国
の

種
戦

の
思
想

前
掲
論
文
楊
瑞
松

七
七

八
四
頁

	 

2
5	 

こ
の
点
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
の
中
国
研
究
者
ア
リ
フ
・
ダ

イ
ク

A
rif D

irlik

に
も
指
摘
さ
れ
て
い

た

A
rif D

irlik, C
hinese H

istory and the Q
uestion of O

rientalism
, in H

istory and Theory 35 (4), 1996, 

pp95-117. 

前
掲
論
文
楊
瑞
松

七
二
頁
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前
述
し
た
よ
う
に

中
国
学
者
た
ち
が
黄
禍
論
に
お
け
る
帝
国
主
義
と
人
種
主
義
の
是

非
・
功
罪
に
執
着
し
た
こ
と
と
異
な
り

日
本
人
学
者
で
あ
る
飯
倉
章
は
黄
禍
論
に
お
け
る

帝
国
主
義
と
人
種
主
義
に
収
斂
で
き
な
い
部
分

つ
ま
り
黄
色
人
種
と
し
て
唯
一
列
強
の
隊

伍
に
加
入
し
た
日
本
の
特
殊
性
に
着
目
し
て
き
た

人
種
主
義
と
黄
禍
思
想
と
の
関
係
は

実
際
の
と
こ
ろ
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い

と
飯
倉
は
指
摘
し

人
種
主
義
に
依
拠
す

る
見
方
は

黄
禍

論
者
に
深
刻
な
ジ
レ
ン
マ
を
突
き
つ
け
る
こ
と
に
も
な

た

と
い

う
の
は

黄
禍

と
目
さ
れ
た
日
本
人
や
中
国
人
が
本
当
に
劣
等
人
種
に
す
ぎ
な
い
の
で

あ
れ
ば

文
明
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
も
な
く

従

て
本
来
は
脅
威
に
も
な
り
え
な
い

脅
威
と
な
る
に
は

少
な
く
と
も
あ
る
程
度
は
そ
の
能
力
を
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
だ
か
ら

だ

し
か
し

そ
う
な
る
と
人
種
に
よ

て
能
力
に
差
異
が
あ
る
と
い
う
前
提
に
影
響
が
出

て
く
る

ま
た

序
列
が
下
と
さ
れ
た
黄
色
人
種
の
な
か
か
ら
日
本
だ
け
が
発
展
し
て
帝
国

主
義
列
強
と
な

た
こ
と
は

黄
色
人
種
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
論
じ
て
い
て
は
説
明
で
き

な
い

そ
う
考
え
る
と
日
本
の
登
場
は

ま
さ
に
人
種
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ

を
突
き
崩
す
よ
う

な

事
件

で
あ

た

と
い
う26

よ

て

飯
倉
は

日
本
例
外
主
義

を
唱
え
て
い

た

 飯
倉
に
よ
れ
ば

人
種
的
に
非
白
人
で
あ
る
日
本
の
勃
興
は

白
人
に
支
配
さ
れ
た
地

域
の
人
々
の
希
望
と
な

た
の
は
事
実
で
あ
り

そ
こ
に
日
本
だ
け
が

こ
の
白
人
対
非
白

人
の
人
種
対
立
が
半
ば
は
事
実
と
し
て
進
行
し
て
い
た
時
代
に
あ

て

非
白
人
の
側
の
特

別
な
使
命
を
担

て
い
る
と
い
う
信
念

あ
る
い
は
思
い
込
み

を
可
能
に
し
た

帝
国

主
義
が
世
界
を
覆
い
尽
く
す
よ
う
な
拡
大
を
し
た
時
期
に

そ
の
よ
う
な
日
本
例
外
主
義
が

人
種
的
な
相
違
を
主
因
と
し
て
芽
生
え
た
こ
と

そ
し
て

黄
禍

と
い
う
言
説
や
イ
メ

ジ
は
こ
の
日
本
を
例
外
と
す
る
考
え
を
増
幅
し

そ
の
意
味
で
ま
さ
に
日
本
例
外
主
義
の

源
流
と
言
え
る27

つ
ま
り

西
洋
人
が
日
本
を
黄
禍
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

日
本
例
外
主

義
の
傍
証
に
な
る

飯
倉
は

黄
禍
論
と
日
本
例
外
主
義
は
相
互
的
な
前
提
と
し
て
捉
え
て

き
た
の
で
あ
る

 

黄
禍
論
に
お
け
る
中
国
と
日
本
と
の
関
係
を
相
対
化
し

人
種
差
別
主
義
に
置
か
れ
た
日

本
の
特
殊
性

そ
し
て
そ
れ
を

例
外
主
義

と
し
て
捉
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は

飯
倉
の

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
6	 

前
掲
書
飯
倉
章

二
〇
一
三
年

九

一
〇
頁

	 

2
7	 

前
掲
書
飯
倉
章

二
〇
〇
四
年

四
二
頁
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研
究
か
ら
大
き
な
示
唆
を
受
け
ら
れ
る
が

表
舞
台
に
現
れ
た
日
本
例
外
主
義
は

や
が

て
大
ア
ジ
ア
主
義
へ
と
変
貌
を
遂
げ

後
に
は

日
本
人
を
指
導
民
族
と
し
て
ア
ジ
ア
を
白

人
の
支
配
か
ら
解
放
す
る
と
い
う
思
想
に
ま
で
至
り

悲
惨
な
結
果
を
生
み
破
綻
し
た28

と
い
う
飯
倉
の
結
論
に
は

本
研
究
は
賛
成
し
か
ね
る

な
ぜ
か
と
い
う
と

黄
禍
論
を
検

討
す
る
際
に

日
本
を
西
洋
人
種
主
義
の

例
外

と
し
て
の
飯
倉
の
捉
え
方
は

黄
・
白

人
種
対
立
と
い
う
図
式
か
ら
見
れ
ば
有
効
に
な
る
が

東
ア
ジ
ア
秩
序
の
再
構
築
に
置
か
れ

る
と

日
本
人
が
主
導
的
に
人
種
差
別
と
い
う
ま
な
ざ
し
を
同
じ
黄
色
人
種
で
あ
る
周
辺
国

家
に
向
け
る
こ
と
は
安
易
に
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
だ

こ
の
視
点
が
失
わ
れ
れ

ば

三
国
干
渉
直
後

急
に
盛
り
上
が

た
黄
禍
論
に
対
抗
し
た
日
本
は

ま
る
で
そ
の
後

に
大
ア
ジ
ア
主
義
を
借
用
し

侵
略
主
義
に
走

て
し
ま

た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る

し
か

し

本
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
い
の
は

三
国
干
渉
時
期
に
お
け
る
黄
禍
論
に
対
抗
す
る
言

論
に
は

日
本
自
体
は
す
で
に
西
洋
の
人
種
差
別
主
義
思
想
に
浸
透
さ
れ
て
き
た
と
い
う
点

で
あ
る

ま
た

高
山
樗
牛

一
八
七
一

一
九
〇
二
年

の
よ
う
な
大
ア
ジ
ア
主
義
者
だ

け
で
は
な
く

た
と
え
ば
当
該
期
に
お
け
る
黄
禍
論
に
つ
い
て
活
躍
し
て
い
た

脱
亜
論

の
系
譜
に
置
か
れ
た

日
本
人
種
ア

リ
ア
起
源
説

を
唱
え
た
田
口
卯
吉

一
八
五
五

一
九
〇
五
年

ま
た
日
露
戦
争
期
に
お
い
て
積
極
的
に
西
洋
の
人
種
・
黄
禍
論
を
反
対
し

た
文
学
者
で
あ
る
森
鷗
外

一
八
六
二

一
九
二
二
年

も

す
で
に
人
種
差
別
主
義
の
思

想
に
深
く
浸
透
さ
れ
て
き
た

	 
 

以
下

そ
の
点
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
を
辿
り
な
が
ら

問
題
の
所
在
と
本
研
究
の
主
旨
を

明
ら
か
に
し
て
い
く

 

	 	 
	 

第
二
節	 

先
行
研
究
と
問
題
の
所
在	 

	 

広
い
意
味
で
の
黄
禍
論
が
長
い
時
間
に
渡

て
い
る
も
の
で
あ
る
が

本
研
究
は

特
に

三
国
干
渉
か
ら
日
露
戦
争
ま
で
の
ほ
ぼ
一
〇
年
間
と
い
う
時
間
帯
に
焦
点
を
あ
て
て

当
該

期
の
西
洋
社
会
に
お
い
て
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ

た
黄
禍
論
に
対
し
て

日
本
人
が
ど
の
よ

う
に
対
応
し
た
の
か
を
考
察
す
る

前
述
し
た
よ
う
に

そ
も
そ
も
当
該
期
の
黄
禍
論
は

人
種
差
別
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

と
し
て
使
わ
れ

ド
イ
ツ
帝
国
の
皇
帝
ウ

ル
ヘ
ル
ム
二
世
が

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
8	 

同
右

四
三
頁
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三
国
干
渉
の
機
に
乗
じ
て

日
本
帝
国
の
膨
張
を
抑
制
し

東
ア
ジ
ア

と
り
わ
け
中
国
へ

の
進
出
の
た
め
に
打
ち
出
さ
れ
た
政
治
的
な
ス
ロ

ガ
ン
と
さ
れ
て
い
た

か
か
る
状
況
で

従
来
三
国
干
渉
後
の
黄
禍
論
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
は

国
民
国
家
形
成
期
に
日
本
が
い
か
に

外
圧
を
受
け
な
が
ら
独
立
国
家
と
し
て
維
持
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
着
目
し2

9

日
本
知

識
人
の
黄
禍
論
へ
の
対
応
を―

―

濃
淡
の
差
は
あ
れ―

―

反
人
種
主
義

と
い
う
思
想
史

的
意
義
と
し
て
捉
え
て
き
た

	 

た
と
え
ば

橋
川
文
三
は

当
該
期
に
黄
禍
論
に
対
し
て
積
極
的
に
発
言
し
て
い
た
森
鷗

外

田
口
卯
吉

高
山
樗
牛
な
ど
の
人
物
を
取
り
上
げ

彼
ら
の
言
説
を
分
析
し

オ
リ

ジ
ナ
ル
な
研
究
の
立
場

上
昇
期
ブ
ル
ジ

ア
ジ

の
開
明
的
傾
向

な
ん
ら
か
の
意

味
で
偏
狭
的
な
民
族
優
越
感
を
持
つ
も
の
で
は
な
い

も
の

冷
然
人
種
哲
学
の
空
想
性

と
粗
雑
さ
を
批
判
し
た

も
の
と
い

た
ポ
ジ
テ

ブ
な
評
価
を
与
え
た30

 

ま
た

山
室
信
一
は
田
口
卯
吉
の
黄
禍
論
の
対
抗
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た

日
本
人
ア

リ
ア
人
種
起
源
説

に
つ
い
て

そ
の

推
論
や
結
論
に
は
著
し
い
飛
躍
が
あ
る
と
し
て

も

そ
れ
ま
で

ア
ジ
ア
人
種

黄
色
人
種
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ

で
な
ん
の
疑
問
も
な
し

に
括
ら
れ
て
き
た
日
本
人
を
世
界
の
多
く
の
民
族
と
比
較
対
照
し
て
位
置
づ
け
直
す
と
い

う
作
業
に
着
手
し
た
こ
と
に
よ

て

ア
ジ
ア
を
人
種
と
相
即
的
に
み
て
境
域
化
す
る
通
念

を
批
判
の
俎
上
に
の
せ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い3

1

と
評
す
る

つ
ま
り

田
口
が
西
洋

人
種
分
類
論
の
規
範
を
突
破
し
た
と
い
う
点
に

山
室
は
肯
定
的
な
評
価
を
与
え
た

そ
し

て

日
露
戦
争
の
直
前
に

人
種
哲
学
梗
概

と

黄
禍
論
梗
概

の
二
つ
の
講
演
に
よ

て
西
洋
人
に
人
種
・
黄
禍
論
を
厳
し
く
批
判
し
た
森
鷗
外
に
つ
い
て

山
室
も
同
様
に

ヨ

ロ

パ
の
人
種
論
や
黄
禍
論
を
ひ
と
ま
ず
そ
の
論
理
に
沿

て
紹
介
し

冷
徹
な
批

判

を
行
い

皮
肉

と

憤
懣

を
交
え
た
反
論
を
し
た
と

反
人
種
主
義

の
鷗
外

像
と
し
て
理
解
し
て
き
た3

2
	 

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
9	 

こ
こ
で
問
題
提
起
と
し
て

水
野
守

越
境

と
明
治
ナ
シ

ナ
リ
ズ
ム―

―

一
八
八
九
年
条
約
改
正

問
題
に
お
け
る
政
教
社
の
思
想―

―

大
阪
大
学
日
本
学
報

第
二
二
号

二
〇
〇
三
年
三
月

三
九
頁

か
ら
ヒ
ン
ト
を
頂
い
た

	 

3
0	 

前
掲
書
橋
川
文
三

三
四

四
四

四
六
頁

	 

3
1	 

山
室
信
一

思
想
課
題
と
し
て
の
ア
ジ
ア	 

:
	 

基
軸
・
連
鎖
・
投
企

岩
波
書
店

二
〇
〇
一
年

七

一
頁

	 

3
2	 

同
右

七
一

七
二
頁
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し
か
し
な
が
ら

三
国
干
渉
後
の
黄
禍
論
へ
の
対
応
に
関
し
て
は

反
人
種
主
義

の

思
想
と
矛
盾
す
る
混
乱
が
生
じ
て
い
た

例
え
ば

今
ま
で
黄
禍
論
研
究
の
到
達
点
と
も
い

え
る
飯
倉
章
の
研
究
は

鷗
外
の
講
演
に
つ
い
て

白
人
に
た
い
す
る
対
抗
意
識
と
と
も

に

同
じ
黄
色
人
種
に
た
い
す
る

優
越
意
識

が
見
え
る

と
し
た
う
え
で

鷗
外
は

確
か
に
白
人
の

黄
禍

論
に
た
い
し
て
怒

て
い
た
が

同
時
に
日
本
人
が
中
国
人
な
ど

の
他
の
黄
色
人
種
と
同
等
に
扱
わ
れ
た
こ
と
に
た
い
し
て
も

ひ
ど
く
怒

て
い
た

と

西
洋
人
の
日
本
人
に
対
す
る
差
別
意
識
を

鷗
外
は
そ
の
ま
ま
に
中
国
に
転
嫁
さ
せ
た
と
い

う
指
摘
が
あ
る33

し
か
も
飯
倉
は
当
時
の
読
売
新
聞
主
筆
で
あ
る
高
田
早
苗

一
八
六
〇

一
九
三
八
年

を
取
り
上
げ

黄
禍
論
と
い
う
圧
力
下
で

日
本
が
帝
国
主
義
を
採
用
す

る
緊
迫
性
を
説
明
し
て
い
た

飯
倉
に
よ
れ
ば

帝
国
主
義
の
文
明
化
の
論
理
と
そ
の
欺

瞞
性

を
自
覚
し
た
が

高
田
は

帝
国
主
義
の
善
悪
の
問
題

を
別
に
し
て

帝
国
主

義
が
今
日
世
界
多
数
人
士
の
賛
成

を
受
け

日
本
が

現
実
主
義
的

な
路
線
に
歩
む
べ

き
だ
と
訴
え
た
と
い
う34

 

ま
た

黄
禍
論
が
高
揚
し
て
い
く
気
運
に
乗
せ
て

西
洋
人
に
対
抗
す
る
た
め

黄
色
人

種
の
団
結
を
強
調
す
る
大
ア
ジ
ア
主
義
も
一
時
盛
ん
に
な

た

し
か
も
ア
ジ
ア
主
義
は
当

時
日
本
の
外
交
策
の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る3

5

し
か
し

こ
う
し
た
黄
禍
論
と
連
動
し
て
い
た
大
ア
ジ
ア
主
義
は

ア
ジ
ア
を
指
導
教
化
し

つ
い

に
は
侵
略
を
も
顧
み
ず
そ
の
目
的
に
向
か

て
突
進

し
て
き
た
と

日
本
の

黄
禍
論

へ
の
反
抗
が
侵
略
的
な
性
格
を
帯
び
る

大
ア
ジ
ア
主
義

に
拍
車
を
か
け
る
役
割
を
果
た

し
た
と
中
村
尚
美
は
指
摘
す
る3

6
	 	 

以
上
か
ら
見
て
き
た
よ
う
に

当
該
期
に
黄
禍
論
を
め
ぐ
る
言
説
は
極
め
て
多
岐
に
わ
た

て
お
り

決
し
て

人
種
主
義

と

反
人
種
主
義

と
い
う
対
立
的
な
二
元
論
で
語
れ

る
ほ
ど
単
純
な
問
題
で
は
な
い

実
際
に
は

日
清
・
日
露
両
役
の
勝
利

加
え
て
義
和
団

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
3	 

前
掲
書
飯
倉
章

二
〇
〇
四
年

一
〇
六

一
〇
七
頁

	 

3
4	 

同
右

二
四
頁

	 

3
5	 

当
該
期
に
お
け
る
黄
禍
論
と
ア
ジ
ア
主
義
の
関
係
に
つ
い
て
は

前
掲
書
廣
部
泉
の
第
一
章

日
清
戦
争

と
日
露
戦
争

日
本
脅
威
論
の
形
成

二
二

二
五
頁

前
掲
書
山
室
信
一

二
〇
〇
一
年

六
四

六
六

頁

前
掲
書
飯
倉
章

二
〇
〇
四
年

一
〇
一

一
〇
四
頁
に
詳
し
い

	 

3
6	 

中
村
尚
美

日
本
帝
国
主
義
と
黄
禍
論

社
会
科
学
討
究

第
四
一
巻
第
三
号

一
九
九
六
年
三
月

二
八
九
頁
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鎮
圧
に
よ
る
八

国
同
盟
へ
の
加
入
お
よ
び
日
英
同
盟
の
成
立

さ
ら
に
北
海
道
の
開
拓

琉
球
・
台
湾
植
民
地
の
領
有
な
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
的
な
一
連
的
事
件
を
通
し
て

日
本
は

国

民
国
家

か
ら

帝
国
主
義

へ
と
転
向
す
る
と
い
う
運
動
的
な
軌
道
が
見
ら
れ
る3

7

か

か
る
視
座
に
よ
る
と

人
種
主
義

と
い
う
概
念
は
明
治
日
本
に
対
内
・
対
外
の
二
重
の

役
割
を
果
た
し
て
い
た3

8
	 

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
7	 

国
民
国
家
の
成
立
に
つ
い
て
は

西
川
長
夫
の
諸
研
究
は
参
考
と
な
る

特
に

国
境
の
越
え
方

比
較

文
化
論
序
説

平
凡
社

二
〇
〇
一
年

国
民
国
家
論
の
射
程	 

:
	 

あ
る
い
は

国
民

と
い
う
怪
物
に
つ

い
て

増
補
版

柏
書
房

二
〇
一
二
年

に
詳
し
い

国
民
国
家
と
帝
国
意
識
と
の
関
係
に
つ
い
て
は

桂
島
宣
弘

一
国
思
想
史
学
の
成
立―

―

帝
国
日
本
の
形
成
と
日
本
思
想
史
の

発
見

―
―

渡
辺
公
三

西
川
長
夫
編

世
紀
転
換
期
の
国
際
秩
序
と
国
民
文
化
の
形
成

柏
書
房

一
九
九
九
年

一
〇
三

一
二

六
頁

川
村
湊

近
代
日
本
に
お
け
る
帝
国
意
識

北
川
勝
彦

平
田
雅
博
編

帝
国
意
識
の
解
剖
学

世

界
思
想
社

一
九
九
九
年

一
六
七

一
九
四
頁
な
ど
が
参
考
と
な
る

ま
た

当
該
期
に
お
け
る
国
粋
派

の
言
動
を
考
え
れ
ば

そ
の
国
民
国
家
か
ら
帝
国
へ
の
転
換
の
姿
は
よ
り
明
白
で
あ
る

近
年
に
は
そ
れ
と
関

す
る
研
究
も
多
く
重
ね
て
き
た

そ
れ
に
つ
い
て

山
辺
春
彦

陸
羯
南
の
交
際
論
と
政
治
像(

上
・
下)

東

京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌

第
四
三
巻
第
二
号

二
〇
〇
三
年
一
月

三
七
五

四
二
二
頁

第
四
四
巻

第
一
号

二
〇
〇
三
年
七
月

二
九
七

三
五
五
頁

平
塚
健
太
郎

陸
羯
南
と
南
ア
フ
リ
カ
戦
争―

―

反

帝
国
主
義

か
ら
の
転
換
の
契
機
と
し
て―

―

現
代
史
研
究

第
四
八
号

二
〇
〇
二
年

一

一
九
頁
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

国
粋
派
の
以
外

民
友
社
の
言
論
も
同
調
を
示
し
た
宇
野
田
尚
哉

成
立
期
帝

国
日
本
の
政
治
思
想―

―

民
友
社
系
知
識
人
の
場
合
を
中
心
に―

―

比
較
文
明

第
一
九
号

二
〇
〇
三

年

一
五

三
三
頁
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

	 

3
8	 

国
民
国
家
日
本
か
ら
帝
国
日
本
へ
の
転
向

そ
し
て
そ
の
な
か
で

人
種
主
義

か
ら
見
え
た
思
想
史
的

意
義
に
つ
い
て
は

世
紀
転
換
期
に
お
け
る
国
粋
派
に
関
す
る
水
野
守
の
諸
研
究
か
ら
ヒ
ン
ト
を
頂
い
た

水

野
は

従
来

当
該
期
の
ナ
シ

ナ
リ
ズ
ム
を

健
全

か
ら

特
殊

へ
の
転
位
と
し
て
論
じ
て
き
た

ナ

シ

ナ
リ
ズ
ム

論

に
つ
い
て

国
民
国
家
の

健
全
性

を
描
き
か
ね
な
い

と
す
る
一
方

帝
国
の

記
憶
を
忘
却
さ
せ

且
つ
残
存
す
る
帝
国
の
暴
力
を
見
過

す
る
恐
れ
も
あ
る
と
指
摘
す
る

か
か
る
視
点

を
も

て

水
野
は
志
賀
重
昂
の
南
洋
巡
行
を
追
い
な
が
ら

早
期
明
治
日
本
の
帝
国
意
識
を
掘
り
出
す
作
業

を
行

た

水
野
守

志
賀
重
昂

南
洋

巡
航
と

南
洋
時
事

の
あ
い
だ―

―

世
紀
転
換
期
日
本
の

帝

国
意
識

―
―

大
阪
大
学
日
本
学
報

	 
(

第
二
〇
号

二
〇
〇
一
年
三
月)

八
九

一
一
二
頁

本
稿
も

当
該
期
に
お
け
る
黄
禍
論
言
論
空
間
で
の
人
種
意
識
に
着
目
し

先
行
研
究
に
お
け
る

反
人
種
主
義

を
強

調
し
す
ぎ
る
こ
と
で

明
治
日
本
の
帝
国
意
識
を
希
薄
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
た
い

	 

	 

ま
た

水
野
守
は
志
賀
重
昂
だ
け
で
は
な
く

三
宅
雪
嶺

一
八
六
〇

一
九
四
五
年

長
沢
別
天

一

八
六
八

一
八
九
九
年

な
ど
の
国
粋
主
義
的
知
識
人
を
取
り
上
げ

国
粋
主
義

の
形
成
が
当
初
か
ら
当

該
期
の
東
ア
ジ
ア
秩
序
と
人
種
間
対
立
へ
の
関
心
に
起
因
し

こ
の
人
種
間
対
立
が
白
人
種
対
黄
色
人
種
と

い
う
図
式
だ
け
で
な
く

黄
色
人
種
間
の
対
立

も
あ

た
こ
と
を
論
じ
た

水
野
守

政
教
社

国
粋
主
義



	   18	  

一
方
で
は

国
民
国
家
の
成
立
の
要
求
に
応
じ
て

日
本
国
内
で
は
人
類
学
者
の
人
種
測

定
の
作
業
が
始
ま
る
と
と
も
に

様
々
な
日
本
人
種
起
源
の
仮
説
が
賑
や
か
に
な
り
つ
つ
あ

た

こ
の
時
期
に
こ
そ

い
わ
ゆ
る

日
本
人
種
論3

9

が
成
立
し
て
い
た

冨
山
一
郎

が
指
摘
す
る
通
り

当
該
期
の

日
本
人
種
論

帝
国
大
学
の
人
類
学
に
表
象
さ
れ
る
も

の

は
教
育

医
療
・
衛
生

治
安
に
か
か
わ
る
諸

知

と
と
も
に

日
本
人

と
い

う
国
民
を
作
り
上
げ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ

と
し
て
の
一
翼
を
担

た

こ
の
よ
う
な
暴
力
的
な

性
格
を
帯
び
る
帝
国
の

知

学
と
し
て
の
人
種
論
は

西
洋
人
へ
の
人
種
的
劣
等
意
識
が

自
国
の
ア
イ
ヌ
を
は
じ
め
と
す
る
少
数
民
族
へ
の
優
越
意
識
を
増
幅
さ
せ
て
い
た
一
方

そ

の
自
国
少
数
民
族
の

未
開

性
を

日
本
人
種

全
体
の
中
に
指
示
し
て
い
く
お
そ
れ
も

存
在
す
る

こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め

日
本
人
種

自
体
の
中
に
測
定
さ
れ
た

未

開

性
は

未
開

性
の
改
善
と
い
う
実
践
へ
と
移
行
し
て
い
た4

0

高
橋
義
雄

一
八
六

一

一
九
三
七
年

が
執
筆
し

福
沢
諭
吉

一
八
三
五

一
九
〇
一
年

の
序
文
が
添
え

ら
れ
た

日
本
人
種
改
良
論

一
八
八
四
年

は

か
か
る
知
的
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
生
ま

れ
て
い
た
の
で
あ
る4

1
	 

他
方
で
は

国
際
舞
台
上
で

優
勝
劣
敗
・
弱
肉
強
食
の
社
会
進
化
論
を
背
景
に

国
力

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  

の
展
開―

―

人
種
主
義

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て―

―

移
民
研
究
年
報

第
一
二
号

二
〇
〇
六
年
三

月

一
三
一

一
四
〇
頁

そ
れ
よ
り
詳
し
い
論
考

前
掲
論
文
水
野
守

二
〇
〇
三
年

同

長
沢
別
天

の
人
種
競
争
論―

―

一
八
九
一

九
三
年
の
在
米
経
験
を
手
が
か
り
に―

―
	 

歴
史
評
論

第
七
一
七
号

二
〇
一
〇
年
一
月

七
九

九
四
頁
が
挙
げ
ら
れ
る

	 

3
9	 

日
本
人
種
論

を
総
括
す
る
作
業
は

今
ま
で
幾
度
も
行
わ
れ
て
き
た

例
え
ば

歴
史
学
・
人
類
学

・
考
古
学
を
総
合
的
に
検
討
し
た
工
藤
雅
樹

日
本
人
種
論

吉
川
弘
文
館

一
九
七
九
年

小
熊
英
二

単

一
民
族
神
話
の
起
源	 

:
	 

日
本
人

の
自
画
像
の
系
譜

新
曜
社

一
九
九
五
年

そ
し
て
人
類
学
の
形

成
過
程
を
重
点
に
置
か
れ
た
寺
田
和
夫

日
本
の
人
類
学

思
索
社

一
九
七
五
年

吉
岡
郁
夫

日
本
人

種
論
争
の
幕
あ
け	 

:
	 

モ

ス
と
大
森
貝
塚

共
立
出
版

一
九
八
七
年

坂
野
徹

帝
国
日
本
と
人
類
学

者	 
:
	 

一
八
八
四

一
九
五
二
年

勁
草
書
房

二
〇
〇
五
年

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

ま
た

本
稿
に
参
考

と
な
る

人
種

概
念
の
受
容
過
程
を
明
ら
か
し
た
與
那
覇
潤

近
代
日
本
に
お
け
る

人
種

観
念
の
変

容―
―

坪
井
正
五
郎
の

人
類
学

と
の
関
わ
り
を
中
心
に―

―

民
族
学
研
究

第
六
八
巻
第
一
号

二

〇
〇
三
年

八
五

九
七
頁
も
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い

	 

4
0	 

冨
山
一
郎

国
民
の
誕
生
と

日
本
人
種

思
想

(

第
八
四
五
号

一
九
九
四
年
四
月)

五
〇

五

一
頁

	 

4
1	 

高
橋
義
雄

日
本
人
種
改
良
論

出
版
者

石
川
半
次
郎

一
八
八
四
年
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の
強
弱
が
人
種
の
優
劣
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
た4

2

そ
れ
と
と
も
に

帝
国
主
義
が
世
界

を
支
配
す
る
正
当
性
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

と
し
て
機
能
し
て
い
た

白
人
優
越
論

は

野
蛮

人
は
無
知
蒙
昧
で
と
い
う
天
賦
の
資
源
を
開
発
す
る
能
力
が
な
い
の
で
文
明
人
が
代
わ

て
こ
れ
を
開
発
す
る
と
か

劣
等
人
種
は
優
等
人
種
の
支
配
を
受
け
る
運
命
に
あ
り

た
と

え
暴
力
を
用
い
て
も
劣
等
人
種
を
文
明
に
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
唱
え
て
い
る4

3

中

国
の
遼
東
半
島
を
め
ぐ
る
日
本
と
ド
イ
ツ
の
競
争
の
な
か
で

ド
イ
ツ
人
が

黄
禍
論

を

打
ち
出
し
た
の
は

こ
う
し
た

白
人
優
越
論

の
ま
な
ざ
し
が
あ

た
の
で
あ
る4

4

実

際
に
は

白
人
種
優
越
論

と

黄
禍
論

は

西
洋
人
の
自
他
認
識
と
し
て

人
種
差

別
主
義
の
表
裏
一
体
の
も
の
と
も
い
え
る

だ
か
ら

明
治
末
期
に
お
け
る
黄
禍
論
の
研
究

に
入
る
前
に

日
本
の
人
種
差
別
主
義
の
受
容
の
経
緯
を
整
理
し
て
お
か
な
い
と

黄
禍
論

へ
の
対
抗
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

	 

前
述
し
た
よ
う
に

黄
禍
論
を
め
ぐ
る
言
説
に
提
示
さ
れ
る

反
人
種
主
義

の
性
格
に

対
し
て

あ
る
程
度
の
懐
疑
的
態
度
が
現
れ
て
い
た
が

具
体
的
な
分
析
は
乏
し
い

ま
た

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
4
2	 

雨
田
英
一
は
福
沢
諭
吉
の
人
種
改
良
論
を
論
じ
る
時
に

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た

当
時

欧
米

列
強
と
の
緊
張
関
係
と
対
立
が
ま
す
ま
す
深
ま
り

日
本
国
家
の
劣
勢
が
憂
慮
さ
れ
る
な
か
で

そ
の
劣
勢
の

そ
も
そ
も
の
原
因
は
日
本
人
が
人
種
と
し
て
劣
等
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る

雨
田
英
一

福
沢
諭
吉
の

丸
裸
の
競
争

と

人
種
改
良

の
思
想

東
洋
文
化
研
究

第
二
号

二
〇
〇
〇
年
三
月

三
九
七

頁

し
か
し

日
本
人
種
改
良
論

に
も

福
沢
は
同
じ
持
論
を
以

て
遺
伝
の
決
定
的
側
面
を
重
視
し
た

一
方

獲
得
形
質
の
遺
伝

文
化
資
本
の
伝
承
の
力
を
き
わ
め
て
重
視
し

人
為
的
努
力
の
方
向
を
見
出
そ
う

と
し
て
い
た

前
掲
論
文
雨
田
英
一

四
一
一
頁

ま
た

鈴
木
善
次

日
本
の
優
生
学	 

:
	 

そ
の
思
想
と
運

動
の
軌
跡

三
共
出
版

一
九
八
三
年

二
七

三
一
頁
を
参
考

	 

4
3	 

前
掲
書
飯
倉
章

二
〇
〇
四
年

二
四
頁

	 

4
4	 

ド
イ
ツ
皇
帝
と
黄
禍
論
と
の
関
係
は
多
く
の
研
究
を
重
ね
て
き
た

前
掲
書
飯
倉
章

二
〇
〇
四
年

の

第
二
章

ド
イ
ツ
皇
帝
ヴ

ル
ヘ
ル
ム
二
世
と

黄
禍

の
起
源

四
五

七
六
頁

同

二
〇
一
三
年

の
第
二
章

黄
禍
の
誕
生

三
国
干
渉
と
ド
イ
ツ
皇
帝

四
一

六
〇
頁

前
掲
書
ゴ
ル
ヴ

ツ

の
第

五
章

黄
禍
論
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
で
の
議
論

一
七
二

二
三
六
頁
以
外

金
森
誠
也

カ
イ
ザ

・
ヴ

ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
反
日
黄
禍
論

国
際
文
化
表
現
研
究

第
八
号

二
〇
一
二
年

一
一
三

一
二
四
頁

平
川
祐
弘

ロ
シ
ヤ
に
こ
だ
ま
し
た

黄
禍
論

―
―

独
帝
ウ

リ

か
ら
露
帝
ニ

キ

へ
あ
て
た
書
簡
に

つ
い
て―
―

西
欧
の
衝
撃
と
日
本	 

人
類
文
化
史
・
六

講
談
社

一
九
七
四
年

二
二
七

二
六
六

頁

ジ

プ
ル
・
リ
チ

ド

ヴ

ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
対
東
ア
ジ
ア
外
交
に
お
け
る
ヨ

ロ

パ
観
に
つ
い

て
の
一
考
察

南
山
大
学
ヨ

ロ

パ
研
究
セ
ン
タ

報

第
七
号

二
〇
〇
一
年

四
七

六
六
頁
も

よ
い
参
考
と
な
る
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そ
の
よ
う
な
言
説
は
先
行
研
究
に
お
い
て
ほ
ぼ
例
外
と
し
て
扱
わ
れ
て

反
人
種
主
義

の
あ
る
べ
き
姿
が
前
提
と
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

実
際
に

こ
う
し
た
矛
盾
は
日
本
の

人
種
論
の
受
容
の
状
況
に
根
ざ
し
て
い
る

す
で
に
指
摘
さ
れ
た
通
り

人
種
概
念
の
使
用

が
日
本
人
の
対
外
的
認
識
だ
け
で
は
な
く

日
本
人
の
自
己
認
識
と
も
深
く
関
わ

て
い
る

白
色
人
種
イ
コ

ル
文
明

黄
色
人
種
イ
コ

ル
非
文
明
と
い

た

生
物
学
的
な
人
種
区

分
と
文
明
開
化
の
度
合
と
が
相
関
す
る
人
種
優
劣
説
の
浸
透
に
よ

て

白
色
人
種
へ
の
劣

等
感
と
他
の
黄
色
人
種
に
対
す
る
優
越
感
が
表
れ
た
と
す
る

ま
た

ア
ジ
ア
情
勢
に
つ
い

て
も

白
色
人
種
と
の
対
抗
以
上
に
朝
鮮
を
め
ぐ
る
日
清
間
の
対
立
が
切
実
な
課
題
と
な
り

清
国
人
に
対
す
る
同
人
種
ゆ
え
の
脅
威
と
恐
怖
の
念
が
蔑
視
と
差
別
感
情
に
転
化
し
た4

5

そ
も
そ
も
黄
禍
論
に
対
抗
す
る
大
ア
ジ
ア
主
義
が

日
本
の
侵
略
主
義
に
加
担
す
る
イ
デ
オ

ロ
ギ

に
墜

て
し
ま

た
の
は

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

	 本
研
究
で
は

上
記
の
論
点
を
踏
ま
え
つ
つ

反
人
種
主
義

よ
り

明
治
期
に
お
け

る

黄
禍
論

批
判
に
隠
さ
れ
た

人
種
主
義

に
共
謀
す
る
思
想
を
掘
り
出
そ
う
と
す
る

ま
た

従
来
先
行
研
究
に
お
い
て
三
国
干
渉
や
義
和
団
事
件
や
日
英
同
盟
な
ど
の
刺
激
的
な

外
交
事
件
に
焦
点
を
あ
て

黄
禍
論
に
対
す
る
抗
争
の
物
語
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と

と
異
な
り

本
稿
は
当
該
期
に

黄
禍
論

に
関
す
る
活
躍
し
て
い
た
森
鷗
外

田
口
卯
吉

高
山
樗
牛
三
人
を
考
察
対
象
と
し

そ
れ
ぞ
れ
を
ケ

ス
・
ス
タ
デ

と
い
う
形
で
展
開

さ
せ

彼
ら
の
人
種
論
言
説
に
隠
さ
れ
た
人
種
主
義
を
究
明
す
る

視
点
と
し
て
は

三
国

干
渉
後

一
時
的
な
感
情
的
な
把
握
を
乗
り
越
え

彼
ら
の
黄
禍
論
に
対
す
る
認
識
を
各
自

の
生
涯
的
な
ス
パ
ン
に
渡
る
人
種
論
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
な
か
に
置
い
て
検
討
す
る

か
か

る
作
業
を
通
し
て

三
国
干
渉
後

新
興
帝
国
日
本
の
膨
張
に
抑
制
を
目
指
す
黄
禍
論
に
提

示
さ
れ
る
研
究
対
象
の
自
他
認
識
に
つ
い
て

共
鳴
で
あ
れ
対
立
で
あ
れ

人
種
主
義

の
根
底
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

ま
た

従
来
明
治
末
期
に
お
け
る
黄
禍

論
を
め
ぐ
る
諸
言
説
に
つ
い
て

ヨ

ロ

パ
と
東
ア
ジ
ア
と
の
対
立
を
重
点
に
置
か
れ
た

議
論
と
異
な
り

本
稿
は
日
本
人
が
黄
禍
論
を
借
用
し
て

東
ア
ジ
ア
秩
序
の
再
構
築
を
行

う
に
し
よ
う
と
す
る
点
を
強
調
す
る

そ
の
上
で

黄
禍
論
の
言
説
空
間
に

白
人
種
対
黄

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
4
5	 

前
掲
書
山
室
信
一

二
〇
〇
一
年

八

一
二

五
四

六
五

一
三
六

一
四
二
頁

山
室
信
一
の

意
見
の
ま
と
め
方
は

前
掲
論
文
水
野
守

二
〇
一
〇
年

八
〇
頁
に
よ
る
も
の
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色
人
種
と
い
う
図
式
だ
け
で
は
な
く

黄
色
人
種
間
の
対
立
と
し
て
も
示
さ
れ
た
と
い
う
点

も
論
じ
る4

6
	 

本
稿
は
ケ

ス
・
ス
タ
デ

と
い
う
形
で
議
論
を
展
開
さ
せ
る
と
い
え
ど
も

研
究
対

象
の
三
人

つ
ま
り
森
鷗
外

田
口
卯
吉

高
山
樗
牛
は
無
関
係
な
存
在
と
は
言
え
な
い

例
え
ば

鷗
外
の
二
つ
の
講
演

人
種
哲
学
梗
概

と

黄
禍
論
梗
概

に
は

田
口
卯
吉

と
高
山
樗
牛
に
対
す
る
直
接
的
な
批
判
が
含
ま
れ
た

ま
た

黄
禍
論
へ
の
対
応
に
つ
い
て

日
本
人
ア

リ
ア
人
種
起
源
説

を
唱
え
る
田
口
卯
吉
と

大
ア
ジ
ア
主
義

日
本
人

黄
色
人
種
の
盟
主
論

を
掲
げ
る
高
山
樗
牛
も
対
極
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

か
か
る

意
味
で
は

上
記
三
者
の
言
論
は

当
該
期
に
お
け
る
黄
禍
論
を
め
ぐ
る
言
論
空
間
の
一
環

と
し
て
構
成
し
て
き
た
と
も
い
え
る

こ
う
し
た
黄
禍
論
を
め
ぐ
る
三
人
の
言
論
を
考
察
し

黄
禍
論

に
お
け
る
近
代
日
本
人
種
論
思
想
史
上
の
一
側
面
を
描
き
出
す
の
が

本
稿
の

目
的
で
あ
る

	 

	 

	 

第
三
節	 

本
研
究
の
構
成
と
概
要4

7	 

	 

本
研
究
は
明
治
末
期

具
体
的
に
言
え
ば
三
国
干
渉
か
ら
日
露
戦
争
に
か
け
て
の
時
期
に

黄
禍
論
を
め
ぐ
る
日
本
知
識
人
で
あ
る
森
鷗
外

田
口
卯
吉

高
山
樗
牛
の
言
説
を
検
討
し

日
本
に
お
け
る
黄
禍
論
と
人
種
差
別
主
義
と
の
関
係
を
政
治
・
思
想
的
意
義
に
即
し
て
考
察

す
る
も
の
で
あ
る

従
来

先
行
研
究
で
は
黄
禍
論
の
研
究
を
三
国
干
渉
・
義
和
団
事
件
・

日
露
戦
争
な
ど
の
外
交
事
件
の
順
に
追

て

各
時
期
に
お
け
る
黄
禍
論
に
関
す
る
言
説
を

蒐
集
し
分
析
し

い
わ
ば

横

の
視
点
で
議
論
を
展
開
さ
せ

反
人
種
主
義

の
思
想

史
的
意
義
を
強
調
し
た

一
方
で

本
研
究
は
個
々
の
知
識
人
た
ち
自
身
の
生
涯
を
追
い
な

が
ら

黄
禍
論
を
め
ぐ
る
言
説
を
知
識
人
た
ち
自
身
の
人
種
認
識
と
い
う
知
的
文
脈
に
置
い

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
4
6	 

前
掲
論
文
水
野
守

二
〇
〇
六
年

一
三
一
頁

人
種
主
義

を
東
ア
ジ
ア
内
部
の
秩
序
に
置
か
れ
て

考
察
し

日
本
人
の
人
種
的
優
越
意
識
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
の
は

本
研
究
と
水
野
守
の
国
粋
主
義

に
関
す
る
諸
研
究

二
〇
〇
一
年

二
〇
〇
三
年

二
〇
〇
六
年

二
〇
一
〇
年

は
共
有
す
る
こ
と

で
あ
る

た
だ
し

越
境

移
民

探
検

な
ど
の

明
治
知
識
人
の
内
在
的
に
捉
え
ら
れ
た
歴
史
経

験
を
研
究
対
象
と
し
た
こ
と
と
異
な
り

本
研
究
は

黄
禍
論
と
い
う
外
圧
の
下

明
治
知
識
人
の
反
応
を
研

究
対
象
と
し
た

	 

4
7	 

本
節
の
論
点
や
参
考
文
献
に
つ
い
て

各
章
を
参
考

	  



	   22	  

て
考
察
し

い
わ
ば

縦

の
視
点
を
以
て

日
本
知
識
人
た
ち
に
お
け
る
人
種
差
別
主
義

の
受
容
状
況
に
着
目
し

黄
禍
論
と
い
う
圧
力
下

日
本
に
お
け
る

反
人
種
主
義

を
再

評
価
す
る

	 

上
記
の
問
題
意
識
を
念
頭
に
置
い
て

本
研
究
は
序
章

明
治
末
期
に
お
け
る
黄
禍
論
空

間
へ
の
一
考
察	 

―
―

反
人
種
主
義

の
逆
説―

―

と
終
章
な
ら
び
本
論
三
章

つ
ま

り
第
一
章

森
鷗
外
と
人
種
・
黄
禍
論―

―

戦
争
・
文
明
・
衛
生
学
と
い
う
視
点
か
ら―

―

第
二
章

田
口
卯
吉
に
お
け
る
人
種
論
の
展
開―

―

内
地
雑
居
論
か
ら
黄
禍
論
ま
で―

―

そ
し
て
第
三
章

高
山
樗
牛
と
人
種
・
黄
禍
論―

―

大
ア
ジ
ア
主
義
へ
の
接
近―

―

を
展

開
さ
せ
る
形
を
取
る

	 

序
章
に
お
い
て
は

ま
ず
は
黄
禍
論
そ
の
概
念
の
研
究
史
に
対
す
る
整
理
を
す
る

つ
ぎ

に

本
研
究
の
考
察
対
象
を
設
定
し
た
上
で

そ
れ
と
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
し
な
が
ら

そ
れ
ら
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
一
方

本
研
究
の
立
場
と
方
法
論
を
示
す

具
体
的
に
い
え

ば

黄
禍
論
へ
の
対
抗
を
日
本
に
お
け
る
西
洋
の
人
種
主
義
受
容
史
と
い
う
文
脈
に
位
置
付

け
け
る
こ
と
を
試
み
る

	 

第
一
章
に
お
い
て
は

日
露
戦
争
直
前
に

人
種
哲
学
梗
概

と

黄
禍
論
梗
概

の
二

つ
の
講
演
を
行
い

西
洋
人
の
人
種
差
別
主
義
と
黄
禍
論
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
的
態
度
を

と

た
文
学
者
・
軍
医
で
あ
る
森
鷗
外
を
取
り
上
げ

先
行
研
究
に
お
け
る
鷗
外
の
人
種
論

に
反
映
さ
れ
た
重
層
的
な
関
心
点
を
見
落
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で

鷗

外
の
人
種
認
識
を
全
面
的
に
検
討
す
る

ま
ず

日
清
・
日
露
戦
争
期
間

日
本
の
対
外
戦

争
成
功
と
期
を
一
に
す
る
黄
禍
論
の
同
時
代
文
脈
を
た
ど
り

黄
禍
論
に
対
す
る
当
時
の
リ

ア
ク
シ

ン
を

黄
色
人
種
同
盟

文
明
開
化

日
本
人
種
ア

リ
ア
人
種
属

と
い

う

三
つ
の
対
応
ル

ト

を
焦
点
化
し
た
こ
と
で

鷗
外
の
人
種
論
の
座
標
を
定
位
し
て

い
る

つ
ぎ
に
は

義
和
団
時
期
に
あ
た

た
講
演

北
清
事
変
の
一
面
の
観
察

に
お
け

る
鷗
外
の
白
人
種
に
対
す
る
視
線
を
追
い
な
が
ら

日
本
の
近
代
化
の
過
程
で
範
と
し
た
西

洋
人
種
に
比
肩
す
る
よ
う
に
な

た
黄
色
人
種
と
し
て
の
日
本
人
の
ま
な
ざ
し
と

ヨ

ロ

パ
中
心
主
義
の
象
徴
と
も
言
え
る
黄
禍
と
い
う
時
代
の
見
方
に
対
し
て

鷗
外
の
講
演

黄
禍
論
梗
概

に
提
示
さ
れ
る
一
側
面
と
合
わ
せ
て
考
察
し

鷗
外
の
人
種
差
別
主
義
に

対
す
る
憤
懣
を
明
ら
か
に
す
る

ま
た

鷗
外
の
も
う
一
つ
講
演
で
あ
る

人
種
哲
学
梗
概

に
お
け
る
人
種
論
批
判
と

人
種
主
義
の
父

と
呼
ば
れ
て
い
る
ゴ
ビ
ノ

の

人
種
不
平
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等
論

の
あ
わ
い
を
考
察
し

鷗
外
が
西
洋
帝
国
主
義
は
人
種
差
別
を
以
て
東
ア
ジ
ア
を
侵

略
す
る
こ
と
を
批
判
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て

鷗
外
自
身
に
お
け
る
新
興
帝
国
で
あ
る
日
本

に
対
す
る
矜
持
を
吟
味
す
る

最
後
に

鷗
外
の
人
種
論
を
定
位
し
た
上
で

彼
の

衛
生

新
篇

に
お
け
る
論
文

人
種

を
取
り
上
げ

前
編

人
種
哲
学
梗
概

の
論
旨
と
比
較

し
な
が
ら

衛
生
学

の
視
点
か
ら
彼
の
人
種
論
を
照
射
す
る

鷗
外
は
生
理
学
の
論
拠

に
よ
り
つ
つ

白
色
人
種
と
黄
色
人
種
と
と
も
に

優
勝
分
族

と
し
て
論
じ
た
一
方

黒

色
人
種
を
劣
等
人
種
と
断
定
し
て
い
た

鷗
外
衛
生
学
の
文
脈
に
辿
る
こ
と
で

鷗
外
の
人

種
優
劣
観
を
提
示
す
る

	 

第
二
章
で
取
り
上
げ
た
の
は

明
治
期
に
生
涯
を
送

た
自
由
主
義
論
者
と
し
て

文
明

史
論
者
と
し
て
名
高
か

た
田
口
卯
吉
で
あ
る

先
行
研
究
は
日
露
戦
争
期
に
お
け
る
田
口

の

日
本
人
種
ア

リ
ア
人
種
起
源
説

だ
け
に
注
目
し

彼
の
人
種
起
源
論
を
そ
の
学
問

言
語
学
・
歴
史
学
・
経
済
学

の
興
味
と
し
て
扱

た
が

本
稿
は
田
口
の
全
生
涯
を
通

し
て

彼
の
人
種
論
の
展
開
過
程
に
着
目
す
る

視
点
と
し
て
は

田
口
の
人
種
論
が
置
か

れ
た
時
代
の
風
潮
を
意
識
し
な
が
ら

そ
の
学
問
的
基
盤
を
も
検
討
す
る

ま
ず

若
き
田

口
の
歴
史
学
と
し
て
名
著
で
あ
る

日
本
開
化
小
史

の
人
種
意
識
の
希
薄
の
状
況
を

同

時
期
の

自
由
主
義
経
済
論

を
田
口
の
思
想
根
底
に
な
さ
れ
て
い
る
政
治
論

内
地
雑
居

論

に
提
示
さ
れ
て
い
る
人
種
間
の
平
等
意
識
に
起
因
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

そ
の

後

焦
点
を
一
八
九
〇
年
の
田
口
の
南
洋
行
の
経
験
に
あ
て
て

南
洋
に
向
か

た
田
口
の

航
跡
を
追
い
な
が
ら

彼
の
殖
民
論
と
南
洋
論
と
の
関
わ
り
を
検
討
す
る
こ
と
で

南
洋
土

人
に
対
す
る
差
別
意
識
と
彼
自
身
の
人
種
意
識
を
明
ら
か
に
す
る

こ
の
時
期
に
こ
そ

彼

の
人
種
意
識
が

平
等
的

関
係
か
ら

競
争
的

関
係
へ
と
転
換
し
た
こ
と
を
示
す

最

後
に

日
清
戦
争
前
後
の
田
口
の
対
清
認
識
を
検
討
す
る
こ
と
で

田
口
の
大
陸
領
土
に
対

す
る
野
心
を
究
明
す
る

ま
た

時
代
背
景
と
し
て
は

同
時
期
に
帝
国
大
学
の
国
史
科
の

成
立
を
き

か
け
に

重
野
安
繹

一
八
二
七

一
九
一
〇
年

久
米
邦
武

一
八
三
九

一
九
三
一
年

と
星
野
恒

一
八
三
九

一
九
一
七
年

な
ど
の
歴
史
家
を
中
心
と
す
る

近
代
日
本
の
実
証
史
学
学
派
が
発
足
し
た

そ
の
上
で

実
証
史
学

の
論
拠
に
よ
り

朝
鮮
半
島
進
出
を
背
景
に

日
鮮
同
祖
論

は
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ

た

こ
の
時
期
こ
そ

田
口
が
文
明
史
論
か
ら
実
証
史
学
へ
と
傾
斜
し

史
海

雑
誌
を
創
刊
し

文
明
史
論
を

あ
き
ら
め

人
物
中
心
史
論
を
唱
え
は
じ
め
た
時
期
で
あ
る

そ
れ
か
ら

田
口
の
日
本
人
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種
起
源
論
は
三
つ
の
段
階

各
時
期
の
政
治
的
状
況
に
そ
く
し
て
言
え
ば

朝
鮮
半
島
の
拡

張
を
目
指
す
る

日
鮮
同
祖
論

中
国
東
北
地
方
領
土
割
譲
を
提
案
す
る

日
本
人
種
匈

奴
起
源
説

そ
し
て
黄
禍
論
と
い
う
外
交
圧
力
下
に
生
じ
た

日
本
人
種
ア

リ
ア
人
種

起
源
説

に
分
け
ら
れ
る

そ
れ
ら
を
通
し
て

田
口
の
人
種
論
の
射
程
と

大
日
本
帝
国

膨
張
の
軌
道
そ
し
て
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
新
し
い
自
己
認
識
と
の
内
在
的
関
係
性
を
明

ら
か
に
す
る

	 

第
三
章
は

高
山
樗
牛
と
人
種
・
黄
禍
論―

―

大
ア
ジ
ア
主
義
へ
の
接
近―

―

で
あ
る

本
章
は
日
清
・
日
露
戦
争
間
に
活
躍
し
た
評
論
家
・
思
想
家
で
あ
る
高
山
樗
牛
を
取
り
上

げ

彼
の
生
涯
に
わ
た
る
人
種
認
識
を

そ
れ
を
め
ぐ
る
同
時
代
の
論
争
と
対
照
し
な
が
ら

論
じ
る
も
の
で
あ
る

従
来
の
国
家
主
義
研
究
や
ナ
シ

ナ
リ
ズ
ム
研
究
で
は

樗
牛
の
人

種
論
を
日
本
対
外
認
識
の
一
環
と
し
て
強
調
さ
れ
て
き
た
が

実
に
樗
牛
の
人
種
論
は
ま
ず

国
体

を
め
ぐ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
論
争
の
な
か
に
展
開
し
た

日
本
主
義
を
掲
げ
る

樗
牛
は
国
体
観
念
に
生
じ
た
権
力
意
識
を
以
て
台
湾
と
い
う
新
領
土
を
支
配
し
よ
う
と
し

た
が

明
治
政
府
は
そ
れ
以
上
の
新
領
土
の
獲
得
を
予
想
し
て
お
り

樗
牛
と
反
対
に
教
育

と
司
法
に
お
け
る
同
化
政
策
を
採
用
し
た

そ
し
て

北
守
南
進

論
は
明
治
政
府
の
指
導

部
に
優
位
に
傾
く
と
同
時
に

そ
も
そ
も
血
統
の
純
潔
性
を
強
調
す
る
樗
牛
も

政
府
と
の

歩
調
を
合
わ
せ
て

故
郷
へ
の
帰
還

と
い
う
形
で
日
本
人
種
南
洋
起
源
説
を
唱
え
は
じ

め
た
一
方

世
界
文
明
史
の
研
究
に
着
手
し
て
お
り

人
種
闘
争
を
軸
と
し
て
世
界
史
と
国

際
情
勢
と
照
ら
し
な
が
ら

同
人
種
同
盟
論

に
よ
る
ア
ジ
ア
主
義
へ
と
急
速
に
接
近
し

た
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第
一
章	 

	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

森
鷗
外
と
人
種
・
黄
禍
論 

―
―

戦
争

文
明

衛
生
学
の
視
点
か
ら―

―
 

	 
 序

論 

 

一
九
〇
三
年

日
露
戦
争
の
直
前

第
二
軍
軍
医
部
長
と
し
て

中
国
戦
場
に
赴
く
森
鷗

外
は
二
度

人
種
問
題
に
関
わ
る
講
演
を
行

た

人
種
哲
学
梗
概

と

黄
禍
論
梗
概

で
あ
る

そ
れ
に
よ

て

当
時
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
人
種
・
黄
禍
論
に
対
し
て

鷗
外

自
身
の
関
心
が
示
さ
れ
た
と
と
も
に

人
種
論
が
す
で
に

時
代
趨
勢
の
喫
緊
的
問
題48

に
な

た
こ
と
も
窺
え
る
だ
ろ
う

人
種
・
黄
禍
問
題
に
対
す
る
鷗
外
自
身
の
関
心
は

ド

イ
ツ
留
学
時
代
の
被
差
別
体
験49

医
師
と
い
う
職
業
に
由
来
す
る
も
の50

そ
し
て
当
時

話
題
に
な

て
い
た
田
口
卯
吉
の

日
本
人
ア

リ
ア
人
種
起
源
説

と
姉
崎
正
治

一
八

七
四

一
九
四
九
年

の

洋
行
無
用
論51

に
対
す
る
批
判
か
ら
生
じ
て
い
る

時
代

趨
勢
の
喫
緊
的
問
題

と
い
う
の
は

日
本
兵
士
が
北
清
事
変
に
お
い
て
初
め
て
白
人
の
同

盟
軍
と
し
て
の
経
験
を
し

日
露
戦
争
に
お
い
て
黄
白
人
種
間
の
大
戦
争
を
経
験
し
た
と
い

う
歴
史
的
な
転
換
の
こ
と
で
あ
る52

こ
の
間
に

人
種
差
別
に
基
づ
い
た
黄
禍
論
は

戦

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
4
8	 

森
鷗
外

人
種
哲
学
梗
概
広
告
文

鷗
外
全
集

第
三
八
巻

岩
波
書
店

一
九
七
四
年

六
二
五
頁

以
下
は

鷗
外
全
集

と
略
す
る

	 

4
9	 

小
堀
桂
一
郎

若
き
日
の
森
鷗
外

東
京
大
学
出
版
会

一
九
六
九
年

の
第
二
部
第
二
章

ナ
ウ
マ

ン
博
士
と
の
論
争

一
八
五

二
九
三
頁
に
詳
し
い

	 

5
0	 

鷗
外
と
医
学
と
の
関
係
に
つ
い
て

丸
山
博

森
鷗
外
と
衛
生
学

勁
草
書
房

一
九
八
四
年

伊
達

一
男

医
師
と
し
て
の
森
鷗
外

績
文
堂
出
版

一
九
八
一
年

同

続
医
師
と
し
て
の
森
鷗
外

績
文

堂
出
版

一
九
八
九
年

を
参
考

	 

5
1	 

姉
崎
正
治
に
対
す
る
鷗
外
の
批
判
に
つ
い
て

平
川
祐
弘

和
魂
洋
才
の
系
譜

内
と
外
か
ら
の
明
治
日

本

河
出
書
房
新
社

一
九
七
一
年

八
七

一
〇
七
頁

林
正
子

日
清
・
日
露
両
戦
役
間
の
日
本
に
お

け
る
ド
イ
ツ
思
想
・
文
化
受
容
の
一
面―

―

総
合
雑
誌

太
陽

掲
載
の
樗
牛
・
嘲
風
・
鷗
外
の
言
説
を
中
心

に―
―

日
本
研
究

第
一
五
号

一
九
九
六
年
一
二
月

一
七
四

一
七
七
頁

同

総
合
雑
誌

太

陽

掲
載
の
高
山
樗
牛
と
姉
崎
嘲
風
の
文
明
評
論―

―

二
十
世
紀
初
年
の
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
思
想
・
文
化

受
容
の
一
面
と
そ
の
意
義―

―

岐
阜
大
学
国
語
国
文
学

第
二
五
号

一
九
九
八
年
三
月

二
四

二

六
頁
に
詳
し
い

 
5
2	 

日
露
戦
争
と
人
種
問
題
に
関
す
る
論
述
に
つ
い
て

山
室
信
一

日
露
戦
争
の
世
紀―

―

連
鎖
視
点
か
ら

見
る
日
本
と
世
界―

―

岩
波
新
書

二
〇
〇
五
年

一
三
七

一
五
四
頁

前
掲
書
飯
倉
章

二
〇
一
三
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争
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

と
し
て

日
露
戦
争
期
の
日
本
政
府
の
資
金
調
達

戦
後
の
条
約
改
正

な
ど
の
諸
問
題
に
も
関
係
し
て
い
る53

 
黄
禍
論
に
関
す
る
先
行
研
究
は
多
く
あ
る
が

明
治
期
に
有
数
の
西
洋
知
の
持
ち
主
で
あ

た
森
鷗
外
と
人
種
・
黄
禍
論
と
の
関
係
は
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か

た
よ
う
に
思
わ

れ
る

管
見
の
限
り

そ
れ
を
最
も
早
く
注
目
し
た
の
は
平
川
祐
弘
で
あ
る

氏
は

鷗
外

を

知
的
誠
実
を
も

て

黄
禍
論

に
対
処
し
た
明
治
日
本
の
代
表
的
知
識
人

と
位
置

づ
け
う
る
と
述
べ
て
い
る

そ
の
上
で

氏
は

鷗
外
の
黄
禍
論
批
判
が

歴
史
的
相
対
性

へ
着
目

し
て
お
り

現
実
主
義
的
改
良
主
義

で
あ
る
と
評
す
る

氏
は

鷗
外
の
黄

禍
論
批
判
を
主
に
東
西
間
の
文
化
的
問
題
と
し
た54

 

つ
ぎ
に

鷗
外
と
黄
禍
と
の
関
係
を
論
じ
た
の
は

戦
後
の
歴
史
家
橋
川
文
三
で
あ
る

氏
は

鷗
外
を

黄
禍
論

の
歴
史
を
見
る
場
合
に
は
欠

か
せ
な
い
人
物
と
し
て

鷗

外
が

冷
然
人
種
哲
学
の
空
想
性
と
粗
雑
さ

を

人
種
哲
学
梗
概

の
な
か
で
指
摘
し
て

い
る
一
方

他
方
で
は

黄
禍
論
梗
概

の
な
か
で
は

黄
禍
論
に
対
し
て

感
情
論
を
以

て
応
酬

し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
評
し
て
い
る55

そ
れ
と
は
反
対
に

野
村
幸
一
郎
は

鷗
外
の
黄
禍
論
批
判
を

リ
ア
ル
・
ポ
リ
テ

ク
ス
の
視
点

を
以
て

徹
底
し
て
形
而

下
の
問
題

と
し
て
い
る

氏
に
よ
れ
ば

形
而
下
領
域
の
み
に
徹
底
し
て
立
脚
す
る
よ

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  

年

の
第
六
章

黄
色
人
種
と
白
種
の
戦
い

日
露
戦
争

一
一
五

一
四
四
頁

前
掲
書
廣
部
泉

三
一

四
一
頁

前
掲
書
ゴ
ル
ヴ

ツ

一
一
九

一
二
二
頁
を
参
考

	 

5
3	 

日
露
戦
争
期
に
お
け
る
資
金
調
達
を
め
ぐ
る
研
究
と
し
て
は

板
谷
敏
彦

日
露
戦
争

資
金
調
達
の
戦

い	 
:
	 

高
橋
是
清
と
欧
米
バ
ン
カ

た
ち

新
潮
社

二
〇
一
二
年

井
上
琢
智

添
田
寿
一
と
日
清
・
日

露
戦
争	 

:
	 Econom

ic Journal

宛
公
開
書
簡
等
に
見
る
外
債
募
集
と
黄
禍
論

甲
南
会
計
研
究

第
九
号

二
〇
一
五
年
三
月

一

一
七
頁

そ
し
て
当
該
期
日
本
銀
行
の
総
長
で
あ
る
高
橋
是
清

一
八
五
四

一

九
三
六
年

の
伝
記

大
島
清

高
橋
是
清

財
政
家
の
数
奇
な
生
涯

中
公
新
書

一
九
九
九
年

五
三

五
七
頁

山
室
信
一

二
〇
〇
五
年

一
四
五

一
四
八
頁
を
参
考

	 

5
4	 

前
掲
書
平
川
祐
弘

一
九
七
一
年

一
三
七

一
五
四
頁

平
川
祐
弘
は

森
鷗
外
の
人
種
・
黄
禍
論

を
論
じ
る
前
に

ま
ず

伝
統
的
社
会
は
西
洋
文
明
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ

て
急
激
に
変
化
す
る
の
だ
が

そ
の
出
会
い
か
ら
生
ず
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は

西
洋
と
非
西
洋
が
文
明
圏
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら

比
較

文
化
的

intercultural

な
諸
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う

こ
れ
は
西
洋
文
明
の
担
い
手
と
他
の
文
明
の

担
い
手
が
人
種
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら

西
洋
と
非
西
洋
の
出
会
い
の
際
に
は
人
種
間
関
係

interracial 

relation

が
生
じ
た	 

と
い
う
前
提
を
設
定
し
た

同
書

一
三
七
頁

	 

5
5	 

前
掲
書
橋
川
文
三

二
八

三
四

三
七
頁
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う
な
鷗
外
の
視
点
か
ら
す
れ
ば

人
種
と
い
う
表
象
は

軍
事
力
・
経
済
力
の
総
体
で
あ
る

と
い
う56

橋
川
氏
と
野
村
氏
は

鷗
外
の
人
種
・
黄
禍
論
講
演
に
対
す
る
評
価
が
異
な

て
い
る
も
の
の

そ
れ
が
列
強
と
の
経
済
的
・
政
治
的
な
問
題
で
あ
る
と
し
た
点
で
は
一
致

し
て
い
る

 

ま
た

廖
育
卿
は
ド
イ
ツ
に
対
す
る

葛
藤
に
よ
る
心
理
要
素

お
よ
び
田
口
卯
吉
と
の

人
間
関
係

の
た
め

鷗
外
の
人
種
・
黄
禍
論
講
演
に

個
人
的
な
見
解
は
ほ
と
ん
ど
見

受
け
ら
れ
な
い

と
述
べ
て
い
た57

廖
氏
の
意
見
は

鷗
外
の
人
種
・
黄
禍
論
講
演
を

梗

概

系
列
の
作
品
と
し

外
国
書
の
翻
訳
と
紹
介
だ
け
に
と
ど
ま
り

鷗
外
自
身
の
批
判
を

控
え
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た

 

最
後
は

鷗
外
の
伝
記
の
中
に
散
見
さ
れ

鷗
外
の
人
種
・
黄
禍
論
講
演
を
彼
の
生
涯
の

一
エ
ピ
ソ

ド
と
し

日
露
戦
争
の
直
前
の
戦
意
高
揚
の
雰
囲
気
の
な
か
で

軍
人
で
あ
る

鷗
外
の
ナ
シ

ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
側
面
を
強
調
し
た
も
の
も
あ
る58

 

以
上
の
論
者
た
ち
は

い
ず
れ
も
鷗
外
の
人
種
・
黄
禍
論
講
演
を
一
側
面
だ
け
を
強
調
し

鷗
外
の
人
種
論
に
反
映
さ
れ
た
重
層
的
な
関
心
を
見
落
と
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る

し
か
し

人
種
と
い
う
概
念
は

従
来
科
学

政
治

文
化

精
神
な
ど
の
多
義
性
を
含
む

も
の
で
あ
る59

し
た
が

て

鷗
外
の
人
種
・
黄
禍
論
の
一
側
面
だ
け
を
強
調
し

断
片

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
5
6	 

野
村
幸
一
郎

ア
ジ
ア
へ
の
ま
な
ざ
し―

―

鷗
外
・
天
心
の
黄
禍
論
批
判―

―

文
学

第
八
巻
第
二

号

二
〇
〇
七
年
三
月

一
〇
四

一
〇
九

一
一
一
頁

	 

5
7	 

廖
育
卿

明
治
期
の<

黄
禍
論>

言
説
に
見
た
森
鷗
外―

―

講
演

人
種
哲
学
梗
概

と

黄
禍
論
梗
概

を
中
心
に―

―

熊
本
大
学
社
会
文
化
研
究

第
七
号

二
〇
〇
九
年
三
月

二
三
四

二
四
六
頁

	 

5
8	 

例
え
ば
小
堀
桂
一
郎

森
鷗
外

日
本
は
ま
だ
普
請
中
だ

ミ
ネ
ル
ヴ

書
房

二
〇
一
三
年

二
八

六

二
八
九
頁

山
崎
國
紀

評
伝
森
鷗
外

大
修
館
書
店

二
〇
〇
七
年

二
四
〇

二
四
二
頁

延
芳

晴

鷗
外
と
日
清
・
日
露
戦
争

平
凡
社

二
〇
〇
八
年

一
五
一

一
五
三
頁

小
林
一
夫

森
鷗
外
論

現
象
と
精
神

星
雲
社

二
〇
〇
九
年

二
〇

二
二
頁
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

	 

5
9	 

人
種

の
定
義
を
め
ぐ

て

一
般
的
な
理
解
に
即
し
て
言
え
ば

ア
ル
ベ

ル
・
メ
ン
ミ

人
種
差

別

菊
地
昌
実

白
井
成
雄
訳

法
政
大
学
出
版
局

一
九
九
六
年

寺
田
和
夫

人
種
と
は
何
か

岩

波
書
店

一
九
六
七
年

な
ど
に
詳
し
い

日
本
語

人
種

概
念
の
特
殊
性
を
指
摘
す
る
論
考
は

家
坂
和

子

日
本
人
の
人
種
観

弘
文
堂

一
九
八
〇
年

前
掲
書
山
室
信
一

二
〇
〇
一
年

の
第
一
部
第
三
章

思
想
基
軸
と
し
て
の
人
種

五
四

七
七
頁

前
掲
論
文
與
那
覇
潤
な
ど
を
参
考
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的
に
と
ら
え
る
こ
と
は

鷗
外
自
身
の
人
種
・
黄
禍
論
の
視
野
を
縮
め
る
お
そ
れ
が
あ
る60

 

本
稿
で
は

先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら

鷗
外
の
各
時
期
に
人
種
に
関
す
る
言
説
を
検

討
し

鷗
外
の
問
題
意
識
と
関
心
の
所
在
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
す
る

第
一
節
で
は

三

国
干
渉
後
盛
ん
に
な

て
い
た
人
種
・
黄
禍
論
と

そ
れ
を
め
ぐ
る
日
本
で
の
三
つ
の
対
応

ル

ト
を
概
観
す
る

第
二
節
で
は

鷗
外
の
人
種
・
黄
禍
論
に
関
す
る
文
献
を
検
討
す
る

ま
ず
は

黄
禍
論
梗
概

を

三
国
干
渉

義
和
団
事
件

日
露
戦
争
と
い

た
歴
史
的

文
脈
に
置
か
せ
て

鷗
外
の
黄
禍
論
へ
の
関
心
と

戦
争

と
の
関
わ
り
を
考
察
し
た
い

つ
ぎ
に

人
種
哲
学
梗
概

に
お
け
る
人
種
と
文
明
と
の
関
係
を
整
理
し

ア

リ
ア
人

種
優
越
論

と
鷗
外
の
日
本
の
文
明
開
化
に
対
す
る
評
価
を
合
わ
せ
て
考
え
て
み
た
い

最

後
に

先
行
研
究
で
見
落
と
さ
れ
た

衛
生
新
篇

の

種
族

と
い
う
論
文
を
取
り
上
げ

衛
生
学
者
と
し
て
の
鷗
外
は

種
族
衛
生
学

の
中
心
問
題

つ
ま
り
人
種
の
退
化
に
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

 

 

	 

第
一
節	 

三
国
干
渉
後
の
人
種
・
黄
禍
論
と
日
本
の
対
応 

 

明
治
維
新
以
来

文
明
開
化

と
い
う
ス
ロ

ガ
ン
を
掲
げ

西
洋
諸
国
を
模
範
と
す

る
近
代
日
本
は

日
清
戦
争
に
勝
利
を
収
め

列
強
と
同
じ
文
明
国
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ

と
を
求
め
た61

し
か
し

西
洋
列
強
は

日
本
の
勝
利
ゆ
え
に

日
本
を
文
明
国
と
し
て

認
め
る
の
で
は
な
く

も
と
も
と
中
国
に
対
し
て
使
わ
れ
て
い
た
黄
禍
と
い
う
悪
名
を
今
度

は
日
本
に
被
せ
よ
う
と
し
た62

膨
張
す
る
日
本
に
対
す
る
警
戒
か
ら

ド
イ
ツ

ロ
シ
ア

フ
ラ
ン
ス
は

下
関
条
約
に
基
づ
き
日
本
に
割
譲
さ
れ
た
遼
東
半
島
を
清
国
に
返
還
す
る
こ

と
を
要
求
し
た

い
わ
ゆ
る
三
国
干
渉
で
あ

た

 

黄
禍
と
い
う
言
葉
は

一
八
九
五
年
の
秋
に
ド
イ
ツ
皇
帝
ウ

ル
ヘ
ル
ム
二
世
が
宮
廷
画

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
6
0	 

磯
貝
英
夫
に
よ
れ
ば

啓
蒙
期
に
活
躍
し
て
い
た
百
科
全
書
式
の
思
想
家
と
し
て
の
鷗
外
は

思
想
構
造

上
に
医
学

文
学

公
生
涯

よ
り
原
理
的
に
言
え
ば

科
学

芸
術

政
治

と
い
う

三
極

の
構
造

に
分
け
ら
れ
る	 

磯
貝
英
夫	 

森
鷗
外

明
治
二
十
年
代
を
中
心
に

明
治
書
院

一
九
七
九
年

三

四
頁

鷗
外
の
人
種
に
関
す
る
論
説
は

各
分
野
の
論
説
に
分
け
る
が

鷗
外
思
想
上
の
構
造
の
多
数
の
要
因

は
働
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

	 

6
1	 

前
掲
論
文
中
村
尚
美

二
六
一
頁

	 

6
2	 

前
掲
書
山
室
信
一

二
〇
〇
一
年

六
六
頁

前
掲
書
山
室
信
一

二
〇
〇
五
年

五
五
頁
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家
ヘ
ル
マ
ン
・
ク
ナ

ク
フ
ス
に

黄
禍
の
図

を
描
か
せ
て
ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世

に
送

て
か
ら
ヨ

ロ

パ
に
広
ま

た

日
本
で
は

遅
く
と
も
年
末
ご
ろ
に
議
論
は
出

て

翌
年
三
月
に
文
部
省
大
臣
西
園
寺
公
望

一
八
四
九

一
九
四
〇
年

の
上
奏
で

明

治
天
皇
に
も
伝
わ

た63
 

戦
後
の
流
行
語

臥
薪
嘗
胆64

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に

日
本
帝
国
は

復
讐
す
る
た

め
に
耐
え
る
こ
と
を
選
択
し
た65

そ
の
た
め

当
時
最
も
大
き
な
問
題
で
あ

た

い
か

に
西
洋
側
に
よ
る
日
本
膨
張
に
対
す
る
黄
禍
と
い
う
悪
名
を
解
消
す
る
か
を
め
ぐ

て

主

に
三
つ
の
対
応
ル

ト

即
ち

黄
色
人
種
同
盟

文
明
開
化

そ
し
て

日
本
人
種

ア

リ
ア
人
種
属

が
あ

た66
 

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
6
3	 

黄
禍
の
図

の
流
布
に
つ
い
て

前
掲
書
飯
倉
章

二
〇
〇
四
年

の
第
四
章
第
二
節

カ
イ
ザ

の

寓
意
画
の
日
本
へ
の
紹
介

九
五

九
八
頁

同

二
〇
一
三
年

の
第
三
章

黄
禍
の
図

の
パ
ロ
デ

と
国
際
関
係

六
二

七
四
頁

前
掲
書
ゴ
ル
ヴ

ツ

二
二
〇

二
二
二
頁
を
参
考

	 

6
4	 

一
八
九
五
年
五
月
一
五
・
二
七
日
に
雑
誌

日
本

に
掲
載
さ
れ
た
三
宅
雪
嶺
の
時
論

臥
薪
嘗
胆

と

い
う
文
章
を
き

か
け
に
し
て

流
行
る
よ
う
に
な

た

大
谷
正

日
清
戦
争

近
代
日
本
初
の
対
外
戦
争

の
実
像

中
央
公
論

二
〇
一
四
年

二
二
二
頁
を
参
考

	 

6
5	 

当
時
日
本
の
枢
密
院
議
長
で
あ
る
伊
藤
博
文
の
明
治
初
期
に
御
雇
外
国
人
と
し
て
来
日
し
た
ド
イ
ツ
の

医
学
教
授
ベ
ル
ツ( Erw

in von B
älz,	 

一
八
四
九

一
九
一
三
年)

	 

に
対
す
る
話
は
意
味
深
い

以
前
は

わ
れ
わ
れ
も
ド
イ
ツ
に
大
変
好
感
を
い
だ
い
て
い
て

種
々
の
点
で
ド
イ
ツ
を
手
本
と
し

先
生
と
し
た
も
の

で
す

と
こ
ろ
が

わ
れ
わ
れ
は
日
清
戦
争
の
大
勝
利
の
後
で

わ
れ
わ
れ
の
感
違
い
を
し
て
い
た
こ
の
友
邦

が
ロ
シ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
と
力
を
併
せ
て

わ
れ
わ
れ
の
手
か
ら
苦
心
惨
た
ん
し
て
得
た
勝
利
の
贈
物
を
奪
い
去

る―
―

と
い
う
目
に
遇
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

中
略

け
れ
ど
も

わ
れ
わ
れ
の
態
度
に
何
の
罪
科

も
な
い
ド
イ
ツ
の
こ
の
敵
対
行
為
は

わ
れ
わ
れ
に
と

て
実
に
ひ
ど
い

全
く
挑
戦
的
な
屈
辱
で
あ
り

わ

れ
わ
れ
独
自
の
事
件
へ
の
不
当
極
ま
る
干
渉
で
あ
る
と
し
て
し
か
観
え
な
か

た
の
で
す

日
本
は
こ
の
出
来

事
を

ロ
シ
ア
が
ベ
ル
リ
ン
会
議
で
の
ド
イ
ツ
の
態
度
を
忘
れ
て
し
ま

た
程

そ
う
早
く

そ
う
す

ぱ
り

と
忘
れ
去
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

お
ま
け
に

間
も
な
く
偶
然
の
こ
と
か
ら

ド
イ
ツ
政
府
が
あ
の
行
動
に

出
た
の
は

単
に
政
治
上
の
原
因
に
よ

て
操
ら
れ
た
ば
か
り
で
は
な
く

わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
対
す
る
個
人

的
の

し
か
も
堂
々
と
誇
示
さ
れ
た
反
感
も
ま
た
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
こ
と
が
判

た
の
で
す

ト

ク
・
ベ
ル
ツ

日
本
に
お
け
る
反
獨
感
情
と
そ
の
誘
因

ベ
ル
ツ
日
記
・
下

菅
沼
竜
太
郎
訳

岩
波
書
店

一
九
七
四
年

一
八
六

一
八
七
頁

ま
た

前
掲
論
文
中
村
尚
美

二
六
五
頁

	 

6
6	 

野
村
幸
一
郎
に
よ
れ
ば

黄
禍
論
へ
の
対
応
は

支
那
保
全
論

を
目
指
す
ア
ジ
ア
主
義
と

ア
ジ
ア

諸
国
と
の
連
帯
を
極
め
て
警
戒
す
る
明
治
政
府
と
い
う
二
つ
の
ル

ト
が
あ

た
と
い
う

前
掲
論
文
野
村
幸

一
郎

一
〇
三

一
〇
四
頁

し
か
し

そ
れ
以
外

や
や
異
色
的
だ

た
が

田
口
卯
吉
の

日
本
人
ア

リ
ア
人
種
起
源
説

も
一
つ
の
対
応
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

ま
た

そ
れ
に
つ
い
て

前
掲
書
山
室
信
一

二
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ま
ず
は

黄
色
人
種
同
盟

で
あ
る

つ
ま
り

黄
禍

を

白
禍

に
逆
転
し

黄

人
種
団
結

を
強
調
し

白
人
と
対
抗
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る67

例
え
ば
当
時
東
邦
協

会
の
副
会
頭
で
あ
る
近
衛
篤
麿

一
八
六
三

一
九
〇
四
年

は
西
洋
列
強
に
よ
る

支
那

分
割

を
危
惧
し

支
那
保
全
論

を
打
ち
出
し
た

一
八
九
八
年
一
月
に
雑
誌

太
陽

に
掲
載
さ
れ
た

同
人
種
同
盟
・
附
支
那
問
題
の
研
究
の
必
要

で
は

東
洋
の
前
途
は

終
わ
り
に
人
種
競
争
の
舞
台
と
な
る
を
免
か
れ
じ

最
後
の
運
命
は
黄
白
同
人
種
の
競
争
に

し
て

此
競
争
の
下
に
は
支
那
人
も
日
本
人
も

共
に
白
人
種
の
仇
敵
と
し
て
認
め
ら
れ
る

地
位
に
立
た
む

と
予
感
し

総
べ
て
の
黄
色
人
種
国
は
大
に
同
人
種
保
護
の
策
を
講
ぜ

ざ
る
可
か
ら
ず

と
呼
び
か
け
て
い
る68

 

し
か
し

政
府
は

黄
色
人
種
同
盟

と
い
う
論
調
が

逆
に
黄
禍
論
を
助
長
す
る
と

し
て

拒
否
の
態
度
を
明
白
に
表
し
た69

一
九
〇
三
年
一
二
月
三
〇
日
の
内
閣
閣
議
で
は

恐
黄
熱
ノ
再
発
ヲ
防
ク

と
決
ま
り

日
清
両
国
相
合
シ
テ
露
国
ト
戦
フ
ニ
於
テ
ハ
或

ハ
之
レ
カ
動
機
ト
ナ
リ
テ
再
ヒ
恐
黄
熱
ヲ
熾
ン
ナ
ラ
シ
メ
其
結
果
遂
ニ
独
仏
等
ノ
諸
国
ヲ

シ
テ
干
渉
ヲ
敢
テ
セ
シ
ム
ル
ノ
恐
レ70

と
し
た

こ
こ
で

日
清
両
国
相
合

は
政
府
の

懸
念
と
な

た

 

政
府
は
国
内
と
海
外
の
二
つ
の
方
面
か
ら

黄
禍
論
を
抑
制
す
る
努
力
を
行

た

国
内

で
は

新
聞
自
由
と
宗
教
自
由
を
強
調
し

在
日
外
国
人

特
に
ロ
シ
ア
人
の
安
全
を
確
保

し

文
明
国
家
の
イ
メ

ジ
を
宣
伝
し
た71

海
外
で
は

末
松
謙
澄

金
子
堅
太
郎
ら
を

欧
米
に
送

て

外
国
新
聞
紙
を
操
縦
し

日
本
に
対
し
て
同
情
と
友
好
を
求
め
て

有
利

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  

〇
〇
一
年

六
六

七
一
頁
を
参
考

	 

6
7	 

前
掲
論
文
野
村
幸
一
郎

一
〇
三
頁

前
掲
書
山
室
信
一

二
〇
〇
一
年

六
四

六
六
頁

前
掲
書

廣
部
泉

二
二

二
五
頁

	 

6
8	 

近
衛
篤
麿

同
人
種
同
盟
・
附
支
那
問
題
の
研
究
の
必
要

太
陽

第
四
巻
第
一
号

一
八
九
八
年

一
月

一

三
頁

	 

6
9	 

前
掲
論
文
中
村
尚
美

二
六
六

二
六
九
頁

前
掲
論
文
野
村
幸
一
郎

一
〇
三

一
〇
四
頁

前
掲
書

山
室
信
一

二
〇
〇
一
年

六
七

七
〇
頁

	 

7
0	 

対
露
交
渉
決
裂
の
際
日
本
の
採
る
べ
き
対
清
韓
方
針

外
務
省
編

日
本
外
交
年
表
並
主
要
文
書
・
上

原
書
房

一
九
六
五
年

二
一
九
頁

前
掲
論
文
中
村
尚
美

二
六
八

二
六
九
頁

	 

7
1	 

前
掲
書
山
室
信
一

二
〇
〇
五
年

一
五
五

一
五
九
頁

前
掲
書
飯
倉
章

二
〇
一
三
年

一
三
〇

一
三
二
頁
に
詳
し
い
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な
報
道
を
誘
導
さ
せ
た72

政
府
は

黄
禍
論
が
高
ま
る
こ
と
で

日
露
戦
争
の
資
金
調
達

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
懸
念
し
た
の
で
あ
る73

日
本
の
戦
費
は

戦
前
で
は
一
般
会

計
最
大
二
億
九
〇
〇
〇
万
円
規
模
で
あ

た
が

戦
費
の
実
際
支
出
は
一
九
億
八
六
一
二
万

円
に
達
し
た

外
債
借
用
は
戦
争
に
対
し
て
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た74

し
た
が

て

政
府
は
い
か
に
黄
禍
論
が
高
ま

て
も

人
種
競
争
論
を
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

一
貫
し
た
態
度
を
と

た75
  

こ
う
し
た
状
況
で

日
露
戦
争
中
に
第
二
軍
軍
医
部
長
と
し
て
の
鷗
外
の
黄
禍
論
批
判
は

主
観
的
に
は
ど
う
で
あ
れ

明
治
政
府
の
内
部
に
身
を
置
く
以
上

そ
れ
は
ア
ジ
ア
を

他
者
と
し
て
突
き
放
し

列
強
の
側
に
身
を
寄
せ
る
よ
う
な
脱
亜
論
の
路
線
に
従
う

し
か

な
い
と
い
う
意
見
が
あ
る76

所
論
は
鷗
外
の
言
論
活
動
に
対
す
る
客
観
的
制
限
を
強
調
し

て
お
り

参
考
と
な
る
が

鷗
外
が

脱
亜
論
の
路
線
に
従

う
か
ど
う
か
を

後
に
再
検

討
し
た
い

 

そ
し
て

最
後
の
黄
禍
論
へ
の
対
応
ル

ト
は

田
口
卯
吉
の
言
語
学
の
立
論
に
基
づ
い

た

日
本
人
種
ア

リ
ア
起
源
説

で
あ
る

彼
の

国
語
よ
り
観
察
し
た
る
人
種
の
初
代

に
よ
れ
ば

文
法
に
於
い
て

サ
ン
ス
ク
リ

ト
を
は
じ
め
と
す
る
印
欧
語
族
は

ヨ
ウ

ロ
ツ
パ
諸
國
と
の
間
に
此
の
如
き
相
違
あ
り

ア
リ
ヤ
ン
語
族
の
根
本

は

我
が
日
本

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
7
2	 

そ
の
点
に
つ
い
て

松
村
正
義
は
多
く
の
研
究
を
行

た

単
著
と
し
て
は
前
掲
書

一
九
八
〇
年

前
掲
書

一
九
八
七
年

新
版
・
国
際
交
流
史	 

:
	 

近
現
代
日
本
の
広
報
文
化
外
交
と
民
間
交
流

地
人
館

二
〇
〇
二
年

の
第
四
章

黄
禍
論
と
の
闘
い

一
二
九

一
八
三
頁
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

ま
た

論
文

と
し
て
は

黄
禍
論
と
日
露
戦
争

国
際
政
治

日
本
外
交
の
思
想

第
七
一
号

一
九
八
二
年

三
八

五
八
頁

日
清
戦
争
と
黄
禍
論

東
ア
ジ
ア
近
代
史
学
会
編
集

日
清
戦
争
と
東
ア
ジ
ア
世
界
の
変
容
・

下
巻

ま
ゆ
に
書
房

一
九
九
七
年

二
九
九

三
一
九
頁

広
報
外
交
に
お
け
る
日
露
の
闘
争

日
露

戦
争
研
究
会
編

日
露
戦
争
研
究
の
新
視
点

成
文
社

二
〇
〇
五
年

一
八
〇

二
〇
二
頁
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る

	 

7
3	 

当
時
イ
ギ
リ
ス
で
外
債
募
集
に
命
じ
ら
れ
た
日
本
銀
行
副
総
裁
で
あ
る
高
橋
是
清

一
八
五
四

一
九
三

六
年

は
ロ
シ
ア
が
ユ
ダ
ヤ
人
を
迫
害
す
る
と
宣
伝
し

イ
ギ
リ
ス
で
の
ユ
ダ
ヤ
人
金
融
家
の
支
持
を
得
た

具
体
の
活
動
は
前
掲
書
大
島
清

一
九
九
九
年

五
三

五
七
頁
を
参
考

ま
た

前
掲
書
山
室
信
一

二

〇
〇
五
年

一
四
五

一
一
四
八
頁
を
参
考

	 

7
4	 

前
掲
書
山
室
信
一

二
〇
〇
五
年

一
二
五
頁

	 

7
5	 

前
掲
書
飯
倉
章

二
〇
〇
四
年

一
一
九

一
二
三
頁

前
掲
書
山
室
信
一

二
〇
〇
一
年

六
九

七
〇
頁

	 

7
6	 

前
掲
論
文
野
村
幸
一
郎

一
〇
五
頁
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の
文
法
に
類

し

日
本
人
種
を

ア

リ
ア
人
種

と
す
べ
き
だ
と
唱
え
た

逆
に

田

口
は

西
洋
の
言
語
学
者
が

我
々
祖
先
を
横
取
り
し
て

我
々
を
末
家
筋
に
貶
す

と
不

満
を
表
し
た77

 

し
か
し

田
口
の
説
は
多
く
の
批
判
を
浴
び
た

例
え
ば

言
語
学
者
で
あ
る
新
村
出

一

八
七
六

一
九
六
七
年

は

科
学
上
寸
毫
の
価
値
な
く

又
学
問
上
の
徳
義
に
於
て
欠
け

ゐ
る

と
し

さ
ら
に

其
誤
謬
は
根
底
か
ら
の
誤
謬

全
体
の
誤
謬
で
あ
つ
て

少
々
ど

こ
ろ
の
誤
謬
で
は
な
い

と
い
う
酷
評
を
下
し
て
い
る78

元
総
理
大
臣
大
隈
重
信

一
八

三
八

一
九
二
二

も

ア
リ
ア
ン
は
左
程
有
難
い
も
の
か

吾
々
は
疑
う

何
と
い
う
て

も
我
々
の
血
は
ア
リ
ア
ン
と
は
違
う79

と
田
口
の
説
を
否
定
し
た

も
と
も
と

田
口
を

東
西
両
洋
文
化
に
通
じ
る

二
本
の
足

の
学
者
と
し
て
高
く
評
価
し
た
鷗
外
も

日
本

人
が
ア
ア
リ
ア
人
種
だ
と
云
ふ
論
断
が
し
て
あ
る

そ
し
て
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
あ
る

言
語
学
上
の
事
実
が

間
口
ば
か
り
広
く
て
手
薄
で
あ
る

学
者
は
あ
ん
な
軽
卒
な
論
断
を

し
て
は
困
る
ぢ
や
な
い
か80

と
厳
し
く
批
判
し
た

 

右
述
し
た
よ
う
に

三
国
干
渉
後
盛
ん
に
な

て
い
た
人
種
・
黄
禍
論
に
対
し
て

日
本

で
は

民
間
の

黄
色
人
種
同
盟

政
府
側
の

文
明
開
化

お
よ
び
田
口
の

日
本
人

種
ア

リ
ア
人
種
属

と
い
う
三
つ
の
対
応
ル

ト
が
あ

た

鷗
外
は
田
口
の
説
を

軽

卒
な
論
断

と
し
た
と
同
時
に

主
観
的
は
ど
う
で
あ
れ

第
二
軍
軍
医
部
長
の
高
官
で
あ

る
と
い
う
職
務
的
な
立
場
か
ら
す
れ
ば

黄
色
人
種
同
盟

を
支
持
す
る
こ
と
は
で
き
な

か

た81

一
見
す
れ
ば

鷗
外
の
選
択
肢
は
政
府
側
と
同
調
し

西
洋
を
模
範
と
す
る

文

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
7
7	 

鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集
刊
行
会
編
輯

鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集

第
二
巻

復
刻
版

吉
川
弘
文
館

一
九
九

〇
年

に
収
録

以
下
は

田
口
全
集

と
略
す
る

田
口
全
集

第
二
巻

四
一
六
頁

四
二
一
頁

田

口
卯
吉
の

日
本
人
ア

リ
ア
人
種
起
源
説

の
具
体
的
な
論
述
に
つ
い
て

本
論
の
第
二
章
第
三
節
を
参
考

	 

7
8	 

新
村
出

田
口
博
士
の
言
語
に
関
す
る
所
論
を
読
む

新
村
出
全
集

第
一
巻

筑
摩
書
房

一
九
七

一
年

一
〇
四
頁

初
出
は

言
語
学
雑
誌

第
二
巻
第
四
号

一
九
〇
一
年
七
月

三
三
七

三
五
四

頁

	 

7
9	 

大
隈
重
信

東
亜
の
平
和
を
論
ず
る

大
隈
伯
演
説
集

早
稲
田
大
学
出
版
部

一
九
〇
七
年

一

一
一
頁

	 

8
0	 

森
鷗
外

鼎
軒
先
生

鼎
軒
田
口
博
士
七
回
忌
記
念
号

東
京
経
済
雑
誌

第
六
三
巻
第
一
五
九
一

号

一
九
一
一
年
四
月
二
二
日

七
〇
三

七
〇
五
頁

鷗
外
全
集

第
二
六
巻

四
二
一
頁

引
用
は

鷗

外
全
集

に
よ
る
も
の

	 

8
1	 

前
掲
論
文
野
村
幸
一
郎

一
〇
四

一
〇
五
頁

	 



	   33	  

明
開
化

路
線
し
か
な
か

た
か
の
よ
う
だ
が

実
は
鷗
外
の
人
種
・
黄
禍
論
へ
の
対
応
は

か
な
り
揺
ら
ぎ
と
躊
躇
を
経
た
も
の
で
あ
る82

	 
 

 

第
二
節	 
森
鷗
外
に
お
け
る
人
種
・
黄
禍
論 

	 
 

	 

一

	 

黄
禍
論
と
戦
争
論 

 

第
一
節
に
確
認
し
た
よ
う
に

日
清
戦
争
後

清
国
の
国
力
が
弱
体
だ
と
い
う
事
実
が
世

界
に
対
し
て
露
わ
に
な
り

黄
禍
の
矛
先
は
新
興
帝
国
日
本
に
む
け
ら
れ
た83

そ
し
て

三
国
干
渉

義
和
団
事
件
な
ど
を
経
て

西
洋
列
強
の
日
本
に
対
す
る
警
戒
感
は
さ
ら
に
強

化
さ
れ

日
露
戦
争
前
夜

頂
点
に
達
し
た84
鷗
外
の

黄
禍
論
梗
概

講
演
は

ま
さ

に
こ
の
時
期
で
あ

た

 

し
か
し

講
演
の
冒
頭
で
黄
禍
論
を

絶
え
ず
研
究
し

十
年
前
当
り
か
ら

種
々
の

著
述
を
蒐
集85

し
て
き
た
と
い

た
よ
う
に

鷗
外
は
日
露
戦
争
の

十
年
前
当
り
か
ら

具
体
的
に
言
え
ば

三
国
干
渉
の
時
期
か
ら
黄
禍
論
に
対
す
る
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

た

よ

て

鷗
外
の
黄
禍
論
へ
の
認
識
も

三
国
干
渉
以
来
一
連
の
歴
史
事
件
と
繋
げ
て
考
察

す
る
必
要
が
あ
る

こ
の
な
か
で

最
も
注
目
す
べ
き
な
の
は

義
和
団
を
鎮
圧
す
る
た
め

に

名
誉
白
人
と
し
て
八
カ
国
同
盟
軍
に
加
入
す
る
日
本
軍
の
体
験
で
あ
る86

 

一
九
〇
〇
年
に

義
和
団
を
鎮
圧
す
る
た
め
に

日
本
人
は
八
カ
国
同
盟
軍
に
加
入
し
た

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
8
2	 

ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
直
後

鷗
外
は
す
で
に
人
種
差
別
へ
の
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
た

こ
の
時
期

鷗
外

の
人
種
主
義
へ
の
憂
い
は

主
に
当
時
の
外
相
大
隈
重
信
の
各
国
と
個
別
交
渉
を
方
針
と
す
る
条
約
改
正
が
難

航
し
た
こ
と
と
関
わ

て
い
る

森
鷗
外

西
人
ノ
虚
辞

我
ヲ
誣
詆
ス

報
知
記
者
の
人
種
相
忌
の
説

鷗
外
全
集

第
二
二
巻

二
三

二
六
頁

二
五
一

二
五
二
頁

	 

8
3	 

前
掲
論
文
廖
育
卿

二
三
五
頁

	 

8
4	 

日
露
戦
争
期

人
種
戦
争
の
緊
張
感
に
つ
い
て

前
掲
書
飯
倉
章

二
〇
一
三
年

一
一
五

一
四
四

頁

前
掲
書
ゴ
ル
ヴ

ツ

一
一
九

一
二
二
頁

前
掲
論
文
ジ

ン

ピ
エ

ル
・
レ

マ
ン
に
詳
し

い

	 

8
5	 

森
鷗
外

黄
禍
論
梗
概

鷗
外
全
集

第
二
五
巻

五
三
九
頁

	 

8
6	 

鷗
外
の
黄
禍
論
の
考
察
に
あ
た

て

最
初
に
義
和
団
事
件

北
清
事
変

の
重
要
性
を
強
調
し
た
の
は

平
川
祐
弘
で
あ
る

森
鷗
外
の

北
清
事
件
の
一
面
の
観
察

を

黄
禍
論
梗
概

の
文
脈
と
合
わ
せ
て
考
え

ら
た
の
は

前
掲
書
平
川
祐
弘

一
九
七
一
年

一
三
八

一
四
三
頁
か
ら
ヒ
ン
ト
を
頂
い
た
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こ
の
こ
と
は

通
常
西
洋
人
へ
の
不
信
感
を
次
第
に
解
消
さ
せ
る
は
ず
で
あ
る
が

鷗
外
の

西
洋
人
に
対
す
る
警
戒
感
は
一
層
強
く
な

て
い
た

そ
れ
に
つ
い
て
は

義
和
団
事
変
後

鷗
外
の
講
演

北
清
事
件
の
一
面
の
観
察

一
九
〇
二
年

か
ら
窺
え
る
だ
ろ
う

 

鷗
外
に
よ
れ
ば

明
治
維
新
以
来

日
本
兵
は
主
に

書
籍

洋
教
官

留
学
生

旅
行

者
を
通
し
て

欧
州
兵
と
間
接
的
に
接
触
し
て
き
た

し
か
し

今
回
の
北
清
事
変
に
関
し

て

鷗
外
が
強
調
し
た
の
は

上
将
官
よ
り
下
兵
卒
に
至
る

ま
で

直
接
に
相
触

し

た
こ
と
で
あ
る

鷗
外
は

戦
場
で

敗
徳
汚
行
甚
し

の
西
洋
軍
に
対
し
て

日
本
軍
は

尊
重
す
る
こ
と
甚
だ
過
ぎ

で
あ
り

欧
州
兵
に
対
す
る

買
被
り

を
今

打
破
す
る

は
至
当

だ
と
唱
え
た87

 

周
知
の
ご
と
く

当
時
八
カ
国
同
盟
軍

特
に
ロ
シ
ア
軍
と
ド
イ
ツ
軍
は

北
京
戦
場
で

大
規
模
的
な
暴
行
を
行

た
が

日
本
政
府
は

西
洋
列
強
と
の
同
盟
を

開
辟
以
来
今
日

ヲ
以
テ
始
メ

と
す
る
重
大
事
件
と
し

野
蛮
ノ
所
業
ニ
シ
テ
大
ニ
国
威
ニ
関
シ

果

敢
奮
闘
以
テ
好
模
範
ヲ
各
国
ノ
軍
隊
ニ
示
シ

身
以
テ
事
ニ
当
リ
軍
紀
風
紀
ヲ
厳
守
シ

と

軍
紀
を
繰
り
返
し
強
調
し
た88

 

結
局

北
清
事
変
に
お
い
て
み
ず
か
ら
の
目
で
西
洋
人
兵
士
の
暴
行
を
目
撃
し
た
日
本
人

は

西
洋
人
へ
の
見
方
を
変
え
た

そ
れ
ま
で
の
日
本
人
が
抱
い
て
い
た
理
想
化
さ
れ
た
西

洋
人
の
イ
メ

ジ
は
崩
れ
た89

そ
の
上

日
本
国
内
で
も

戦
場
西
洋
軍
の
暴
行
は
広
く

報
道
さ
れ

特
に
ロ
シ
ア
軍
の
恐
る
べ
き
虐
殺
と
略
奪
は

当
時
の
新
聞
や
雑
誌

公
式
記

録
に
は
無
尽
量
と
い

て
よ
い
ほ
ど
掲
載
さ
れ

野
蛮
で
恐
る
べ
き
ロ
シ
ア
人
像
が
日
本
人

の
中
に
形
成
さ
れ
て
い

た90

例
え
ば

当
時
病
に
伏
せ
て
い
た
中
江
兆
民

一
八
四
七

一
九
〇
一
年

は

新
聞
紙
上
し
ば
し
ば
恐
露
病
て
ふ
文
字
を
見
る

と
記
し

政
府

の
過
度
露
を
懼
る

と
批
判
し

薩
長
政
府
は
久
し
く
恐
外
病
に
罹
れ
り

と
嘲
笑
し
た

彼
は

西
洋
の

物
質
の
学
の
術

は

真
に
人
を
し
て
驚
嘆

さ
せ
る
が

西
洋
人
の

義

理

に
対
し
て

畏
る
べ
き

で
は
な
く

大
い
に
我
れ
に
劣
る

と
断
じ
た91

鷗
外

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
8
7	 

森
鷗
外

北
清
事
件
の
一
面
の
観
察

一
九
〇
一
年
一
二
月
二
三
日
に
小
倉
偕
行
社
で
の
講
演

鷗
外

全
集

三
四
巻

二
一
七

二
一
八
頁

	 

8
8	 

小
林
一
美

義
和
団
戦
争
と
明
治
国
家

増
補

汲
古
書
院

二
〇
〇
八
年

二
二
一
頁

	 

8
9	 

そ
の
点
に
つ
い
て

前
掲
書
平
川
祐
弘

一
九
七
一
年

一
四
一
頁
を
参
考

	 

9
0	 

前
掲
書
小
林
一
美

三
五
七
頁

	 

9
1	 

中
江
兆
民

恐
外
病
と
侮
外
病

一
年
有
半	 

続
一
年
有
半

岩
波
書
店

一
九
五
五
年

八
九



	   35	  

も
同
様
に

黄
禍
論
梗
概

に
お
い
て

ま
ず
西
洋
人
の

義
理

に
対
し
て
疑
問
を
呈
す

る
 

 

	 

青
眼
も
て
白
人
を
視

白
眼
も
て
黄
人
を
視
る

乃
ち
新
語
を
造
り
出
し
て

黄
禍
と
云
ふ

安
ぞ
知
ら
ん

北
の
か
た
愛
琿
に
五
千
の
清
人
を
駆
り
て

黒
龍

江
水
に
赴
き
て
死
せ
し
め

南
の
か
た
旅
大
を
蚕
食
し
て

陽
に
租
借
と
称
す
る

は

人
道
に
逆
ひ

国
際
法
を
破
る
こ
と

殆
ど
人
の
意
料
の
外
に
出
づ
る
を92

 

 

鷗
外
は

人
道

国
際
法

な
ど
西
洋
の
論
理
を
逆
手
に
と

て

ロ
シ
ア
人
の
清
国

人
に
対
す
る
残
酷
行
為
を
批
判
し

白
人
で
あ
る
ロ
シ
ア
人
が
道
徳
的
に
優
越
し
て
い
る
と

い
う
イ
メ

ジ
を
打
破
す
る93

そ
の
上

鷗
外
は
当
時
盛
ん
で
あ

た
黄
禍
論
を
次
の
よ

う
に
捉
え
た

 

戦
争
が
我
に
不
利

で
あ
れ
ば

白
人
は

黄
禍
の
一
部
分
を
未
萌
に
厭
伏
し

我

が

凱
歌
を
唱
へ

た
ら

我
戦
勝
の
結
果
を

成
る
べ
く
縮
小

し
よ
う
と
す
る94

し
か
も
鷗
外
は

こ
の
よ
う
な

黄
禍

を
め
ぐ
る
西
洋
人
の
二
重
基
準
を

詩
文
の
中
で

勝
た
ば
黄
禍

負
け
ば
野
蛮

と
表
現
し
た

こ
れ
は
一
言
で
黄
禍
の
内
実
を
喝
破
し
た

と
も
言
え
る
だ
ろ
う

従

て

こ
こ
で
鷗
外
は

黄
禍
が
戦
争
の
勝
敗
を
問
わ
ず

日
露

戦
争
後

外
交
上
で
日
本
抑
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

と
し
て
機
能
す
る
と
洞
察
し
た95
こ
の

よ
う
な
戦
争
の
緊
迫
感
が
あ

た
か
ら
こ
そ

鷗
外
は
黄
禍
論
へ
の
警
戒
を
呼
び
か
け

ド

イ
ツ
の
歴
史
家
ヒ
ン
メ
ル
ス
チ

ル
ナ

H
erm

ann von Sam
son-H

im
m

elstjerna, 

一
八
二

六

一
九
〇
八
年

の
著
述

道
徳
問
題
と
し
て
の
黄
禍
論

D
ie G

elbe G
efahr als 

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  

九
一
頁

恐
外
病
と
侮
外
病

に
つ
い
て

前
掲
書
平
川
祐
弘

一
九
七
一
年

一
四
〇
頁
に
も
触
れ
て
い

た

	 

9
2	 

前
掲
書
森
鷗
外

黄
禍
論
梗
概

五
三
七
頁

	 

9
3	 

前
掲
論
文
野
村
幸
一
郎

一
〇
六
頁

	 

9
4	 

前
掲
書
森
鷗
外

黄
禍
論
梗
概

五
四
〇
頁

	 

9
5	 

一
九
〇
四
年
八
月
一
七
日

旅
順
口
閉
塞
作
戦
が
終
わ
り

鷗
外
は
中
国
東
北
の
戦
場
張
家
園
子
で

黄

禍

と
い
う
詩
歌
を
作

た

森
鷗
外

黄
禍

う
た
日
記

鷗
外
全
集

第
一
九
巻

一
六
一
頁

ま
た

黄
禍
論
を
日
露
戦
争
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

と
し
て
機
能
す
る
の
は

前
掲
先
行
研
究
小
堀
桂
一
郎

山
崎
國
紀

延
芳
晴

小
林
一
夫
ら
も
強
調
し
た
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M
oralproblem

, 

一
九
〇
二
年

を
例
と
し
て

西
洋
に
流
行

て
い
る
黄
禍
論
を
日
本
の

読
者
に
紹
介
し
た

鷗
外
に
よ
れ
ば

読
者
は
略
ぼ
此
に
依
り
て
黄
禍
論
の
何
物
た
る
を

窺
ふ
る
こ
と
を
得
べ
し96

と
い
う

 

ヒ
ン
メ
ル
ス
チ

ル
ナ
の
い
う
黄
禍
論
は

平
和
的
黄
禍

と

戦
争
的
黄
禍

に
分

け
ら
れ
る

平
和
的
黄
禍

と
は

商
業
や
工
業
の
競
争
の
上
か
ら

黄
色
人
が
白
人
に

迷
惑
を
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る

戦
争
的
黄
禍

と
は

早
晩
此
両
人
種
の
間
に
戦
争
が

起

る
こ
と
で
あ
る97
し
か
し

鷗
外
は
い
ず
れ
に
も
反
論
を
加
え
た

な
ぜ
な
ら
ば

鷗
外
は

論
者
の
所
謂
黄
禍
の
平
和
的
方
面
は

西
洋
人
が
道
徳
の
根
本
を
誤
つ
て
社
会
問

題
を
生
じ
て

商
業
工
業
の
上
で
競
争
が
出
来
な
い

か
ら
だ

そ
れ
で

戦
争
的
黄
禍

は

西
洋
人
が
妄
に
支
那
に
利
益
圏
を
作
つ
て

不
正
な
政
策
を
行
つ
て

早
晩

利
益

圏
か
ら
逐
ひ
出
さ
れ

た
の
で
あ
る

こ
の
二
点
に
つ
い
て

鷗
外
は
い
ず
れ
も

罪
は
彼

に
在
り
ま
す

と
断
言
し
た98

言
い
換
え
れ
ば

鷗
外
は

平
和
的
黄
禍

で
あ
れ

戦

争
的
黄
禍

で
あ
れ

西
洋
人
自
身
の
誤
り
を

黄
色
人
種
に
被
せ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

た

 こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は

黄
禍
論
の
二
つ
の
方
面
に
つ
い
て

ヒ
ン
メ
ル
ス
チ

ル

ナ
と
鷗
外
の
強
調
す
る
こ
と
が
異
な
る
と
い
う
点
で
あ
る

ヒ
ン
メ
ル
ス
チ

ル
ナ
は

戦

争
的
黄
禍

よ
り

平
和
的
黄
禍

を
強
調
し
た
よ
う
に
見
え
る

な
ぜ
な
ら
ば

麵
麭

の
嫉
に
す
ぎ
な
い99

ヒ
ン
メ
ル
ス
チ

ル
ナ
の
用
語

の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に

欧
羅
巴
人
は
東
亜
細
亜
を
自
分
の
国
の
商
品
の
決
場100

所
と
し
た
た
め
で
あ
る

し
か

し

日
本
帝
国
が
膨
張
す
る
に
つ
れ
て

中
国
を
め
ぐ
る
西
洋
と
日
本
と
の
競
争
が
白
熱
し

つ
つ
あ
り

特
に
日
露
戦
争
の
直
前
と
い
う
時
期
に

帝
国
軍
医
と
し
て
の
鷗
外
が

黄
禍

の
経
済
の
面
よ
り

戦
争
の
面
を
重
視
し
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る

こ
の
点
は

日
本

中

国

西
洋
の
三
者
の
関
係
に
対
す
る
ヒ
ン
メ
ル
ス
チ

ル
ナ
と
鷗
外
の
異
な
る
態
度
を
見
れ

ば
い

そ
う
明
ら
か
に
な
る

 

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
9
6	 

前
掲
書
森
鷗
外

黄
禍
論
梗
概

五
三
七
頁

	 

9
7	 

同
右

五
四
〇
頁

	 

9
8	 

前
掲
書
森
鷗
外

黄
禍
論
梗
概

五
六
七
頁

ま
た

平
和
的
黄
禍

と

戦
争
的
黄
禍

に
つ
い

て

前
掲
論
文
野
村
幸
一
郎

一
〇
七

一
〇
九
頁
に
も
詳
し
い

	 

9
9	 

前
掲
書
森
鷗
外

黄
禍
論
梗
概

五
六
四
頁

前
掲
論
文
野
村
幸
一
郎

一
〇
九
頁

	 

1
0
0	 

前
掲
書
森
鷗
外

黄
禍
論
梗
概

五
四
四
頁

前
掲
論
文
野
村
幸
一
郎

一
一
〇
頁
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鷗
外
に
よ
れ
ば

道
徳
問
題
と
し
て
の
黄
禍
論

の
主
な
内
容
は

精
神

道
徳

宗

教
と
い

た
方
面
か
ら
中
国
と
日
本
と
の
比
較
か
ら
な
り

中
国
を
賛
美
し

日
本
を
非
難

す
る
の
が
一
貫
し
た
態
度
で
あ
る
と
い
う

例
え
ば

日
本
人
は

思
量
の
力

抽
象
的

能
力

が

全
然
無
い

に
対
し
て

中
国
人
は

沈
着

特
に
高
等
官
吏
が

深
遠
で

単
純
で

論
理
上
明
白

で
あ
る

日
本
人
は

悪
い
意
味
で
云
ふ
唯
物
家

で
あ
り

反

対
に

中
国
人
は

教
を
立
て

古
を
尚
み

祖
先
を
崇
拝

す
る

日
本
の

商
人
の

信
用

は
低
い
と
反
対
に

中
国
の

商
業
精
神
に
富
ん
で

い
る101

 

ヒ
ン
メ
ル
ス
チ

ル
ナ
は
意
図
的
に

黄
色
人
の
中
で
支
那
人
と
日
本
人
と
を
別
け
て

そ
し
て

支
那
人
を
揚
げ
日
本
人
を
抑
へ
る

よ
う
に
し
た

そ
れ
に
対
し
て

鷗
外
に
よ

れ
ば

西
洋
人
が

支
那
に
心
酔
し
て
日
本
を
憎
悪
す
る

理
由
は

西
洋
人
に
と

て

中
国
よ
り

日
本
が
当
面
の
敵

だ
か
ら
で
あ
る

鷗
外
に
よ
れ
ば

日
本
が

往
々
白
人

等
と
塵
を
並
べ
て
進
ん
で

却
つ
て
他
の
黄
色
種
族
と
争

い

現
に
英
国
と
同
盟
し

て
も

一
般
の
白
人
種
は
我
国
人
と
他
の
黄
色
人
と
を
一
く
る
め
に

し

一
種
の
厭
悪

若
く
は
猜
疑
の
念

が
あ

た

こ
こ
で
鷗
外
は

明
白
に
日
本
人
の
名
誉
白
人
と
い
う
自

己
陶
酔
を
斥
け

白
人
と
の
闘
争
が
避
け
ら
れ
な
い
と
結
論
し
た

な
ぜ
な
ら
ば

白
人
が

日
本
人
と
他
の
黄
色
人
種
と
を
一
括
り
し
て
も

黄
色
人
種
の
中
で
中
国
人
と
日
本
人
を
分

け
て
も

日
本
は
終
始

当
面
の
敵

で
あ
る
か
ら
だ

こ
の
点
を
深
く
認
識
し
た
が
ゆ
え

に

鷗
外
は

吾
人
は
嫌
で
も
白
人
と
反
對
に
立
つ
運
命

を
持
つ
と
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と

当
時
の
日
本
人
の
読
者
に
伝
え
た102

言
い
換
え
れ
ば

こ
の
よ
う
に
三
国
干

渉
以
来
一
連
の
戦
争
・
国
際
情
勢
を
観
察
し
た
う
え
で

鷗
外
の
黄
禍
論
へ
の
対
応
は

簡

単
に

黄
色
人
種
同
盟

で
も
な
く

文
明
開
化

路
線
で
も
な
く

白
人
と
対
抗
す
る

こ
と
を
選
ん
だ

 

 

二

	 

文
明
論
と
人
種
論 

 

三
国
干
渉
後
一
連
の
現
実
的
な
政
治
・
戦
争
事
件
に
関
す
る

黄
禍
論
梗
概

と
反
対
に

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
0
1	 

前
掲
書
森
鷗
外

黄
禍
論
梗
概

五
四
九

五
五
一

五
五
九
頁

前
掲
論
文
野
村
幸
一
郎

一
〇
七

一
〇
八
頁

	 

1
0
2	 

前
掲
書
森
鷗
外

黄
禍
論
梗
概

五
三
九

五
六
七
頁
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森
鷗
外
の
も
う
一
つ
の
講
演

人
種
哲
学
梗
概

に
お
け
る
人
種
論
批
判
は

主
に
論
理
的
・

哲
学
的
な
内
容
を
備
え
て
い
る

人
種
哲
学
梗
概

の
内
容
は

主
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
外

交
官
で
あ
る
ゴ
ビ
ノ

Joseph A
rthur, C

om
te de G

obineau, 

一
八
一
六

一
八
八
二
年

の
著
述

人
種
不
平
等
論

Essai sur l'inégalité des races hum
aines

を
め
ぐ
る
紹
介

と
批
判
で
あ
る103

そ
れ
に
よ

て

同
じ
人
種
差
別
問
題
に
対
し
て

鷗
外
は

黄
禍
論

梗
概

と
異
な
る
関
心
を
示
し
た
の
で
あ
る

 

一
八
五
三

一
八
五
五
年
の
間
に
完
成
し
た
ゴ
ビ
ノ

の

人
種
不
平
等
論

は

全
六

部
か
ら
な
り

第
一
部
は

予
備
的
考
察	 

社
会
的
世
界
を
支
配
す
る
自
然
法
則
の
定
義
・

探
究
・
説
明

で

第
二
部
以
下
は
世
界
文
明
史
の
説
明
で
あ
る104

そ
も
そ
も

フ
ラ
ン

ス
大
革
命
か
ら
生
じ
た
社
会
混
乱
に
失
望
し
た
ゴ
ビ
ノ

の

人
種
不
平
等
論

が
扱
う
主

題
は

人
種
と
諸
文
明
の
崩
壊
と
の
関
係
で
あ
る
が

ド
イ
ツ
人
の
歪
曲
と
改
竄
の
た
め

ア

リ
ア
人
種
優
越
論

と

反
ユ
ダ
ヤ
人
主
義

に
逆
転
し
た105

し
た
が

て

ド

イ
ツ
を
経
由
し
た
ゴ
ビ
ノ

の
人
種
哲
学
を
読
ん
だ
鷗
外
が

最
も
懸
念
し
た
こ
と
は

社

会
秩
序
の
崩
壊
で
も

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
で
も
な
く

そ
の

白
人
跋
扈
の
思
想106

で
あ
る

鷗
外
自
身
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

人
種
不
平
等
論

に
お
け
る

最
も
重
大
な
も
の
は

A
R

IA

人
種
が
唯
一
の
能
化
の
民

他
を
開
化
す
る
力
を
備
へ
た
民
だ
と
い
ふ
一
事
に
在
る

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
0
3	 

本
節
に

森
鷗
外
の

人
種
哲
学
梗
概

以
外

人
種
不
平
等
論

の
英
訳A

rthur de G
obineau, translated 

by A
drian C

ollins, The inequality of hum
an races(London : W

. H
einem

ann,1915)

を
も
参
考
し
た

ま
た

ゴ
ビ
ノ

人
種
論
に
関
す
る
見
解
は

長
谷
川
一
年

ア
ル
チ

ル
・
ド
・
ゴ
ビ
ノ

の
人
種
哲
学(

一)
	 
―

―

人
種
不
平
等
論

を
中
心
に―

―

同
志
社
法
学

第
五
二
巻
第
四
号

二
〇
〇
〇
年
一
一
月

一

〇
九

一
六
八
頁

ジ

ム
ズ
・W

・
シ

ザ

反
米
の
系
譜
学	 

:
	 

近
代
思
想
の
中
の
ア
メ
リ
カ

村

田
晃
嗣
な
ど
訳

ミ
ネ
ル
ヴ

書
房

二
〇
一
〇
年

の
第
四
章

人
種
的
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ

―
―

ア
ル
チ

ル
・
ド
・
ゴ
ビ
ノ

の

新
し
い
歴
史

―
―

九
一

一
〇
九
頁
に
よ
る
も
の
は
多
い

	 

1
0
4	 

前
掲
論
文
長
谷
川
一
年

一
二
一
頁

	 

1
0
5	 

そ
れ
に
つ
い
て

Paul A
. Fortier, G

obineau and G
erm

an R
acism

, C
om

parative Literature V
ol. 19, 

N
o. 4 (A

utum
n, 1967), pp. 341-350

	 

伍
碧
雯

古
比
諾

人
種
不
平
等
之
探
源

―
―

十
九
世
紀
末
徳
国

種
族
理
論―

―

成
大
西
洋
史
集
刊

第
一
二
号

二
〇
〇
四
年
六
月

九
一

一
二
六
頁
に
詳
し
い

	 

1
0
6	 

前
掲
論
文
森
鷗
外

人
種
哲
学
梗
概
広
告
文

六
二
五
頁

ま
た

鷗
外
が
ド
イ
ツ
語
訳
の

人
種
不

平
等
論

を
読
ん
で
ゴ
ビ
ノ

思
想
の
ペ
シ
ミ
ズ
ム

悲
観
主
義

を
見
過
ご
し
た

そ
の
点
に
つ
い
て

ア

メ
リ
カ
研
究
者R

ichard John B
ow

ring

，M
ori Ō

gai and the m
odernization of Japanese culture, N

ew
 

Y
ork: C

am
bridge U

niversity Press ,1979. p144

を
参
考
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107

の
で
あ
る

 

以
下

鷗
外
の
懸
念
を
念
頭
に
お
き
つ
つ

人
種
不
平
等
論

に
お
け
る
人
種
と
文
明

と
の
関
係
を
整
理
し
た
上
で

鷗
外
の
批
評
を
ま
と
め

鷗
外
の
関
心
の
所
在
を
明
ら
か
に

し
た
い

 

人
種
を
文
明
の
要
因
と
す
る
考
え
方
は

ゴ
ビ
ノ

以
前
に
も
存
在
し
た108

し
か
し

ゴ
ビ
ノ

以
前
に

時
と
場
所
と
を
問
わ
ず
文
明
の
興
亡
を
決
定
づ
け
る
た
だ
一
つ
の
理
由

た
だ
一
つ
の
力
を
見
つ
け
よ
う
な
ど
と

考
え
も
し
な
か

た109

ゴ
ビ
ノ

は

従
来

の
歴
史
学
者
が
論
じ
た
文
明
の
崩
壊
の
理
由

例
え
ば
宗
教
上
の
熱
衷

奢
侈

風
俗
の
頽

敗

不
信
仰

政
治
の
退
歩
な
ど
を
斥
け
た
上
で

真
の
文
明
の
崩
壊
の
理
由
は
人
種
の
退

化
だ
と
主
張
す
る

人
種
の
退
化
と
は

人
種
の
血
管
の
中
に
も
は
や
同
一
の
血
が
流
れ
て

お
ら
ず

相
次
ぐ
混
血
に
よ

て
徐
々
に
人
種
的
価
値
が
変
化
し
た
こ
と
を
指
す

こ
こ
で

い
わ
ゆ
る

血

と
は

物
質
と
精
神
の
両
方
の
意
味
が
あ
る

一
方
で
は

い
ろ
い
ろ
な

人
種
の
血
は
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
が
あ
る

他
方
で
は

混
血
に
よ

て
そ
の
価
値
を
互
い
に

与
え
ら
れ
る

世
界
史
を
一
つ
の
最
終
的
な
原
理
と
し
て
ま
と
め
よ
う
と
す
る
ゴ
ビ
ノ

は

異
人
種
間
の
混
血
か
ら
文
明
の
興
亡
を
述
べ
て
い
る110

 

ゴ
ビ
ノ

の
考
え
で
は

あ
ら
ゆ
る
文
明
は

征
服
人
種
と
被
征
服
人
種
の
弁
証
法
に
従

て
進
ん
で
行
く

征
服
人
種
は

被
征
服
人
種
を
支
配
し
た
が

次
第
に

異
人
種
と
の

混
血
が
始
ま
り

征
服
人
種
自
身
の
血
の
純
粋
性
を
失
い

退
化
を
も
た
ら
す

そ
し
て

被
征
服
人
種
は
逆
に

征
服
人
種
の
血
を
受
け
入
れ
る
た
め

文
明
化
す
る

こ
れ
が
ゴ
ビ

ノ

の
論
じ
る
弁
証
法
的
な
歴
史
法
則
の
で
あ
る111

 

こ
の
よ
う
な
歴
史
法
則
に
基
づ
い
て

ゴ
ビ
ノ

は
世
界
の
人
種
の
分
類
の
作
業
に
着
手

す
る

ゴ
ビ
ノ

は

ま
ず
肌
の
色
に
よ

て

す
べ
て
の
人
種
を
白
人
種

黄
色
人
種

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
0
7	 

森
鷗
外

人
種
哲
学
梗
概

鷗
外
全
集

第
二
五
巻

五
二
九
頁

	 

1
0
8	 

前
掲
論
文
長
谷
川
一
年

一
二
三

一
二
四
頁

	 

1
0
9	 

H
annah A

rendt, The origins of totalitarianism
, N

ew
 Y

ork : M
eridian B

ooks , 1958, p171.

前
掲
書

ジ

ム
ズ
・W

・
シ

ザ

九
七
頁

	 

1
1
0	 

ゴ
ビ
ノ

の

混
血

論
に
つ
い
て

前
掲
書
森
鷗
外

人
種
哲
学
梗
概

五
一
四

五
一
七
頁

前

掲
論
文
長
谷
川
一
年

一
二
三

一
二
八
頁

前
掲
書
ジ

ム
ズ
・W

・
シ

ザ

九
七

九
八
頁
を
参

考

	 

1
1
1	 

前
掲
書
ジ

ム
ズ
・W

・
シ

ザ

九
八
頁
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黒
色
人
種
と
い
う
三
大
人
種
に
分
け

そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
と
そ
の
差
異
を
論
じ
た112

 

黒
人
は
最
底
辺
の
地
位
に
位
置
し

獣
性
を
満
た
し

知
力
が
な
い
状
態
で

一
度
も
偉

大
な
文
明
を
形
成
し
な
か

た

彼
ら
は
わ
ず
か
な
知
性
し
か
持

て
お
ら
ず

良
悪
の
区

別
に
概
し
て
無
関
心

奴
隷
化
さ
れ
や
す
い

 

序
列
の
二
番
目
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
は
黄
色
人
種
で
あ
る

彼
ら
は
体
力
も
欲
求
も
弱

く

無
気
力
の
傾
向
を
示
し

物
質
的
享
受
だ
け
に
耽
る

ま
た

彼
ら
は
独
創
性
を
欠
く

が

他
の
人
種
が
発
見
し
た
も
の
を
模
倣
す
る
の
は
優
れ
る

 

そ
し
て
最
後
の
白
人
種
は
諸
人
種
の
頂
点
に
立
つ

彼
ら
は

身
体
的
に
も
精
神
的
に
も

最
も
美
し
く

創
造
力
を
備
え
る
唯
一
の
人
種
で
あ
る

黄
色
人
種
の
場
合
よ
り
も
広
く

高
尚
で

勇
敢
な

理
想
的
な
意
味
に
お
い
て
で
あ
る

生
へ
の
愛
着
に
お
い
て
も
際
立

て
い
る
が

名
誉
の
た
め
に

命
を
捨
て
て
も
か
ま
わ
な
い

 

シ

ザ

が
指
摘
す
る
よ
う
に

研
究
方
法
の
点
か
ら
す
る
と

ゴ
ビ
ノ

は

様
々
な

民
族
の
身
体
的
性
質
を
科
学
的
に
観
察
す
る
よ
り
も

歴
史
的
文
献
の
分
析
に
よ

て
諸
人

種
の
性
質
を
推
論
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

に
も
か
か
わ
ら
ず

ゴ
ビ
ノ

は

人
種
間

に
永
久
不
変
の
生
物
的
差
異
が
存
在
す
る
と
い
う
仮
定
に
完
全
に
依
拠
し
て
い
た113

こ
の

よ
う
に

ゴ
ビ
ノ

は
白
人
種

黄
色
人
種

黒
人
種
間
の
人
種
不
平
等
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

を
構
築
し
た

し
か
し

白
人
種

黄
色
人
種

黒
色
人
種
と
い
う
三
つ
の
人
種
の
集
団
は

ゴ
ビ
ノ

の
歴
史
理
論
全
体
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い

ゴ
ビ
ノ

の
世
界
史
の
説
明
の

主
な
内
容
に
は

白
人
種
の
中
で

さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
た
様
々
な

人
種

の
関
係

な

か
で
も

白
人
種
の
中
で
最
も
高
貴

そ
し
て
純
血
を
守

た
ア

リ
ア
人
種
と
文
明
と
の

関
係
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る114

人
種
不
平
等
論

に
お
け
る
い
わ
ゆ
る

十
大
文

明

つ
ま
り

旧
世
界
の
イ
ン
ド
文
明

エ
ジ
プ
ト
文
明

ア

シ
リ
ア
文
明

ギ
リ
シ

ア
文
明

中
国
文
明

古
代
ロ

マ
文
明

ゲ
ル
マ
ン
文
明

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
ア

レ
ガ
ン
文
明

メ
キ
シ
コ
文
明

ペ
ル

文
明
は

全
て
ア

リ
ア
人
種
と
の
混
血
が
あ

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
1
2	 

三
人
種
の
特
徴
と
し
て
は

前
掲
書
森
鷗
外

人
種
哲
学
梗
概

五
二
五

五
二
六

前
掲
書
ジ

ム
ズ
・W

・
シ

ザ

九
九

一
〇
〇
頁

前
掲
論
文
長
谷
川
一
年

一
三
三

一
三
四
頁
を
参
考

	 

1
1
3	 

前
掲
書
ジ

ム
ズ
・W

・
シ

ザ

一
〇
〇
頁

	  
1
1
4	 

前
掲
書
森
鷗
外

人
種
哲
学
梗
概

五
二
六
頁

前
掲
書
ジ

ム
ズ
・W

・
シ

ザ

九
九

一

〇
〇
頁
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た
か
ら
で
あ
る115

ア

リ
ア
人
種
の
血
が
な
け
れ
ば

文
明
化
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

が

ゴ
ビ
ノ

の
世
界
史
の
結
論
で
あ
る116

 
鷗
外
は
ゴ
ビ
ノ

の

人
種
不
平
等
論

の
要
点
を
掴
ん
で
紹
介
し
つ
つ
も117

こ
の

人
種
哲
学
の
性
質
は

白
人
跋
扈
の
思
想
を
助
長

す
る
に
あ
る
の
だ
と
看
破
し

そ
の

勢
力
の
発
展
を
止
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
呼
び
か
け
て
い
る118

し
か
も
鷗
外
自
身

は
三
つ
の
方
面
か
ら

ゴ
ビ
ノ

の
人
種
哲
学
に
反
論
を
加
え
る

 

ま
ず

鷗
外
は
ゴ
ビ
ノ

の
人
種
哲
学
を

我
田
引
水

と

身
勝
手
の
思
想

と
し

初
め
地
球
中
心
的
で
あ
つ
た
天
体
論
が
倒
れ
て

次
い
で
人
類
中
心
的
で
あ
つ
た
創
世
記

が
潰
れ
た
や
う
に

A
R

IA

人
種
中
心
的
の
人
種
論
も

ま
だ
出
来
た
て
の
中
に

早
く
も

撼
き
出
し
は
し
ま
す
ま
い
か

と
い

た
よ
う
に

人
種
哲
学
が
歴
史
上
一
時
的
に
流
行

て
い
る
思
想
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
た119

つ
ま
り

こ
の
よ
う
な

白
人
跋
扈

の
人
種
哲

学
は

時
間
が
流
れ
る
に
つ
れ
て
い
つ
か
潰
れ
る
と

鷗
外
は
主
張
し
た

 

つ
ぎ
に

鷗
外
は

日
本
の
文
明
開
化
の
成
就
を
事
例
と
し
て

ゴ
ビ
ノ

の
人
種
哲
学

の
虚
妄
性
を
指
摘
す
る

も
と
も
と
日
本
と
西
洋
は
同
じ

能
動
の
地
位
に
立120

つ
と
考

え
た
鷗
外
に
と

て

日
本
の

文
明
開
化

の
成
就
は
西
洋
人
と
人
種
上
の
違
い
に
よ

て
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る

こ
の
点
は

鷗
外
が
と
く
に
ゴ
ビ
ノ

の
共
和
国
の
ハ
イ

チ
に
対
す
る
評
価
を
批
判
し
た
こ
と
か
ら
窺
え
る

ゴ
ビ
ノ

は
共
和
国
の
ハ
イ
チ
を
例
と

し
て
挙
げ

政
治
制
度
と
文
明
と
の
関
係
を
否
定
し
た

ゴ
ビ
ノ

に
よ
れ
ば

共
和
制
度

を
採
用
し
た
ハ
イ
チ
は
や
は
り
人
種
の
問
題
の
た
め

文
明
化
し
え
な
か

た

こ
の
よ
う

な
人
種
決
定
論
に
縛
ら
れ
て
い
る
ハ
イ
チ
人
に
対
す
る
ゴ
ビ
ノ

の
評
価
に

鷗
外
は
日
本

の
現
状
を
繋
げ
て
考
え
た

な
ぜ
な
ら
ば

ゴ
ビ
ノ

の
論
理
か
ら
す
れ
ば

既
に
君
主
立

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
1
5	 

前
掲
書
森
鷗
外

人
種
哲
学
梗
概

五
二
六

五
二
八
頁

前
掲
論
文
長
谷
川
一
年

一
四
〇
頁

た

だ
し

こ
こ
で
ア

シ
リ
ア
人
種
と
ア

リ
ア
人
種
と
の
関
係
は
曖
昧
だ
と
考
え
ら
れ
る

	 

1
1
6	 

前
掲
書
森
鷗
外

人
種
哲
学
梗
概

五
二
六
頁

前
掲
論
文
長
谷
川
一
年

一
四
〇

一
四
一
頁
を
参

考

	 

117 

前
掲
書R

ichard John B
ow

ring, p144.  	  
1
1
8	 

前
掲
論
文
森
鷗
外

人
種
哲
学
梗
概
広
告
文

六
二
五
頁

	 

1
1
9	 

前
掲
書
森
鷗
外

人
種
哲
学
梗
概

五
二
九

五
三
〇
頁

	 

1
2
0	 

森
鷗
外

洋
学
の
盛
衰
を
論
ず

一
九
〇
二
年
三
月
二
四
日
に
小
倉
偕
行
社
で
の
講
演

鷗
外
全
集

第
三
四
巻

二
二
一
頁
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憲
制
度
を
と

た
日
本
も

ハ
イ
チ
共
和
国
の
よ
う
に

似
而
非
開
化

に
属
す
る
か
ら

だ

鷗
外
は

も
し
ゴ
ビ
ノ

が

も
つ
と
長
生
を
し
た
ら

我
国
の
維
新
後
の
政
治
を

見
た
な
ら
ば

日
本
人
種
にA

R
IA

人
種
の
血
が
は
い
つ
て
居
る
と
い
ふ
証
拠
を
尋
ね

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
反
論
を
加
え
た121

言
い
換
え
れ
ば

鷗
外
は
日
本
と
西
洋
が
同
等

の
文
明
国
だ
と
考
え

ア

リ
ア
人
種
と
文
明
化
と
の
必
然
的
結
び
つ
き
を
否
定
し
た

ハ

イ
チ
の
例
は

鷗
外
の
短
い
講
演
の
中
に

二
回
強
調
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

鷗
外
の
強
い

関
心
が
窺
え
る
だ
ろ
う

 

最
後
に

鷗
外
の
人
種
決
定
論
へ
の
批
判
は

た
だ
ゴ
ビ
ノ

を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
人

の

ア

リ
ア
人
種
優
越
論

だ
け
で
は
な
く

日
本
人
の
学
者
も
疑
問
な
く

ア

リ
ア

人
種
優
越
論

を
そ
の
ま
ま
受
容
す
る
こ
と
を
含
む

例
え
ば

田
口
卯
吉
に
対
し
て

間

口
ば
か
り
広
く
て
手
薄
で

軽
率
な
論
断

と
直
接
な
厳
し
い
批
判
は

そ
の
た
め
で
あ

る

 

人
種
哲
学
の
祖
父

と
呼
ば
れ
て
い
る
ゴ
ビ
ノ

の

人
種
哲
学

に
対
す
る
日
露
戦

争
の
直
前
の
鷗
外
の
紹
介
と
批
判
は

い
う
ま
で
も
な
く
重
大
な
意
義
が
あ
る

三
国
干
渉

以
来
の
人
種
・
黄
禍
論
に
対
し
て

鷗
外
自
身
は
ま
ず
本
格
的
に
十
年
に
わ
た

て
西
洋
の

人
種
論
の
書
物
を
研
究
し
て
お
り

当
時
一
般
的
な
人
種
論
者
に
比
べ
る
と

珍
し
い
存
在

で
あ
る

鷗
外
は
さ
ら
に

人
種
哲
学
梗
概

に
て
日
本
の
文
明
開
化
を
例
と
し
て
あ
げ

西
洋
の

ア

リ
ア
人
種
優
越
論

を
厳
し
く
批
判
し

し
か
も
日
本
人
も
西
洋
諸
国
と
同

じ
文
明
国
と
し
て
の
誇
り
が
あ
る
こ
と
も
同
時
に
示
し
て
い
た

	 
 

 

三

	 

人
種
論
と
衛
生
学 

 	 

従
来

鷗
外
の
人
種
・
黄
禍
論
は
以
上
の
二
つ
の
講
演
だ
け
に
よ

て
議
論
さ
れ
て
き
た

が

衛
生
学
者
と
し
て
の
鷗
外
の
人
種
へ
の
認
識
は
見
落
と
さ
れ
た122

本
節
が

衛
生

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
2
1	 

ゴ
ビ
ノ

の
共
和
国
の
ハ
イ
チ
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て

前
掲
書
森
鷗
外

人
種
哲
学
梗
概

五
一

八

五
二
九

五
三
〇
頁
を
参
考

 
1
2
2	 

廖
育
卿
は

衛
生
新
篇

の

種
族

と
い
う
一
章
で
あ
が
る

こ
の
一
篇
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

生
物
学
的
視
点
か
ら
の
考
察
と
言

て
よ
い

こ
の

種
族

に
お
い
て
は

主
と
し
て
繁
殖
と
遺
伝

及
び

淘
汰
と
進
化
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る

中
略

軍
医
と
し
て
衛
生
学
の
研
究
を
主
と
し
て
い
た
鷗
外
に
と

て

人
種

に
つ
い
て
の
研
究
を
す
る
可
能
性
が
皆
無
で
あ

た
と
は
言
え
な
い
が

人
種

の
進
化
や
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新
篇

に
収
め
ら
れ
た
論
文

種
族

を
取
り
上
げ

鷗
外
に
お
け
る
衛
生
学
と
人
種
と
の

関
係
を
考
察
し
て
み
た
い

 
周
知
の
ご
と
く

衛
生
新
篇

は

陸
軍
衛
生
教
程

一
八
八
九
年

衛
生
学
大

意

一
九
〇
七
年

と
共
に

鷗
外
の
衛
生
学
の
三
部
作
だ
と
言
わ
れ
る

し
か
し

三

部
作
の
中
に

繰
り
返
し
訂
正
し
再
版
し
た
の
は

衛
生
新
篇

し
か
な
か

た

一
八

九
六
年
に
初
版
の

衛
生
新
篇

が
出
版
さ
れ
て
以
来

第
二
版
が
一
八
九
九
年

第
三
版

が
一
九
〇
四
年

第
四
版
が
一
九
〇
八
年

そ
し
て
最
終
の
版
と
な
る
第
五
版
が
一
九
一
四

年
に
公
刊
さ
れ

の
べ
十
八
年
に
わ
た
り
修
正
さ
れ
た123

本
稿
で
扱
う

種
族

と
い
う

論
文
は

第
五
版
の
改
稿
の
時
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

 

こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
べ
き
な
の
は

第
五
版
の

衛
生
新
篇

に
お
け
る

種
族

が

鷗
外
の
衛
生
学
へ
の
理
解
と
関
わ
る
重
要
な
概
念
と
い
う
点
で
あ
る

従
来

衛
生
学
の
歴

史
と
定
義
は
各
版
の

衛
生
新
篇

の

総
論

に
説
明
さ
れ
て
い
る
通
り

延
年
術

予
防
医
学

を
一
般
的
な
概
念
と
し
て
い
た

第
五
版
の
階
段
に
お
い
て

鷗
外
は
ド
イ

ツ
の
優
生
学
者
プ
レ

ツ(A
lfred Ploetz,

一
八
六
〇

一
九
四
〇
年)

の

人
種
衛
生

R
assenhygiene

と
い
う
新
し
い
定
義
を
加
え
た

こ
の
よ
う
な

人
種
衛
生

の
目
的

は

人
種
の

退
化
ヲ
研
究
シ
之
ヲ
防
遏
ス
ル

に
あ
る
の
で
あ
る124
し
た
が

て

人

種
競
争
を
背
景
に

自
人
種
は
ど
の
よ
う
に
競
争
に
優
位
を
守
る
の
か

あ
る
い
は
ど
の
よ

う
に
人
種
の
退
化
を
防
止
す
る
の
か
は
衛
生
学
者
が
研
究
す
る
核
心
的
の
問
題
と
な

て

い
た
の
で
あ
る125

 

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  

分
類
と
い

た
本
質
的
研
究
に
ま
で
手
が
届
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る

と
評
す
る

こ
こ
で
鷗
外
の
論
文

種

族

の
重
要
性
に
つ
い
て

廖
は
見
落
と
し
た

前
掲
論
文
廖
育
卿

二
四
四
頁

	 

1
2
3	 

鷗
外
の
衛
生
学
の
三
部
作

そ
し
て

衛
生
新
篇

の
増
補
に
つ
い
て

石
田
頼
房

森
鷗
外
の
都
市
計

画
論	 

:
	 

衛
生
新
篇
の
都
市

家
屋
の
章
に
つ
い
て

総
合
都
市
研
究

第
六
三
号

一
九
九
七
年
九
月

一
〇
三
頁
を
参
考

	 

1
2
4	 

森
鷗
外

衛
生
新
篇
・
上

鷗
外
全
集

第
三
一
巻

一
〇

一
一
頁

	 

1
2
5	 

当
時

社
会
衛
生
学

優
生
学

人
種
衛
生
学
な
ど
の
新
科
学
の
発
展
に
つ
い
て

川
越
修

世
紀
転
換

期
ド
イ
ツ
の
社
会
衛
生
学―

―
A

・
グ
ロ-

ト
ヤ-

ン
の
言
説
を
手
が
か
り
に―

―

歴
史
学
研
究

七
〇
三

号

一
九
九
七
年
一
〇
月

一
一
七

一
二
三
頁

シ

ラ
・
フ

イ
ト
・
フ

イ
ス

ド
イ
ツ
に
お
け
る

民
族
衛
生
学

運
動―

―
1904-1945

年―
―

マ

ク
・B

・
ア
ダ
ム
ズ
編
著

比
較

優
生
学

史	 
:
	 

独

・
仏
・
伯
・
露
に
お
け
る

良
き
血
筋
を
作
る
術

の
展
開

佐
藤
雅
彦
訳

現
代
書
館

一
九
九
八
年

二
四

一
四
九
頁
を
参
考
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ド
イ
ツ

人
種
衛
生
学

の
影
響
を
受
け
た
鷗
外
の
論
文

種
族

も

同
じ
方
法
論
で

論
説
を
展
開
し
た

こ
の
論
文
は

種
族

来
歴

繁
殖
及
遺
伝

非
選
択
的
及

選
択
的
除
外

淘
汰
及
進
化

人
ノ
種
族
ノ
単
複

西
欧
産
数
ノ
減
少

人
ノ
遺

伝

人
ノ
除
外

反
淘
汰

人
ノ
進
化
退
化

退
化
ノ
予
防

日
本
ノ
人
口
静

態

と
い
う
十
三
節
か
ら
な
り

い
ず
れ
も
社
会
性
と
生
物
性
の
二
つ
の
角
度
か
ら

人
種

を
絞

て
議
論
を
進
め

人
種
の
退
化
の
予
防
を
中
心
的
な
問
題
と
し
て
い
た

 

鷗
外
に
よ
れ
ば

人
種

は
二
つ
の
意
義
が
あ
り

一
つ
は

形
体
学
上
ニ
部
門
ヲ
設

ケ
テ
種

も
う
一
つ
は

祖
先
ノ
相
親
近
セ
ル
数
多
個
人
ノ
集
団

で
あ
る

鷗
外
が
取

り
上
げ
た
の
は
後
者

つ
ま
り

個
人
ハ
死
シ
親
戚
ハ
死
ス

が

種
族
独
リ
能
ク
存
ジ

繁
殖
シ
遺
伝
シ

新
ナ
ル
個
人
ヲ
継
続
出
生
セ
シ
ム

と
い
う
社
会
有
機
体
的
色
を
帯
び

る

人
種

で
あ
る

こ
う
し
た
人
種
は

外
境
ノ
勢
力
ニ
対
シ
テ
相
似
タ
ル
反
応
ヲ
ナ

シ
其
ノ
外
力
ニ
克
服

し

特
有
ノ
生
活
状
態
ヲ
継
続
ス
ル
傾
向

を
示
す126

 

前
述
し
た
よ
う
に

衛
生
学
者
と
し
て
の
鷗
外
に
対
し
て

人
種

は
生
物
学
的
な
意

義
を
持
ち
な
が
ら

社
会
性
の
意
義
も
あ
り

表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る

た
と
え
ば

淘

汰
及
進
化

と
い
う
節
に
お
い
て

能
変
性
ノ
上
昇
傾
向
ヲ
有
ス
ル
ヤ
外
境
ノ
変
化
ニ
遭

遇
シ
テ
能
ク
種
族
ノ
進
化
ヲ
致
シ
形
体
的
新
典
型
ヲ
生
ズ	 

外
境
ノ
変
化
ニ
ハ
移
転
ア
リ

或
ハ
全
種
族
其
棲
息
ス
ル
所
ノ
地
ヲ
易
へ
或
ハ
其
一
部
隣
境
ニ
侵
入
ス
又
種
族
ニ
新
シ
キ

敵
ヲ
生
ジ
若
ク
ハ
従
来
ノ
敵
其
勢
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ア
リ

と
い

た
よ
う
に

鷗
外
は

従

来
ノ
敵

外
境
ノ
変
化

隣
境
ニ
侵
入

な
ど
の
外
境
の
要
因
を
重
視
し
て
い
る

そ

れ
と
反
対
に

各
人
種
の

生
活
作
用

の
目
的
に
対
し
て

鷗
外
は

そ
れ
が

個
物
ノ

数
ノ
存
続

と

個
物
ノ
質
ノ
存
続

で
あ
り

そ
れ
ぞ
れ

生
殖

と

遺
伝

に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
た

こ
こ
で
の

遺
伝

は

さ
ら
に

折
衷
的
遺
伝

と

隔
世
遺

伝

に
分
け
ら
れ
る

各
種
族
の

生
活
作
用

に
た
い
し
て

鷗
外
は
生
物
学
の
視
点
か

ら
論
じ
て
い
た127

 

以
上
の
二
つ
の
視
点
に
基
づ
き

人
種
の
退
化
の
防
止
に
対
し
て

鷗
外
は
主
に

数
ノ

存
続

と

質
ノ
存
続

と
い
う
二
つ
の
方
面
に
分
け
て
論
じ
て
い
た128

 
	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
2
6	 

森
鷗
外

種
族

衛
生
新
篇
・
下

鷗
外
全
集

第
三
二
巻

八
八
頁

	 

1
2
7	 

同
右

九
〇

九
二
頁

	 

1
2
8	 

こ
こ
で
鷗
外
は

除
外
及
反
淘
汰

と

進
化
ノ
継
続

の
内
容
に
も
触
れ
て
い
た

し
か
し

除
外

及
反
淘
汰

と

進
化
ノ
継
続

は
そ
れ
ぞ
れ

不
生
産

や

避
妊

ま
た
は

個
体
体
器
ノ
進
化

な
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ま
ず
は

数
ノ
存
続

で
あ
る

鷗
外
は

人
類
全
数
ハ
既
ニ
大
ナ
リ
之
ヲ
増
殖
ス
ル

コ
ト
ヲ
要
セ
ズ
宜
シ
ク
優
勝
分
族

白
人

黄
人

ノ
為
ニ
死
数
ヲ
減
ジ
産
数
ヲ
増
シ
且
弱

者
ノ
繁
殖
ヲ
防
遏
ス
ベ
キ
ノ
ミ129

と
考
え
る

 

	 

こ
こ
で
鷗
外
は

適
者
生
存
・
優
勝
劣
敗

の
社
会
進
化
論
に
基
づ
き

個
人
で
あ
れ

人
種
で
あ
れ

優
勝
の
方
の
み
存
続
の
権
益
を
与
え
る
と
主
張
す
る

こ
の
よ
う
な
社
会
進

化
論
は

帝
国
主
義
国
に
よ
る
侵
略
や
植
民
地
化
を
正
当
化
す
る
論
理
に
な
る
と
さ
れ130

も
と
も
と
黄
色
人
種
と
黒
人
を
差
別
対
象
と
し
た
が

鷗
外
は
黄
人
と
白
人
を
同
じ

優
勝

分
族

と
し
た
こ
と
に
よ

て

そ
の
矛
盾
を
解
消
し
た

 

次
に

質
ノ
存
続

で
あ
る

鷗
外
は

遺
伝
ノ
下
降
傾
向
ヲ
防
止
ス
ベ
シ

と
考
え

男
子
五
十
五
歳
以
上

女
子
四
十
歳
以
上
ノ
産
児
数
ヲ
小
ニ
シ

と
い

た
よ
う
に

出

産
期
の
コ
ン
ト
ロ

ル
を
主
張
し
た

こ
こ
で
鷗
外
は

避
妊

不
婚

不
産

に
よ
る
産

数
の
減
少
を
も
言
及
し
て
い
た

ま
た

鷗
外
は

前
後
産
間
二
年
ヲ
下
ラ
ザ
ラ
シ
メ
酒
癖

ヲ
禁
ジ

と
提
唱
し

禁
酒

を
人
種
の

質

を
確
保
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
あ
げ

た

し
か
し

こ
こ
で
最
も
注
目
す
べ
き
な
の
は

鷗
外
が
異
人
種
間
の
混
血
の
禁
止
を
も

人
種
退
化
の
防
止
策
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

鷗
外
は

白
人
輩
ハ
著
々
之
ガ
手

段
ヲ
施
セ
リ
独
逸
人
ハ
東
阿
弗
利
加
ニ
於
イ
テ
独
逸
人
ト
土
人
ト
婚
嫁
ヲ
禁
ジ

と
い
う
植

民
地
の
政
策
を
参
考
し
た
上
で

混
血
ハ
之
ヲ
避
ク
ル
ヲ
要
ス

と
考
え
た
の
で
あ
る131

 

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に

文
明
論
者
の
鷗
外
は
ゴ
ビ
ノ

の

人
種
不
平
等
論

に
論
じ

ら
れ
た
混
血
に
よ
る
人
種
の
退
化
に
対
す
る
反
対
の
立
場
を
と

た

一
方

衛
生
学
者
と

し
て
の
鷗
外
は

異
人
種
間
の
混
血
に
よ
る
人
種
退
化
を
信
じ
て
い
た

た
だ
し

東
阿

弗
利
加
ニ
於
イ
テ
独
逸
人
ト
土
人
ト
婚
嫁

は
白
人
と
黒
人
と
の
混
血
で
あ
る

同
じ

優

勝
分
族

で
あ
る
白
人
と
黄
人
と
の
混
血
は

こ
の
事
例
に
属
さ
な
い

鷗
外
に
よ
れ
ば

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  

ど
の
内
容
を
備
え
て
い
る

人
種
差
別
と
の
直
接
な
関
係
が
弱
い
と
考
え
ら
れ
る

前
掲
論
文
森
鷗
外

種

族

九
七
頁

	 

1
2
9	 

同
右

九
七
頁

	 

1
3
0	 

社
会
進
化
論
と
帝
国
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て

R
utledge M

. D
ennis,  Social D

arw
inism

, Scientific 

R
acism

, and the M
etaphysics of R

ace, The Journal of N
egro Education(V

ol. 64, N
o. 3), M

yths and 

R
ealities: A

frican A
m

ericans and the M
easurem

ent of H
um

an A
bilities (Sum

m
er, 1995), pp. 243-252

を
参
考

	 

1
3
1	 

前
掲
書
森
鷗
外

衛
生
新
篇
・
下

九
七
頁
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白
人
ト
黒
人
ト
ノ
混
血
児
ハ
霊
智
黒
人
ニ
優
ル
ト
雖

繁
殖
力
微
ナ
ル
ガ
如
シ
白
人
ト
銅

色
人
ト
ノ
混
血
児
モ
亦
同
ジ
白
人
ト
黄
人
ト
ノ
混
血
児
ハ
結
果
未
詳132

で
あ
る

こ
こ
で

鷗
外
は
黒
人
種
を
劣
等
人
種
と
し
た
ば
か
り
で
は
な
く

そ
の
科
学
的
な
根
拠
を
も
以
下
に

あ
げ
た

人
ノ
進
化
退
化

と
い
う
節
に

鷗
外
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

 

 

白
人
ト
黄
人
ト
ハ
漸
ク
地
盤
ヲ
得

黒
人
等
ハ
漸
ク
之
ヲ
失
フ

分
族
ノ
高
下

ハ
天
才
ヲ
出
ス
多
寡

獼
猴
ヲ
去
ル
遠
近

血
清
組
成
ノ
単
複
ヲ
以
テ
辨
ズ
可
シ133

 

 

獼
猴
ヲ
去
ル
遠
近

血
清
組
成
ノ
単
複

と
い

た
西
洋
の
生
理
学
の
基
準
は

鷗

外
の
人
種
の
優
劣
観
の
基
礎
と
な

た

こ
こ
に
こ
そ

鷗
外
の
西
洋
人
種
論
批
判
の
限
界

が
見
え
る

つ
ま
り

鷗
外
は
黄
色
人
種
に
対
す
る
人
種
差
別
を
反
対
す
る
が

そ
の
人
種

差
別
を
支
え
た
生
理
学
・
生
物
学
と
い

た
科
学
的
な
根
拠
に
対
し
て

鷗
外
は
根
本
的
な

疑
問
を
抱
か
な
か

た

 

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に

鷗
外
に
と

て

人
種

は
二
つ
の
黄
禍
・
人
種
梗
概

の
講
演
に
よ

て
終
わ

て
は
い
な
い

衛
生
学
者
の
素
養
か
ら
す
れ
ば

鷗
外
は

種
族

衛
生
学

に
対
し
て
も
大
き
な
興
味
を
持

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

あ
る
意
味
で
は

種

族

と
い
う
論
文
は

鷗
外
の
人
種
へ
の
認
識
を
最
も
客
観
的
に
反
映
さ
れ
る
と
言
え
よ
う

な
ぜ
な
ら
ば

黄
白
人
種
大
戦
と
見
な
さ
れ
て
い
る
日
露
戦
争
を
背
景
に

一
般
読
者
向
け

に
行
わ
れ
た
講
演

人
種
哲
学
梗
概

と

黄
禍
論
梗
概

そ
し
て
そ
の
中
に
そ
こ
か
し

こ
に
見
ら
れ
る
人
種
に
つ
い
て
の
感
情
的
な
表
現
あ
る
い
は
政
治
的
な
ス
ロ

ガ
ン
と
異

な
り

衛
生
新
篇

に
収
め
ら
れ
た
論
文

種
族

は

日
露
戦
争
後
の
緊
張
感
が
解
除

さ
れ
た
時

鷗
外
は
冷
静
な
科
学
者
と
し
て

衛
生
学
専
攻
者
向
け
に
書
い
た
論
文
で
あ
る

か
ら
だ

 

論
文

種
族

を
通
し
て

鷗
外
は
積
極
的
に

種
族
衛
生
学

を
ヨ

ロ

パ
の
衛
生

学
の
最
新
成
果
と
し
て
日
本
に
導
入
し
た
努
力
が
窺
え
る134

し
か
し

種
族

に
お
い

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
3
2	 

同
右

九
五
頁

	 

1
3
3	 

同
右

九
六
頁

	 

1
3
4	 

森
鷗
外
の
ド
イ
ツ
留
学
時
代
の
医
学
研
究
に
つ
い
て

武
智
秀
夫

軍
医
森
鷗
外
の
ド
イ
ツ
留
学

思

文
閣
出
版

二
〇
一
四
年

を
参
考

鷗
外
の
医
学
生
涯
に
つ
い
て

前
掲
書
丸
山
博

前
掲
書
伊
達
一
男

一

九
八
一
年

一
九
八
九
年

に
詳
し
い
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て

鷗
外
は
敢
え
て
白
人
種
と
黄
人
種
を

優
勝
分
族

と
し
た
の
は

黄
人
種
と
し
て

種

族
衛
生
学

に
隠
さ
れ
た
人
種
差
別
に
対
す
る
危
機
感
を
示
し
た
と
と
も
に

人
種
優
劣

論

と
い
う
前
提
を
認
め
た
と
も
言
え
る

 

 

結
び 

 

人
種
哲
学
梗
概

の
出
版
後

鷗
外
は

梗
概
博
士

と
揶
揄
さ
れ
た

し
か
し

鷗

外
は

哲
学
史
家
の
功
は
哲
学
家
の
功
と
共
に
承
認
せ
ら
る

而
し
て
哲
学
史
の
体
た
る

梗
概
の
範
囲
を
出
で
ず
と

予
は
未
来
に
於
い
て
も

此
種
の
梗
概
を
続
刊
し
て

世
人
の

嘲
を
甘
ん
じ
受
け
ん
こ
と
を
期
す

と
い

た
よ
う
に

こ
の
よ
う
な
西
洋
書
物
に
対
す
る

紹
介
と
批
判
か
ら
な
る

梗
概

作
品
を

哲
学
者
の
功
と
共
に
承
認

さ
れ
る
も
の
と
し

大
き
な
価
値
を
有
し

ま
た
出
版
す
る
つ
も
り
だ
と
考
え
た135

そ
の
意
味
で
は

人
種

哲
学
梗
概

と

黄
禍
論
梗
概

は

鷗
外
に
と

て
極
め
て
重
要
な
意
義
が
あ
る

鷗
外

は
日
露
戦
争
前
後
の
人
種
・
黄
禍
論
に
対
し
て

一
方
で
は
日
本
に
置
か
れ
た
国
際
情
勢
を

鋭
く
観
察
し

吾
人
は
嫌
で
も
白
人
と
反
對
に
立
つ
運
命

を
持
つ
と
結
論
づ
け
た

他

方
で
は

鷗
外
は
三
十
年
に
わ
た

た
日
本
の
文
明
開
化
の
努
力
が

す
で
に
西
洋
人
に
劣

ら
な
い
成
就
を
得

そ
の
点
が
西
洋
人
と
人
種
的
差
異
に
よ

て
否
定
で
き
な
い
事
実
だ
と

考
え
た

 

上
述
の
鷗
外
の
二
篇
人
種
・
黄
禍

梗
概

に
よ

て

こ
こ
ま
で
反
人
種
差
別
主
義
の

鷗
外
像
は
形
成
さ
れ
て
い
た
が

衛
生
学
者
と
し
て
の
鷗
外
は

生
理
・
衛
生
学
の
論
拠
に

よ
り
つ
つ

白
人
種
と
黄
色
人
種
が
同
様
な
文
明
的
な
人
種
と
主
張
す
る
一
方

黒
人
に
対

す
る
差
別
を
保
留
し
て
い
た

鷗
外
の
人
種
・
黄
禍
論
に
つ
い
て
は

黄
色
人
種
を
代
表
す

る
日
本
の
人
種
間
平
等
へ
の
訴
求
も
反
映
さ
れ
て
い
た
と
と
も
に

彼
が
衛
生
学
者
の
思
想

に
固
執
し
た
人
種
差
別
主
義
も
確
認
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る

 

    

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
3
5	 

前
掲
書
森
鷗
外

黄
禍
論
梗
概

五
三
七

五
三
八
頁
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第
二
章	 

	 
	 
	 
	 
	 
	 

田
口
卯
吉
に
お
け
る
人
種
論
の
展
開	 

	 
	 
	 
―
―

内
地
雑
居
論
か
ら
黄
禍
論
ま
で―

―
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

 
序
論	 

	 

田
口
卯
吉
は

明
治
期
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
た
歴
史
家
と
経
済
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り

明
治
期
の
思
想
・
文
化
・
政
治
・
経
済
・
外
交
と
い

た
幅
広
い
領
域
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
人
物
で
あ
る

そ
の
同
時
代
人
で
あ
る
森
鷗
外
は

田
口
の
文
明
史
論
の
功
績

に
対
し
て

東
西
両
洋
文
化
に
通
じ
る

二
本
の
足

の
学
者
と
評
し

さ
ら
に
福
沢
諭
吉

に
比
べ
て

鼎
軒
先
生
の
勝
つ
て
い
ら
れ
る
処
が
あ
る

と
考
え
た1

3
6

一
九
二
七
年
に

お
い
て
田
口
の
後
輩
で
あ
る
経
済
学
者
福
田
徳
三

一
八
七
四

一
九
三
〇
年

は

鼎
軒

田
口
卯
吉
全
集

全
八
巻

の
初
版
の
際
に

田
口
卯
吉
を
福
沢
諭
吉
と
天
野
為
之

一

八
六
一

一
九
三
八
年

と
と
も
に

明
治
期
三
大
経
済
学
者
と
し
て
あ
げ
た1

3
7

ま
た

政
治
学
者
吉
野
作
造

一
八
七
八

一
九
三
三
年

は
自
由
主
義
の
立
場
か
ら

田
口
の
政

論
が

最
も
正
し
い
最
も
適
切
な
意
見
を
代
表

し

時
代
を
動
か
し
た
主
要
潮
流
の
重

要
の
分
子

で

明
治
の
初
め
三
四
十
年
を
支
配
し
た
政
治
思
想
の
主
な
る
底
流

で
あ

る
と
高
く
評
価
し
て
い
る1

3
8

こ
の
よ
う
な
多
様
な
分
野
に
ま
た
が
る
評
論
か
ら
す
れ
ば

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
3
6	 

前
掲
論
文
森
鷗
外

鼎
軒
先
生

四
二
二
頁

	 

1
3
7	 

福
田
徳
三

田
口
全
集
の
刊
行
に
際
し
て

福
田
徳
三
著
作
集

第
一
九
巻

信
山
社

二
〇
一
七
年

四
六
五
頁

	 

1
3
8	 

吉
野
作
造

解
説

田
口
全
集

第
五
巻

五
頁
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田
口
の
い

た
時
代
に
お
い
て
存
在
感
が
大
き
か

た
こ
と
が
窺
え
る
だ
ろ
う1

3
9
	 

	 
近
年
以
来

田
口
を
め
ぐ
る
研
究
も
多
く
重
ね
て
き
た
よ
う
に
見
え
る

そ
の
生
涯
を
た

ど

た
も
の
と
し
て

嘉
治
隆
一1

4
0

杉
原
四
郎1

4
1

松
野
尾
裕1

4
2

田
口
親1

4
3

河
野
有

理1
4
4

な
ど
の
研
究
が
存
在
し
て
い
る

し
か
し

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
は

彼
の
文
明
史

論
と
自
由
主
義
経
済
論
に
関
わ
る
も
の
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
お
り

田
口
の
思
想
の
重

要
な
一
環
で
あ
る
人
種
論
に
つ
い
て
は

十
分
に
重
視
さ
れ
て
い
な
か

た

例
え
ば

田

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
139
	 

こ
こ
で
注
意
し
て
ほ
し
い
の
は

田
口
は
そ
の
生
涯
に
は
影
響
力
は
大
き
か

た
が

そ
の
死
後
の
影
響

力
は
急
速
に
失

て
し
ま

た
こ
と
で
あ
る

そ
の
原
因
に
つ
い
て
は

河
野
有
理
は
福
沢
諭
吉
と
比
較
し
な

が
ら
述
べ
て
い
た

河
野
有
理
に
よ
れ
ば

田
口
は

福
沢
の
よ
う
に
大
学
を
経
営
し

弟
子
を
養
成
し

各
地
に
い
わ
ゆ
る

山
脈

を
つ
く
る
こ
と
は
し
な
か

た
と
い
う
事
情
は
も
ち
ろ
ん
あ
ろ
う

だ
が
そ
れ
だ

け
で
は
あ
る
ま
い

彼
の
活
動
の
多
様
性
も
一
因
な
の
で
あ
ろ
う

革
命
後
の
社
会
は
百
事
草
創
に
属
す

一
事
に
専
ら
な
る
能
は
ざ
る

を
座
右
の
銘
と
し
た
と
い
う
そ
の
活
動
は
事
実
多
岐
を
極
め
た

彼
は
東
京
府

会

東
京
市
会
ま
た
衆
議
院
に
そ
れ
ぞ
れ
議
席
を
有
し
て
い
た

彼
は
歴
史
家

と
い

て
も
そ
れ
は
現
在
で

い
う
人
類
学
や
考
古
学
を
も
含
む
広
い
も
の

で
あ
り

ま
た

日
本
社
会
事
彙

大
日
本
人
名
辞
書

の
編
集
者
で
あ
り

国
史
大
系

群
書
類
従

徳
川
実
紀

の
刊
行
者
で
も
あ

た

経
済
学
者

で
あ
り

同
時
に
起
業
家

実
業
家

経
営
者
だ

た

両
毛
鉄
道

東
京
株
式
取
引
所

ジ

ナ
リ
ス

ト
で
あ
り
雑
誌
経
営
者

東
京
経
済
雑
誌

史
海

だ

た

発
明
家

そ
し
て
時
に
は
冒
険
家
で
さ

え
あ

た

理
論
の
人
で
あ
り

同
時
に
実
践
の
人
だ

た
の
で
あ
る

こ
う
し
た
活
動
の
多
彩
さ
は

そ
れ

自
体
が
同
世
代
中
に
お
い
て
も
群
を
抜
く

彼
の
際
立

た
特
徴
と
言
え
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
は
と
も

す
れ
ば

啓
蒙

期
に
お
な
じ
み
の
あ
る

百
科
全
書

的
な
特
質
と
し
て

彼
が
冷
笑
さ
れ
る
原
因
に
も
な

た

彼
の
死
後

専
門
分
化
し
た
各
学
問
領
域
が

そ
れ
ら
の
分
野
が
当
時
相
互
に
有
し
て
い
た
関
連
や

理
論
と
実
践
の
統
合
を
背
景
で
支
え
て
い
た
強
烈
な
価
値
意
識
を
捨
象
し
た
上
で

彼
が
各
分
野
で
あ
げ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
業
績
に

各
学
問
の
枠
組
み
に
そ

た
学
史
的
な
位
置
づ
け
を
与
え
る
こ
と
に
腐
心
し
て
き
た
と
い

う
事
情
が

そ
こ
に
は
働
い
て
い
た
の
だ
ろ
う

こ
う
し
た
努
力
が

田
口
を
言

て
み
れ
ば
学
史
上
の
祭
壇

に
お
け
る
体
の
い
い
藁
人
形
に
し
て
し
ま

た
の
で
あ
る

彼
の
著
作
の
平
易
な
文
体

そ
の
主
張
の
一
見
し

た
明
晰
さ
も

こ
う
し
た
印
象

つ
ま
り
彼
の
議
論
は
結
局

大
づ
か
み

長
谷
川
如
是
閑

な
ア
マ
チ

ア
リ
ズ
ム
に
す
ぎ
な
い
と
の
印
象
を
助
長
す
る
こ
と
に
な

た

と
い
う

河
野
有
理

田
口
卯
吉
の
夢

慶

應
義
塾
大
学
出
版
会

二
〇
一
三
年

八

九
頁

	 

1
4
0	 

嘉
治
隆
一

明
治
以
後
の
五
大
記
者	 

兆
民
・
鼎
軒
・
雪
嶺
・
如
是
閑
・
竹
虎

朝
日
新
聞
社

一
九

七
三
年

七
五

一
一
八
頁

	 

1
4
1	 

杉
原
四
郎

岡
田
和
喜
編

田
口
卯
吉
と
東
京
經
濟
雑
誌

日
本
経
済
評
論
社

一
九
九
五
年

	 

1
4
2	 

松
野
尾
裕

田
口
卯
吉
と
経
済
学
協
会	 

:
	 

啓
蒙
時
代
の
経
済
学

日
本
経
済
評
論
社

一
九
九
六
年

	 

1
4
3	 

田
口
親

田
口
卯
吉

吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
〇
年

	 

1
4
4	 

前
掲
書
河
野
有
理
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口
の

日
本
人
ア

リ
ア
人
種
起
源
説

に
対
し
て

先
行
研
究
は

老
耄
の
域
に
た

し

た1
4
5

も
の

学
問
的
妥
当
性
を
欠
い
た
イ
デ
オ
ロ
ギ

的
な
対
外
硬
論1

4
6

白
人

に
は
劣
等
感
を
い
だ
い
て
い
た1

4
7

微
笑
を
禁
じ
え
か
な

た1
4
8

こ
と
に
す
ぎ
な
い

と

本
格
的
に
論
じ
た
も
の
で
は
な
か

た

	 

管
見
の
限
り

田
口
の
人
種
論
を
最
初
に
重
要
な
課
題
と
し
た
の
は

戦
後
の
歴
史
家
橋

川
文
三
で
あ
る

氏
は

田
口
の
人
種
論
が

い
ち
早
く
日
本
人
が
自
己
の
本
源
的
性
格
に

つ
い
て
屈
折
し
た
関
心
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
く
さ
れ
た

状
況
に
お
い
て
生
じ

オ
リ
ジ

ナ
ル
な
研
究
の
立
場
か
ら
議
論
を
展
開

し
た
う
え
で

上
昇
期
ブ
ル
ジ

ア
ジ

の
開

明
的
傾
向
に
貫
か
れ
た
も
の
で
あ
り

な
ん
ら
か
の
意
味
で
偏
狭
な
民
族
的
優
越
感

を
持

つ
も
の
で
は
な
い
と
評
す
る1

4
9

氏
は

自
己
の
本
源
的
性
格

へ
の
探
求
と
い
う
点
か

ら

田
口
の
人
種
論
に
対
し
て
積
極
的
な
評
価
を
与
え
て
い
た

	 

つ
ぎ
に

田
口
の
人
種
論
を
論
じ
た
の
は

工
藤
雅
樹
で
あ
る

氏
に
よ
れ
ば

田
口
は

は
じ
め

記

紀

の
研
究
の
自
由
を
主
張
し

神
は
人

と
い
う
観
点
か
ら
古
代
史

を
考
え
よ
う
と
し

早
く
か
ら

日
鮮
同
祖
論

的
主
張
に
同
調
し

後
に
は
日
本
人
ア

リ
ア
人
種
説
を
た
て

日
本
人
は
ヨ

ロ

パ
人
と
同
系
統
だ
か
ら
優
秀
だ
と
し
て

ア

ジ
ア
に
お
い
て
ヨ

ロ

パ
諸
国
と
同
様
な
行
動
を
と
る
こ
と
の
必
然
性
を
説
く
に
至

た

と
解
す
る

そ
し
て

氏
は
田
口
の
人
種
論
に

日
本
人
を
他
の
ア
ジ
ア
人
よ
り
も
一

等
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ

て

欧
米
人
と
同
等
の
素
質
を
有

し
た
こ
と
を
強
調
す
る
と
い

う
点
か
ら

田
口
の
人
種
論
を

脱
亜
論

の
延
長
線
に
置
か
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
る1

5
0

ま
た

小
熊
英
二
も
同
様
に

田
口
を

脱
亜
入
欧
に
と
ど
ま
ら
ず

日
本
民
族
を
人
種
的

に
も
白
人
と
し
て
認
め
て
も
ら
い
た
か

た
の
で
あ
る

田
口
は
一
連
の
人
種
論
で
も
洋
服

着
用
を
奨
励
し

日
本
が
周
辺
の
黄
色
人
種
国
と
ち
が
い
ヨ

ロ

パ
風
の
立
憲
政
治
に
急

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
4
5	 

大
島
清

加
藤
俊
彦

大
内
力
著

明
治
の
イ
デ
オ
ロ

グ	 

人
物
・
日
本
資
本
主
義

四

東
京
大

学
出
版
会

一
九
八
三
年

一
六
九
頁

	 

1
4
6	 

御
厨
貴

田
口
卯
吉

三
谷
太
一
郎
編

言
論
は
日
本
を
動
か
す

一

講
談
社

一
九
八
六
年

六
四
頁

	 

1
4
7	 

井
上
章
一

法
隆
寺
へ
の
精
神
史

弘
文
堂

一
九
九
四
年

九
四
頁

	 

1
4
8	 

馬
場
啓
之
助

田
口
卯
吉
論

一
橋
論
叢

第
五
七
巻
第
四
号

一
九
六
七
年
四
月

四
二
三
頁

	 

1
4
9	 

前
掲
書
橋
川
文
三

四
四

四
六

五
〇
頁

	 

1
5
0	 

前
掲
書
工
藤
雅
樹

一
六
〇

一
六
一
頁
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速
に
開
化
し
た
こ
と
を
人
種
的
優
秀
の
証
と
し
て
あ
げ
て
お
り

そ
の
意
味
で
開
化
論
者
と

し
て
の
尾
を
の
こ
し
て
い
た

と
評
す
る1

5
1
	 

そ
し
て
近
年
重
要
な
研
究
と
し
て
武
藤
秀
太
郎
の
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る

氏
は
田
口
の
人

種
論
を
彼
の
中
国
認
識
に
合
わ
せ
て
考
察
し
た

そ
し
て
田
口
は

日
本
人
の
起
源
に
関
す

る
純
粋
な
学
問
的
関
心
が
あ

た
一
方
で

最
終
的
に
ア

リ
ア
ン
人
種
説
へ
と
至
る
主
張

に
は

そ
の
時
々
の
中
国
大
陸
を
め
ぐ
る
状
勢
認
識
が

強
く
反
映
さ
れ
て
い
た

と
結
論

づ
け
た

ま
た

日
露
戦
争
を
背
景
に
生
じ
た
田
口
の

日
本
人
ア

リ
ア
人
種
起
源
説

に
つ
い
て

氏
は

ロ
シ
ア
人
と
の
人
種
的
差
別
化
を
図
る
と
共
に

ア

リ
ア
人

世

界
の
先
祖

と
の
同
定
に
よ
り
国
民
の

自
負
心

を
高
め
る
意
図
が
存
在
し
た

と
考
え

た1
5
2
	 

前
述
し
た
よ
う
に

人
種
論
の
研
究
史
の
中
で
田
口
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
が

そ
の
人
種
論
の
形
成
過
程
と
そ
の
展
開
に
着
目
す
る
こ
と
は

従
来
あ
ま
り
多
く
な
か

た

武
藤
の
研
究
は
そ
の
点
に
注
目
し
た
が

田
口
に
お
け
る
人
種
意
識
は
あ
た
か
も
厳
然
と
存

在
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
る

若
き
田
口
の
文
明
史
論
に

人
種

と
い
う
言
葉
が
な
ぜ
な

か

た
の
か

初
め
て
の
海
外
の
経
験
で
あ
る
南
洋
行
と
彼
の
人
種
認
識
と
の
関
係

彼
の

内
地
雑
居
論

に
お
け
る
人
種
意
識
の
変
化
と
そ
の
原
因

そ
し
て
彼
の
人
種
起
源
論
と

実
証
史
学
と
の
関
係
な
ど
の
問
題
は
先
行
研
究
に
お
い
て
従
来
問
わ
れ
て
こ
な
か

た
も

の
で
あ
る

	 

本
稿
で
は

前
述
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら

田
口
の
人
種
論
を
時
系
列
的
に
整
理

す
る

そ
の
際

田
口
の
人
種
論
が
置
か
れ
た
時
代
の
風
潮
を
意
識
し
な
が
ら

そ
の
学
問

的
基
盤
を
も
検
討
す
る

ま
ず

若
き
田
口
の
歴
史
学
と
し
て
名
著
で
あ
る

日
本
開
化
小

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
5
1	 

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

一
七
六
頁

	 

1
5
2	 

武
藤
秀
太
郎

田
口
卯
吉
の
日
本
人
種
起
源
論―

―

そ
の
変
遷
と
中
国
認
識―

―

日
本
経
済
思
想
史

研
究

第
三
号

二
〇
〇
三
年
三
月

六
〇
頁

田
口
卯
吉
の
人
種
論
に
つ
い
て

武
藤
秀
太
郎
は
優
れ
る

研
究
を
残
し

良
い
参
考
と
な
る

本
論
の
論
旨
と
武
藤
と
の
区
別
は
主
に
以
下
の
四
点
で
あ
る

一

田
口

の
人
種
論
と
文
明
史
論
と
の
関
係
性
が
薄
い

二

南
洋
行
の
実
体
験
は
田
口
の
人
種
論
の
形
成
に
決
定
的
な

影
響
を
持
つ

三

田
口
の

日
本
人
ア

リ
ア
人
種
論

は
黄
禍
論
に
よ
る
圧
力
の
も
の
で
あ
る

四

田

口
の
人
種
論
は
新
興
帝
国
日
本
の
セ
ル
フ
・
ア
イ
デ
ン
テ

テ

と
関
わ
る

以
上
の
四
点
は
武
藤
の
論
文

に
は
論
じ
な
か

た
ま
た
は
十
分
に
重
視
さ
れ
な
か

た
こ
と
で
あ
る

ま
た

先
行
研
究
大
島
清

御
厨
貴

の
ま
と
め
方
に
つ
い
て

同
論
文

四
八
頁
か
ら
ヒ
ン
ト
を
頂
い
た
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史

と
政
治
論
で
あ
る

内
地
雑
居
論

に
お
け
る
人
種
意
識
を
考
察
し
た
い

そ
の
後

焦
点
を
一
八
九
〇
年
の
田
口
の
南
洋
行
の
経
験
に
あ
て
て

彼
の
殖
民
論
と
南
進
論
と
の
関

わ
り
を
検
討
す
る
こ
と
で

南
洋

土
人

に
対
す
る
差
別
意
識
と
彼
自
身
の
人
種
意
識
を

明
ら
か
に
し
て
い
く

最
後
に

田
口
が
日
清
戦
争
前
後

朝
鮮
半
島
進
出
を
背
景
に
盛
ん

に
な

た

日
鮮
同
祖
論

か
ら
受
け
た
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
上
で

彼
の
人
種
起
源
論

お
よ
び
そ
の
変
遷
を
考
察
す
る

	 

	 

第
一
節	 

人
種

不
在
の
文
明
史	 

	 

一

	 

文
明
史
論
か
ら
人
物
史
論
へ	 

	 

一
八
五
五
年

田
口
卯
吉
は
幕
臣
田
口
樫
郎
・
町
子
の
子
と
し
て

江
戸
目
白
石
徒
士
屋

敷
に
生
ま
れ
た1

5
3

彼
の
曾
祖
父
は
江
戸
時
代
の
有
名
な
儒
者
佐
藤
一
斎

一
七
七
二

一

八
五
九
年

で
あ
る

彼
は
幼
少
の
頃
よ
り
書
物
に
親
し
む
環
境
に
あ

た

余
は
十
二

歳
の
時
に
四
書
五
経
を
読
了
り

御
吟
味
と
て
聖
堂
に
て
試
験
を
受
け

其
年
よ
り
御
徒
見

習
勤
め
と
て
西
丸
御
本
丸
に
出
勤
し

又

銃
隊
に
入
り
て
ゲ
ベ
ル
銃
の
習
業
を
為1

5
4

す

と
い

た
よ
う
に

少
年
期
の
田
口
の
生
活
の
主
な
内
容
は

四
書
五
経

と

ゲ
ベ
ル
銃

で
あ
る

一
般
的
に
言
え
ば

儒
学
者
と
武
士
は
田
口
に
用
意
さ
れ
た
進
路
で
あ
る
は
ず
だ

た
が

十
四
歳
で
迎
え
た
明
治
維
新
は

徹
底
的
に
田
口
の
生
涯
を
変
え
た

明
治
初
期

旧
幕
臣
と
し
て

田
口
一
家
は
混
乱
に
よ
り
横
浜
に
移
住
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

伊
藤
彌
彦
が
指
摘
す
る
よ
う
に

田
口
一
家
は
貧
困
に
追
い
込
ま
れ
た
が

そ
れ
は

不
平

士
族

に
転
化
し
た
と
は
意
味
し
な
い

却

て

こ
の
時
初
め
て
形
骸
化
し
鬱
結
し
て
い

た
社
会
制
度
か
ら
の
自
由
を
得
え
た
と
い
え
よ
う

一
八
七
三
年
に
田
口
は
大
蔵
省
翻
訳
局

の
上
等
生
徒
と
し
て
明
治
新
政
権
に
帰
順
し

修
学

を
目
指
し
た
野
心
的
青
年
と
し
て

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
5
3	 

田
口
卯
吉
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て

前
掲
書
田
口
親

一
八

三
二
頁

前
掲
書
河
野
有
理

三
三

三

七
頁

前
掲
書
松
野
尾
裕

一
四

二
〇
頁

前
掲
書
嘉
治
隆
一

七
八

八
一
頁

川
﨑
勝

田
口
卯
吉
の

私
利
心

―
―

最
初
の
著
作

自
由
交
易
日
本
経
済
論

と

日
本
開
化
小
史

を
中
心
に―

―

社
会

と
倫
理

第
二
五
号

二
〇
一
一
年

一
六
三

一
六
五
頁
な
ど
を
参
考

	 

1
5
4	 

田
口
卯
吉

自
述
伝

田
口
全
集

第
八
巻

八
四
頁
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の
田
口
像
が
浮
き
上
が

て
き
た1

5
5

そ
こ
で
こ
そ

日
本
歴
史
学
と
経
済
学
に
お
い
て
画

期
的

日
本
開
化
小
史

一
八
八
二
年

以
下

小
史

と
略
す
る

と

自
由
交
易
・

日
本
経
済
論

一
八
七
八
年

の
出
版
に
よ

て

弱
冠
二
十
三
歳
の
田
口
は
一
挙
に
有

名
に
な

て
い

た1
5
6
	 

小
史

は
福
沢
諭
吉
の

文
明
論
之
概
略

と
と
も
に

日
本
文
明
史
論
の
最
初
の
代

表
作
で
あ

た

こ
の
史
学
史
的
意
義
に
つ
い
て

多
く
の
論
説
が
残
さ
れ
た1

5
7

ま
た

田
口
の
出
世
作
と
し
て

彼
自
身
の
思
想
形
成
に
お
い
て

欠
か
せ
な
い
手
が
か
り
と
も
さ

れ
て
い
る1

5
8

本
稿
が
扱
う
人
種
論
も

従
来
は
彼
の
文
明
史
論
と
の
関
連
で
考
え
ら
れ
て

き
た

例
え
ば

田
口
の
人
種
論
に
つ
い
て

田
口
親
は

様
々
な

科
学
的

証
拠
も
挙

げ
て
い
る
が

結
局
の
と
こ
ろ

神
話
な
ど
根
拠
の
乏
し
い
さ
ま
ざ
ま
の
歴
史
的
伝
承
と

若
干
の
根
拠
の
あ
る
言
語
研
究
・
歴
史
研
究
の
成
果
と
を
恣
意
的
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
も
の

と
い
う
印
象
は
否
定
で
き
な
い

と
評
し
た
一
方

卯
吉
の
思
想
の
性
格
を
理
解
す
る
上

で
重
要
な
手
掛
か
り

と
し
て

卯
吉
の
史
論

文
明
論
全
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え

る
必
要

が
あ
る
と
指
摘
す
る1

5
9

ま
た

武
藤
秀
太
郎
も
田
口
親
の
論
点
を
踏
襲
し

さ

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
5
5	 

田
口
卯
吉
と
幕
府
体
制
そ
し
て
そ
れ
を
転
覆
し
た
明
治
維
新
と
は
複
雑
な
関
係
を
持

て
い
る

伊
藤
彌

彦

田
口
卯
吉
の
政
治
思
想
・
上

同
志
社
法
学

第
二
六
巻
第
二
号

一
九
七
四
年
九
月

一
三
一
頁

	 

1
5
6	 

両
書
の
完
成
背
景
と
当
時
の
評
価
に
つ
い
て

前
掲
書
田
口
親

七
五

八
九
頁

前
掲
書
松
野
尾
裕

二
九

六
五
頁

前
掲
論
文
川
﨑
勝

一
六
三

一
八
六
頁

前
掲
論
文
伊
藤
彌
彦

一
三
一

一
五
八
頁
に

詳
し
い

	 

1
5
7	 

例
え
ば
小
沢
栄
一

近
代
日
本
史
学
史
の
研
究	 
:
	 

一
九
世
紀
日
本
啓
蒙
史
学
の
研
究

吉
川
弘
文
館

一
九
六
八
年

一
九
〇

二
四
八
頁

永
原
慶
二

二
〇
世
紀
日
本
の
歴
史
学

永
原
慶
二
著
作
選
集

第

九
巻

吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
八
年

三
二
一

三
二
三
頁

岩
井
忠
熊

日
本
近
代
史
学
の
形
成

岩
波

講
座	 

日
本
歴
史
・
二
二	 

別
巻
一

岩
波
書
店

一
九
六
三
年

七
〇

七
二
頁

大
久
保
利
謙

明
治
史

学
成
立
の
過
程

大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集
・
七
・
日
本
近
代
史
学
の
成
立

吉
川
弘
文
館

一
九
八
八
年

一
〇
九

一
一
三
頁
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る

	 

1
5
8	 

前
掲
書
田
口
親

七
五

八
一
頁

前
掲
書
河
野
有
理

五
九

八
〇
頁

前
掲
書
松
野
尾
裕

四
五

六
五
頁

前
掲
論
文
川
﨑
勝

一
六
三

一
八
六
頁

前
掲
論
文
伊
藤
彌
彦

一
二
三

一
五
八
頁

前
掲
論

文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

四
八

五
〇
頁

武
藤
秀
太
郎

田
口
卯
吉
に
お
け
る
文
明
史
論
の
転
回

と

中
国
の
衝
撃

―
―

日
本
的
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
再
考―

―

社
会
思
想
史
研
究

第
二
八
号

二
〇

〇
四
年

一
三
五

一
三
六
頁
を
参
考

	 

1
5
9	 

前
掲
書
田
口
親

二
九
八

二
九
九
頁
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ら
に

人
種
は
田
口
の
思
想
全
体
を
貫
く
キ

コ
ン
セ
プ
ト1

6
0

に
至

た
も
の
で
あ
る
と

考
え
た

	 
し
か
し

本
稿
が
強
調
し
た
い
の
は

小
史

を
執
筆
す
る
時
期
に

若
き
田
口
は

人

種

と
い
う
概
念
を
十
分
に
重
視
し
て
い
な
か

た
こ
と
で
あ
る

例
え
ば

小
史

全

篇
で
は

田
口
は

人
種

と
い
う
言
葉
な
い
し
概
念
を
用
い
な
か

た

そ
れ
ど
こ
ろ
か

神
話

の
色
を
帯
び
る
人
種
論
に
対
し
て

田
口
は

小
史

の
冒
頭
で
そ
れ
を
厳
し
く

拒
否
し
た

	 

神
話

は

口
よ
り
口
に
伝
へ
て

益
々
轉
訛
し
た
る
言
伝

で
あ
り

時
代
に
威

力
あ
り
し
宗
家
の
事
の
み
を
言
伝
へ
た
れ
ば

夫
の
神
聖
の
思
を
做
さ
る
ゝ
人
の
子
孫
は
自

ら
貴
種
な
り
と
の
想
像
を
起
す

と

田
口
は

神
話

を

轉
訛

と
し

そ
れ
に
よ
る

貴
種

が

想
像

し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
断
じ

最
初
か
ら
排
斥
す
べ
き
だ
と
主
張

し
て
い
た1

6
1

歴
史
の
道
理
が

人
の
天
性
に
於
て
し
か
く
導
く
も
の

で
あ
り

人
は

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
神
威
を
解
す
る
も
の
に
あ
ら
ず

宗
教
を
信
ず
る
も
の
に
あ
ら
ず

と

こ
こ
で
田
口
の
批
判
の
矛
先
が
国
学
者
・
神
道
論
者
に
向
か
い

明
ら
か
に

記

紀

神
話
伝
説
に
基
づ
い
た
歴
史
叙
述
に
反
対
す
る1

6
2
	 

他
方
で

田
口
は
江
戸
時
代
に
正
統
史
観
と
さ
れ
て
い
る
儒
家
史
学
が
唱
え
た

勧
善
懲

悪

と

大
義
名
分

の
歴
史
観
を
も
批
判
し
た1

6
3

一
生
を
快
楽
な
ら
し
め
ん
が
為
め

な
ら
ず
や

各
々
自
ら
其
利
を
計
り
て
労
作
し

害
を
他
に
及
ぼ
さ
ざ
れ
ば
其
事
已
ま
ん
の

み

素
よ
り
国
を
立
て
ば

何
ぞ
報
国
を
要
せ
ん

素
よ
り
君
臣
な
し

何
ぞ
忠
義
を
知
ら

ん

素
よ
り
君
統
な
し

何
ぞ
神
権
を
用
ひ
ん

人
々
善
を
為
さ
ず

人
々
悪
を
為
さ
ず

善
悪
邪
正
の
教
長
く
跡
を
人
間
社
会
に
絶
た
ん

人
間
社
会
た
る
も
の
宜
し
く
此
の
如
く
な

る
べ
し

と

田
口
は
道
徳
と
い
う
要
因
を
歴
史
学
か
ら
排
斥
し

西
洋
式
の
個
人
的
自
由

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
6
0	 

文
明
史
論
以
外

武
藤
秀
太
郎
は
田
口
卯
吉
の
人
種
論
が

殖
民
論
や
内
地
雑
居
論
な
ど
多
く
の
主
張
は

彼
独
自
の
人
種
観
を
基
礎
に
展
開
さ
れ
る

と
指
摘
す
る

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

四
八

頁

	 

1
6
1	 

田
口
卯
吉

日
本
開
化
小
史

田
口
全
集

第
二
巻

一
〇
頁

	 

1
6
2	 

同
右

八
頁

田
口
の
国
学

神
道
史
観
批
判
に
つ
い
て

前
掲
書
工
藤
雅
樹

一
五
七
頁

前
掲
書
永

原
慶
二

三
二
二
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
四
年

一
三
五
頁

前
掲
書
小
沢
栄
一

一
九
三

頁

神
教
政
府

批
判
に
つ
い
て

前
掲
書
松
野
尾
裕

五
〇

五
三
頁
を
参
考

	 

1
6
3	 

儒
家
史
学
の
歴
史
観
に
つ
い
て

前
掲
書
河
野
有
理

六
四
頁
を
参
考
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主
義
と
功
利
主
義
を
強
調
す
る1

6
4
	 

以
上
の
よ
う
に

二
つ
の
既
存
の
歴
史
観
を
斥
け
た
上
で

田
口
は
一
種
斬
新
な
歴
史
観

を
求
め
よ
う
と
し
た

い
わ
ゆ
る

文
明
史
論

で
あ
る1

6
5
	 

田
口
に
よ
れ
ば

文
明
史
論
と
は

物
質
的
即
ち
有
形
的
現
象

と

心
理
的
即
ち
無
形

的
現
象

の
変
遷
お
よ
び
相
互
作
用
を
考
察
す
る
も
の
だ
と
い
う1

6
6

具
体
的
に
い
え
ば

凡
そ
人
心
の
分
野
は

貨
財
を
得
る
の
難
易
と
相
俟
て
離
れ
ざ
る
も
の
な
ら
ん

貨
財
に

富
み
て
人
心
野
な
る
の
地
な
く

人
心
文
に
し
て
貨
財
乏
き
の
国
な
し1

6
7

貨
財
の
有

様
進
歩
す
る
や

人
心
の
内
部
同
時
に
進
歩
す

人
心
の
内
部
進
ま
ず
し
て
貨
財
の
有
様
独

り
進
む
を
得
ず

貨
財
の
有
様
退
か
ず
し
て
人
心
独
り
退
く
を
得
ず1

6
8

つ
ま
り

田
口

は
歴
史
の
開
化
過
程
が

経
済
的
発
達
と
不
可
離
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る

よ

て

田
口
の
文
明
史
論
を
素
朴
な
唯
物
論
的
経
済
決
定
論
と
し
て
捉
え
た
見
方
も
あ
る1

6
9
	 

こ
う
し
た
経
済
的
な
要
因
を
歴
史
学
に
積
極
的
に
導
入
し
た
こ
と
に
伴
い

田
口
は

人

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
6
4	 

前
掲
書
田
口
卯
吉

日
本
開
化
小
史

五
四
頁

小
史

に
お
け
る
自
由
主
義
と
功
利
主
義
に
つ
い
て

前
掲
書
小
沢
栄
一

二
〇
三

二
〇
四
頁
を
参
考

	 

1
6
5	 

前
掲
書
田
口
親

七
九
頁

前
掲
書
大
久
保
利
謙

一
〇
九

一
一
三
頁

前
掲
書
永
原
慶
二

三
二
二

三
二
三
頁

	 

1
6
6	 

田
口
卯
吉
に
よ
れ
ば

物
質
的
の
現
象
が
斯
く
進
歩
し
た
る
が
故
に

心
理
的
の
現
象
が
斯
く
進
歩
し

た
り

心
理
的
の
現
象
が
斯
く
進
歩
し
た
り

心
理
的
の
現
象
が
斯
く
退
歩
し
た
る
が
故
に

物
質
的
の
現
象

が
斯
く
退
歩
し
た
り

田
口
卯
吉

自
序

史
海

田
口
全
集

第
一
巻

六
六

六
七
頁

こ
こ
で
注

意
し
て
ほ
し
い
の
は

田
口
は

史
癖
は
佳
癖

と
い
う
講
演
を

史
海

の

自
序

と
し
て
収
録
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る

史
癖
は
佳
癖

は
一
八
九
一
年
六
月
に
史
学
会
で
行
わ
れ
た
講
演
で
あ
る

そ
の
機
縁

で
文
科
大
学
史
誌
編
纂
掛
の
重
野
安
繹
・
久
米
邦
武
と
親
交
を
深
め
た

前
掲
書
田
口
親

一
七
六
頁

前
掲

書
小
沢
栄
一

五
〇
六

五
〇
七
頁

史
癖
は
佳
癖

を
め
ぐ
る
議
論

前
掲
書
河
野
有
理

一
二
一

一

二
二
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

四
八
頁

前
掲
書
小
沢
栄
一

二
〇
七

二
〇
八
頁
を

参
考

	 

1
6
7	 

前
掲
書
田
口
卯
吉

日
本
開
化
小
史

八

九
頁

	 

1
6
8	 

同
右

八
三
頁

	 

1
6
9	 

そ
れ
に
つ
い
て

先
行
研
究
は
大
体
強
調
し
て
い
た

例
え
ば

前
掲
書
小
沢
栄
一

一
九
三

二
〇
四

二
〇
五
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

四
八

四
九
頁

前
掲
書
松
野
尾
裕

四
九
頁

ま
た

日
本
開
化
小
史

の
歴
史
観
を
唯
物
史
観
と
し
た
の
は

前
掲
書
小
沢
栄
一

二
〇
四

二
〇
六
頁

前
掲
論
文
伊
藤
彌
彦

一
三
九
頁
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

よ
り
系
統
的
な
説
明
と
し
て

家
永
三
郎

田
口
の

社
会
学

近
代
精
神
と
そ
の
限
界

角
川
選
書

一
九
五
〇
年

二
〇
七

二
三
四
頁
を
参
考
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種

よ
り

粗
雑
的
な
意
味
で
言
え
ば

階
級
・
階
層

の
ほ
う
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る

例
え
ば

日
本
史
の
起
点
を
神
武
天
皇
に
求
め
る
田
口
は

天
皇
東
征
の
頃

に
は

土
民
に
猶
ほ
穴
居
巣
棲
の
も
の
あ
り
し
か
ど

代
々
の
天
皇
皆
な
耕
作
養
蚕
の
道
を

好
み
給
ひ
て

頻
り
に
之
を
土
民
に
伝
へ
給
ひ
し
か
ば

国
中
一
般
農
民
と
な
れ
り1

7
0

と

述
べ
て
い
る

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た

土
民

の
身
分
が
変
わ
り
う
る
と
い
う
点
か
ら
み
れ

ば

土
民

は
一
つ
の

階
級
・
階
層

の
み
を
意
味
す
る
の
で
あ
る

ま
た

田
口
は

歴
史
全
体
の
進
歩
を

貴
族
的
の
開
化

か
ら

平
民
的
の
開
化

へ
の
転
換
と
し
て
捉
え

た
こ
と
も

同
じ

階
級
・
階
層

と
い
う
視
点
に
基
づ
い
て
い
る1

7
1

そ
の
ほ
か

小

史

に
し
ば
し
ば

支
那
人
民

ま
た
は

三
韓
人
民

と
書
い
た
よ
う
に

田
口
は
日
本

と

支
那

三
韓

と
の
人
種
的
差
異
を
強
調
し
な
か

た
よ
う
に
も
見
え
る

	 

田
口
の
歴
史
学
に
お
け
る

人
種

の
本
格
的
な
適
用
は

一
八
九
〇
年
に
南
洋
行
か
ら

帰
国

歴
史
雑
誌

史
海

の
創
刊
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い1

7
2

例
え
ば

同
じ
日
本

史
の
起
点
に
対
す
る
記
述
で
あ
る
も
の
の

史
海

に
載
せ
た

上
代

一
八
九
二
年

七
月

に

田
口
は
冒
頭
で

我
日
本
人
種
の
歴
史
は
彼
が
勇
敢
敏
警
に
し
て
能
く
為
す
あ

る
こ
と
を
証
せ
り

と
記
し
て
お
り

此
の
如
き
人
種
は
如
何
に
し
て
此
国
に
生
産
し
た

り
し
か

と
い
う
設
問
か
ら

其
血
脈
の
源
流
盖
し
三
種
あ
り

曰
く
蝦
夷
人
種

曰
く

天
孫
人
種

曰
く
外
国
人
種
是
な
り

と
し

さ
ら
に

我
邦
太
古
の
歴
史
は
実
に
天
降
人

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
7
0	 

前
掲
書
田
口
卯
吉

日
本
開
化
小
史

一
一
頁

	 

1
7
1	 

田
口
卯
吉
に
よ
れ
ば

国
の
開
化
に
二
種
の
区
別
あ
り

古
来
東
洋
諸
国
と
雖
も
一
時
隆
盛
に
赴
き

其
文
化
の
燦
爛
た
る
や

実
に
人
目
を
驚
か
す
に
足
る
も
の
な
り

然
れ
ど
も
是
れ
皆
貴
族
の
導
き
し
所
な

り

と
す
る
一
方

欧
洲
現
時
の
開
化
は
之
に
異
な
り

其
開
化
は
自
由
通
商
の
発
す
る
所
な
り

即
ち
平

民
の
発
す
る
所
な
り

と
指
摘
す
る

田
口
卯
吉

日
本
開
化
之
性
質

田
口
全
集

第
二
巻

一
一
八

一
二
〇
頁

平
民
の
開
化

に
つ
い
て

武
藤
は

東
西
思
想
の
様
々
な
影
響
の
下

構
築
さ
れ
た
社
会
観

の
反
映
と
し
て
論
じ
た

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

五
〇
頁

ま
た

田
口
親
は

平
民
が

社
会
主
人
公
に
な
る
と
い
う
近
代
西
欧
の
政
治
史
の
中
に
見
い
出
そ
う
と
し

近
代
市
民
社
会
に
至
る
西
欧

史
を
描
い
た
ギ
ゾ

な
ど
の
文
明
史
か
ら
学
ん
だ
も
の
に
他
な
ら
な
い

と
評
す
る

前
掲
書
田
口
親

八
〇

頁

	 

1
7
2	 

武
藤
の
論
に

小
史

で
も
ち
い
ら
れ
な
か

た

日
本
人
種

と
い
う
概
念
が

史
海

に
至

て

全
面
的
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る

と
書
い
た

そ
し
て
そ
の
理
由
に
つ
い
て

武
藤
は

久
米
邦
武
な
ど
東
京

帝
国
大
学
派
史
学
か
ら
の
影
響

が
あ
る
と
指
摘
す
る
が

田
口
と
久
米
邦
武
を
は
じ
め
と
す
る
東
京
帝
国
大

学
国
史
科
と
の
具
体
的
な
関
係
を
論
じ
な
か

た

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

五
六
頁
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種
の
歴
史
な
り

と
強
調
し
た

上
代

に
お
い
て
田
口
は

小
史

に
お
け
る

土

人

を

蝦
夷
人
種

と
書
き
換
え

彼
ら
を

蠢
愚
に
し
て
歴
史

の
な
い
人
種
と
し
な

が
ら

天
降
人
種
其
優
等
人
種
た
る
こ
と
を
疑
は
ざ
る

と
述
べ
て
い
た1

7
3

上
代

に
記
さ
れ
た

人
種

は
全
篇
に
わ
た

て
鍵
と
な
る
概
念
で
あ

た

	 

ま
た

史
海

に
載
せ
た

坂
上
田
村
麿

一
八
九
二
年
六
月

で
は

田
口
は
古

代
に

外
国
人
種

が
日
本
に
貢
献
し
た
こ
と
が
あ

た
こ
と
を
論
じ
て
い
た

武
神

と
呼
ば
れ
て
い
る
坂
上
田
村
麿
は

支
那
渡
来
人

と
さ
れ
て
い
る
が

彼
は

蝦
夷
人
種

を
鎮
圧
し

日
本
の
勢
力
を
東
北
地
方
ま
で
に
拡
大
し
た

田
口
は
そ
の
功
績
を
引
用
し

日
本
人
に
同
化
さ
れ
た

外
国
人
種

は

日
本
に
貢
献
で
き
る
と
主
張
す
る

坂
上
田

村
麿
の
系
伝
を
記
す
る
事
は

少
な
く
と
も
現
地
内
地
雑
居
に
反
対
す
る
所
の
論
者
を
し
て

顰
縮
せ
し
む
る
の
価
値
あ
る
べ
し

と
い
う
よ
う
に

田
口
の
論
旨
は
日
本
人
種
の
純
潔
性

を
強
調
す
る
反
内
地
雑
居
論
者
に
反
対
す
る
の
で
あ
る1

7
4
	 

多
く
の
論
者
が
指
摘
す
る
と
お
り

史
海

に
よ

て

田
口
の
歴
史
学
は
大
き
な
転

換
を
迎
え
た1

7
5

い
わ
ゆ
る

文
明
史
論

か
ら

人
物
史
論

へ
の
転
換
で
あ

た

そ

れ
に
つ
い
て

田
口
自
身
は
一
八
九
三
年
の
講
演

史
癖
は
佳
癖

で
説
明
を
し
て
い
る

こ
こ
で
田
口
は

完
全
な
る
歴
史
の
体
裁

は

切
干
体

と

輪
截
体

が
あ
る
と
す
る

切
干
体

と
は

物
質
的
即
ち
有
形
的
現
象

と

心
理
的
即
ち
無
形
的
現
象

と
の

相
互
作
用
と
し
て
描
く

つ
ま
り
文
明
史
論
の
論
法
で
あ
る

輪
截
体

と
は

一
人

物
を
中
心
に
立
て

此
を
相
手
に
し
て
政
治
な
り
文
学
な
り

其
他
万
般
の
事
情
を
述
ぶ

つ
ま
り

人
物
史
論

の
論
法
で
あ
る1

7
6

田
口
は

切
干
体

を
や
め

輪
截
体

が

我
邦
に
流
行
せ
む
こ
と
を
望
む

と
述
べ
る1

7
7

ま
た

数

月
後

早
稲
田
文
学

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
7
3	 

田
口
卯
吉

上
代

田
口
全
集

第
一
巻

三
八
六

三
八
七
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇

三
年

五
六
頁

前
掲
書
工
藤
雅
樹

一
五
七

一
五
八
頁

	 

1
7
4	 

田
口
卯
吉

坂
上
田
村
麿

田
口
全
集

第
一
巻

二
一
一
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三

年

五
六
頁

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

四
六

四
七
頁

	  
1
7
5	 

塚
谷
晃
弘

田
口
卯
吉

永
原
慶
二

鹿
野
政
直
編

日
本
の
歴
史
家

日
本
評
論
社

一
九
七
六
年

二
四

二
五
頁

前
掲
書
河
野
有
理
一
二
〇

一
二
四
頁

前
掲
書
小
沢
栄
一

五
〇
五

五
〇
八
頁

前
掲

論
文
岩
井
忠
熊

七
一

七
二
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

五
六
頁

	 

1
7
6	 

前
掲
論
文
田
口
卯
吉

史
癖
は
佳
癖

史
海

六
六

六
八
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇

三
年

五
六
頁

	 

1
7
7	 

前
掲
論
文
田
口
卯
吉

史
癖
は
佳
癖

史
海

六
八
頁

前
掲
書
小
沢
栄
一

五
〇
七
頁
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創
刊
号
へ
の
寄
稿
で
あ
る

早
稲
田
文
学
の
史
論
を
読
む

で
は

田
口
は
さ
ら
に

国
史

略
及
び
十
八
史
略
に
劣
る

と

文
明
史
派
の
余
弊
を
批
判
し

輪
切
体
を
以
て
局
所
の

草
莱
を
掃
ふ

と
述
べ
る1

7
8
	 

こ
の
よ
う
な

切
干
体

か
ら

輪
截
体

へ
の
転
換
に
つ
い
て

啓
蒙
史
学
の
変
質

1
7
9

や

史
観
の
保
守
的
な
転
回1

8
0

な
ど
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が

こ
こ
で
強
調

し
た
い
の
は

文
明
史
論
は
田
口
の
生
涯
に
貫
か
れ
た
も
の
で
は
な
か

た
こ
と
で
あ
る

そ
れ
ど
こ
ろ
か

一
八
九
五
年
の
稿

歴
史
は
科
学
に
非
ら
ず

を
見
る
な
ら
ば

田
口
は

さ
ら
に
歴
史
と
科
学
と
の
関
係
を
否
定
し

歴
史
学
の
普
遍
性
を
認
め
ず

唯
だ
事
実
を

書
現
し
て
何
処
の
国
に
は
ど
う
云
ふ
事
実
が
あ
つ
た

と
斯
う
云
ふ
丈
け
の
も
の
で
宜
し
い

と
述
べ
る1

8
1

従
来

社
会
普
通
の
理
を
推
し
て
其
興
廃
存
亡
の
跡
を
解
説

し

之
を

他
の
諸
国
に
徴
し

人
間
社
会
普
通
の
理
な
り

と
い
う
よ
う
な
文
明
史
論
が
主
張
す
る
普

遍
性
は

こ
の
時
の
田
口
か
ら
は
完
全
に
失
わ
れ
て
い
た1

8
2

そ
し
て
こ
の
時
期
こ
そ

田

口
は

日
本
人
匈
奴
人
種
起
源
説

を
唱
え
は
じ
め
て
い
る
の
で
あ
る

さ
ら
に
数
年
後

彼
は
前
者
を
改
め

日
本
人
ア

リ
ア
人
種
起
源
説

を
唱
え

日
本
社
会
に
大
き
な
波
紋

を
呼
ん
だ

田
口
が
人
種
論
を
積
極
的
に
論
じ
た
時
期
は

す
で
に
文
明
史
論
と
無
縁
に
な

た
時
期
で
あ

た

	 
	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
7
8	 

田
口
卯
吉

早
稲
田
文
学
の
史
論
を
読
む

田
口
全
集

第
一
巻

二
二

二
四
頁

前
掲
書
河
野
有

理
一
二
一
頁

前
掲
書
小
沢
栄
一

五
〇
七
頁

	 

1
7
9	 

小
沢
栄
一
は

帝
国
大
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
歴
史
家
の
国
史
科
の
成
立
を

そ
れ
ま
で
の
福
沢
諭
吉
を
は
じ

め
と
す
る

啓
蒙
史
学
の
変
質

と
し

そ
の
影
響
を
受
け
た
田
口
卯
吉
も
文
明
史
論
を
や
め

実
証
史
学

へ
の
傾
斜
に
な

た
と
指
摘
す
る

前
掲
書
小
沢
栄
一

第
五
章

啓
蒙
史
学
の
変
質

四
三
〇

四
五
二

頁

五
〇
五

五
一
六
を
参
考

	 

1
8
0	 

前
掲
論
文
塚
谷
晃
弘

二
五
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

五
六
頁

	 

1
8
1	 

田
口
卯
吉

歴
史
は
科
学
に
非
ら
ず

田
口
全
集

第
一
巻

一
五
頁

前
掲
書
河
野
有
理

一
二
二

一
二
三
頁

前
掲
論
文
岩
井
忠
熊

七
二
頁

前
掲
書
永
原
慶
二

三
二
三
頁

	 

1
8
2	 

田
口
卯
吉

再
び
肅
堂
居
士
に
答
ふ

田
口
全
集

第
三
巻

二
一
二
頁

河
野
有
理
は

開
化
史

の
理
解
が

田
口
の

学
知
全
体
に
対
す
る
見
通
し
と
も
関
係
し
て
い
た

と
考
え
た

氏
に
よ
れ
ば

一
八

八
五
年
の
頃

経
済
学
の
定
義
を
巡
る
論
争

の
中
で

田
口
は

歴
史

と

社
会
学

の
類
似
性
を
主
張

し
て
い
た

田
口
は

社
会
普
通
の
理
を
推
し
て
其
興
廃
存
亡
の
跡
を
解
説

す
る
の
は

歴
史

開
化
史

で
あ
り

そ
の
興
廃
存
亡
の
理
一
同
に
行
は
ゝ
を
見
て

之
を
他
の
諸
国
に
徴
し

人
間
社
会
普
通
の
理
な

り
と
し
て
論
ず

る
の
が

社
会
学

だ
と
す
る

両
者
の
区
別
は
結
局

書
体

の
違
い
に
過
ぎ
な
い

と
い
う

前
掲
書
河
野
有
理

一
二
一
頁
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二
	 

内
地
雑
居
論

	 
	 

	 
人
種

と
い
う
言
葉
は
初
期
の
文
明
史
論
に
現
れ
な
か

た
と
は
い
え

田
口
は

内

地
雑
居
論

に
関
す
る
一
連
の
政
論
で
は
繰
り
返
し
使

て
い
た1

8
3

著
名
な
自
由
主
義
経

済
論
者
と
し
て

田
口
は
早
く
か
ら
内
地
開
放
・
居
留
地
撤
廃
を
唱
え
た1

8
4
	 

一
八
七
九
年
の
論
説

内
地
雑
居
論

に

田
口
は
居
留
地
制
度
が
行
わ
れ
る
限
り

内

外
人
民
の
葛
藤
決
し
て
断
絶
す
る
の
期
な
き

と
し
た
上
で

人
類
の
相
和
し
相
親
む
も

の
は
其
利
害
を
同
ふ
す
る
の
一
点
に
あ
り

決
し
て
人
種
の
同
一
な
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り

又
決
し
て
貧
富
賢
愚
の
差
な
き
に
因
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り

若
し
其
れ
人
種
の
同
一
な
る
に

存
す
と
云
は
ゞ
日
本
人
民
と
雖
ど
も
決
し
て
同
一
の
人
種
同
一
の
血
統
よ
り
成
る
者
に
あ

ら
ず

古
代
に
あ
り
て
は
三
韓
支
那
の
帰
化
あ
り

近
代
に
あ
り
て
は
和
蘭
波
爾
土
瓦
の
遺

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
8
3	 

田
口
卯
吉
の
歴
史
学
に
関
す
る
著
述
に
は

人
種
と
い
う
言
葉
は
な
か

た
が

彼
の

自
由
交
易
日
本

経
済
論

に
は

人
種
を
世
界
規
模
的
貿
易
の
単
位
と
し
て
扱

た
よ
う
に
見
え
る

当
該
書
に
よ
れ
ば

夫

れ
現
に
亜
墨
利
加
印
度
人
種
は
白
哲
人
種
種
殖
の
勢
に
圧
倒
せ
ら
れ

北
海
道
ア
イ
ノ
人
種
は
日
本
人
種
増
殖

の
勢
に
圧
倒
せ
ら
れ

漸
々
跡
を
地
上
に
絶
た
ん
と
す
る
の
勢
あ
る
を
見
る
べ
し

故
に
強
者
の
弱
者
を
圧
倒

す
る
は
有
機
世
界
の
通
勢
に
し
て
禽
獣
草
木
に
至
る
迄
悉
く
然
ら
ざ
る
な
し

見
よ
彼
の
牛
羊
は
虎
狼
に
死
し

印
度
人
は
白
人
に
死
す
る
を

故
に
余
は
慨
然
と
し
て
世
運
の
此
の
如
き
を
嘆
じ
遍
く
同
種
類
を
し
て
地
上
に

蕃
殖
せ
し
め
ん
と
欲
す
其
蕃
殖
せ
し
む
る
を
欲
す
る
者
を
以
て
余
は
義
務
と
認
む
る
な
り

田
口
卯
吉

自

由
交
易
日
本
経
済
論

田
口
全
集

第
三
巻

二
八
頁

そ
れ
に
よ

て

武
藤
秀
太
郎
は
田
口
卯
吉
が
社

会
進
化
論
に
影
響
さ
れ
た
と
考
え
た

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

四
九
頁

	 
	 
	 

	 
	 

一
方

こ
こ
で
田
口
が
挙
げ
ら
れ
た

人
種

の
概
念
に
つ
い
て
は

明
治
初
期
に
混
乱
す
る
状
況
を
反

映
し

ま
だ
英
語
の

R
ace

と
い
う
語
義
に
定
着
し
て
な
か

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

そ
の
点
を
め
ぐ

て

與
那
覇
潤
の
研
究
は
良
い
参
考
と
な
る

氏
に
よ
れ
ば

明
治
初
期
の
日
本
語
に
お
け
る

人
種

と
い

う
言
葉
は

民
族

地
域
住
民

階
級

階
層

な
ど
を
包
括
し
た
一
般
的
な
語
彙
と
し
て
の
み
で

あ
る
と
い
う

人
種

の

R
ace

化
し
た
の

坪
井
正
五
郎
が
一
八
八
四
年
の
最
初
の
東
京
人
類
学
会
の

成
立
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る

前
掲
論
文
與
那
覇
潤

八
六
頁

	 

1
8
4	 

田
口
卯
吉
と
内
地
雑
居
論
に
つ
い
て
参
考
と
な
る
先
行
研
究
と
し
て

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

の
第
二
章

内
地
雑
居
論

三
三

四
八
頁

前
掲
書
河
野
有
理

一
七
二

一
七
四
頁

前
掲
書
田
口
親

一
五
八

一
五
九
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

五
二

五
三

五
六
頁

小
峰
和
夫

田

口
卯
吉
の
描
い
た
開
放
経
済
国
家
日
本
の
進
路

杉
原
四
郎

岡
田
和
喜
編

田
口
卯
吉
と
東
京
經
濟
雜
誌

日
本
経
済
評
論
社

一
九
九
五
年

二
〇
四

二
〇
九
頁
が
挙
げ
ら
れ
る
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子
あ
り1

8
5

と
考
え
る

	 

こ
こ
で
二
つ
の
こ
と
に
注
目
し
て
い
き
た
い

一
つ
は

田
口
は
経
済
学
の
視
点
か
ら

人
間
の

相
和
相
親

が

人
種
の
同
一

や

貧
富
賢
愚
の
差

な
ど
で
な
く

万
事

其

利
害
を
同
ふ
す
る
の
一
点

に
帰
着
す
る
こ
と
で
あ
る

も
う
一
つ
は

田
口
は
歴
史
学
の

視
点
か
ら

古
代
の

三
韓
支
那

あ
る
い
は
幕
府
時
代
の

和
蘭
波
爾
土
瓦

オ
ラ
ン

ダ
と
ポ
ル
ト
ガ
ル

を
例
と
し
て
あ
げ

日
本
単
一
人
種
説
を
否
定
し

外
国
人
の
受
け
入

れ
が
国
に
有
益
に
な
る
こ
と
を
論
じ
た
こ
と
で
あ
る

	 

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

こ
の
二
点
は
田
口
の
社
会
の
統
合
観
を
よ
く
表
し
て
い
る

1
8
6

こ
こ
で
田
口
は

居
留
地
の
制

を
徳
川
武
士
に
お
け
る

藩
邸
を
分
割
の
制

と
合

わ
せ
て
考
え
た
の
で
あ
る

農
商

を
抑
圧
し
た
武
士
は
各
自
の

藩
邸
の
中
に
棲
居

し

互
い
に

誇
視

し

闘
争

し
て
い
た

し
か
し

廃
藩
置
県

に
よ

て
雑
居

に
な
れ
ば

県
名
方
言
大
に
相
異
る
も
の
と
雖
も
終
に
相
親
睦

す
る
よ
う
に
な

た

そ
れ
は

利
害
同
一

の
た
め
で
あ

た

つ
ま
り
田
口
は

徳
川
時
代
の

階
級

を
内

地
雑
居
論
の

人
種

と
し

利
害

を
重
視
す
る
視
点
を
一
貫
さ
せ
て
い
た1

8
7
	 

ま
た

一
八
八
四
年
に

西
洋
人
と
と
も
に

支
那
人

も
廉
価
労
働
者
と
し
て
の
日

本
へ
の
流
入
問
題
が
一
時
話
題
と
な

て
い
た

支
那
人

の

賃
銀
低
廉
な
る
を
以
て

我
国
の
労
役
者
の
為
に
厭
倒
せ
ら
れ
て
職
を
失

う
と
い
う
憂
い
に
対
し
て

田
口
は

一

理
な
き
に
非
ず

と
い
い
な
が
ら

自
由
主
義
経
済
論
の
視
点
か
ら

賃
銀
低
廉

の

支

那
労
役
者

を
排
斥
す
る
と

利
息
低
廉
な
る
外
国
資
本
を
移
入
す
る

こ
と
の
妨
げ
と

な
り

む
し
ろ

我
国
の
財
主
に
不
利
な
り

に
至
る
た
め

田
口
は

支
那
労
役
者

の

流
入
を
歓
迎
す
る

こ
こ
で
田
口
は

西
洋
人
で
あ
れ

支
那
人

で
あ
れ

人
種

を

と
わ
ず

利
益
だ
け
を
注
目
す
る
自
由
主
義
経
済
学
者
の
考
え
を
一
貫
さ
せ
て
い
た1

8
8
	 

一
八
八
七
年
の
論
説

内
地
雑
居
の
杞
憂

に
お
い
て

田
口
は
再
び

同
胞
の
内
に
は

三
韓
支
那
は
勿
論
其
他
の
人
種
の
子
孫

も
含
ま
れ
て
い
る
と
強
調
し

彼
ら
は

相
親
睦

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
8
5	 

田
口
卯
吉

内
地
雑
居
論

田
口
全
集

第
五
巻

八
〇
頁

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

三

六

三
七
頁

	 

1
8
6	 

前
掲
書
河
野
有
理

一
七
三

一
七
四
頁

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

三
五

三
六
頁

	 

1
8
7	 

前
掲
論
文
田
口
卯
吉

内
地
雑
居
論

八
二

八
三
頁

前
掲
書
河
野
有
理

一
七
三

一
七
四
頁

	 

1
8
8	 

田
口
卯
吉

内
地
雑
居
を
論
ず
る
・
第
二

東
京
経
済
雑
誌

第
二
〇
五
号

一
八
八
四
年
三
月
一
五

日

三
〇
七

三
〇
八
頁

ま
た

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

三
七
頁
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し
て
い
る

忠
愛
な
る
同
胞

で
あ
る
の
で

区
々
た
る
血
脈
の
異
同

を
論
じ
る
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
た1

8
9
	 

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に

一
八
八
〇
年
代
の
内
地
雑
居
論
争
に
お
い
て

田
口
は
早
く

か
ら
人
間
の
交
際
は

利
害
を
同
ふ
す
る
の
一
点
に
あ
り

決
し
て
人
種
の
同
一

で
は
な

い
と
い
う
論
点
を
出
し

自
由
主
義
経
済
論
の
立
場
を
徹
底
し

内
地
雑
居
を
支
持
し
た

従

て

利
益
を
優
先
す
る
と
い
う
視
点
か
ら

田
口
は
特
に
人
種
問
題
を
論
じ
な
か

た

し
か
し

一
八
九
〇
年
の
南
洋
行
以
後

天
降
人
種

天
孫
人
種

蝦
夷
人
種

な
ど
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に

田
口
の
文
献
に
お
け
る
人
種
概
念
は
優
劣
・
貴
賤
の

意
味
を
帯
び
始
め
て
き
た

そ
れ
で
は

南
洋

と
い
う
地
域
は

田
口
に
対
し
て
ど
う

い
う
意
味
を
持

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か

	 

	 第
二
節	 

人
種
論
の
予
備

海
外
殖
民
論
と
南
洋
行	 

	 

一

	 

海
外
殖
民
論
と
南
進
論	 

	 

一
八
九
〇
年
五
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
約
七
カ
月
間
に
わ
た

た
田
口
卯
吉
の
南
洋
行

は

個
人
的
な
理
由
と
時
代
的
な
背
景
の
二
つ
の
方
面
か
ら
考
え
ら
れ
る1

9
0
	 

個
人
的
な
理
由
と
は

当
時
東
京
府
知
事
高
崎
五
六

一
八
三
六

一
八
九
六
年

か
ら

委
託
を
受
け
て
い
た
東
京
府
士
族
授
産
金
問
題
で
あ

た

そ
も
そ
も
士
族
授
産
金
は
明
治

維
新
後

秩
禄
処
分
な
ど
で
困
窮
し
た
士
族
に
対
す
る
救
済
策
の
一
つ
で
あ

た
が

東
京

府
は

そ
の
士
族
授
産
金
を
使

て
小
笠
原
島
水
産
事
業
を
企
図
し
て
い
た1

9
1

そ
の
た
め

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
8
9	 

田
口
卯
吉

内
地
雑
居
の
杞
憂

東
京
経
済
雑
誌

第
四
七
八
号

一
八
八
七
年
七
月
一
三
日

三
九
頁

ま
た

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

三
八
頁

	 

1
9
0	 

田
口
の
南
洋
行
に
つ
い
て
参
考
と
な
る
先
行
研
究
は

森
久
男

田
口
卯
吉
の
植
民
論

小
島
麗
逸
編

日

本
帝
国
主
義
と
東
ア
ジ
ア

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

一
九
七
九
年

二
〇

二
五
頁

矢
野
暢

南
進

の
系
譜	 

:
	 

日
本
の
南
洋
史
観

千
倉
書
房

二
〇
〇
九
年

一
八
九

一
九
二
頁

前
掲
書
田
口
親

一
六
三

一
七
五
頁

前
掲
書
河
野
有
理

一
〇

一
二
頁

二
九

三
三

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇

〇
三
年

五
四

五
六
頁
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

	 

1
9
1	 

世
界
大
百
科
事
典

第
一
二
巻

平
凡
社

二
〇
〇
七
年
改
訂

三
一
四
頁

ま
た

植
民
思
想
の

転
換
と
士
族
授
産
金
問
題
と
の
関
係
に
つ
い
て

前
掲
書
矢
野
暢

一
七
九

一
八
〇
頁
を
参
考
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知
事
高
崎
は
田
口
に
南
洋
調
査
を
依
頼
し
た

す
で
に
南
洋
に
興
味
を
持

て
い
た
田
口
は

そ
れ
を
き

か
け
に

授
産
金
を
引
き
受
け

南
洋
に
向
か

た1
9
2
	 

時
代
的
な
背
景
と
は

明
治
二
十
年
代
以
降

日
本
の
移
住
思
想
は

従
来
の
北
海
道
を

中
心
と
す
る
国
内
移
住
論
か
ら
海
外
移
住
論
へ
と
転
換
し
て
い
た1

9
3

そ
の
要
因
は

主
に

日
本
の
人
口
過
剰
問
題
で
あ
る
が

こ
の
時
期
に
お
い
て
の
積
極
的
な
海
外
殖
民
の
時
代
精

神
の
影
響
も
あ
る1

9
4

こ
う
し
た
歴
史
的
転
換
期
に
お
い
て

田
口
の
主
張
は
む
し
ろ
好
例

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る1

9
5
	 

一
八
八
一
年

北
海
道
開
拓
使
官
官
有
物
払
下
げ
事
件
を
き

か
け
に

田
口
は
六
回
に

わ
た
り

北
海
道
開
拓
論

を
連
載
し

北
海
道
現
時
の
急
務
は
物
産
を
蕃
殖
し
人
民
を

移
住
せ
し
む
る

と

早
く
か
ら
北
海
道
殖
民
計
画
を
唱
え
て
い
た1

9
6

そ
し
て

数
年
後

経
済
不
況
の
た
め

人
口
既
に
内
地
に
充
実
し
て

賃
銀
下
落
を
極
め
之
を
外
国
に
洩
す

に
あ
ら
ざ
れ
ば
人
々
相
呑
噬
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る

と
い
う
危
機
感
を
抱
き

田
口
は
ま
た

七
回
に
わ
た
り

殖
民
制

一
八
八
三
年

を
起
草
し

海
外
殖
民
計
画
の
必
要
性
を
訴

え
た

海
軍
を
拡
張
せ
ん
に
は
邦
人
の
殖
民
を
南
洋

北
米
及
び
亜
細
亜
大
陸
に
建
て

よ
う
と

田
口
は
海
軍
の
拡
張
と
殖
民
の
計
画
と
と
も
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

南
洋

を
最
優
先
の
目
標
と
し
て
い
た1

9
7
	 

も
ち
ろ
ん

そ
れ
は
十
九
世
紀
末
期
に
お
い
て

特
に
志
賀
重
昂

一
八
六
三

一
九
二

七
年

の

南
洋
時
事

一
八
七
八
年

の
刊
行
後
の

南
進
論

ブ

ム
と
関
わ
り

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
9
2	 

田
口
の
南
洋
行
の
出
発
前
の
言
動
に
つ
い
て

前
掲
書
河
野
有
理

三
〇

三
三
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀

太
郎

二
〇
〇
三
年

五
四

五
五
頁

前
掲
書
田
口
親

一
六
三

一
六
八
頁

前
掲
書
矢
野
暢

一
九

〇

一
九
一
頁
に
詳
し
い

	 

1
9
3	 

丹
野
勲

明
治
日
本
の
海
外
移
民

移
住
・
殖
民
政
策
と
南
進
論

南
洋

南
方
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
て

国
際
経
営
フ

ラ
ム

第
二
六
号

二
〇
一
五
年
一
二
月

八
六
頁

前
掲
書
矢
野
暢

五
二
頁

前

掲
論
文
森
久
男

二
〇
頁

	 

1
9
4	 

前
掲
論
文
丹
野
勲

八
六
頁

	 

1
9
5	 

前
掲
書
矢
野
暢

五
二
頁

	 

1
9
6	 

田
口
卯
吉

北
海
道
開
拓
論
・
第
五

田
口
全
集

第
四
巻

四
七
頁

田
口
卯
吉
の
北
海
道
開
拓
政

策
へ
の
批
判
に
つ
い
て

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

五
一
頁

前
掲
論
文
森
久
男

一
一

一
八
頁
に
詳
し
い

ま
た

田
口
卯
吉
は
北
海
道
視
察
に
も
い

た

前
掲
書
田
口
親

一
八
六

一
八
八
頁

を
参
考

	 

1
9
7	 

田
口
卯
吉

殖
民
制

田
口
全
集

第
四
巻

九
七
頁
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時
代
の
思
潮
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る1

9
8

こ
の
時
期
の

南
進
論

と
は

主
に
志
賀
重
昂

菅
沼
貞
風

一
八
六
五

一
八
八
九
年

福
本
日
南

一
八
五
七

一
九
二
一
年

な
ど

の
民
間
の
論
客
が
提
唱
し

同
時
期
に
お
い
て
朝
鮮
半
島
と
中
国
大
陸
の
政
治
情
勢
に
対
す

る
強
い
関
心
と
膨
張
主
義
的
な
姿
勢
を
示
す

北
進
論

者
と
対
抗
す
る
た
め
に
打
ち
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る

武
力
進
出
を
唱
え
る

北
進
論

と
異
な
り

こ
の
よ
う
な

南
進
論

の
特
徴
は

商
業
的
利
益
を
重
視
し
て
い
る1

9
9

田
口
の
著
名
な
政
論

南
洋
経
略
論

一

八
九
〇
年

に
お
い
て

軍
艦

で
は
な
く

商
業
艦
隊

を
主
張
す
る
の
は

ま
さ

に
こ
の
よ
う
な
視
点
に
従

た
た
め
で
あ
る2

0
0
	 

田
口
の
南
洋
に
関
す
る
諸
論
説
に

南
洋
経
略
論

は
最
も
田
口
の
南
洋
思
想
を
反
映

し
て
い
た
と
も
い
え
る

そ
の
冒
頭
で
田
口
は

我
日
本
人
種
の
孤
島
の
内
に
閉
居
し
た
る

や
久
し2

0
1

と

海
外
殖
民
の
緊
迫
感
を
示
し
た
一
方

我
日
本
人
種
を
し
て
太
平
洋
の

大
王
た
ら
し
む
る
の
端
を
開

く
と
い
う
期
待
を
も
抱
い
て
い
た2

0
2

こ
こ
で
田
口
の

内

地
雑
居
論

に
利
益
に
よ
る
人
種
間
の
平
等
な
関
係
が

南
洋
の
殖
民
論
で
は
人
種
間
の
競

争
関
係
へ
と
転
換
し
て
い
た

田
口
に
よ
れ
ば

南
洋
諸
島
は
名
称
上
に
於
て
は
大
約
既

に
欧
洲
諸
国
の
属
国

で
あ
る
が

其
実
に
至
り
て
は
毫
も
其
人
民
の
移
住
す
る
も
の
な

く
し
て
土
民
は
実
に
其
酋
長
の
支
配
を
受
く
る
も
の
な
り

日
本
人
は
土
地
の
購
入

殖

民
の
勃
興

通
商
貿
易
な
ど
は
実
は
自
由
で
あ
り

制
限
は
な
い

田
口
が
強
調
し
た
の
は

欧
州
諸
国

で
は
な
く

南
洋
の

土
民

と
競
争
す
る
こ
と
で
あ

た2
0
3
	 

明
治
期
の
南
進
論
の
名
篇
と
し
て

田
口
の

南
洋
経
略
論

は
従
来
重
視
さ
れ
て
き
た

2
0
4

し
か
し

本
稿
が
強
調
し
た
い
の
は

南
洋
経
略
論

は
田
口
の
南
洋
行
前
の
政
論

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
1
9
8	 

こ
こ
で
河
野
有
理
は
田
口
の
南
洋
行
の
決
意
は

志
賀
重
昂
の
南
進
論
ブ

ム
と
関
わ
る
と
考
え
た

前

掲
書
河
野
有
理

三
二
頁

そ
の
時
期

志
賀
重
昂
の
話
題
と
な

た
作
品
は

南
洋
時
事

志
賀
重
昂
田

口
全
集

第
三
巻

志
賀
重
昂
田
口
全
集
刊
行
会

一
九
二
七
年

で
あ
る

	 

1
9
9	 

前
掲
書
河
野
有
理

三
二
頁

前
掲
書
矢
野
暢

四
三

四
四
頁

	 

2
0
0	 

前
掲
書
河
野
有
理

三
二
頁

田
口
卯
吉

南
洋
経
略
論

田
口
全
集

第
四
巻

三
七
三
頁

	 

2
0
1	 

前
掲
論
文
田
口
卯
吉

南
洋
経
略
論

三
七
一
頁

	 

2
0
2	 

田
口
卯
吉

別
に
望
み
意
中
を
表
す

田
口
全
集

第
八
巻

三
〇
一
頁

	 

2
0
3	 

前
掲
論
文
田
口
卯
吉

南
洋
経
略
論

三
七
三
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

五
四

五
五
頁

	 

2
0
4	 

前
掲
書
矢
野
暢

一
七
七

一
七
八
頁

前
掲
論
文
森
久
男

二
三
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇

〇
三
年

五
四

五
五
頁

前
掲
書
河
野
有
理

三
二
頁

前
掲
論
文
丹
野
勲

九
一

九
五
頁
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だ
け
で
あ
り

時
代
の
影
響
が
あ

た
一
方

田
口
自
身
の
想
像
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
こ

と
で
あ
る

そ
の
意
味
で
は

田
口
の
南
洋
行
の
実
体
験
の
記
録
と
し
て
の

南
洋
通
信

全
四
篇

は
一
層
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

つ
ぎ
に

田
口
の

南
洋
通
信

の
記
述

を
通
し
て

そ
の
南
洋
経
験
を
解
明
し
て
い
く

	 

	 

二

	 

南
洋
通
信

に
見
ら
れ
る

南
洋

	 

	 

一
八
九
〇
年
五
月
一
五
日

田
口
は
帆
船
天
祐
丸
に
乗
り
込
み

横
浜
か
ら
出
航

小
笠

原
島

グ
ア
ム

パ
ラ
オ

ポ
ネ
ビ
な
ど
の
南
洋
群
島
を
巡
行
し
た2

0
5

こ
の
間

田
口
は

南
洋
の
見
聞
を
通
信
の
形
で
国
内
の
新
聞
紙
に
載
せ
て

読
者
に
南
洋
の
実
情
を
紹
介
し
よ

う
と
し
た

	 

例
え
ば

南
洋
行
以
前
よ
り
小
笠
原
島
が

餘
程
有
利
の
地
な
る
様

で
あ
る
と
思

て

い
た
田
口
は

実
際
は
大
に
之
に
異
な

る
こ
と
が
わ
か

た

当
地
は

瘠
地

だ
け

で
は
な
く

且
つ

坂
多
く
平
地
甚
だ
稀
な
れ

で
あ
る

気
候
の
理
由
の
た
め

内
地
に

な
い
商
品

例
え
ば

パ
イ
ナ
ツ
プ
ル

バ
ナ
ナ

マ
ニ
ラ

タ
コ
ノ
木

な
ど
は
あ
る
が

田
口
は

決
し
て
望
み
あ
る
と
を
覚
え
ず

と
嘆
い
て
い
る2

0
6
	 

し
か
し
経
済
的
に
あ
ま
り
有
利
と
は
い
え
な
い
と
言
い
つ
つ
も

小
笠
原
島
が

政
事
上

に
於
て
も
決
し
て
放
置
す
べ
か
ら
ざ
る
要
港

だ
と
田
口
は
考
え
て
い
た

米
国
の
漁
船

は
年
々
此
地
に
碇
泊
し

加
え
て

数
日
前
に

大
乱
暴
を
働
き
た
る
様
子

が
あ
り

海
軍
省
の
如
き
は
殊
に
注
意

す
べ
き
だ
と
田
口
は
呼
び
か
け
て
い
る2

0
7

実
は

該
当

期
に

南
洋

を
帝
国
日
本
の

自
由
貿
易

の
舞
台
と
し
た
田
口
は

小
笠
原
群
島
を
南

進
論
の
拠
点
と
し

経
済
的
面
に
も
政
治
的
面
に
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
た2

0
8

帰

国
後

小
笠
原
島
を
南
洋
艦
隊
の
基
地
と
す
る
田
口
の
提
唱
は

そ
れ
と
緊
密
に
関
係
す
る

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
0
5	 

田
口
卯
吉
の
南
洋
出
航
に
つ
い
て

前
掲
書
田
口
親

一
六
三

一
七
五
頁

前
掲
書
河
野
有
理

一
〇

一
二

二
九

三
三
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

五
四

五
六
頁

前
掲
書
矢
野
暢

一
八
九

一
九
二
頁
を
参
考

	 

2
0
6	 

田
口
卯
吉

小
笠
原
島
よ
り

田
口
全
集

第
八
巻

五
二
〇

五
二
一
頁

	 

2
0
7	 

同
右

五
二
一
頁

	 

2
0
8	 

田
口
卯
吉
の
自
由
貿
易
思
想
と
南
進
論
に
つ
い
て

石
原
俊

近
代
日
本
と
小
笠
原
諸
島	 

:
	 

移
動
民
の

島
々
と
帝
国

平
凡
社

二
〇
〇
七
年

三
一
六

三
一
八
頁
を
参
考
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と
考
え
ら
れ
る2

0
9
	 

ま
た

田
口
は
当
地
の
島
民
の
生
活
に
つ
い
て
の
記
録
を
残
し
た

田
口
に
よ
れ
ば

彼

ら
は
米
国
の
帰
化
人
で

カ
ナ
カ
人
種

と
い
い

皆
な
徒
跣
に
て
土
上
を
歩
み
憐
む
べ

き

生
活
を
し

カ
ノ

船
に
て
正
覚
坊
を
取
り

掌
大
の
玉
蜀
黍
を
植
え

る
こ
と
に

よ

て
生
計
を
立
て
て
い
る
と
い
う

そ
し
て
田
口
は

文
明
人
の
末
に
も
此
の
如
き
も
の

あ
り
や
と
怪
ま
る
ゝ
程
な
り

と
感
嘆
し
て
い
る2

1
0
	 

初
め
て
南
洋
島
民
に
出
会

た
田
口
は

島
民
の

徒
跣

の
生
活
習
慣

あ
る
い
は

掌

大
の
玉
蜀
黍

と
い
う
生
計
に
対
し
て

憐
憫
の
情
を
示
し
た
も
の
の

彼
自
身
が

文
明

人

で
あ
る
と
い
う
認
識
も
確
認
し
て
い
る

こ
こ
で
田
口
は

南
洋
島
民
を

文
明
人
の

末

と
い
う
微
妙
な
言
い
方
を
選
ん
だ
の
は

南
洋
と
い
う
場
所
に
は

当
地
の

土
人

だ
け
で
は
な
く

殖
民
地
で
働
い
て
い
る
西
洋
人
も
い
た
の
で
あ
る

こ
う
し
た
文
明
優
劣

の
序
列
の
な
か
に

田
口
は

土
人

西
洋
人
と
彼
自
身
を
位
置
づ
け
さ
せ
た

	 

そ
の
後

グ
ア
ム
島
上
陸
の
際
に

田
口
は

健
康
診
断
書

問
題
を
め
ぐ

て

文

明
国

で
あ
る

西
班
牙

と
交
渉
し
た
が

困
難
を
極
め
た

	 

も
と
も
と

健
康
診
断
書

は

横
浜
な
る
西
班
牙
領
事

に
申
込
み

横
浜
地
方
に
流

行
病
が
な
い

同
船
乗
組
員
に
病
人
が
い
な
い
と
証
明
す
る
と
も
ら
え
る
も
の
で
あ
る
が

田
口
は
そ
れ
を
知
ら
な
か

た

殖
民
政
府
と
の
交
渉
を
行
う
た
め
に

田
口
は

海
員
雇

用
傭
入
証
書

海
外
旅
券

船
免
状

な
ど
を
提
示
し
て
い
て
も

上
陸
禁
止

と
い
う
回
答
を
受
け
取

た

数
日
後

よ
う
や
く
軍
医
が
来
て

田
口
と
同
行
し
た
船
員

の
健
康
を
証
明
し

船
中
の
貨
物
が
検
査
さ
れ
た
後

漸
く
田
口
の
上
陸
許
可
は
認
め
ら
れ

た2
1
1
	 

当
島
の
印
象
に
つ
い
て

田
口
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

	 

	 

西
班
牙
の
此
島
を
得
し
後

カ
ソ
リ
ツ
ク

教
は
土
人
に
興
ふ
る
に
名
を

以
て
せ
り

而
し
て
平
生
称
呼
す
る
所
は
皆
な
此
名
な
れ
ば
土
人
は
凡
て
西
洋
人

の
如
き
名
な
り

姓
名
す
ら
此
の
如
し

故
に
家
屋
の
建
築
法
を
初
め

衣
服
飲

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
0
9	 

田
口
卯
吉

南
北
太
平
洋
艦
隊
を
組
織
す
べ
し

東
京
経
済
雑
誌

第
五
八
九
号

一
八
九
一
年
九
月

一
二
日

三
八
八
頁

	 

2
1
0	 

前
掲
論
文
田
口
卯
吉

小
笠
原
島
よ
り

五
二
一
頁

	 

2
1
1	 

田
口
卯
吉

グ
ラ
ム
島
ア
プ
ラ
港
よ
り

田
口
全
集

第
八
巻

五
二
二

五
二
三
頁
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食
其
他
万
般
の
事
に
至
る
ま
で
土
人
と
西
班
牙
人
の
間
に
殆
ど
区
別
な
し

唯
だ

貧
富
の
差
あ
る
の
み

故
に
土
人
と
西
班
牙
人
と
の
間
に
は
折
合
極
め
て
宜
し

2
1
2

	 

	 

田
口
に
と

て

最
も
驚
嘆
す
る
の
は

お
そ
ら
く
以
下
の
二
つ
の
こ
と
で
あ
る

ま
ず

は

土
人

の

建
築
法

衣
服
飲
食

姓
名

な
ど
は

西
班
牙
人
の
間
に
殆

ど
区
別
な
し

と
い
う
こ
と

い
わ
ば

西
洋
化

文
明
化

の
程
度
で
あ
る

ま
た

土
人

と
西
班
牙
人
は
貧
富
の
差
が
あ
り
な
が
ら

折
合
極
め
て
宜
し

と
い
う
こ
と

つ
ま
り
良
好
な
社
会
関
係
を
築
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

	 

も
と
も
と

南
洋
行
の
前
の
論
説

殖
民
制

に
は

田
口
は
ス
ペ
イ
ン
の
海
外
殖
民
を

失
敗
例
と
し
て
捉
え
た

田
口
に
よ
れ
ば

専
制
に
し
て
且
つ
中
央
集
権
の
主
義

の
ス

ペ
イ
ン
は

南
米
の
領
土
拡
張
に
は

金
銀
を
開
拓
し

鉱
業
だ
け
を
重
視
し

産
物
を
自

国
だ
け
に
輸
送
し

殖
民
地
と
他
国
と
の
通
商
を
禁
じ
た

そ
れ
は
結
局

衰
廃
を
も
た
ら

し
た

そ
れ
と
反
対
に

自
由
に
し
て
且
つ
地
方
分
権
の
精
神

を
持
つ
イ
ギ
リ
ス
は

殖
民
地
に
自
治
権
を
与
え

政
治
と
宗
教
に
干
渉
し
な
い
と
決
め

繁
栄
を
促
し
た

田
口

は
イ
ギ
リ
ス
式
の
殖
民
地
運
営
を
評
価
し

ス
ペ
イ
ン
式
に
は
反
対
し
て
い
た2

1
3
	 

と
こ
ろ
が

田
口
は
自
ら
南
洋
の
ス
ペ
イ
ン
の
殖
民
地
グ
ア
ム
島
を
見
た
ら

西
班
牙

の
制
御
巧
み
な
る
は
感
服
す
べ
き
な
り2

1
4

と
言
え
ざ
る
を
得
な
か

た

つ
ま
り
田
口
に

お
け
る
既
存
の
知
識
と
実
際
の
経
験
と
の
相
違
が

南
洋

と
い
う
場
を
通
し
て
微
妙
に

見
ら
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う

	 

ス
ペ
イ
ン
の
有
力
な
統
治
下
の
グ
ア
ム
島
の
実
情
に
比
べ

当
地
で
酋
長
の
統
治
に
あ

た
パ
ラ
ヲ
島
に
対
す
る
田
口
の
記
載
は
対
照
的
で
あ

た

田
口
に
よ
れ
ば

当
島
の

土

人
は
皆
な
裸
体
に
し
て

男
は
腰
部
に
犢
鼻
褌
を
着
す
る
の
み

だ
と
い
う

そ
の

裸

体

は
経
済
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
は
な
く

当
島
の
極
め
て
自
然
な
習
慣
で
あ

た

ま
た

島
民
は
嗜
酒
し

終
日
之
を
飲

み

踊
り
を
好
み

共
に
三
十
五
六
人
程
の

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
1
2	 

同
右

五
二
四
頁

	 

2
1
3	 

前
掲
論
文
田
口
卯
吉

殖
民
制
・
第
四

一
〇
二

一
〇
六
頁

こ
こ
で
田
口
卯
吉
の
植
民
地
を
類
型

化
し
た
指
摘
が
あ
る

つ
ま
り

イ
ギ
リ
ス
型

と

ス
ペ
イ
ン
型

で
あ
る

前
掲
論
文
森
久
男

九
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

五
一

五
二
頁

	 

2
1
4	 

前
掲
論
文
田
口
卯
吉

グ
ラ
ム
島
ア
プ
ラ
港
よ
り

五
二
四
頁
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男
皆
坐
し
て
歌
を
唄
ひ
手
を
動
か
す

田
口
に
よ
れ
ば

土
人
の
此
踊
を
嗜
む
こ
と
驚

く
べ
し

徹
宵
厭
く
を
知
ら
ず

と
い
う2

1
5
	 

当
島
の
習
慣

風
俗

秩
序
を
細
か
く
記
載
し
た
が

田
口
の
着
目
点
は
別
の
と
こ
ろ
に

あ

た

西
班
牙
商
に
至
り
て
は
一
人
も
見
当
た
ら
ざ
る

と
確
認
し
た
上
で

田
口
は

筆
鋒
を
転
じ

此
島
の
土
人
は
皆
な
懶
惰
に
し
て
豊
饒
な
る
土
地
も
耕
作
を
施
さ
ず
全
く

天
然
に
委
す

惜
し
む
べ
き
な
り

若
し
日
本
人
を
此
諸
島
に
移
さ
ば
其
進
歩
知
る
べ
し

必
ず
開
発
の
功
を
全
う
す
べ
し

と

こ
こ
で
田
口
の
念
頭
に
あ
た

た
の
は

ス
ペ
イ

ン
人
で
は
な
く

懶
惰

野
蛮

な

土
人

と
競
争
し

殖
民
地
を
獲
得
す
る
こ

と
で
あ
る2

1
6
	 

こ
う
し
た
期
待
を
抱
き
な
が
ら

田
口
は
ま
た
ポ
ネ
ビ
・
ゼ
コ
イ
ト
島
に
向
か

た

し

か
し

当
島
の
殖
民
地
政
府
の

土
木
官
吏

は

強
迫
的
な
手
段
を
以
て

土
人

を

酷
使
し

つ
い
に

土
人

は

土
木
官
吏
及
び
兵
士
を
襲
殺
し
反
旗
を
翻
せ
り

と
い
う

局
面
に
至

た

そ
し
て

土
人

は
百
人
死
亡
し

ス
ペ
イ
ン
人
は
死
者
三
人

負
傷
者

十
八
人
だ
と
い
う

激
戦
中

西
班
牙
政
府
は
我
が
船
用
の
銃
器
弾
薬
は
勿
論
日
本
刀
の

類
に
至
る
ま
で
之
を
自
国
の
軍
艦
に
取
り
上
げ
置
き

且
つ
我
船
の
他
港
に
行
く
を
許
さ
ゞ

る
な
り

と

田
口
は
行
動
の
自
由
を
も
失

た

そ
の
た
め

直
ち
に
帰
朝
す
る
心
算

な
り

と

田
口
の
半
年
の
南
洋
行
は
慌
た
だ
し
く
終
わ

た2
1
7
	 

後
に
田
口
自
身
が

自
奮
投
身
蛮
民
之
中

以
試
貿
易

其
間
失
望
落
胆

仰
天
嘆
息
者

不
一
而
足

而
歓
喜
踊
躍

拍
手
呼
快
者

亦
頗
多
矣2
1
8

と
述
懐
す
る
よ
う
に

南
洋
と

い
う
場
所
に
は

失
望

と

歓
喜

が
併
存
し
て
い
た

い
ず
れ
に
せ
よ

当
時

南

洋
通
商
の
利

を
よ
く
説
い
た
が

其
実
践
を
欠
く

と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば

田
口
の

半
年
に
わ
た

た
南
洋
巡
行

そ
し
て
後
に
南
洋
諸
島
の
面
積

人
口

物
産
な
ど
に
詳
し

く
記
載
さ
れ
た

南
洋
貿
易
事
務
報
告

一
八
九
一
年

を
出
版
し
た
こ
と
は

明
治
期

に
お
け
る
南
洋
経
験
の
空
白
を
埋
め
た
と
も
い
え
る2

1
9

そ
し
て
田
口
の
南
洋
へ
の
関
心
は

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
1
5	 

田
口
卯
吉

パ
ラ
ヲ
島
よ
り

田
口
全
集

第
八
巻

五
二
五

五
二
六
頁

	 

2
1
6	 

同
右

五
二
九
頁

	 

2
1
7	 

田
口
卯
吉

ポ
ネ
ビ
・
ゼ
コ
イ
ト
湾
よ
り

田
口
全
集

第
八
巻

五
三
〇

五
三
二
頁

	 

2
1
8	 

田
口
卯
吉

南
島
巡
航
記

抄

田
口
全
集

第
八
巻

五
三
二
頁

	 

2
1
9	 

田
口
卯
吉

南
洋
貿
易
事
務
報
告

田
口
全
集

第
四
巻

三
七
五

三
七
七
頁

前
掲
書
田
口
親

一
七
〇
頁
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た
だ
知
的
流
行
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く

自
ら
南
島
商
会
を
組
織
し

殖
民
協
会
を
設

立
し

南
洋
殖
民
を
本
格
的
に
進
め
よ
う
と
し
た2

2
0
	 

そ
も
そ
も

当
時
日
本
で
は
や

て
い
た
海
外
移
住
は

主
に
ハ
ワ
イ
を
目
的
地
と
し
て

い
た2

2
1

し
か
し

そ
こ
で
の
日
本
人
は
皆

洋
人
の
使
役
に
従
ひ

其
土
地
を
耕
や
し

其
家
事
を
理
す
る
も
の
な
り

独
立
独
行
の
も
の
に
至
り
て
は
実
に
少
し

我
人
種
の

品
味
を
高
め

我
国
力
の
増
殖
を
図
り

我
海
運
の
進
歩
を2

2
2

求
め
る
た
め

田
口
は
南

洋
殖
民
を
唱
え
て
い
る

南
洋
の
実
体
験
に
よ

て

南
洋

土
人

の
野
蛮
・
落
後
と

殖
民
地
洋
人
の
文
明
・
先
進
と
い
う
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
田
口
に
強
い
印
象
を
残
し
た

後
述

す
る
よ
う
に

田
口
が
再
び
内
地
雑
居
論
争
や
日
本
人
種
の
起
源
な
ど
の
問
題
を
論
じ
る
際

に
は

南
洋
行
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

	 

	 

第
三
節	 

日
本
人
種
起
源
論
と
そ
の
展
開	 

	 

	 

一

	 

日
清
戦
争
へ	 

	 

田
口
は
帰
国
後

南
洋
殖
民
に
大
き
な
力
を
注
い
で
い
た
が

人
々
の
関
心
は
朝
鮮
半
島

問
題
を
め
ぐ
る
日
清
戦
争
の
緊
張
に
よ
り

再
び

北

に
戻

た

そ
し
て

明
治
二
十

年
代
に
沸
い
た
南
洋
熱
も

ま
た
た
く
間
に
冷
却
し
て
し
ま

た2
2
3

田
口
も
ま
た
有
力
な

ジ

ナ
リ
ス
ト
と
し
て

日
本
と
中
国
お
よ
び
そ
の
属
国
朝
鮮
と
の
関
係
を
論
説
の
中
心

に
あ
て
る
よ
う
に
な

た2
2
4
	 

急
遽
決
ま

た

ま
た
期
間
に
お
い
て
も
短
い
南
洋
の
旅
と
は
異
な
り

政
治
的

軍
事

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
2
0	 

前
掲
書
河
野
有
理

三
三
頁

そ
し
て
具
体
的
な
展
開
に
つ
い
て

前
掲
書
田
口
親

一
六
五

一
七
三

頁
に
詳
し
い

	 

2
2
1	 

お
そ
ら
く

そ
れ
は
当
時
の
海
外
出
稼
ぎ
を
目
的
と
す
る
官
約
移
民
と
関
わ

て
い
る

前
掲
論
文
森
久

男

二
六
頁

	 

2
2
2	 

前
掲
論
文
田
口
卯
吉

別
に
望
み
意
中
を
表
す

三
〇
一
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三

年

五
四

五
五
頁

	 

2
2
3	 

前
掲
書
矢
野
暢

五
三
頁

	 

2
2
4	 

日
清
戦
争
前
後
の
田
口
卯
吉
の
言
動
に
つ
い
て

本
論
に
は
前
掲
書
田
口
親

二
〇
七

二
一
二
頁

前

掲
論
文
小
峰
和
夫

二
二
九

二
三
〇
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

五
八

五
九
頁

同

二

〇
〇
四
年

一
三
九

一
四
六
頁

前
掲
論
文
森
久
男

三
七

三
九
頁
に
よ
る
も
の
は
多
い
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的
に

田
口
は
以
前
よ
り
中
国
を
大
き
な
仮
想
敵
と
し
て
捉
え
て
い
た

日
本
開
化
小
史

刊
行
後
ま
も
な
く

田
口
は

支
那
開
化
小
史

一
八
八
八
年

を
執
筆
し
た

同
じ
文

明
史
を
論
じ
た
系
列
の
作
品
で
あ

て
も

こ
れ
ら
二
冊
の
差
異
は
大
き
い2

2
5

進
歩
の

意
識

合
理
的
因
果
関
係

文
明
・
人
民
へ
の
視
野
の
拡
大2

2
6

な
ど
の
歴
史
叙

述
に
重
点
が
置
か
れ
た
絢
爛
多
彩
な

日
本
開
化
小
史

と
は
反
対
に

支
那
開
化
小
史

で
は
以
下
の
よ
う
な
結
論
が
記
述
さ
れ
て
い
る

	 

	 

周
よ
り
以
前
数
千
年
間
は
封
建
乱
離
の
禍
害
に
埋
没
し
た
る
時
代
な
り

秦
よ

り
以
後
二
千
余
年
は
専
制
政
治
の
腐
敗
に
沈
淪
し
た
る
時
代
な
り

支
那
国
の
人

民
は
未
だ
嘗
て
此
弊
害
を
豫
防
す
る
の
制
度
を
発
見
す
る
に
至
ら
ざ
り
き

封
建

乱
離
の
禍
害
耐
ふ
べ
か
ら
ざ
る
に
及
び
て
之
を
一
掃
す
る
も
の
は
専
制
政
治
是

な
り

専
制
政
治
の
腐
敗
耐
ふ
べ
か
ら
ざ
る
に
及
び
て
之
を
一
掃
す
る
も
の
は
叛

乱
分
裂
是
な
り

支
那
国
人
民
の
歴
史
は
此
数
事
を
反
復
し
た
る
に
過
ぎ
ず2

2
7
	 

	 

以
上
の
よ
う
に

田
口
は

支
那
国
の
人
民
は
常
に
政
治
上
の
弊
害
に
苦
し
め
る
こ
と2

2
8

だ
け
を
強
調
し
て
い
た

	 

同
時
代
人
は
既
に

支
那
開
化
小
史

が

本
書
専
論
治
乱
之
大
綱

不
記
瑣
屑
之
事

所
異
于
尋
常
支
那
史

実
在
于
此

然
所
記
特
在
政
治
上

而
不
渉
一
般
社
会
之
事

称
曰

開
化
小
史

恐
名
過
其
実

改
為
政
綱
小
史

如
何2
2
9

と
風
刺
し
た

し
か
も

支
那
開

化
小
史

を
田
口
の

開
化
史
の
終
焉

と
し
て
捉
え
た
意
見
も
あ

た2
3
0

西
洋
歴
史
家

の
影
響
を
う
け

田
口
は
主
に
歴
史
的
観
点
か
ら

停
滞
し
た

中
国
像
を
描
こ
う
と
し
て

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
2
5	 

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
四
年

一
三
五

一
三
八
頁

前
掲
書
小
沢
栄
一

二
四
一

二
四

八
頁

	 

2
2
6	 

前
掲
書
小
沢
栄
一

二
一
三
頁

前
掲
書
河
野
有
理

六
五
頁

	 

2
2
7	 

田
口
卯
吉

支
那
開
化
小
史

田
口
全
集

第
二
巻

二
八
六
頁

支
那
開
化
小
史

を
論
じ
た
も
の

と
し
て

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
四
年

一
三
六

一
三
七
頁

前
掲
書
河
野
有
理

一
一
七

一
二
四
頁

前
掲
書
小
沢
栄
一

二
四
二

二
四
八
頁
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

	 

2
2
8	 

前
掲
書
田
口
卯
吉

支
那
開
化
小
史

二
八
六
頁

	 

2
2
9	 

前
掲
書
田
口
卯
吉

支
那
開
化
小
史

二
六
六
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
四
年

一
三

七
頁

前
掲
書
小
沢
栄
一

二
四
三
頁

	 

2
3
0	 

前
掲
書
河
野
有
理

一
二
〇
頁
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い
た2

3
1
	 

し
か
し
一
方
で

中
国
の
現
実
的
な
政
治
と
軍
事
力
に
つ
い
て
は

田
口
は
か
な
り
慎
重

な
態
度
を
示
し
た

例
え
ば

一
八
八
二
年
の
壬
午
事
変
に

朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
宗
主
権

問
題
に
つ
い
て

日
清
両
国
の
対
立
は
深
刻
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ

た

東
洋
の
老
大

朽
木
ヲ
一
撃
ノ
下
ニ
挫
折
セ
ン
ノ
ミ2

3
2

と

清
国
に
対
す
る
積
極
的
な
主
戦
論
を
唱
え
る

福
沢
と
は
反
対
に

田
口
は
清
国
が

若
し
力
を
海
軍
に
用
ひ
ば
必
ず
我
に
十
余
倍
す
る
の

軍
艦
を
備
へ
ん

若
し
力
を
陸
軍
に
注
が
ば
必
ず
我
に
十
余
倍
す
る
の
兵
士
を
養
は
ん

と

し

是
れ
豈
に
懼
る
べ
き
に
あ
ら
ず
や

と

武
力
衝
突
を
極
力
回
避
す
べ
き
姿
勢
を
と

た2
3
3

ま
た

一
八
八
三
年

ベ
ト
ナ
ム
の
宗
主
権
問
題
を
め
ぐ

て

清
国
と
フ
ラ
ン

ス
は
対
立
し
た

そ
れ
を
機
に

一
部
の
論
者
は
朝
鮮
に
進
出
を
唱
え
た
の
に
対
し
て

田

口
も
同
様
に
政
府
に

局
外
中
立

を
厳
守
す
べ
き
だ
と
忠
告
し
た2

3
4

其
人
口
我
に
十

倍
し

其
外
国
貿
易
は
我
に
三
倍
し

其
土
地
我
に
十
一
倍
せ
り

と
い

た
よ
う
に

田

口
に
と

て

中
国
は
脅
威
で
あ

た2
3
5
	 

実
際
に
は

日
清
戦
争
ま
で
二
つ
の
矛
盾
す
る
ヴ

ジ

ン
が
田
口
の
念
頭
に
併
在
し
て

い
た

つ
ま
り

歴
史
上
の

停
滞
し
た

中
国
像
と
現
実
の

恐
る
べ
き

中
国
像
で
あ

る2
3
6

し
か
し

日
清
戦
争
が
近
づ
く
に
つ
れ

田
口
は
明
ら
か
に
主
戦
論
に
向
か

て
い

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
3
1	 

田
口
卯
吉
と
西
洋
文
明
史
の
受
容
に
つ
い
て

前
掲
書
田
口
親

七
六

七
八
頁

前
掲
書
河
野
有
理

六
三

七
六
頁

前
掲
書
小
沢
栄
一

二
一
五

二
二
〇
頁
に
詳
し
い

一
方

武
藤
秀
太
郎
は

田
口
が
再

三
強
調
し
た

停
滞
し
た

中
国
像
は

決
し
て
西
洋
学
問
か
ら
受
容
し
た

文
明

と

野
蛮

と
い
う
構

図
を

素
朴
に
投
影
し
た
結
果
で
は
な
い

と
指
摘
し
た

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
四
年

一
四

五
頁

	 

2
3
2	 

福
沢
諭
吉

日
支
韓
三
国
の
関
係

時
事
新
報

一
八
八
二
年
八
月
二
五
日

一
頁

前
掲
論
文
武

藤
秀
太
郎

二
〇
〇
四
年

一
四
〇
頁

ま
た

同
時
期
の
福
沢
諭
吉
の
朝
鮮
観
に
つ
い
て

杵
淵
信
雄

壬

午
軍
乱

福
沢
諭
吉
と
朝
鮮	 

:
	 

時
事
新
報
社
説
を
中
心
に

彩
流
社

一
九
九
七
年

五
五

六
七
頁
を

参
考

	 

2
3
3	 

田
口
卯
吉

自
由
航
業
論
・
第
六

田
口
全
集

第
四
巻

一
三
四
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二

〇
〇
四
年

一
四
〇
頁

	 

2
3
4	 

田
口
卯
吉

清
仏
開
戦
に
関
し
て
日
本
の
位
地
如
何

田
口
全
集

第
五
巻

一
七
五
頁

清
仏
開
戦

の
際

田
口
と
福
沢
と
の
対
外
認
識
は
微
妙
に
異
な

て
い
る

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
四
年

一
四
一
頁
を
参
考

	 

2
3
5	 

田
口
卯
吉

支
那
国
の
実
力

田
口
全
集

第
五
巻

一
八
一
頁

	 

2
3
6	 

武
藤
秀
太
郎
は

恐
る
べ
き

中
国
と

停
滞
し
た
中
国

一
八
八
〇
年
代
か
ら
日
清
戦
争
に
至
る
田
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た

一
八
九
三
年

田
口
は
日
清

両
国
は
到
底
一
戦
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず

と
信
じ

清

国
が

未
だ
余
り
強
か
ら
ず

又
余
り
弱
か
ら
ざ

る
う
ち
に

早
速
開
戦
す
べ
き
だ
と
勧

め
た2

3
7

同
年
朝
鮮
に

防
穀
事
件

が
起
こ
り

田
口
は
朝
鮮
政
府
と
の
交
渉
が
決
裂
す

る
と

唯
だ
干
戈
に
訴
え
る
の
一
方
あ
る
の
み

と
し

清
国
の
干
渉
が
加
え
ら
れ
れ
ば

天
津
に
も
一
弾
を
投
ず
る

と

極
め
て
強
硬
な
外
交
策
を
と

た2
3
8

ま
た

論
説

日

清
開
戦
の
理
由

に
も

田
口
は
朝
鮮
の
独
立

自
衛
の
権
力

内
政
の
改
良
な
ど
の
論
点

か
ら

清
国
と
の
戦
争
を
力
説
し
た2

3
9

帝
国
財
政
の
整
備
と
軍
力
の
拡
張
が
ゆ
え
に

田

口
は
対
清
戦
争
の
準
備
は
整

た
と
考
え
た
の
で
あ
る2

4
0
	 

	 

二

日
鮮
同
祖
論

と
実
証
史
学	 

	 

対
清
・
対
朝
政
策
が
強
硬
化
し
て
い
く
に
つ
れ
て

同
時
期
に
朝
鮮
半
島
の
進
出
を
正
当

化
す
る

日
鮮
同
祖
論2

4
1

も
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ

た

こ
う
し
た
論
調
に

田
口
は

余

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  

口
の
中
国
像
に
は

こ
の
よ
う
な
相
矛
盾
す
る
二
つ
の
ヴ

ジ

ン
が
併
在
し
て
る

と
指
摘
す
る

前
掲
論

文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
四
年

一
四
四
頁

	 

2
3
7	 

田
口
卯
吉

末
広
重
恭
君
著
東
亜
之
大
勢
を
読
む

東
京
経
済
雑
誌

第
六
六
三
号

一
八
九
三
年
二

月
二
五
日

二
六
二
頁

田
口
卯
吉
と
日
清
戦
争
の
開
戦
に
つ
い
て

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三

年

五
八
頁

前
掲
書
田
口
親

二
〇
八
頁
に
詳
し
い

	 

2
3
8	 

田
口
卯
吉

防
穀
事
件
の
処
分
如
何

田
口
全
集

第
四
巻

四
三
二
頁

ま
た

前
掲
論
文
武
藤
秀

太
郎

二
〇
〇
三
年

五
八
頁

前
掲
論
文
小
峰
和
夫

二
二
九
頁

前
掲
論
文
森
久
男

三
八
頁
を
参
考

	 

2
3
9	 

田
口
卯
吉

日
清
開
戦
の
理
由

田
口
全
集

第
五
巻

三
四
五

三
四
九
頁

ま
た

前
掲
書
田
口

親

二
一
一
頁
を
参
考

	 

2
4
0	 

日
清
戦
争
前

田
口
卯
吉
は
主
に
財
政
革
新
に
力
を
注
い
だ

そ
れ
に
つ
い
て

前
掲
書
田
口
親

二
〇

七

二
一
二
頁
を
参
考

	 

2
4
1	 

今

日
本
人
と
朝
鮮
人
と
血
縁
的
な
祖
先
を
有
し

人
種
的
起
源
を
同
じ
く
す
る
歴
史
論
述
を

日
鮮
同

祖
論

と
呼
ん
だ
こ
と
は

一
九
二
九
年
に
公
刊
さ
れ
た
言
語
学
者
金
沢
庄
三
郎

一
八
七
二

一
九
六
七
年

の
著
述

日
鮮
同
祖
論

以
後
の
事
で
あ
る

そ
れ
ま
で
は

日
韓
同
域

同
祖
同
源

日
韓
同
祖
論

な
ど
の
言
葉
は
使
わ
れ
て
い
た

ま
た

日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
下
の
朝
鮮
に
お
い
て
皇
民
化
政
策
が
強
化

さ
れ
た
一
九
三
〇
年
代
の
後
半
に
は

同
根
同
祖

を
使
い
し
始
め
た

金
光
林

日
鮮
同
祖
論

を
通
し

て
み
る
天
皇
家
の
起
源
問
題

新
潟
産
業
大
学
人
文
学
部
紀
要

第
一
一
号

二
〇
〇
二
年

の

注

一

四
九
頁

同

日
本
に
お
け
る
朝
鮮
植
民
地
支
配
と

日
鮮
同
祖
論

工
学
院
大
学
共
通
課
程
研
究
論
叢

第
三
七
巻
第
二
号

二
〇
〇
〇
年

七
六
頁
の

注

一

を
参
考

	 



	   72	  

は
天
降
人
種
の
祖
先
に
就
き
て
は

単
純
な
る
朝
鮮
説
を
取
る
も
の
に
あ
ら
ず

と

あ
る
程
度
の
距
離
を
置
き
な
が
ら
も

若
し
我
邦
の
言
語

勾
玉
の
原
材

及
び
人
種
を

調
査
せ
ば

更
に
美
し
き
同
胞
を
海
外
に
発
見
す
べ
し2

4
2

と

日
本
人
種
起
源
論
へ
の
関

心
を
抱
き
つ
つ
あ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る

後
述
す
る
よ
う
に

確
か
に

該
当
期
の

日

鮮
同
祖
論

は

研
究
の
方
法
で
あ
れ
目
的
で
あ
れ

田
口
の
人
種
起
源
論
に
対
し
て
大
き

な
影
響
を
与
え
た2

4
3
	 

日
鮮
同
祖
論

の
源
流
は
江
戸
時
代
の
国
学
者
た
ち
の
伝
統
に
遡
る
と
い
う
指
摘
が
あ

る
が2

4
4

日
清
戦
争
前
後
の

日
鮮
同
祖
論

は

近
世
の
国
学
の
系
統
を
単
純
に
継
承
し

た
だ
け
で
は
な
く

言
語
学

地
理
学

考
古
学

人
類
学
な
ど
の
新
し
い
研
究
方
法
を
重

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  

上
記
以
外
に

本
論
に
参
考
と
な
る
先
行
研
究
と
し
て

沈
煕
燦

明
治
期
に
お
け
る
近
代
歴
史
学
の
成
立

と

日
鮮
同
祖
論

:

歴
史
家
の
左
手
を
問
う

立
命
館
史
学

第
三
五
号

二
〇
一
四
年

三
一

五
九

頁

旗
田
巍

日
本
人
の
朝
鮮
観

勁
草
書
房

一
九
六
九
年

の
第
一
部

日
本
人
の
朝
鮮
観

一

五

〇
頁

三

井
崇

近
代
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
な
か
の

日
鮮
同
祖
論

―
―

韓
国
併
合
前
後
を
中
心
に

―
―

朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集

第
四
二
号

二
〇
〇
四
年
一
〇
月

四
五

七
六
頁

工
藤
雅
樹

日

鮮
同
祖
論

の
史
学
史
的
意
義

関
晃
教
授
還
暦
記
念
会
編

日
本
古
代
史
研
究	 

:
	 

関
晃
先
生
還
暦
記
念

吉
川
弘
文
館

一
九
八
〇
年

六
〇
〇

六
三
一
頁

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

の
第
五
章

日

鮮
同
祖
論

八
七

一
〇
三
頁

前
掲
書
工
藤
雅
樹

一
三
六

一
五
〇
頁
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

	 

2
4
2	 

田
口
卯
吉

久
米
君
日
高
考
に
つ
い
て

田
口
全
集

第
一
巻

五
二
七

五
二
八
頁

	 

2
4
3	 

田
口
卯
吉
と

日
鮮
同
祖
論

の
関
係
に
つ
い
て

武
藤
秀
太
郎
は

田
口
の
人
種
論
は

中
略

非
常

に
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る

特
に
人
種
起
源
を
め
ぐ
る
議
論
は

日
鮮
同
祖
論
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に

学
問
的
な
動
機
と
は
別
に

当
時
の
時
代
状
況
が
多
分
絡
ん

だ
だ
け
と
指
摘
し

具
体
的
な
展
開
は
な
か

た

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

六
〇
頁

	 

2
4
4	 

江
戸
時
代
の
朝
鮮
研
究
に
つ
い
て

旗
田
巍
は

前
略

そ
れ
は
国
学
者
の
朝
鮮
研
究
で
あ
る

国
学

者
は
漢
学
者
と
ち
が
い
中
国
や
朝
鮮
の
学
問
を
尊
重
す
る
こ
と
を
や
め

記
・
紀
そ
の
他
の
日
本
古
典
の
優
秀

性
を
発
見
し

そ
の
研
究
を
通
じ
て
神
国
日
本
の
誇
を
う
ち
だ
し
た

そ
の
古
典
の
研
究
に
お
い
て

建
国
神

話
や
天
皇
の
歴
史
の
な
か
に
あ
ら
わ
れ
る
朝
鮮
が
当
然
に
問
題
に
な

た

そ
こ
に
う
ま
れ
た
朝
鮮
史
像
は

太
古
に
お
い
て
日
本
の
神
や
天
皇
が
朝
鮮
を
支
配
し

あ
る
い
は
日
本
の
神
が
朝
鮮
の
神
や
王
に
な
り

朝
鮮

の
王
族
・
貴
族
が
日
本
に
服
従
し
た
と
い
う
も
の
で
あ

た

国
学
者
は
日
本
の
建
国
の
起
源
に
さ
か
の
ぼ

て
日
本
の
朝
鮮
支
配
を
主
張
し
た

こ
う
い
う
意
識
は
古
く
か
ら
存
在
し

江
戸
時
代
の
漢
学
者
も
建
国
説
話

の
解
釈
で
は
同
様
の
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
が
あ

た
が

国
学
者
は
古
典
の
研
究
を
通
じ
て
特
に
強
く
主
張
し

た

国
学
は
日
本
人
の
精
神
的
発
展
の
歴
史
の
上
で
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
が

日
本
人
の
朝
鮮
観
の
形
成

の
上
で
も
重
大
な
意
味
を
も

た

と
評
す
る

旗
田
巍

日
本
に
お
け
る
朝
鮮
史
研
究
の
伝
統

旗
田
巍
編

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	 

日
本
と
朝
鮮

勁
草
書
房

一
九
六
九
年

三
頁
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視
す
る
西
洋
近
代
合
理
主
義
の
実
証
史
学
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で

記

紀

を
絶
対

化
し
て
批
判
を
許
さ
な
い
国
学
者
た
ち
と
の
対
抗
関
係
で
あ
る
と
の
側
面
を
も
有
し
て
い

る2
4
5
	 

例
え
ば

日
鮮
同
祖
論

の
代
表
論
者
で
あ
る
久
米
邦
武
の
論
考

神
道
ハ
祭
天
ノ
古

俗

で
は

日
本
の
皇
国
精
神
を
支
え
る
神
道
は
宗
教
で
は
な
く

只
天
を
祭
り

攘
災

招
福
の
祓
を
為
す

祭
祀
で
あ
り

三
種
神
器
や
新
嘗
祭
な
ど
も
大
陸
に
も
一
般
的
に
み
ら

れ
る

東
洋
の
古
俗

で
あ
る
と
主
張
す
る

ま
た

久
米
は
政
教
合
一
の
弊
害
を
強
調
し

な
が
ら

記

紀

を
一
般
的
な
歴
史
資
料
と
し
て
扱
う
よ
う
に
し
た2

4
6
	 

こ
う
し
た
論
考
は

保
守
的
な
国
体
論
者
・
神
道
家
の
憤
撃
を
買
い

皇
室
尊
厳
を
損
し

無
礼

不
敬

な
こ
と
と
さ
れ

猛
烈
な
攻
撃
を
受
け
た

結
局

久
米
は
帝
国
大

学
教
授
の
席
を
追
わ
れ

掲
載
雑
誌

史
学
会
雑
誌

が
発
禁
処
分
を
受
け
た
だ
け
で
は
な

く

大
日
本
編
年
史

の
編
纂
中
断

臨
時
編
年
史
編
纂
掛
の
廃
止

さ
ら
に
は
帝
国
大

学
総
長
加
藤
弘
之

一
八
三
六

一
九
一
六
年

す
ら
更
迭
さ
れ
る
と
い
う
厳
重
な
事
態
に

ま
で
発
展
し
て
い
た

い
わ
ゆ
る

久
米
筆
禍
事
件

で
あ
る2

4
7
	 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

久
米
の

古
俗

説
を

卓
見

と
し
た
田
口
は

彼
自
身
が

主
宰
す
る

史
海

第
八
巻

に
該
当
論
文
を
転
載
し

さ
ら
に

余
は
此
の
篇
を
読
み

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
4
5	 

日
鮮
同
祖
論

と
国
学
者
と
の
矛
盾
は
紀
年
論
争
に
よ
り
一
層
明
瞭
に
な

た

そ
れ
に
つ
い
て

前

掲
書
工
藤
雅
樹

一
三
八

一
三
九
頁

前
掲
論
文
沈
煕
燦

三
九

四
二
頁

前
掲
論
文
三

井
崇

五
〇

五
二
頁

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

八
八

八
九
頁
を
参
考

	 

2
4
6	 

久
米
邦
武

神
道
ハ
祭
天
ノ
古
俗

史
学
会
雑
誌

第
二
編
第
二
三

二
四

二
五
号

一
八
九
一

年
一
〇
月
一
五
日

一
一
月
一
五
日

一
二
月
一
五
日

一

一
五
頁

二
五

四
〇
頁

一
二

二
四
頁

大
久
保
利
謙
編
・
久
米
邦
武
著

史
学
・
史
学
方
法
論	 

久
米
邦
武
歴
史
著
作
集

第
三
巻

吉
川
弘
文
館

一
九
九
〇
年

二
七
一

二
九
六
頁

ま
た

田
口
卯
吉
と
久
米
邦
武
の

神
道
ハ
祭
天
ノ
古
俗

の
関
係

に
つ
い
て

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
四
年

一
三
四

一
三
五
頁

前
掲
書
田
口
親

一
七
七

一
八
二
頁
を
参
考

神
道
ハ
祭
天
ノ
古
俗

の
史
学
意
義
に
つ
い
て

前
掲
論
文
三

井
崇

五
二
頁

前

掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

八
九
頁
を
参
考

	 

2
4
7	 

そ
れ
に
つ
い
て

前
掲
論
文
三

井
崇

五
二

五
四
頁
を
参
考

よ
り
系
統
的
な
研
究
と
し
て

宮
地

正
人

久
米
邦
武
事
件
の
政
治
史
的
考
察―

―

天
皇
制
国
家
の
確
立
と
歴
史
学
と
の
関
係
に
よ
せ
て―

―

東

京
歴
史
科
学
研
究
会
編

転
換
期
の
歴
史
学

合
同
出
版
社

一
九
七
九
年

一
三
九

一
七
四
頁

今
井

修

鹿
野
政
直

日
本
近
代
思
想
史
の
な
か
の
久
米
事
件

大
久
保
利
謙
編

久
米
邦
武
の
研
究	 

久
米
邦
武

歴
史
著
作
集

別
巻

吉
川
弘
文
館

一
九
九
〇
年

二
〇
一

三
一
六
頁
を
参
考
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私
か
に
吾
国
現
今
の
或
る
神
道
熱
信
家
は
決
し
て
緘
黙
す
べ
き
場
合
に
あ
ら
ざ
る
を
思
ふ

若
し
彼
等
に
し
て
尚
ほ
緘
黙
せ
ば

余
は
彼
等
は
全
く
閉
口
し
た
る
も
の
と
見
做
さ
ゞ
る
べ

か
ら
ず

と
い
う
挑
発
的
な
序
文
を
加
え

国
学
界
の
憤
慨
を
一
層
招
い
た2

4
8

結
局

治

安
妨
害
と
い
う
罪
名
を
も

て

史
海

は
発
売
禁
止
を
受
け
た2

4
9

こ
こ
で
田
口
は

学
問
の
自
由
を
守
る
姿
を
示
し
た
と
と
も
に

実
証
史
学
へ
の
擁
護
も
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る

実
は
こ
の
時
期
こ
そ

田
口
は

久
米
ら
の
実
証
史
学
の
影
響
を
受
け

文
明
史

論

か
ら
人
物
中
心
論
の
史
学
研
究
へ
転
向
し
た
時
期
な
の
で
あ
る2

5
0
	 

一
八
八
八
年

明
治
政
府
の
修
史
事
業
は
内
閣
臨
時
修
史
局
か
ら
帝
国
大
学
へ
移
行
さ
れ

文
科
大
学
臨
時
編
年
史
編
纂
掛
を
設
置
し

重
野
安
繹
が
編
纂
委
員
長
に
着
任
し

加
え
て

久
米
邦
武
と
星
野
恒
が
加
入
し

官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
が
正
式
に
発
足
す
る2

5
1

彼
ら

は
も
と
も
と
清
朝
考
証
学
に
範
を
と
る
漢
学
者
で
あ

た2
5
2

さ
ら
に
彼
ら
は
御
雇
い
外
国

人
と
し
て
帝
国
大
学
史
学
科
に
教
壇
に
立
つ
リ

ス

Ludw
ig Riess

一
八
六
一

一
九

二
八
年

の
文
献
批
判
を
重
視
す
る
ド
イ
ツ
流
の
実
証
史
学
の
方
法
論
に
も
影
響
を
受
け

国
史
学

を
創
立
し
た2

5
3

こ
こ
で

近
代
日
本
の

日
鮮
同
祖
論

が
登
場
し
た2

5
4
	 

	 

例
え
ば

国
史
学
の
出
発
の

記
念
碑2

5
5

と
さ
れ
て
い
る

本
稿
国
史
眼

の
第
一
巻

第
一
紀	 

神
人
無
別
の
世

で
は

紀

記

に
お
け
る

海
原

を

韓
国

と

し

大
国
主
ノ
命
之
ヲ
承
ケ

新
羅
及
ビ
常
世
ノ
国
ト
交
通
セ
リ

吾
田
ノ
岬
ノ
韓

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
4
8	 

田
口
卯
吉

久
米
氏

神
道
ハ
祭
天
ノ
古
俗

の
ま
へ
が
き

田
口
全
集

第
二
巻

四
七
六
頁

前

掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
四
年

一
三
四
頁

	 

2
4
9	 

史
海

第
八
巻

は
禁
刊
さ
れ
た

前
掲
書
田
口
親

一
八
〇
頁

田
口
卯
吉
と
久
米
事
件
に
つ
い

て

前
掲
論
文
今
井
修

鹿
野
政
直

二
四
二

二
四
六
頁

前
掲
書
嘉
治
隆
一

九
五

一
〇
〇
頁
を
参
考

	 

2
5
0	 

前
掲
書
田
口
親

一
七
六

一
八
〇
頁

前
掲
書
小
沢
栄
一

五
〇
五

五
一
七
頁

	 

2
5
1	 

前
掲
論
文
三

井
崇

四
八
頁

よ
り
詳
し
い
研
究
と
し
て

宮
地
正
人

史
料
編
纂
所
の
歴
史
と
そ
の

課
題

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編

歴
史
学
と
史
料
研
究

山
川
出
版
社

二
〇
〇
三
年

一
六
一

一
八

一
頁
を
参
考

	 

2
5
2	 

三

井
崇
に
よ
れ
ば

こ
の
三
人
は

清
朝
考
証
学
に
依
拠
し
た
漢
学
者

で
あ
る
と
い
う

前
掲
論
文

三

井
崇

四
八
頁

	 

2
5
3	 

国
史
科
の
成
立
に
つ
い
て

前
掲
書
小
沢
栄
一

四
三
〇

四
四
一
頁

前
掲
書
永
原
慶
二

三
三
〇

三
三
九
頁
を
参
考

	 

2
5
4	 

前
掲
書
工
藤
雅
樹

一
三
八
頁

	 

2
5
5	 

前
掲
書
小
沢
栄
一

四
三
七
頁
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国
ニ
通
ス
ル
ニ
便
ナ
ル
ヲ
以
テ
都
ヲ
定
メ

我
民
及
ビ
馬
韓
百
済
濊
人
皆
之
ヲ
市
フ

さ
ら
に

稲
氷
ノ
命
ノ
新
羅
ニ
王
タ
リ
シ
ヨ
リ

と

日
本
の
起
源
と
韓
国
の
緊
密
的
関
係

を
強
調
す
る

そ
し
て

第
二
紀	 

神
人
有
別
ノ
世

で
は

韓
地
ハ
我
ト
唇
歯
ヲ
ナ

シ

朝
鮮
半
島
の
乱
の
際

朝
議
監
乗
津
彦
ヲ
遣
テ
鎮
守
ト
ス

大
加
羅
ヲ
任
那

ト
改
ム

任
那
日
本
府
此
ニ
始
ル

ま
た

第
三
紀	 

韓
土
服
属
ノ
世

で
は

気

長
足
姫

神
功
皇
后

は

対
岸
ノ
新
羅
ヲ
伐
ン
ト

韓
地
ノ
半
島
ハ
全
ク
版
図
ニ

帰

す
る
と
明
言
さ
れ
て
い
る2

5
6
	 

こ
の
よ
う
な
論
旨
は

後
に
久
米
と
星
野
の
個
人
の
論
考
で
一
層
明
白
に
な

た

国
史

科
の
機
関
誌
で
あ
る

史
学
会
雑
誌

に
掲
載
さ
れ
た
久
米
の

日
本
幅
員
の
沿
革

で
は

海
原
と
は
古
昔
朝
鮮
地
方
の
総
称

で
あ
る
と
し

妣
国

を

新
羅

と
し

其

王
は
稲
氷
命
の
子
孫
な
り

日
本
朝
鮮
及
常
世
国
の
連
合
は

上
古
諾
冊
二
尊
の
時
よ

り
己
に
然
る

と
主
張
す
る

久
米
に
よ
れ
ば

日
本
幅
員

と
は

大
抵
今
の
半
島
角

の
全
部

だ
と
い
う2

5
7

ま
た

星
野
の
論
文

本
邦
ノ
人
種
言
語
ニ
付
鄙
考
ヲ
述
テ
世
ノ

真
心
愛
国
者
ニ
質
ス

で
は

日
韓
両
国
の
開
国
神
話
の
類
似
性
を
強
調
し

し
か
も

彼

我
ノ
言
語
同
一
ナ
リ
シ

其
種
族
モ
亦
必
ズ
同
一
ナ
ル

と
す
る

し
た
が

て

日

本
は

上
世
嘗
テ
韓
土
ヲ
統
治
シ

二
国
ハ
モ
ト
一
域
ニ
シ
テ
他
境
ニ
非
ズ

星
野

の
結
論
に
よ
れ
ば

皇
祖
ノ
嘗
テ
其
地
ニ
主
タ
ル
ナ
リ

一

高
貴
ノ
人
ノ
往
来
ス
ル

ナ
リ

二

種
族
ノ
同
一
ナ
リ

三

言
語
ノ
同
一
ナ
リ

四

皆
同
国
ノ
観
ヲ
呈

ス
ル
ニ
非
ザ
ル
ハ
ナ
シ

と
い
う

こ
う
し
た
論
旨
に
つ
い
て

版
図
ノ
伸
縮
ヲ
以
テ
意

ト
為
ス
サ
ヽ
ル
ナ
リ

と

星
野
は
研
究
の
目
的
を
赤
裸
々
に
披
露
し
た2

5
8
	 

に
も
か
か
わ
ら
ず

久
米
と
星
野
は
国
体
論
者
・
神
道
家
か
ら
激
し
い
批
判
を
浴
び
た2

5
9

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
5
6	 

重
野
安
繹

久
米
邦
武

星
野
恒
編

稿
本
国
史
眼
・
一

大
成
館

一
八
九
〇
年

七

一
一

一

二

一
五

一
六
頁

稿
本
国
史
眼
・
一

に
お
け
る

日
鮮
同
祖
論

の
具
体
的
展
開
に
つ
い
て

前
掲

論
文
沈
煕
燦

三
一

三
二
頁

前
掲
論
文
三

井
崇

四
九
頁
を
参
考

	 

2
5
7	 

久
米
邦
武

日
本
幅
員
の
沿
革

史
学
会
雑
誌

史
学
会
論
叢
第
一
輯

一
八
九
〇
年
六
月
一
五
日

一
五
四

一
五
七

一
六
六
頁

前
掲
論
文
沈
煕
燦

三
五

三
六
頁

前
掲
論
文
三

井
崇

四
八
頁

前

掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

八
九

九
一
頁

	 

2
5
8	 

星
野
恒

本
邦
ノ
人
種
言
語
ニ
付
鄙
考
ヲ
述
テ
世
ノ
真
心
愛
国
者
ニ
質
ス

史
学
会
雑
誌

第
一
一
号

一
八
九
〇
年

一
八

三
二

三
五

四
二
頁

前
掲
論
文
沈
煕
燦

三
六

三
八
頁

前
掲
論
文
三

井

崇

四
八
頁

前
掲
論
文
工
藤
雅
樹

六
〇
八

六
〇
九
頁

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

九
一
頁

	 

2
5
9	 

久
米
邦
武
と
星
野
恒
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て

前
掲
論
文
三

井
崇

五
二

五
三
頁

前
掲
論
文
沈
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例
え
ば

皇
典
講
究
所
の
副
総
裁
で
あ
る
岩
下
方
平

一
八
二
七

一
九
〇
〇
年

は

天

皇
陛
下
ノ
御
大
祖

を

海
外
流
離
ノ
蕃
種

と
す
る

日
鮮
同
祖
論

に
対
し
て

皇

統
ニ
関
シ
テ
大
不
敬

で
あ
る
と
非
難
す
る2

6
0

ま
た
同
所
の
下
田
義
天
類

一
八
五
二

一
九
二
九
年

も

我
皇
室
ハ
朝
鮮
人
ノ
分
流
ナ
リ

新
羅
人
ノ
支
流
ナ
リ

と
い
う
論
断

は

明
カ
ニ
皇
室
ヲ
卑
賎
ノ
地
位
ニ
導
カ
ン

と
す
る
と
い
う2

6
1

さ
ら
に

柳
井
嘯
庵

生
卒
不
明

は

余
ハ
之
ヲ
国
史
ノ
眼
ト
云
ハ
ズ
シ
テ

辱
国
史

否
阿
世
史

で
あ
る
と
強
く
非
難
し
た2

6
2

既
に
述
べ
た
よ
う
に

国
体
論
者
・
神
道
家
か
ら
の
糾
弾
の

た
め

久
米
筆
禍
事
件

が
起
こ
り

臨
時
編
年
史
編
纂
掛
が
廃
止
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で

日
鮮
同
祖
論

は
官
学
か
ら
追
放
さ
れ

天
皇
の
起
源
問
題
も
タ
ブ

化
さ
れ
て
し
ま

た2
6
3
	 

し
か
し

久
米
ら
の
実
証
史
学
の
影
響
力
は
残

て
い
た

官
憲
の
弾
圧
に
対
し
て

田

口
は

日
本
人
民
は
随
意
に
古
史
を
研
究
す
る

の
は

皇
国
に
対
し
て
不
敬
に
渉
ら
ざ

る

神
代
の
諸
神
は
霊
妙
な
る
神
霊
と
な
ら
ず
し
て

吾
人
と
同
一
な
る
人
種
即
ち
飯

も
食
ひ

水
も
飲
み

踊
も
踊
り
夢
も
見
給
へ
る
も
の
と
な
る
も

決
し
て
国
体
を
紊
乱
す

る
も
の
に
あ
ら
ざ
る

と
憤
慨
し

古
事
記
の
語
義
を
尋
思
し
て
研
究
す
る
よ
り
も

広

く
人
種

風
俗

言
語

器
物
等
に
就
い
て
研
究
す
る

と

実
証
史
学
の
科
学
性
を
も
強

調
し
た2

6
4

そ
の
意
味
で
は

久
米
を
は
じ
め
と
す
る
官
学
と

田
口
を
は
じ
め
と
す
る
民

間
史
学
と
の
相
互
の
接
点
を
呈
し
た
と
も
い
え
る2

6
5
	 

	 

３

	 

人
種
起
源
論
と
そ
の
展
開	 

	 
	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  

煕
燦

四
四

四
五
頁
を
参
考

	 

2
6
0	 

岩
下
方
平

神
道
ハ
祭
天
ノ
古
俗
ト
云
フ
論
ヲ
読
テ
其
ノ
妄
ヲ
弁
ズ

随
在
天
神

第
一
九
六
号

一

八
九
二
年
三
月
二
〇
日

六
頁

前
掲
論
文
三

井
崇

五
三
頁

前
掲
論
文
沈
煕
燦

四
四
頁

	 

2
6
1	 

下
田
義
天
類

田
口
卯
吉
氏
ノ
告
ヲ
読
ミ
併
テ
祭
天
論
ヲ
弁
ズ

随
在
天
神

第
一
九
七
号

一
八
九

二
年
四
月
五
日

二
三
頁

前
掲
論
文
沈
煕
燦

四
四
頁

	 

2
6
2	 

柳
井
嘯
庵

国
史
眼
ヲ
読
ミ
テ
之
レ
ガ
修
正
ヲ
望
ム

続

随
在
天
神

第
二
〇
六
号

一
八
九
三

年
一
月
五
日

二
〇
六
号

八
頁

前
掲
論
文
沈
煕
燦

四
四

四
五
頁

	 

2
6
3	 

前
掲
論
文
三

井
崇

五
三
頁

	 

2
6
4	 

田
口
卯
吉

神
道
者
諸
氏
に
告
ぐ

田
口
全
集

第
二
巻

四
七
二
頁

	 

2
6
5	 

前
掲
論
文
三

井
崇

五
三
頁
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田
口
は
久
米
の

日
鮮
同
祖
論

を
全
面
的
に
認
め
た
と
は
い
え
な
い
が

自
ら

日
本

人
種
起
源
論

を
提
出
し
た

武
藤
秀
太
郎
に
よ
れ
ば

一
八
九
三
年
四
月
十
五
日
に
行
わ

れ
た
殖
民
協
会
主
催
の
演
説
会
で

田
口
は
海
外
殖
民
の
鼓
吹
の
た
め
に

初
め
て

日
本

人
種
匈
奴
起
源
説

を
提
出
し
た
と
い
う2

6
6

し
か
し

実
は
同
年
四
月
一
日
の
論
説

居

留
地
制
度
ト
内
地
雑
居
・
第
一

の
冒
頭
に
お
い
て

田
口
は

余
は
旧
史
を
考
究
し

我

日
本
人
種
は
全
く
土
爾
基
ホ
ン
ガ
リ

等
と
同
族
な
る
こ
と
を
発
明
す
る
を
得
た
り

其
証

実
に
巨
多
な
り

と

す
で
に

匈
奴
起
源
説

を
言
及
し
て
い
た2

6
7

こ
の
時
期

田
口

の
人
種
起
源
論
を
喚
起
し
た
の
は

実
証
史
学
に
よ
る

日
鮮
同
祖
論

の
ほ
か

南
洋
経

験
に
よ
る
海
外
殖
民
論
と
条
約
改
正
に
か
か
わ
る
内
地
雑
居
問
題
へ
の
関
心
が
あ

た
こ

と
も
見
落
と
す
べ
き
で
は
な
い

	 

一
八
八
〇
年
代
に

合
理
主
義
の
文
明
史
論
と
自
由
主
義
の
経
済
論
を
掲
げ
た
田
口
は

人
種
の
競
争

よ
り
も

利
害
の
一
致

を
強
調
し
た
が

日
清
戦
争
前
後
の
内
地
雑
居

に
関
す
る
田
口
の
論
説
で
は

人
種
の
競
争

が
極
め
て
重
要
な
論
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ

た

一
八
九
三
年
の
稿

居
留
地
制
度
と
内
地
雑
居

で
は

世
人
が
ペ
ル
シ
ア
と
ギ
リ
シ

ア

イ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
を
例
と
し
て

亜
細
亜
人
種
は
決
し
て
ア
リ
ヤ
ン
人

種
に
及
ば
ざ
る

と
し
た
の
に
対
し
て

田
口
は

土
爾
基
の
欧
洲
に
侵
入
し
た
る

と

ホ

ン
ガ
リ

人
の
澳
国
に
雑
居
し
た
る

歴
史
を
踏
ま
え

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
と
考
え

た

田
口
に
よ
れ
ば

彼
ら
は

独
立
し
て
以
て
ア
リ
ヤ
ン
人
種
と
対
峙
せ
り

欧
人

の
亜
細
亜
に
入
る
も
の
未
だ
此
の
如
き
勢
力

は
な
か

た
と
い
う

こ
こ
で
田
口
は

世

界
史
を
人
種
間
の
競
争
史
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た

た
だ
し

日
本
人
種

と

同
族

で
あ
る

土
爾
基
ホ
ン
ガ
リ

の

欧
洲
に
侵
入

し

ア
リ
ヤ
ン
人
種
と
対
峙

し
た

歴
史
を
裏
付
け

我
日
本
人
種
は
技
芸
に
於
て
も

学
術
に
於
て
も

工
業
農
業
等
に
於

て
も

決
し
て
ア
リ
ヤ
ン
人
種
を
恐
る
ゝ
所
以
な
し

と

日
本
人
種
は
優
秀
な
人
種
だ
と

田
口
は
主
張
す
る2

6
8
	 

し
か
し
そ
の
一
方
で

ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰

た
井
上
哲
次
郎

一
八
五
六

一
九
四
四

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
6
6	 

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

五
八
頁

	 

2
6
7	 

田
口
卯
吉

居
留
地
制
度
ト
内
地
雑
居
・
第
一

東
京
経
済
雑
誌

第
六
六
八
号

一
八
九
三
年
四
月

一
日

四
四
八

四
四
九
頁

田
口
卯
吉

居
留
地
制
度
ト
内
地
雑
居

田
口
全
集

第
五
巻

六
一
頁

	 

2
6
8	 

前
掲
書
田
口
卯
吉

居
留
地
制
度
ト
内
地
雑
居

六
〇

六
一
頁

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

四
五
頁
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年

は

社
会
進
化
論
に
基
づ
き

日
本
人
は

智
職
に
於
て
も

金
力
に
於
て
も

体
格

に
於
て
も

其
他
百
般
の
事
に
於
て
も

多
く
は
西
洋
人
に
劣
る

と
し

内
地
雑
居
な
ら

ば

日
本
は

優
勝
劣
敗
の
活
劇
場

に
な
り

欧
米
人
よ
り

一
等
下
劣

人
種
で
あ
る

日
本
人
種
は

競
争
上
常
に
敗
を
取
る
は

必
然
の
勢

で
あ
る
と
考
え
た2

6
9

ま
た

中
国
大
陸
に
日
本
人
種
の
起
源
を
求
め
る
論
者
と
異
な
り

井
上
は
比
較
言
語
学
の
論
拠
に

よ
り
日
本
人
種
の
起
源
を
南
洋
諸
島
と
し
て
い
た

蒙
古
朝
鮮
支
那
等
大
陸
の
人
種
も
随

分
日
本
に
入
来
り
し

が

南
洋
の
人
種
に
比
す
れ
ば
真
に
少
か
り

日
本
語
派
は

全
く
南
洋
諸
語
に
連
絡
せ
る
が
故
に

日
本
人
は
寧
ろ
南
洋
諸
島
の
人
種
と
親
近
な
る

関
係
を
有
す
る

と
い
う

井
上
は
日
本
人
種
の
南
洋
起
源
論
に
基
づ
き

日
本
人
種
の
劣

等
性
を
証
明
し

内
地
雑
居
に
反
対
す
る
の
で
あ
る2

7
0
	 

身
を
以
て
南
洋
に
い

た
田
口
は

井
上
哲
次
郎
氏
に
質
す

と
い
う
論
説
を
書
き

井

上
の
議
論
は

半
文
銭
の
価
値
も

な
い
と
批
判
し

井
上
の
い
う
通
り
日
本
人
種
が
劣
等

人
種
で
あ
れ
ば

内
地
雑
居
に
し
て
不
可

の
み
な
ら
ず

海
外
殖
民
の
如
き
は
最
も

不
可
な
る

と

田
口
は
人
種
起
源
問
題
が
内
地
雑
居
・
海
外
殖
民
と
共
に
関
係
し
て
い
る

こ
と
を
強
調
し
た

日
本
人
種
が
優
越
人
種
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
上
で

内
地
雑
居
・
海

外
殖
民
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る2

7
1
	 

ま
た

か
つ
て

利
害
一
致

に
よ
る
社
会
統
合
観
を
持

た
田
口
は

こ
こ
で
は

日

本
国
民
を
し
て
大
国
た
ら
し
め
ん
に
は

外
国
人
や
混
血
児
を

日
本
人
に
同
化
す
る
の

工
夫
肝
要

が
あ
る
と
強
調
し

歳
月
と
共
に
此
外
人
を
吸
収
し

咀
嚼
し

消
化
し

遂
に
我
同
胞
と
な
す
や
疑
な
き
事
な
り

と
考
え
た2

7
2

こ
の
時
期
こ
そ

田
口
は
歴
史
論

考

坂
上
田
村
麿

を
著
し

日
本
人
種
の
同
化
力
の
模
範
と
し
て
彼
を
取
り
上
げ
た
の
で

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
6
9	 

井
上
哲
次
郎

内
地
雑
居
論

哲
学
書
院

一
八
九
一
年

一
〇

一
一

一
五
頁

同

内
地
雑
居

続
論

哲
学
書
院

一
八
九
一
年

五
頁

	  
2
7
0	 

井
上
哲
次
郎

附
録
第
一
・
内
地
雑
居
論
の
批
評
を
読
む

国
民
之
友
に
寄
す
る
の
書

内
地
雑
居
続

論

哲
学
書
院

一
八
九
一
年

一
〇

一
二
頁

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

四
三

四
四
頁

こ
こ
で

小
熊
英
二
は
田
口
卯
吉
と
井
上
哲
次
郎
と
は
対
照
的
な
人
物
と
し
て
あ
げ
た
の
で
あ
る

	 

2
7
1	 

田
口
卯
吉

井
上
哲
次
郎
氏
に
質
す

東
京
経
済
雑
誌

第
五
七
三
号

一
八
九
一
年
五
月
二
三
日

七
〇
七

七
〇
九
頁

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

四
五
頁

	 

2
7
2	 

前
掲
書
田
口
卯
吉

居
留
地
制
度
ト
内
地
雑
居

六
五

七
三
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇

三
年

五
三
頁

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

四
六

四
七
頁
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あ
る

こ
う
し
て
か
つ
て
田
口
の
内
地
雑
居
論
に
存
在
し
た
人
種
平
等
思
想
は

こ
こ
か
ら

し
だ
い
に
消
え
つ
つ
あ

た2
7
3
	 

そ
の
た
め

朝
鮮
人
と
南
洋
人
を
劣
等
人
種
と
し
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て

日
本
人

種
の
起
源
を
朝
鮮
半
島
あ
る
い
は
南
洋
群
島
に
求
め
る
こ
と
は

内
地
雑
居
と
海
外
殖
民
に

期
待
さ
れ
る
優
等
人
種
の
自
画
像
に
当
て
は
ま
ら
な
い

か
く
し
て
歴
史
上
優
等
人
種
で
あ

る
ア

リ
ア
人
種
と
対
峙
し
て
き
た
匈
奴
人
種
は

田
口
の
日
本
人
種
起
源
説
に
取
り
込
ま

れ
て
い

た
の
で
あ
る

	 

実
際
は

日
清
戦
争
に
日
本
が
優
位
に
進
む
中
で

田
口
の

匈
奴
起
源
説

は
も
う
一

つ
の
機
能
を
果
し
て
い
た

一
八
九
四
年
九
月

連
合
艦
隊
は
清
国
の
北
洋
水
師
を
撃
破
し

朝
鮮
半
島
を
完
全
に
統
制
し
鴨
緑
江
を
渡
る
際

田
口
は

支
那
は
多
く
の
償
金
を
払
ひ
得

べ
き
国
格
に
あ
ら
ず

と
い
う
文
章
を
載
せ

償
金

よ
り

土
地
を
以
て

清
国
の

勢

を
止
む

と
し
た
と

清
国
の
復
讐
を
懸
念
し
た
の
で
あ
る2

7
4

十
一
月

清
国
の
講
和
の

申
出
は
通
達
さ
れ

田
口
は
論
説

講
和
の
条
件

を
著
し

北
京
に
入
城
す
る
ま
で

講

和
会
議
を
開
い
て
は
な
ら
な
い
と
し

ま
た

徳
富
蘇
峰
を
は
じ
め
と
す
る
台
湾
・
遼
東
半

島
を
割
譲
す
る
主
流
意
見
と
も
異
な
り

吉
林
・
盛
京
・
直
隷
な
ど
の
東
北
三
省
を
割
譲
せ

よ
と
力
説
し
た2

7
5
	 

こ
れ
ら
を
背
景
に

田
口
が
敢
え
て

日
本
人
種
匈
奴
起
源
説

を
と

た
こ
と
は

そ

れ
自
体
が
意
味
深
い
も
の
で
あ

た
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

な
ぜ
な
ら
ば

日
本
人

種
の
起
源
を
歴
史
上
で
中
国
東
北
三
省
に
起
源
を
持
つ
匈
奴
人
種
に
求
め
る
田
口
に
と

て

そ
れ
は
戦
後
の
土
地
割
譲
の
訴
求
と
関
わ
る
か
ら
で
あ
る2

7
6
	 

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
7
3	 

武
藤
秀
太
郎
は

田
口
卯
吉
の
殖
民
協
会
主
催
の
演
説
会
を
も

て

田
口
の
人
種
論
は
元
来

平
等

思
想
を
有
し
て
い
た

だ
が

今
回
の
演
説
で
は

日
本
人
種
が
古
代
偉
大
な
事
業
を
成
し
た
匈
奴
の
一
種
族

と
さ
れ

白
皙
人
種
に
も
劣
ら
な
い
優
等
人
種
と
さ
れ
た

と
指
摘
す
る

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇

三
年

五
八
頁

	 

2
7
4	 

田
口
卯
吉

支
那
は
多
く
の
償
金
を
払
ひ
得
べ
き
国
格
に
あ
ら
ず

田
口
全
集

第
六
巻

三
四
〇
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

五
九
頁

	  
2
7
5	 

田
口
卯
吉

講
和
の
条
件

東
京
経
済
雑
誌

第
七
五
一
号

一
八
九
四
年
一
一
月
一
〇
日

六
九

〇
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

五
九
頁

前
掲
書
田
口
親

二
一
三
頁

	 

2
7
6	 

武
藤
秀
太
郎
は

東
北
三
省
割
譲
の
要
求
が

中
国
北
部
と
の
連
繋
を
説
い
た

日
本
人
種
論

と
相
重

な
り
合
う

対
中
国
認
識
と
人
種
論
は
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も

パ
ラ
レ
ル
に
対
応
し
て
い
る

と
指
摘

す
る

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

五
九
頁

	 



	   80	  

	 

下
関
条
約
締
結
後

田
口
は
早
速

日
本
人
種
論

を
起
草
し

日
本
人
種
匈
奴
起
源

説

を
詳
し
く
論
述
し
た

田
口
は

語
法

容
貌
骨
格

智
力

な
ど
の
方
面

か
ら

日
本
人
と
中
国
人
と
の
人
種
的
差
異
を
強
調
し
た
う
え
で

匈
奴
人
種
の
優
越
性
を

強
調
し
た

匈
奴
は
支
那
の
史
家
之
を
貶
す
と
雖
も

実
に
勇
猛
な
る
一
人
種
に
し
て

漢
高
の
強
大
を
以
て
す
る
も
能
く
之
を
制
す
る
こ
と
能
は
ず
し
て

其
一
部
は
去
り
て

欧
洲
に
入
り

羅
馬
の
頽
衰
に
乗
じ
て
地
を
匈
牙
利
に
略
し
て
以
て
今
日
に
至
れ
り

今

日
墺
国
の
武
威
を
墜
さ
ゞ
る
は
実
に
匈
牙
利
人
種
の
力
な
り

と

田
口
は
歴
史
上
匈
奴
人

種
の
功
績
を
賛
美
し
つ
つ

そ
し
て

言
語
風
俗
其
他
に
就
い
て
観
察
す
る
と
き
は

我
日

本
人
種
は
匈
奴
人
種
の
一
族
た
る

と

日
本
と
匈
奴
と
の
人
種
的
同
一
性
を
強
調
し
た

し
か
も

我
日
本
人
種
は
其
最
も
発
達
開
進
し

土
爾
基
匈
牙
利
も
亦
我
日
本
の
同
胞
た

る
こ
と
を
思
へ
ば

我
日
本
人
種
た
る
も
の
豈
に
相
提
携
し
て
世
界
に
立
つ

と

田
口
は

日
清
戦
争
の
勝
利
の
気
運
に
乗
じ
て
世
界
進
出
の
期
待
を
抱
く
よ
う
に
な

た2
7
7
	 

し
か
し

田
口
が
想
定
し
な
か

た
の
は

ド
イ
ツ

ロ
シ
ア

フ
ラ
ン
ス
が

下
関
条

約
に
基
づ
き
日
本
に
割
譲
さ
れ
た
遼
東
半
島
を
清
国
に
返
還
す
る
こ
と
を
要
求
し
た

日
本

の
膨
張
を
抑
制
す
る
た
め
の
い
わ
ゆ
る
三
国
干
渉
が
起
こ

た
こ
と
で
あ
る

し
か
も
ド
イ

ツ
皇
帝
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
は
東
ア
ジ
ア
進
出
を
正
当
化
と
す
る
た
め
に

画
家
ヘ
ル
マ

ン
・
ク
ナ

ク
フ
ス
に

黄
禍
の
図

を
描
か
せ
て

黄
禍
論

を
打
ち
出
し
た

日

本
に
対
抗
し
て

ヨ

ロ

パ
の
利
益
を
守
る
た
め

ヨ

ロ

パ
が
連
合
し
て
行
動
を
取

る

巨
大
な
黄
色
人
種
の
攻
撃
か
ら
ヨ

ロ

パ
を
守
る
こ
と
が

ロ
シ
ア
の
将
来
の

偉
大
な
任
務
で
あ
る

と

ロ
シ
ア
皇
帝
宛
て
の
書
簡
に
書
か
れ
た
よ
う
に

ド
イ
ツ
皇
帝

は
明
ら
か
に
日
本
帝
国
の
膨
張
を

黄
禍

と
見
な
し
て
い
た2

7
8
	 

	 

該
当
期
の
い
わ
ゆ
る

黄
禍
論

は
列
強
の
東
ア
ジ
ア
進
出
の
た
め
に
打
ち
出
さ
れ
た
帝

国
主
義
の
政
治
的
な
ス
ロ

ガ
ン
と
さ
れ
た
が

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は

黄
禍

と

い
う
概
念
自
体
の
形
成
は
異
人
種
の
ヨ

ロ

パ
侵
入
の
歴
史
的
記
憶
に
根
ざ
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る2
7
9

と
り
わ
け

上
帝
の
鞭

と
呼
ば
れ
て
い
る
匈
奴
や
蒙
古
な
ど

の
北
方
ア
ジ
ア
の
遊
牧
民
族
に
対
す
る
恐
怖
と
危
惧
の
歴
史
的
記
憶
は

ヨ

ロ

パ
人
の

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
7
7	 

田
口
卯
吉

日
本
人
種
論

田
口
全
集

第
二
巻

四
七
七

四
八
二
頁

	 

2
7
8	 

前
掲
書
飯
倉
章

二
〇
一
三
年

四
八
頁

	 

2
7
9	 

前
掲
書
橋
川
文
三

八

一
四
頁
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黄
禍

認
識
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た2

8
0

か
か
る
状
況
で

他
の
人
種
来
り

て
我
匈
奴
人
種
を
害
せ
ん
と
す
れ
ば

余
は
匈
奴
人
種
と
し
て
戦
ふ
べ
し2

8
1

と
い
う
よ
う

な
田
口
の
決
然
た
る
モ

ト

は
逆
に
戦
後
に
盛
り
上
が

て
い
た
黄
禍
論
に
一
層
拍
車

を
か
け
る
よ
う
に
な

た

そ
の
意
味
で
は

田
口
の

匈
奴
起
源
説

は
時
宜
に
適
し
な

い
こ
と
と
い
え
よ
う

黄
禍
論
の
圧
力
を
意
識
し
た
上
で

田
口
は
日
本
人
種
起
源
を
考
え

直
さ
ざ
る
を
え
な
か

た
	 

一
九
〇
四
年

日
露
戦
争
を
背
景
に
白
熱
し
て
い
た

黄
禍

を
解
消
す
る
た
め

田
口

は

破
黄
禍
論

一
名
日
本
人
種
の
真
相

を
出
版
し
た

該
当
書
に
よ
れ
ば

歴
史
上
ロ

シ
ア
は
匈
奴

韃
靼

蒙
古
人
種
に
征
服
さ
れ

な
か
で
も
韃
靼
人
種
は
ス
ラ
ブ
人
種
と
雑

婚
し

露
国
の
華
胄

の
み
な
ら
ず

其
下
層
に
は
韃
靼
人
種
の
血
を
混
入

し

黄

禍
と
云
へ
る
語
に
し
て
韃
靼
人
種
の
侵
入
を
意
味
す
る
な
ら
ば

余
は
却
て
露
国
が
満
州
を

占
領
す
る
を
以
て
黄
禍
な
り

と
い
う2

8
2

こ
こ
で
田
口
も
韃
靼
人
種
の
侵
入
を

黄
禍

と
し
て
い
た

た
だ
し

田
口
は
ロ
シ
ア
と
韃
靼
と
の
混
血
関
係
を
強
調
し

日
本
は
黄
禍

で
は
な
く

ロ
シ
ア
こ
そ
が

黄
禍

で
あ
る
と
断
言
す
る

か
く
し
て

田
口
は
日
本
人

種
と
匈
奴

韃
靼

蒙
古
人
種
と
を
区
別
し

比
較
言
語
学
の
根
拠
に
よ
り

日
本
人
種
起

源
が
ア

リ
ア
人
種
で
あ
る
と
主
張
す
る
よ
う
に
な

た2
8
3
	 

田
口
は

文
法
に
於
い
て
ラ
テ
ン

ギ
リ

キ

サ
ン
ス
ク
リ
ツ
ト
と
ヨ
ウ
ロ
ツ
パ
諸
国

と
の
間
に
此
の
如
き
相
違
あ
り

と
し

ア
リ
ヤ
ン
語
族
の
根
本
た
る
以
上
諸
国
の
文
法

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
8
0	 

前
掲
書
橋
川
文
三

八

一
四
頁

前
掲
書
ゴ
ル
ヴ

ツ

一
二
八

一
三
二
頁

	 

2
8
1	 

田
口
卯
吉

末
広
重
恭
君
に
答
ふ
る

田
口
全
集

第
八
巻

二
〇
八
頁

	 

2
8
2	 

田
口
卯
吉

破
黄
禍
論

一
名
日
本
人
種
の
真
相

田
口
全
集

第
二
巻

四
九
七

四
九
八
頁

	 

2
8
3	 

田
口
が

日
本
人
ア

リ
ア
人
種
起
源
説

を
初
め
て
提
唱
す
る
の
は

一
九
〇
一
年
四
月
二
〇
日
の
史

学
大
会
で
行
わ
れ
た

国
語
上
よ
り
観
察
し
た
る
人
種
の
初
代

と
い
う
講
演
で
あ
る

そ
の
講
演
が

史
学

雑
誌

第
一
二
編
第
六
号

一
九
〇
一
年
六
月
一
〇
日

一

二
八
頁
に
掲
載
さ
れ
る
や
否
や

激
し
い
批

判
を
浴
び
た

そ
の
批
判
に
つ
い
て

本
論
の
第
一
章
第
一
節
を
参
考

そ
し
て
そ
の
批
判
に
対
す
る
弁
解
の

た
め
に
書
い
た

人
種
の
初
代
の
根
據
地
を
決
す
る
は
国
語
に
如
く
な
し

史
学
雑
誌

第
一
二
編
第
一
〇

号

一
九
〇
一
年
一
〇
月
一
〇
日

一
六

三
八
頁
が
あ
る

こ
の
二
本
の
論
文
が

修
正
さ
れ
た
後
に

古

代
の
研
究

経
済
雑
誌
社

一
九
〇
二
年

及
び

破
黄
禍
論

一
名
日
本
人
種
の
真
相

経
済
雑
誌
社

一
九
〇
四
年

両
書
に
収
め
ら
れ
た

た
だ
し

田
口
全
集

第
二
巻
の
な
か
に

両
論
文
は

古
代
の
研

究

だ
け
に
収
め
ら
れ
た
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も
我
が
日
本
の
文
法
に
類
し
ヨ
ウ
ロ
ツ
パ
諸
国
と
異
な
る
と
を
見
る
べ
し

と
断
言
し
た2

8
4

し
か
も
田
口
は
西
洋
の
言
語
学
者
た
ち
が

今
や
自
ら
ア
リ
ヤ
ン
人
種
と
称
し
て

我
々
を

チ
ユ
ラ
ニ
ヤ
ン
と
称
す
る
は

我
々
の
先
祖
を
横
取
り
し
て

我
々
を
末
家
筋
に
貶
す

と

し

之
を
自
己
の
祖
先
と
爲
す
に
至
り
て
は
其
の
誤
謬
を
表
白
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず

と
批

判
し
た
う
え
で

サ
ン
ス
ク
リ
ツ
ト
等
の
文
法
は
日
本
文
法
々
中
に
無
疵
に
存
生
し
て
居

る
を
以
て

我
々
は
ヨ
ウ
ロ
ツ
パ
人
に
比
す
れ
ば
本
家
筋
に
近
き
も
の

だ
と

日
本
人
種

と
ア

リ
ア
人
種
と
の
近
縁
性
を
強
調
し
た2

8
5

故
に

西
洋
人
が
日
本
を

黄
禍

と
す

る
非
難
は

全
く
無
根
の
流
説

事
態
の
真
相
を
解
せ
ざ
る
杞
人
の
憂
に
過
ぎ

な
い
も

の
で
あ

た
と
田
口
は
当
該
書
の
冒
頭
に
お
い
て
主
張
す
る2

8
6

実
際
に
は

黄
禍
論
の
圧

力
が
あ

た
か
ら
こ
そ

田
口
は

日
本
人
人
種
起
源
説

を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る

そ

の
意
味
で
は

田
口
の
人
種
論
は
外
交
論
の
色
を
帯
び
て
い
た
と
い
え
よ
う2

8
7
	 

し
か
し

こ
う
し
た
論
旨
は
多
く
の
批
判
を
浴
び
た

こ
れ
ら
の
批
判
は

学
問
的
な
論

争
で
あ
る
が

自
民
族
の
自
尊
心
へ
の
配
慮
も
含
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

い
ず
に
せ
よ

田
口
の

日
本
人
ア

リ
ア
人
種
起
源
説

は
科
学
的
根
拠
が
弱
い
と
広
く
批
判
さ
れ
た2

8
8
	 

一
九
〇
五
年
二
月

田
口
は
史
学
会
で
生
涯
の
最
後
の
講
演

日
本
人
種
の
研
究

を
行

た

こ
の
時
期
は

日
露
戦
争
の
勝
利
の
直
前
で
あ
り
な
が
ら

田
口
の
死
去
の
わ
ず
か

二
か
月
前
で
も
あ

た2
8
9

日
本
人
ア

リ
ア
人
種
起
源
説

に
対
す
る

攻
撃
を
受
け

る
次
第
で
一
段
注
意

し
つ
つ

言
語
学
者
の
非
常
の
御
立
腹

し
た
こ
と
も

恐
縮
し

ま
し
た
が

田
口
自
身
も

日
本
人
種
と
云
ふ
も
の
は
ど
ん
な
人
種
で
あ
る
か

是
は
迚

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
8
4	 

前
掲
書
田
口
卯
吉

破
黄
禍
論

一
名
日
本
人
種
の
真
相

四
一
六
頁

	 

2
8
5	 

同
右

四
二
一

四
二
三
頁

	 

2
8
6	 

同
右

四
八
五
頁

	 

2
8
7	 

酒
井
一
臣
は
田
口
卯
吉
の
人
種
論
と
彼
の

自
由
主
義
に
根
ざ
し
た
功
利
的
現
実
論

と

対
欧
米
協
調

主
義

の
外
交
観
と
合
わ
せ
て
考
察
し
た

酒
井
一
臣

天
孫
人
種
は
白
人
な
り

田
口
卯
吉
の
現
実
外
交
路

線

中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
運
営
委
員
会
編

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る

も
の
の
考
え
方

成
文
堂

二
〇
〇
七
年

一
九
六
頁

ま
た

先
行
研
究
武
藤
秀
太
郎

橋
川
文
三
の
ま
と
め
方
に
つ
い

て

同
論
文
一
八
三

一
八
五
頁
か
ら
ヒ
ン
ト
を
頂
い
た

	 

2
8
8	 

ま
た

田
口
卯
吉
の
言
語
学
の
批
判
に
つ
い
て

前
掲
書
田
口
親

二
九
九
頁

前
掲
論
文
武
藤
秀
太
郎

二
〇
〇
三
年

の
注

七
六

六
四
頁

前
掲
書
工
藤
雅
樹

一
六
〇
頁
に
も
触
れ
て
い
た	 

2
8
9	 

田
口
卯
吉
は
一
九
〇
五
年
四
月
一
三
日

慢
性
萎
縮
腎
と
中
耳
炎
に
よ
り
病
死

前
掲
書
杉
原
四
郎

岡

田
和
喜
編

田
口
卯
吉
の
生
涯
と
著
作

四
六
七
頁
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も
一
朝
一
夕
で
研
究
し
終
は
れ
る
で
は
な
い

と
白
状
し
た2

9
0

実
際
に
は

田
口
か
ら
す

れ
ば

日
本
人
種
の
起
源
は
す
で
に
重
要
な
問
題
で
は
な
く
な

て
い
た

田
口
に
よ
れ
ば

ヨ

ロ

パ
人
は
日
本
人
を
南
洋
諸
島
の
野
蛮
人
種
の
よ
う
に
見
て
い
た
が

日
本
は

大

な
る
支
那
帝
国
に
打
勝
ち

世
界
の
第
一
等
強
国

で
あ
る

露
西
亜

に
も

連
戦
連

捷
し

矢
張
り
南
洋
に
居
る
土
人
と
相
去
る
遠

た
こ
と
が
わ
か

た2
9
1

そ
し
て

元
来
彼
ら
は

ア
リ
ア
ン
人
種
を
一
番
エ
ラ
イ
人
種

と
し

モ
ン
ゴ
リ
ヤ
人
種

が

迚

も
ア
リ
ア
ン
人
種
に
は
勝
て
る
も
の
で
は
な
い

と
し
て
い
た
が

日
露
戦
争
の
中
に
日
本

が
優
位
に
進
む
中
で

彼
等
は
今
や
黄
色
人
種
に
し
て
は
エ
ラ
イ

と
す
る
よ
う
に
な

た

人
種
問
題
に
つ
い
て
は

世
界
か
ら
軽
蔑
さ
れ
る
気
遣
ひ
が
な
い

と

田
口
の
圧

力
が
戦
争
の
勝
利
に
よ

て
解
除
さ
れ
た
の
で
あ
る2

9
2
	 

し
か
し

そ
れ
は
田
口
の
日
本
人
種
起
源
論
に
対
す
る
興
味
が
失
わ
れ
た
こ
と
と
意
味
す

る
の
で
は
な
く

む
し
ろ
一
層
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

た

我
々
の
祖
先
は
高
天
原
か

ら
天
降
つ
た

と
言
わ
れ
る
が

田
口
は

此
の
高
天
原
は
実
に
疑
問

が
あ
る
と
考
え
る

高
天
原

を
め
ぐ
る
解
釈
に
つ
い
て

本
居

宣
長

平
田

篤
胤

な
ど
は
単
に
天

で
あ
る

と
い
う
主
張
が
あ
る
が

田
口
は
日
本
人
が

空
気
の
中
か
ら
お
互
人
間
が
落
ち

て
来
や
う

と

二
者
を
風
刺
し
な
が
ら
批
判
し
た

ま
た

新
井
白
石
は
天
高
原
は
常

陸
だ

と
言
い
な
が
ら

田
口
は

常
陸
を
高
天
原
に
く
つ
付
け
た
け
れ
ど
も

常
陸
も
信

用
が
で
き
な
い

と
新
井
の
案
を
も
断

た

他
の
歴
史
家
は

高
天
原

が

大
和

と

か

朝
鮮

と
か
と
い
う
議
論
が
あ
る
が

田
口
は

感
服
す
る
丈
け
の
価
値
あ
る
議
論
は

な
い

と
述
べ
た2

9
3

実
は

田
口
は
依
然
と
し
て
日
本
人
種
が

匈
奴
起
源
説

で
あ
る

と
唱
え
た

た
だ
し

西
洋
人
の
言
語
学
者
の
よ
う
に

匈
奴
人
種
を

チ

ラ
ニ
ア
ン
人

種

と
す
る
の
で
は
な
く

田
口
は
匈
奴
人
種
も

ア

リ
ア
人
種

の
一
分
族
で
あ
る
と

主
張
す
る

こ
の

ア

リ
ア
人
種

は

印
度

波
斯

ト
ル
コ
ス
タ
ン
あ
た
り
か
ら
北

方
に
蔓
延
し
て
支
那
の
匈
奴
に
な
つ
た
の
で

前
漢
の
初
に
其
事
件
が
起
つ
て
日
本
に
御
渡

り
に
な
る

と
田
口
は
考
え
た

こ
こ
で
田
口
は

ア

リ
ア
人
種

と

匈
奴
人
種

の

優
劣
に
執
着
す
る
よ
り
も

そ
の
着
目
点
は

私
は
ど
う
し
て
も
是
位
の
大
な
る
国
民
を

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
9
0	 

田
口
卯
吉

日
本
人
種
の
研
究

田
口
全
集

第
二
巻

五
〇
一

五
〇
四
頁

	 

2
9
1	 

同
右

五
〇
一

五
〇
二
頁

	 

2
9
2	 

同
右

五
〇
一

五
一
四
頁

	 

2
9
3	 

同
右

五
〇
四

五
〇
五
頁
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作
ら
れ
る
祖
先
は

其
挙
動
は
随
分
活
溌
堂
々
た
る
も
の
で

歴
史
上
に
名
を
残
し
て
居
る

位
の
人
種
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

と

日
露
戦
争
の
勝
利
に
伴
う
新
し
い
セ
ル
フ
・
ア
イ
デ

ン
テ

テ

を
求
め
る
こ
と
に
あ

た2
9
4
	 

日
露
戦
争
に
お
け
る
黄
色
人
種
で
あ
る
日
本
人
の
勝
利
は

西
洋
列
強
に
構
築
さ
れ
た

人
種
差
別
主
義

の
ヒ
エ
ラ
ル
キ

を
突
き
崩
し
た

そ
し
て
そ
れ
に
基
づ
い
た
人
種
的

優
劣
論
も
無
効
化
さ
れ
る
よ
う
に
な

た

よ

て

西
洋
人
に
よ
る

人
種
差
別
主
義

の
基
礎
と
な
る
人
種
的
分
類
と
起
源
を
問
い
直
す
こ
と
も
ご
く
自
然
に
日
本
人
の
頭
に
浮

上
し
て
く
る

そ
の
意
味
で
は

田
口
は
早
く
そ
の
作
業
に
着
手
し
た
学
者
の
一
人
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る295

 

	 

結
び	 

	 

本
稿
で
は

田
口
卯
吉
の
生
涯
に
わ
た
る
史
論

政
論

新
聞
記
事

旅
行
記
な
ど
の
文

献
を
通
じ
て
そ
の
人
種
論
の
形
成
と
展
開
を
論
じ
て
き
た

従
来
の
日
本
近
現
代
史
研
究
で

は

多
少
の
差
が
あ
り
な
が
ら

田
口
は
福
沢
と
と
も
に
明
治
初
期
に
お
け
る
文
明
史
論
の

代
表
人
物
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た2

9
6

か
か
る
延
長
線
上
に

彼
の
日
露
戦
争
期
に
お
け

る

日
本
人
ア

リ
ア
人
種
起
源
説

は

人
種
的

脱
亜
論

と
し
て
そ
の
文
明
史
論
の

接
点
を
結
ん
で
い
た2

9
7

し
か
し

本
稿
が
指
摘
し
た
よ
う
に

田
口
の
人
種
論
と
文
明
史

論
と
の
関
係
性
は
薄
い
あ
ま
り

そ
の
初
期
の
人
種
論
は
主
に
内
地
雑
居
論
に
求
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
か

た

そ
の
な
か
で

田
口
は

日
本
多
民
族
起
源
説

を
唱
え

内
地
雑
居

論
の
歴
史
的
根
拠
を
求
め
る
一
方

他
方
で
は
自
由
主
義
経
済
論
を
掲
げ

文
明
開
化
と
殖

産
興
業
を
推
し
進
め

人
種
よ
り
も
利
益
を
重
視
し
て
い
た

	 

ま
た

従
来
中
国
・
ア
ジ
ア
大
陸
を
め
ぐ
る

脱
亜

的
言
説
に
つ
い
て
は

一
面
的
に

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
9
4	 

同
右

五
一
三

五
一
四
頁

	 

2
9
5	 

日
露
戦
争
と
人
種
主
義
と
の
矛
盾
に
つ
い
て

前
掲
書
飯
倉
章

二
〇
一
三
年

一
〇

一
三
四
頁
を

参
考

田
口
の
西
洋
の
人
種
論
に
対
す
る
突
破
に
つ
い
て

前
掲
書
山
室
信
一

二
〇
〇
一
年

七
〇

七

一
頁

前
掲
書
橋
川
文
三

四
六
頁
を
参
考

	 

2
9
6	 

張
翔

文
明
開
化
の
コ

ス―
―

福
沢
諭
吉
と
田
口
卯
吉―

―

史
学
研
究

第
一
八
〇
号

一
九
八

八
年
一
月

一
一
頁

	 

2
9
7	 

前
掲
書
工
藤
雅
樹

一
五
七

一
六
一
頁

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

一
七
六
頁
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中
国
に
対
す
る
軽
蔑
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が

武
藤
秀
太
郎
が
指
摘
す
る
通
り

田
口

の
念
頭
に
お
い
て
は

停
滞
し
た

と

恐
る
べ
き

の
二
つ
の
中
国
像
が
矛
盾
的
に
併
在

し
て
い
た

序
章
の
第
二
節
に
も
論
じ
た
よ
う
に

そ
の
矛
盾
的
な
認
識
は

白
色
人
種
と

の
対
抗
以
上
に
朝
鮮
を
め
ぐ
る
日
清
間
の
対
立
が
切
実
な
課
題
と
な
り

清
国
人
に
対
す
る

同
人
種
ゆ
え
の
脅
威
と
恐
怖
の
念
が
蔑
視
と
差
別
感
情
に
転
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

そ
れ
ま
で
に

南
洋

と
い
う
未
開
地
は

田
口
に
と

て
日
本
人
の
人
種
的
な
優
越
性

の
確
保
と
し
て
認
識
さ
れ
た2

9
8
	 

そ
し
て
日
清
戦
争
前
後

田
口
の
文
明
史
論
か
ら
実
証
史
学
へ
の
傾
斜
は

国
民
国
家
日

本
か
ら
帝
国
日
本
へ
の
転
向
と
重
ね
て
お
り

そ
の
間
に
実
証
史
学
に
よ
る
日
鮮
同
祖
論
は

対
外
拡
張
論
の
正
当
化
の
道
具
と
し
て

田
口
の
興
味
を
大
い
に
掻
き
立
て
た

そ
の
上
で

田
口
は
日
清
戦
争
の
前
途
に
対
し
て
楽
観
的
に
予
想
し
す
ぎ
て
お
り

中
国
の
東
北
地
区
割

譲
を
講
和
の
条
件
と
し

日
本
人
種
匈
奴
起
源
論

を
打
ち
立
て
た

こ
こ
で
従
来

脱

亜

的
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
田
口
の
日
本
人
種
論
は

ア
ジ
ア

的
人
種
起
源
説
に
回
収

さ
れ
た
の
で
あ
る

し
か
し

十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て

世
界
的
規
模

で
自
由
競
争
主
義
か
ら
帝
国
主
義
へ
と
移
行
す
る
状
況
で

西
洋
諸
国

特
に
新
興
帝
国
ド

イ
ツ
の
東
ア
ジ
ア
進
出
を
強
行
し

人
種
差
別
に
基
づ
い
た

黄
禍
論

を
打
ち
出
し

帝

国
日
本
の
膨
張
主
義
を
抑
え
よ
う
と
し
て
い
た

黄
禍
論

と
い
う
外
圧
の
下

田
口
の

日
本
人
ア

リ
ア
人
種
起
源
説

は
一
時

脱
亜
的

言
説
に
戻

て
し
ま

た
か
の
よ

う
に
見
え
る
が

そ
の
言
語
学
的
論
説
を
冷
静
に
見
れ
ば

我
々
は
ヨ
ウ
ロ
ツ
パ
人
に
比

す
れ
ば
本
家
筋
に
近
き
も
の

と

西
洋
を
無
前
提
的
に

優
越

・

文
明

と
み
な
し
た

と
は
言
え
な
い

だ
か
ら
こ
そ

日
露
戦
争
の
勝
利
に
向
か
う
に
つ
れ
て

田
口
は
人
種
優

劣
序
列
の
頂
点
に
お
け
る

ア

リ
ア
人
種

を
降
格
さ
せ

従
来
の

日
本
人
ア

リ
ア

人
種
起
源
説

も
放
棄
す
る
よ
う
に
な

た

田
口
の
人
種
論
は
そ
れ
自
ら
の
急
死
の
た
め

に
懸
案
に
な

て
し
ま

た
が

そ
の
最
後
の
講
演

日
本
人
種
の
研
究

か
ら
見
れ
ば

日
本
人
種
の
起
源
へ
の
探
求
意
欲
は
よ
り
明
白
に
な

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

そ
れ
は

単
な
る
日
本
帝
国
の
拡
張
・
膨
張
主
義
と
関
わ
る
だ
け
で
は
な
く

日
清
・
日
露
戦
を
経
て

一
等
国

の
栄
光
を
確
実
に
し
た
上
で

新
し
い
自
他
認
識
・
対
外
関
係
を
求
め
よ
う
と

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
9
8	 

明
治
前
期
に
お
け
る
日
本
の
文
明
認
識
と
南
洋
と
の
関
係
に
つ
い
て

前
掲
論
文
水
野
守

二
〇
〇
一
年

を
参
考
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し
た
と
考
え
ら
れ
る2

9
9
	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
2
9
9	 

明
治
末
期
に
お
け
る
日
本
の
自
己
認
識
に
つ
い
て

銭
鷗

日
清
戦
争
直
後
に
お
け
る
対
中
国
観
及
び
日

本
人
の
セ
ル
フ
イ
メ

ジ―
―

太
陽

第
一
巻
を
通
し
て―

―

日
本
研
究

第
一
三
号

一
九
九
六
年

三
月

一
一
八
頁
を
参
考
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第
三
章	 

              
	 

高
山
樗
牛
と
人
種
・
黄
禍
論	 

	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
―
―

ア
ジ
ア
主
義
へ
の
接
近―

―
	 

	 

序
論	 

	 	 

高
山
樗
牛
は
日
清
・
日
露
戦
争
間
に
活
躍
し
た
評
論
家
・
美
学
家
・
思
想
家
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り

当
時
最
大
の
総
合
雑
誌

太
陽

の
主
編
・
主
筆
と
し
て
国
民
文
学
論
や
日
本

主
義
な
ど
を
提
唱
し

国
民
国
家

成
立
期
の
自
覚
に
よ
る

国
民
文
化

の
形
成
に
大

き
な
力
を
注
い
だ
人
物
で
あ
る3

0
0

彼
は
明
治
二
〇
年
代
後
半
か
ら
十
年
間
に
満
た
な
い
文

壇
で
の
批
評
活
動
を
し
て
い
た
が

太
陽

雑
誌
の

黄
金
時
代3

0
1

を
築
き

彼
自
身

も

う
た
が
い
も
な
く
第
一
級
の
影
響
力
を
も

た
思
想
家3

0
2

と
い
う
地
位
を
確
立
し
た

一
九
〇
二
年

わ
ず
か
三
一
歳
の
若
さ
で
結
核
の
悪
化
に
よ
り

命
の
最
後
を
迎
え

未

完
成
の
天
才3

0
3

と
さ
れ
て
い
た

	 

	 

し
か
し
そ
の
一
方
で

樗
牛
の
短
い
生
涯
に
お
い
て
は

浪
漫
主
義

や

国
家
主
義

や

個
人
主
義

や

日
蓮
主
義

な
ど
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に

豹
変
の
博
士

と
も
揶
揄
さ
れ
た3

0
4

吉
田
精
一

一
九
〇
八

一
九
八
四
年

は

周
囲
の
事
情
や
時

勢
に
動
か
さ
る
と

樗
牛
を

極
端
か
ら
極
端
に
走
る
こ
と
を
辞
せ
な
い

動
揺
す
る

魂
で
あ
り

ロ
マ
ン
チ
ス
ト
の
一
典
型3

0
5

と
し
て
捉
え
た

戸
川
秋
骨

一
八
七
一

一

九
三
九
年

は

樗
牛
の

内
部
生
命

は

こ
の
時
代
の
要
求
と
一
致
し
て
活
動

し
て

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
0
0	 

前
掲
論
文
林
正
子

一
九
九
八
年
三
月

一
七
頁

ま
た

こ
の
時
期
の
国
民
文
化
に
関
す
る
研
究
に

つ
い
て

鈴
木
貞
美
編

雑
誌

太
陽

と
国
民
文
化
の
形
成

思
文
閣
出
版

二
〇
〇
一
年

前
掲
書
渡

辺
公
三

西
川
長
夫
編

世
紀
転
換
期
の
国
際
秩
序
と
国
民
文
化
の
形
成

を
参
考

	 

3
0
1	 

鈴
木
正
節

博
文
館

太
陽

の
研
究

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

一
九
七
九
年

一
六
頁

林
正
子

太

陽

文
芸
欄
主
筆
期
の
高
山
樗
牛―
―

個
人
主
義
的
国
家
主
義
か
ら
絶
対
主
義
的
個
人
主
義
へ
の
必
然
性―

―

日
本
研
究

第
一
七
号

一
九
九
八
年
二
月

三
〇
七
頁

	 

3
0
2	 

鹿
野
政
直

太
陽

―
―

主
と
し
て
明
治
期
に
お
け
る―

―

思
想

第
四
五
〇
号

一
九
六
一
年

一
二
月

一
四
二
頁

前
掲
論
文
林
正
子

一
九
九
八
年
三
月

一
七
頁

	 

3
0
3	 

高
須
芳
次
郎

高
山
樗
牛

人
と
文
学

偕
成
社

一
九
四
三
年

二
六
三
頁

	 

3
0
4	 

亀
井
俊
介

ナ
シ

ナ
リ
ズ
ム
の
文
学	 

明
治
精
神
の
探
求

講
談
社

一
九
八
八
年

一
八
九
頁

	 

3
0
5	 

吉
田
精
一

近
代
文
芸
評
論
史	 

明
治
編

至
文
堂

一
九
七
五
年

五
八
四
頁

前
掲
論
文
林
正
子

一
九
九
八
年
二
月

三
〇
七

三
〇
八
頁

	 



	   88	  

お
り

彼
の
精
神
状
態
は
直
ち
に
当
代
の
精
神
状
態3

0
6

で
あ
る
と
主
張
す
る

さ
ら
に

色
川
大
吉
は
民
族
的
自
己
意
識
の
覚
醒
と
い
う
視
点
か
ら

明
治
三
十
年
代
の
文
化
問
題

ひ
い
て
は
明
治
文
化
の
断
層
の
究
明
に
は

こ
の
樗
牛
を
媒
介
と
し
て
み
る
と
た
い
へ
ん
有

効
で
あ
る3

0
7

と
指
摘
す
る

	 

	 

以
上
の
よ
う
に

樗
牛
思
想
の
変
容
が
時
代
の
情
勢
と
不
可
欠
な
関
係
が
あ
る
と
強
調
さ

れ
て
き
た

か
か
る
視
座
に
よ
る
と

樗
牛
の
生
涯
に
つ
い
て
は

一
般
的
に
三
段
論
と
し

て
論
じ
ら
れ
て
き
た3

0
8
	 

	 

例
え
ば

赤
木
桁
平

一
八
九
一

一
九
四
九
年

は
樗
牛
の
生
涯
を
第
一
期

抽
象
的

理
想
主
義

第
二
期

国
家
主
義

第
三
期

個
人
主
義

に
分
け
た3

0
9

高
坂
正
顕

一

九
〇
〇

一
九
六
九
年

は
樗
牛
の
生
涯
を
第
一
期

浪
漫
主
義

第
二
期

日
本
主
義

第
三
期

個
人
主
義

に
分
け
た3

1
0

そ
の
上
で

渡
辺
和
靖
は
樗
牛
の
生
涯
を
さ
ら
に
細

分
化
し
て
お
り

第
一
期

浪
漫
主
義

第
二
期

日
本
主
義

初
期
の

太
陽

時
代

日
本
主
義
時
代

美
学
研
究
時
代

第
三
期

個
人
主
義

本
能
主
義
時
代

日
蓮
主
義

時
代

イ
ゴ
イ
ス
ト
時
代

と
し
て
捉
え
た3

1
1
	 

	 

し
か
し
な
が
ら

上
記
の
よ
う
な
通
説
と
し
て
の
三
段
論
の
不
備
は
目
立

て
い
る

な

ぜ
な
ら
ば

日
清
戦
争
後

三
国
干
渉
と
と
も
に
白
熱
化
し
つ
つ
あ
る
人
種
・
黄
禍
問
題
に

つ
い
て

樗
牛
は

人
種
競
争
論

に
基
づ
き

歴
史
と
人
種

人
種
競
争
と
し
て
見

た
る
極
東
問
題

異
人
種
同
盟

な
ど
の
一
連
の
文
章
を
書
き

黄
色
人
種
同
盟

を
	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
0
6	 

戸
川
秋
骨

高
山
樗
牛
氏

の
評
価

橋
川
文
三

高
山
樗
牛

瀬
沼
茂
樹
編

明
治
文
学
全
集

第
四

〇
巻

筑
摩
書
房

一
九
七
〇
年

三
八
七
頁
に
よ
る
引
用

前
掲
論
文
林
正
子

一
九
九
八
年
三
月

一

八
頁

	 

3
0
7	 

色
川
大
吉

新
編
明
治
精
神
史

央
公
論
社

一
九
七
三
年

四
九
三
頁

前
掲
論
文
林
正
子

一
九

九
八
年
二
月

三
〇
七
頁

	 

3
0
8	 

高
山
樗
牛
の
生
涯
に
対
す
る
赤
木
桁
平

高
坂
正
顕

渡
辺
和
靖
の
分
け
方
に
つ
い
て

前
掲
論
文
林
正

子

一
九
九
八
年
二
月

三
一
八

三
一
九
頁

同

一
九
九
八
年
三
月

一
九
頁

同

一
九
九
六
年
一

二
月

一
五
四
頁
に
よ
る
も
の

	 

3
0
9	 

赤
木
桁
平

人
及
び
思
想
家
と
し
て
の
高
山
樗
牛

新
潮
社

一
九
一
八
年

一
二
五

一
五
二
頁

	 

3
1
0	 

高
坂
正
顕

明
治
思
想
史
・
高
坂
正
顕
著
作
集

第
七
巻

理
想
社

一
九
六
九
年

	 

二
八
三

二
八

四
頁

	 

3
1
1	 

渡
辺
和
靖

明
治
思
想
史	 

:
	 

儒
教
的
伝
統
と
近
代
認
識
論

増
補
版

ペ
リ
か
ん
社

一
九
八
五
年

二
〇
六

二
〇
七
頁
の

注

一
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唱
え

い
わ
ば

ア
ジ
ア
主
義

を
訴
え
た
姿
は
十
分
に
重
視
さ
れ
て
い
な
か

た
か
ら
だ

樗
牛
思
想
に
貫
か
れ
た
人
種
・
黄
禍
論
に
よ
る

ア
ジ
ア
主
義

的
な
思
想
的
軌
道
は

彼

の
生
涯
に
お
け
る
重
要
性
が
忘
れ
去
ら
れ
て
き
た
と
も
言
え
る

	 

	 

も
ち
ろ
ん

そ
れ
は
樗
牛
の
人
種
・
黄
禍
論
を
論
じ
た
こ
と
は
な
か

た
と
意
味
す
る
の

で
は
な
い

例
え
ば

橋
川
文
三
は

三
国
干
渉
後
の
シ

ク

日
本
軍
国
主
義
の
昂
揚

を
時
代
背
景
に

樗
牛
は
急
速
に

人
種
競
争

人
種
戦
争

な
ど
の
観
点
に
傾
斜
し

国
家
主
義
的
傾
向
が
顕
著
化
さ
れ
た
と
考
え
た3

1
2

先
崎
彰
容
は

樗
牛
の
人
種
意
識
を
国

家
危
機
と
の
関
わ
り
を
強
調
し
た
上
で

明
治
維
新
以
来

西
洋
文
明
と
進
退
を
と
も
に

し
て

脱
亜
論

福
沢
諭
吉
的
な
方
向
を
目
指
す
の
か

あ
る
い
は

ア
ジ
ア
を
興
す

た

め
に
人
種
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
調
す
る
の
か

と
い
う
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
る
状
況

に

樗
牛
が

ア
ジ
ア
主
義

に
進
ん
で
行
く
後
者
を
と

た
と
結
論
づ
け
た3

1
3

そ
の
ほ

か

国
際
政
治
情
勢
を
論
点
に
置
い
た
以
上
の
両
氏
と
異
な
り

林
正
子
は
黄
禍
論
を
め
ぐ

る
ド
イ
ツ
留
学
中
の
姉
崎
正
治
と
樗
牛
と
の
往
復
書
簡
を
追
い
な
が
ら

樗
牛
・
嘲
風
の

辛
辣
な
ド
イ
ツ
文
明
批
判
を
通
し
て
の
日
本
文
明
論
か
ら
日
本
人
へ
の
警
告
が
展
開
さ
れ

た

と
し

国
民
意
識
が
高
揚
し
帝
国
主
義
的
色
彩
に
染
ま

て
い
た
と
言
わ
れ
る
当
時

の
日
本
は

実
際
に
は

こ
の
時
初
め
て

時
代
精
神
そ
の
も
の
を
真
摯
に
論
じ
る
近
代
と

い
う
時
代
を
迎
え

た
と

樗
牛
は
黄
禍
論
を
通
し
て
西
洋
文
明
批
判
を
行
い

新
し
い
日

本
文
明
の
自
己
認
識
を
求
め
よ
う
と
し
た
と
解
す
る3

1
4
	 

	 

以
上
の
よ
う
に

樗
牛
の
人
種
・
黄
禍
論
は
あ
る
程
度
注
目
さ
れ
た
が

三
国
干
渉
と
い

う
外
圧
下
に
生
じ
た
一
時
感
情
的
な
対
応
策
と
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
り

中
国
を
め
ぐ

る
列
強
と
の
争
奪
あ
る
い
は
東
・
西
文
明
の
衝
突
と
い
う
枠
組
を
越
え
な
か

た
の
で
あ
る

か
か
る
視
座
に
よ
る
と

従
来
樗
牛
の
人
種
・
黄
禍
論
の
研
究
は

東
洋
の
弱
小
民
族
と
し

て
の
日
本
が
い
か
に
民
族
の
独
立
を
維
持
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
に
起
因
し

そ
し
て

人

種
競
争

さ
ら
に

人
種
戦
争

ま
で
に
帰
着
さ
せ
た
と
さ
れ
て
い
た

し
か
し

こ
の
よ

う
な
明
快
的
な
図
式
の
も
と
で
の
議
論
に
終
わ

て
し
ま

た
こ
と
で

国
家
主
義

時

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
1
2	 

前
掲
書
橋
川
文
三

五
九

六
二
頁

	 

3
1
3	 

先
崎
彰
容

高
山
樗
牛	 

:
	 

美
と
ナ
シ

ナ
リ
ズ
ム

論
創
社

二
〇
一
〇
年

一
一
九

一
二
〇
頁

ま
た

同

高
山
樗
牛
に
お
け
る

道
義

と

文
学

―
―

物
質
主
義
批
判
と
外
交
問
題―

―

日
本
思

想
史
学

第
三
七
号

二
〇
〇
五
年

二
〇
三

二
〇
四
頁

	 

3
1
4	 

前
掲
論
文
林
正
子

一
九
九
六
年
一
二
月

一
八
〇
頁
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期
に
お
け
る
樗
牛
の
人
種
論
の
外
部
的
要
因
の
み
を
強
調
す
る
あ
ま
り

そ
の
内
在
的
な
論

理
は
無
意
識
的
に
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま

た

よ

て

人
種
・
黄
禍
論
が
樗
牛
の
思
想
史

に
ど
の
よ
う
に
意
義
づ
け
ら
れ
る
べ
き
か

と
い
う
問
題
が
残

て
い
た

	 

	 

樗
牛
の
人
種
・
黄
禍
論
を
考
察
す
る
に
あ
た

て

本
稿
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は

日
清
戦
争
を
期
と
一
に
す
る
ナ
シ

ナ
リ
ズ
ム
の
再
編
成
が
孕
む

国
家
主
義

研
究
の
諸

問
題
で
あ
る3

1
5

そ
れ
は

戦
前
の
自
由
民
権
運
動
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
民
利
・
民
権
と

矛
盾
し
な
い
国
民
的
国
家
主
義

愛
国
主
義
と
し
て
統
一
さ
れ
て
い
た
ナ
シ

ナ
リ
ズ
ム
か

ら

戦
後
の
民
権
と
国
権
と
の
共
存
と
い
う
幻
想

ナ
シ

ナ
リ
ズ
ム
の
虚
像

が
破
綻
す

る
こ
と
で

国
家
主
義
・
帝
国
主
義
と
平
民
主
義
・
社
会
主
義
と
の
対
立
へ
と
転
換
し

い

わ
ゆ
る

明
治
精
神
の
分
裂

に
い
た

た
こ
と
で
あ
る3

1
6
	 

	 

こ
の
よ
う
な
内
在
的
な
視
点
に
立
脚
し
た
上
で

本
稿
は

樗
牛
に
お
け
る
人
種
・
黄
禍

論
は
単
な
る
三
国
干
渉
を
は
じ
め
と
す
る
外
交
問
題
と
関
係
す
る
の
で
は
な
く

明
治
精

神
の
分
裂

と
い
う
破
局
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
批
判

国
体
論
争

台
湾
領
有
に
よ
る

異

人
種

問
題

記

紀

神
話
研
究
に
お
け
る
民
族
起
源

世
界
文
明
史
系
列
作
品
に
お

け
る
自
民
族
認
識
な
ど
と
深
く
関
わ
り

三
国
干
渉
・
義
和
団
運
動
・
日
英
同
盟
な
ど
の
外

交
事
件
に
顕
著
化
し
た
も
の
だ
と
考
え
る

本
稿
で
は
樗
牛
の
人
種
・
黄
禍
論
を
た
ど
る
こ

と
で

逆
に
そ
の
思
想
水
脈
に
お
け
る

ア
ジ
ア
主
義
へ
の
接
近

と
い
う
思
想
的
軌
道
を

示
す

	 

	 	 

第
一
節	 

高
山
樗
牛
と
国
体
論
争	 

	 
	 
	 
	 
	 

	 

一

国
体
論
に
つ
い
て	 

	 	 

明
治
期

一
八
六
八

一
九
一
一
年

を
振
り
返
る
と

国
体
を
め
ぐ
る
論
争
が
何
度
も

繰
り
返
さ
れ
て
い
た3
1
7

本
節
が
扱
う
部
分
は
宗
教
と
国
体
と
の
論
争

と
り
わ
け
高
山
樗

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
1
5	 

本
節
の
問
題
提
起
に
つ
い
て

水
野
守

二
〇
〇
一
年

八
九
頁
か
ら
ヒ
ン
ト
を
頂
い
た

	 

3
1
6	 

明
治
精
神
の
分
裂

に
つ
い
て

前
掲
書
色
川
大
吉

四
九
六
頁
を
参
考

	 

3
1
7	 

近
代
日
本
の
国
体
論
争
に
つ
い
て

石
田
雄

明
治
政
治
思
想
史
研
究

未
來
社

一
九
五
四
年

松

本
三
之
介

天
皇
制
国
家
と
政
治
思
想

未
来
社

一
九
六
九
年

長
尾
龍
一

日
本
法
思
想
史
研
究

創

文
社

一
九
八
一
年

芳
賀
登

明
治
国
家
の
形
成
・
国
家
概
念
の
歴
史
的
変
遷

雄
山
閣

一
九
八
七
年
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牛
の
人
種
論
と
国
体
論
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る

	 

	 
周
知
の
通
り

教
育
勅
語
発
布
後

当
時
第
一
高
等
中
学
校
の
嘱
託
教
員
・
キ
リ
ス
ト
信

者
で
あ
る
内
村
鑑
三

一
八
六
一

一
九
三
〇
年

は

教
育
勅
語
奉
読
式
に
お
い
て
天
皇

晨
筆
の
御
名
に
対
し
て

偶
像
崇
拝

と
い
う
理
由
で
最
敬
礼
を
お
こ
な
わ
な
か

た
こ

と
に
よ

て
非
難
さ
れ
た

こ
の
出
来
事
は
新
聞
や
雑
誌
を
通
じ
て
広
く
報
道
さ
れ

社
会

的
規
模
そ
し
て
長
期
間
に
わ
た
る
論
争
を
引
き
起
こ
し

と
く
に
教
育
勅
語
の
公
定
解
説
書

勅
語
衍
義

一
八
九
一
年

の
執
筆
者
・
東
京
帝
国
大
学
時
代
高
山
樗
牛
の
指
導
教
官

で
あ
る
井
上
哲
次
郎
を
介
し
て

教
育
と
宗
教
と
の
衝
突

と
い
う
重
大
な
事
件
に
至

た3
1
8
	 

	 

こ
の
時
期

樗
牛
は
ま
だ
仙
台
の
第
二
高
等
学
校
の
在
学
生
で
あ

た
が

す
で
に
キ
リ

ス
ト
教
に
あ
る
程
度
の
反
感
を
持

て
い
た
よ
う
に
見
え
る

例
え
ば
一
八
八
八
年
の
書
簡

に
よ
れ
ば

樗
牛
は
当
地

耶
蘇
教
盛
に
し
て

其
信
徒
の
多
き
こ
と

仲
間
に
入
れ
ん

と
て
毎
日
〳
〵
説
教
し
に
来
り

中
略

イ
ヤ
ハ
ヤ
迷
惑
至
極
な
り

と
悩
ん
で
い
た

し
か
し
こ
こ
で
樗
牛
は
宗
教
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く

政
事
思
想
等
少
し
も
無
之

新

聞
と
云
へ
ば
基
督
教
新
聞
の
み
見
る
様
な
り

真
に
小
生
は
見
る
も
の
聞
く
も
の
不
愉
快
の

こ
と
の
み
な
り

と
い
う
よ
う
に

キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
一
種
の

不
愉
快

の
気
持
ち

に
と
ど
ま

て
い
た
の
で
あ
る3

1
9
	 

	 

し
か
し

一
八
九
一
年

不
敬
事
件

に
よ
り

樗
牛
の
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
態
度
は

質
的
に
変
わ

た

同
年
の
稿

第
一
高
等
学
校
不
敬
事
件

に
お
い
て
樗
牛
は

吾
等

は
日
本
帝
国
臣
民
と
し
て

平
生
甚
だ
這
般
の
事
を
口
に
す
る
を
憚
る
も
の
な
り

今
や
之

に
向
つ
て
侫
辯
利
口
を
逞
う
せ
ん
と
す
る
も
の
あ
る
に
至
る

豈
慨
嘆
に
堪
ふ
べ
け
ん
や

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  

昆
野
伸
幸

近
代
日
本
の
国
体
論	 

:
	 

皇
国
史
観

再
考

ぺ
り
か
ん
社	 

二
〇
〇
八
年

米
原
謙

国

体
論
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
か	 

:
	 

明
治
国
家
の
知
の
地
形
図

ミ
ネ
ル
ヴ

書
房

二
〇
一
五
年

な
ど
を
参
考

	 

3
1
8	 

井
上
哲
次
郎
と

教
育
と
宗
教
と
の
衝
突

の
経
緯
に
つ
い
て

市
丸
成
人

教
育
と
宗
教
の
衝
突

考

教
育
哲
学
研
究

第
八
号

一
九
六
三
年

六
七

八
二
頁

関
川
悦
雄

近
代
日
本
に
お
け
る
人

間
形
成
の
問
題―

―

内
村
鑑
三

不
敬
事
件

を
中
心
に
し
て―

―

教
育
学
雑
誌

第
一
〇
号

一
九
七

六
年

前
川
理
子

近
代
日
本
の
宗
教
論
と
国
家	 

:
	 

宗
教
学
の
思
想
と
国
民
教
育
の
交
錯

東
京
大
学
出

版
会

二
〇
一
五
年

三
二

三
五
頁

二
八

三
八
頁
を
参
考

	 
	 

3
1
9	 

高
山
樗
牛

日
記
及
消
息

姉
崎
正
治

笹
川
種
郎
編

樗
牛
全
集	 

改
訂
註
釋

第
七
巻

日
本
図
書

セ
ン
タ

一
九
八
〇
年

一
三
四

一
三
五
頁

以
下

樗
牛
全
集

と
略
す
る

ま
た

広
島
一
雄

高

山
樗
牛

国
文
学
解
釈
と
鑑
賞

第
三
七
巻
第
一
号

一
九
七
二
年
一
月

一
三
八
頁
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と

内
村
に
対
し
て
憤
慨
を
極
め
た
一
方

他
方
で
は

嗚
呼

我
が
国
民
の
道
義
心

将

に
腐
敗
せ
ん
と
せ
り

今
に
し
て
高
尚
純
潔
な
る
道
義
心
を
国
民
思
想
に
感
銘
せ
し
め
ず
ん

ば

百
歳
の
後

鼎
の
軽
重
を
問
ふ
も
の
あ
る
に
至
る
や

未
だ
測
る
べ
か
ら
ず

と

キ

リ
ス
ト
教
に
よ

て
国
民
精
神
・
道
徳
的
混
乱
を
も
た
ら
さ
れ
た
現
状
に
厳
し
く
批
判
し
た

そ
し
て

吾
等
は
将
来
の
我
が
文
学
が
道
義
上
の
責
任
の
甚
だ
軽
か
ら
ざ
る

と
い
う
結
論

か
ら
見
る
と

樗
牛
は
国
民
道
徳
・
精
神
的
統
合
に
力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

自
覚
を
持
つ
よ
う
に
な

た
と
も
考
え
ら
れ
る3

2
0
	 

	 

後
の
東
京
帝
国
大
学
時
期
に
井
上
哲
次
郎
と
と
も
に

新
編
倫
理
教
科
書

一
八
九
七

年

を
編
集
し
た
理
由
は

単
な
る
恩
師
か
ら
の
影
響
が
あ

た
だ
け
で
は
な
く

吾
人

の
安
寧
幸
福
は
其
細
大
に
論
な
く

凡
て
社
会
の
直
接

若
く
は
間
接
に
与
ふ
る
所
の
恩
恵

に
非
ざ
る
は
無
し

果
た
し
て
然
ら
ば

吾
人
は
社
会
に
対
し
て
当
に
尽
す
べ
き
の
義
務
な

か
る
べ
か
ら
ず

即
ち
一
身
一
家
の
利
益
の
み
を
図
ら
ず

博
く
社
会
公
衆
の
為
め
に
其
利

福
を
増
進
せ
ん
こ
と
を
務
め
ざ
る
べ
か
ら
ず3

2
1

と
い
う
節
か
ら
窺
え
る
よ
う
に

樗
牛
自

身
の
二
高
時
代
に
生
じ
た

我
文
学
者
が
道
義
上
の
責
任

に
も
求
め
ら
れ
る

	 

	 

以
上
の
よ
う
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
考
え
る
の
な
ら
ば

樗
牛
が
国
体

を
め
ぐ
る
キ
リ
ス
ト
信
徒
と
の
論
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
の
は

彼
自
身
の
ひ
と
つ
の
積
極
的

な
選
択
で
あ

た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

	 

	 

二

神
国
思
想

と

家
族
国
家
観

	 

	 	 

そ
も
そ
も
天
皇
制
を
中
心
と
す
る
国
体
論
そ
の
も
の
は
明
治
維
新
以
後

国
民
国
家
形
成

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
2
0	 

高
山
樗
牛

第
一
高
等
学
校
不
敬
事
件

文
学
会
漫
評

樗
牛
全
集

第
二
巻

一
〇
六
頁

前
掲
論

文
広
島
一
雄

一
三
八
頁

	 

3
2
1	 

井
上
哲
次
郎

高
山
樗
牛

新
編
倫
理
教
科
書

第
三
卷

金
港
堂

一
八
九
七
年

五
頁

長
尾
宗

典

憧
憬

の
明
治
精
神
史	 

:
	 

高
山
樗
牛
・
姉
崎
嘲
風
の
時
代

ぺ
り
か
ん
社

二
〇
一
六
年

一
六
二

頁
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期
の
文
化
的
所
産
で
あ
る3

2
2

そ
の
構
成
内
容
と
し
て
は
時
代
状
況
や
解
釈
者
次
第
で
あ
り

な
が
ら3

2
3

当
該
期
に
お
い
て
は
主
に

神
国
思
想

と

家
族
国
家
観

と
い
う
二
つ
の

方
面
か
ら
考
え
ら
れ
る3

2
4

そ
れ
に
つ
い
て
は

当
事
者
と
し
て
の
井
上
哲
次
郎
の

勅
語

衍
義

に
鮮
明
に
反
映
さ
れ
る

例
え
ば

教
育
勅
語
の
は
じ
ま
り

朕
惟
フ
ニ
我
カ
皇
祖

皇
宗
国
ヲ
肇
ム
ル
コ
ト
宏
遠
ニ
徳
ヲ
樹
ツ
ル
コ
ト
深
厚
ナ
リ

の
解
説
と
し
て

井
上
は
次

の
よ
う
に
説
明
す
る

	 

	 

	 

太
古
ノ
時
ニ
当
リ

瓊
瓊
杵
命

天
祖
天
照
大
御
神
ノ
詔
ヲ
奉
ジ

降
臨
セ
ラ

レ
テ
ヨ
リ

列
聖
相
承
ケ

神
武
天
皇
ニ
至
リ

遂
ニ
奸
ヲ
討
ジ
逆
ヲ
誅
シ

以

テ
四
海
ヲ
統
一
シ

始
メ
テ
政
ヲ
行
ヒ
民
ヲ
治
メ

以
テ
我
ガ
大
日
本
帝
国
ヲ
立

テ
給
フ

因
リ
テ
我
ガ
邦
ハ
神
武
天
皇
ノ
即
位
ヲ
以
テ
国
ノ
紀
元
ト
定
ム

神
武

天
皇
ノ
即
位
ヨ
リ
今
日
ニ
至
ル
マ
デ

皇
統
連
綿

実
ニ
二
千
五
百
五
十
余
年
ノ

久
シ
キ
ヲ
経
テ

皇
威
益
々
振
フ

是
レ
海
外
ニ
絶
エ
テ
比
類
ナ
キ
コ
ト
ニ
テ

我
邦
ノ
超
然
万
国
ノ
間
ニ
秀
ヅ
ル
所
以
ナ
リ3

2
5
	 

	 	 

こ
こ
で
井
上
は
天
皇
の
統
治
権
を

天
祖
天
照
大
御
神
ノ
詔
ヲ
奉
ジ

と
い
う
神
話
・
神

勅
に
根
拠
づ
け
た
一
方
で

他
方
で
は

皇
統
連
綿

実
ニ
二
千
五
百
五
十
余
年
ノ
久
シ
キ

ヲ
経
テ

皇
威
益
々
振
フ

と

神
話
と
歴
史
と
を
区
別
せ
ず
そ
の
連
続
性
を
強
調
し

皇

室
が
日
本
を
永
遠
に
統
治
す
る
歴
史
的
・
法
的
な
根
拠
で
あ
る
と
し
た3

2
6
	 

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
2
2	 

小
熊
英
二
に
よ
れ
ば

国
体
論
の
起
源
は

江
戸
時
代
に
も
求
め
ら
れ
る

だ
が

そ
の
近
代
に
お
け

る
隆
盛
は

一
八
九
〇
年
の
教
育
勅
語
の
発
布
に
始
ま
る
一
八
九
〇
年
代

で
あ
る
と
し

江
戸
時
代
の
幕

府
体
制
は

身
分
も
地
域
も
こ
え
て

日
本
人

が
一
大
家
族
で
あ
る
な
ど
と
い
う
思
想
に
は

依
拠
し
て
い

な
か

た

国
体
論
は

そ
う
し
た
封
建
体
制
を
打
破
し
て
国
民
国
家
が
形
成
さ
れ
た
の
ち

は
じ
め
て
公

認
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

た
り
え
る
も
の
だ

と
い
う

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

五
〇
頁

	 

3
2
3	 

国
体

の
曖
昧
さ
を
指
摘
す
る
の
は

昆
野
伸
幸

近
代
日
本
の
国
体
論	 

:
	 

教
育
勅
語
・

国
体
の
本

義

・
平
泉
澄

近
代

第
一
〇
六
号

二
〇
一
二
年
三
月

三
〇
頁
を
参
考

	 

3
2
4	 
	 

葛
西
裕
仁

平
泉
澄
の
国
体
論
に
お
け
る

単
一
民
族
観

多
元
文
化

第
一
〇
号

二
〇
一
〇
年

三
月

二
六
六

二
六
八
頁

	 

3
2
5	 

井
上
哲
次
郎

勅
語
衍
義

上
巻

井
上
蘇
発
行

一
八
九
一
年

一

二
頁

	 

3
2
6	 

天
皇
の
権
威
を
建
国
神
話
に
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

前
掲
論
文
昆
野
伸
幸

三
二
頁

前
掲
論
文
葛
西

裕
仁

二
六
六
頁
を
参
考
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そ
し
て
教
育
勅
語
に
お
け
る

爾
臣
民
父
母
ニ
孝
ニ

と
い
う
節
に

井
上
は

国
君
ノ

臣
民
ニ
於
ケ
ル

猶
ホ
父
母
ノ
子
孫
ニ
於
ケ
ル
ガ
如
シ

即
チ
一
国
ハ
一
家
ヲ
拡
充
セ
ル
モ

ノ
ニ
テ

一
国
ノ
君
主
ノ
臣
民
ヲ
指
揮
命
令
ス
ル
ハ

一
家
ノ
父
母
ノ
慈
心
ヲ
以
テ
子
孫
ニ

吩
咐
ス
ル
ト

以
テ
相
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ

中
略

抑
々
子
ノ
父
母
ニ
対
シ
テ
一
種
特
別
ノ

親
愛
ヲ
感
ズ
ル
ハ

元
ト
其
骨
肉
ノ
関
係
ヲ
有
ス
ル
ニ
由
リ
テ
起
ル
モ
ノ
ニ
テ

全
ク
是
レ

自
然
ノ
情
ニ
出
ヅ3

2
7

と
説
明
し
た

	 

	 

井
上
は

一
国
ハ
一
家
ヲ
拡
充
セ
ル
モ
ノ

と
い
う
喩
え
を
通
し
て

皇
室
を
国
民
の
本

家
に
位
置
付
け
た

そ
の
上
で

井
上
は

父
母
ニ
対
シ
テ
一
種
特
別
ノ
親
愛
ヲ
感
ズ
ル

全
ク
是
レ
自
然
ノ
情
ニ
出
ヅ

と

作
為
的
な
要
素
を
排
除
し
て

天
皇
と
臣
民
と
の
関

係
が
西
欧
社
会
の
よ
う
な
契
約
関
係
で
は
な
く

自
然
性
に
徹
底
す
る
親
子
関
係
で
あ
る
と

強
調
し
た3

2
8
	 

	 

こ
の
よ
う
に

神
話
・
神
勅
に
依
拠
し
た

万
世
一
系

の
天
皇
制
と

血
縁
に
よ
る

家

族
国
家
論

と
合
わ
せ
て
井
上
の
国
体
論
の
二
つ
の
軸
は
形
成
さ
れ
た3

2
9

か
く
し
て
神

話
・
信
仰
を
共
有
し

そ
し
て
血
族
を
通
し
て
国
民
を
繋
が
ら
せ
る
国
体
論
を
支
え
る
前
提

は

日
本
の
単
一
人
種
の
構
成
論
し
か
あ
り
え
な
い3

3
0
	 

	 

例
え
ば

一
八
八
九
年
の
書

内
地
雑
居
論

に
井
上
は
日
本
人
種
が
欧
米
人
種
に
比
べ

る
と

ま
だ

一
等
下
劣

人
種
で
あ
る
と
し

競
争
上
常
に
敗
を
取
る

と

社
会
進

化
論
・
優
勝
劣
敗
と
い
う
理
由
と

種
々
な
る
人
種
一
国
に
雑
居
し

種
々
な
る
風
俗
宗

教
言
語
等
同
時
に
存
在
す
る
と
と
き
は

大
に
其
国
の
合
同
力
を
損
傷
し

之
を
統
治
管
理

す
る
を
極
め
て
困
難
な
り

と
い
う
社
会
管
理
上
で
の
理
由
と
合
わ
せ
て
内
地
雑
居
に
反
対

す
る3

3
1

井
上
に
よ
れ
ば

内
地
雑
居
を
許
可

す
れ
ば

実
に
非
常
な
る
急
激
の
変
動

に
し
て

日
本
古
来
の
風
俗

習
慣

政
治

文
学

宗
教
其
の
他
百
般
の
事
々
物
々
を
し

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
2
7	 

前
掲
書
井
上
哲
次
郎

勅
語
衍
義

一
〇

一
一
頁

	 

3
2
8	 

家
族
国
家
論
の
特
徴
に
つ
い
て

前
掲
論
文
昆
野
伸
幸

三
二
頁

前
掲
論
文
葛
西
裕
仁

二
六
七
頁
を

参
考

	  
3
2
9	 

国
体
論
の

軸

に
つ
い
て

前
掲
論
文
葛
西
裕
仁

二
六
八
頁
を
参
考

井
上
哲
次
郎
の
国
体
論
に
つ

い
て

森
川
輝
紀

大
正
期
国
民
教
育
論
に
関
す
る
一
考
察―

―

井
上
哲
次
郎
の
国
体
論
を
中
心
に―

―

日

本
歴
史

第
四
六
三
号

一
九
八
六
年
一
二
月

六
〇

七
八
頁
を
参
考

	 

3
3
0	 

前
掲
論
文
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

五
〇

五
五
頁

	 

3
3
1	 

前
掲
書
井
上
哲
次
郎

内
地
雑
居
論

一
〇

一
一

一
五

一
七
頁
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て
一
時
に
変
動
せ
し
め

以
て
遂
に
国
家
の
基
礎
を
破
壊
す
る
の
勢
力
あ
り

国
家
を
し

て
累
卵
の
危
き
に
陥
い
ら
し
む
る
所
以

だ
と
い
う

こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
な
の
は

井
上
の
内
村
鑑
三
・
キ
リ
ス
ト
教
批
判
が
一
般
的
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
一
八
九
三
年
の
論
説

教
育
と
宗
教
と
の
衝
突

に
始
ま

た
の
で
は
な
く

一
八
九
一
年
の
書

内
地
雑
居
続

論

に
す
で
に
あ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

内
地
雑
居
続
論

に
よ
れ
ば

今
日
内
地

雑
居
を
許
す
は
実
に
日
本
の
国
体
を
破
壊
す
る
の
濫
觴
な
り

第
一
高
等
中
学
校
の
教
員

中
に
も
内
村
鑑
三

木
村
某
の
如
き
は
勅
語
奉
読
式
の
時
に
我
が
至
尊
な
る
天
子
の
御
影
を

拝
せ
ず

且
つ
衆
人
に
告
げ
て
曰
く
是
れ
は
真
正
な
る
神
に
非
ず

故
に
拝
せ
ざ
る
な
り
と

即
ち
我
が
天
子
を
侮
辱
せ
り

と
い
う

井
上
は

内
地
雑
居
を
許
せ
ば
種
々
様
々
な
る
異

種
の
宗
教
伝
播
し
て

日
本
の
神
明
を
排
斥
し

或
は
皇
室
に
不
敬
を
加
ふ
る
等
の
を
あ
り

て

大
い
に
日
本
国
民
の
精
神
を
し
て
不
愉
快
を
感
ぜ
し
む
る
は
明
ら
か
な
り

と

内

地
雑
居

す
れ
ば

異
種
の
宗
教
伝
播

を
広
げ
て
国
体
を
損
な
う
と
考
え
た
の
で
あ
る3

3
2
	 
	 

そ
し
て
二
年
後
の
論
説

教
育
と
宗
教
と
の
衝
突

に
井
上
は
内
村
鑑
三
不
敬
事
件
を
機

に
キ
リ
ス
ト
教
を
批
判
し
は
じ
め
た

当
該
書
に
お
い
て

教
育
勅
語

の
国
家
主
義
精
神

と
キ
リ
ス
ト
の
世
界
主
義
と
の
対
立
を
重
点
に
置
い
た

井
上
に
よ
れ
ば

勅
語
の
主
意

は

一
言
に
て
之
れ
を
言
へ
ば

国
家
主
義
な
り

然
る
に
耶
蘇
教
は
甚
だ
国
家
的
精
神
に

乏
し

啻
に
国
家
的
精
神
に
乏
し
き
而
己
な
ら
ず

又
国
家
的
精
神
に
反
す
る
者
あ
り

為

め
に
勅
語
の
国
家
的
主
義
と
相
容
れ
ざ
る
に
至
る
は

其
到
底
免
れ
難
き
所
な
り

中
略

耶
蘇
教
は
実
に
無
国
家
主
義
な
り

と
い
う3

3
3

つ
ま
り

井
上
は
勅
語
を
礼
拝
す
る
か
ど

う
か
の
問
題
で
は
な
く

原
理
上
に
教
育
勅
語
と
キ
リ
ス
ト
教
が
対
立
す
る
も
の
と
し
て
捉

え
た
の
で
あ
る3

3
4
	 

	 

三

高
山
樗
牛
の
日
本
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
反
撃	 

	 

	 

す
で
に
指
摘
さ
れ
た
通
り

樗
牛
は

新
編
倫
理
教
科
書

の
編
纂
に
協
力
す
る
過
程
で

井
上
の
国
家
主
義
的
倫
理
を
消
化
・
吸
収
し

日
本
主
義
の
倫
理
を
お
も
む
ろ
に
鍛
え
上
げ

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
3
2	 

前
掲
書
井
上
哲
次
郎

内
地
雑
居
続
論

三
三

五
八

六
三

六
七
頁

	 

3
3
3	 

井
上
哲
次
郎

教
育
と
宗
教
と
の
衝
突

教
育
時
論

第
二
八
八
号

一
八
九
三
年
一
月
二
五
日

二
〇
頁

	 

3
3
4	 

前
掲
論
文
森
川
輝
紀

六
一
頁	  
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て
い

た3
3
5

そ
の
た
め

樗
牛
の
日
本
主
義
と
井
上
の
国
体
論
と
は
あ
る
程
度
の
継
承
関

係
を
有
す
る
よ
う
に
見
え
る

例
え
ば

樗
牛
は
日
本
主
義
を
井
上
の
国
体
論
の
よ
う
に

大
日
本
帝
国
憲
法
・
教
育
勅
語
と
共
に
並
行
す
る
と
位
置
づ
け
た

一
八
九
八
年
の
論
説

国

民
精
神
の
統
一

に
樗
牛
は
日
本
主
義
の
位
置
づ
け
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る

	 

	 	 
	 
	 

今
日
政
治
上
の
大
綱
は
憲
法
に
よ
り
て
統
一
せ
ら
れ
た
り

教
育
上
の
本
領
は

勅
語
に
よ
り
て
明
に
せ
ら
れ
た
り

然
れ
ど
も
政
治

教
育
は
国
民
思
想
の
全
部

に
非
ず

寧
ろ
其
の
表
面
上
の
一
現
象
の
み

国
民
的
意
識
を
根
底
よ
り
統
一
し

是
の
憲
法
と
勅
語
と
に
適
応
す
る
の
国
民
精
神
を
陶
冶
す
る
は

即
ち
是
れ
日
本

主
義
の
本
分
に
非
ず
や

国
家
の
発
達
は
民
心
の
統
一
を
須
要
と
す

統
一
は
主

義
を
予
想
し

主
義
は
国
体
と
民
性
と
に
待
つ

国
民
精
神
の
統
一
に
対
す
る
日

本
主
義
の
責
任
実
に
茲
に
存
す3

3
6
	 

	 	 

政
治
と
教
育
の
領
域
で
の
統
一
は
そ
れ
ぞ
れ
憲
法
と
勅
語
に
よ

て
完
成
さ
れ
た
が

国
民
精
神
を
陶
冶
す
る

思
想
は
ま
だ
な
か

た
た
め

樗
牛
は
日
本
主
義
を

国
民
精

神
の
統
一

の
主
義
と
し
て
現
れ
た
と
強
調
す
る3

3
7

こ
こ
で
西
洋
化
・
近
代
化
に
伴
う
思

想
混
乱
に
堕
ち
入

た
国
民
は

思
想
的
統
一
を
も

て
混
迷
す
る
時
代
を
乗
り
越
え
よ
う

そ
し
て
国
民
共
同
体
へ
の
強
い
志
向
が
反
映
さ
れ
る
と
い
う
点
に3

3
8

日
本
主
義
と
国
体
論

が
共
有
さ
れ
て
い
る

し
か
し

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は

樗
牛
の
日
本
主
義
は
国
体

論
者
を
単
純
に
継
承
す
る
の
で
は
な
く

前
者
に
比
べ
る
と
よ
り
精
密
化
・
具
体
化
へ
と
移

行
さ
せ
る
コ
ン
テ
キ
ス
ト
が
置
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

	 

	 

例
え
ば

論
稿

日
本
主
義
を
賛
す
る

に
樗
牛
は

熟
々
本
邦
文
化
の
性
質
を
考
へ

宗
教
及
び
道
徳
の
歴
史
的
関
係
を
審
に
し

汎
く
人
文
展
開
の
原
理
に
徴
し

国
家
の
進
渉

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
3
5	 

前
田
愛

井
上
哲
次
郎
と
高
山
樗
牛

幻
景
の
明
治

前
田
愛
著
作
集

第
四
巻

筑
摩
書
房

一
九

八
九
年

一
二
五
頁

	 

3
3
6	 

高
山
樗
牛

国
民
精
神
の
統
一

樗
牛
全
集

第
四
巻

四
二
七
頁

	 

3
3
7	 

こ
こ
で
高
田
瑞
穂
は
高
山
樗
牛
の
日
本
主
義
を

日
清
戦
争
後
日
本
の
現
実
的
自
負
と
現
実
的
不
安
と
に

対
す
る
理
想
的
な
国
家
像
の
提
示

と
し
て
捉
え
た

高
田
瑞
穂

明
治
三
〇
年
の
日
本
主
義―

―

そ
の
本
質

と
背
景―

―

日
本
近
代
文
学

第
一
八
号

一
九
七
三
年
五
月

五
五
頁

	 

3
3
8	 

前
掲
書
長
尾
宗
典

一
六
三
頁
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と
世
界
の
発
達
と
に
於
け
る
殊
遍
相
関
の
理
法
を
認
め

更
に
本
邦
建
国
の
精
神
と
国
民
的

性
情
の
特
質
と
に
照
鑑
し

我
が
国
家
の
将
来
の
為
に

吾
等
は
茲
に
日
本
主
義
を
唱
ふ

日
本
主
義
と
は
何
ぞ
や

国
民
的
特
性
に
本
け
る
自
主
独
立
の
精
神
に
拠
り
て

建
国
当
初

の
抱
負
を
発
揮
せ
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
所
の
道
徳
的
原
理

即
ち
是
れ
な
り3

3
9

と
い
う

樗
牛
に
対
し
て
日
本
主
義
は
単
な
る
抽
象
的
な
精
神
だ
け
で
は
な
く

後
述
す
る
よ
う
に

民
族
的
宗
教
・
道
徳
・
歴
史
・
文
学
・
美
術
と
い

た
広
い
意
味
で
の
人
文
を
通
し
て
体
現

さ
れ
た
も
の
だ3

4
0

樗
牛
に
よ
れ
ば

日
本
主
義
は
大
和
民
族
の
抱
負
及
び
理
想
を
表
白

せ
る
も
の
な
り3

4
1

と
い
う

そ
の
た
め

樗
牛
は

一
切
宗
教
は
日
本
国
民
の
性
情
に
適

切
な
ら
ず

日
本
主
義
は
是
を
以
て
宗
教
を
排
斥
す

と

国
民
性
情

と
い
う
理
由
と

宗
教
と
国
家
と
は
其
の
利
害
を
異
に
す

之
を
以
て
日
本
主
義
は
一
切
の
宗
教
を
排
斥
す

と

国
家
利
害

と
い
う
理
由
と
合
わ
せ
て
キ
リ
ス
ト
教
に
反
対
す
る
の
で
あ
る3

4
2
	 

	 

し
か
し

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は

ま
さ
に
こ
の

国
民
性
情

と

国
家
利
害

に

よ
る

国
家
主
義

と
は
何
で
あ

た
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る

樗
牛
の
攻
撃
に
対
し

て

キ
リ
ス
ト
教
徒
も
直
ち
に
反
論
を
加
え
た3

4
3

日
本
基
督
組
合
教
会
の
牧
師
渡
瀬
常
吉

一
八
六
七

一
九
四
四
年

か
ら
す
れ
ば

キ
リ
ス
ト
教
は
国
家
に
反
す
る
の
で
は
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か

キ
リ
ス
ト
教
は
国
家
の
興
隆
と
の
緊
密
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

論

説

日
本
の
歴
史
と
基
督
教
と
の
連
絡

一
八
九
七
年

に
お
い
て
渡
瀬
は
ヨ

ロ

パ

の
国
々
の
歴
史
を
引
用
し
な
が
ら

キ
リ
ス
ト
教
が
西
欧
諸
国
の
勃
興
の
動
力
と
す
る
一
方

他
方
で
は

日
本
帝
国
は
実
に
新
進
の
帝
国
な
り
三
十
年
前
䌫
を
解
い
て
海
洋
に
出
で
た

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
3
9	 

高
山
樗
牛

日
本
主
義

樗
牛
全
集

第
四
巻

三
二
七
頁

	 

3
4
0	 

日
本
主
義

の
特
徴
に
つ
い
て

長
尾
宗
典
は

一

政
教
社
の

国
粋
保
存
主
義

の
意
義
と
限

界
を
指
摘
し
つ
つ

日
本
主
義

を
明
治
思
想
史
の
正
統
に
位
置
づ
け
る
視
点

二

科
学
的
研
究

へ

の
強
い
志
向

三

ア

リ
ア
人
種
と
ツ
ラ
ン
人
種
の
衝
突
と
い
う
人
種
競
争
の
観
点
か
ら

日
本
主
義

を
訴
え
て
い
く
視
点
と
し
て
捉
え
た

前
掲
書
長
尾
宗
典

一
六
四

一
六
六
頁

そ
の
な
か
で

科
学
的

研
究

は
人
文
研
究
と
緊
密
的
な
関
係
を
持
つ

	 

3
4
1	 

高
山
樗
牛

日
本
主
義

樗
牛
全
集

第
四
巻

三
三
五
頁

	 

3
4
2	 

高
山
樗
牛

日
本
主
義
に
対
す
る
世
評
を
慨
す

樗
牛
全
集

第
四
巻

三
四
四
頁

	 

3
4
3	 

高
山
樗
牛
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
論
争
の
経
緯
に
つ
い
て

雨
田
英
一
は
優
れ
る
研
究
を
残
し
た

同

高

山
樗
牛
の
国
家
教
育
の
思
想:

	 

教
育
と
国
家
と
宗
教

一

九

東
京
女
子
大
学
紀
要
論
集

第
五
二

五
七
巻

二
〇
〇
一

二
〇
〇
七
年

に
詳
し
い

ま
た

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

五
九

六

四

七
〇

七
二
頁
に
も
触
れ
て
い
た

本
節
は
上
記
二
者
の
研
究
に
よ
る
も
の
は
多
い
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る

将
来
の
国
運
を
開
拓
せ
し
む
る
者

と

キ
リ
ス
ト
教
と
将
来
日
本
の
海
外
開
拓
と

緊
密
に
関
係
す
る
と
考
え
た

そ
の
上
で

渡
瀬
は

如
何
に
し
て
日
本
の
歴
史
と
基
督
教

と
の
連
結
を
成
就
せ
ん
か
は
基
督
教
徒
に
取
り
て
決
し
て
軽
視
す
べ
き
の
問
題
に
非
ず

と

し

其
の
連
結
の
成
否
は
日
本
国
の
運
命
と
基
督
教
の
運
命
と
に
至
大
の
関
係
あ
る

と

主
張
す
る3

4
4
	 

	 

日
清
戦
争
の
勝
利
に
伴

て

海
外
進
出
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
渡
瀬
は
キ
リ
ス
ト
教
と

帝
国
拡
張
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
演
じ
よ
う
と
す
る
期
待
を
持

た
の
で
あ
る

と
す
れ

ば

こ
こ
で
渡
瀬
は
国
体
論
者
と
の
論
争
の
な
か
で

国
民
性
情

と

国
家
利
益

な

ど
の
国
家
内
部
の
要
因

と
い
う
国
体
論
者
の
論
点
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
も

そ
れ
な
ら
む
し

ろ
国
体
論
者
は
い
か
に
海
外
に
帝
国
の
膨
張
と
い
う
事
態
に
対
処
す
べ
き
か

と
い
う
方
向

に
シ
フ
ト
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る

	 

	 

そ
の
点
に
つ
い
て

次
の
稿

我
が
国
是
と
宗
教
的
信
念

の
な
か
で
よ
り
明
白
に
な
る

そ
こ
で
渡
瀬
は

開
国
進
取
が
我
が
永
久
の
国
是
た
る
べ
き

と

海
外
拡
張
を
支
持
し
な

が
ら

今
や
我
が
帝
国
は
大
に
膨
張
せ
ん
と
し

異
種
の
民
草
を
も
加
へ
て
其
の
民
と
為

さ
ん
と
す

此
の
時
に
於
て
徒
ら
に
君
民
同
祖
の
旨
義
を
主
張
し
同
胞
の
意
義
を
狭
隘
に
せ

ん
と
欲
す
る
は
開
国
進
取
の
精
神
を
完
う
す
る
所
以
に
非
ざ
る

と

国
体
論
者
に
よ
る

君

民
同
祖
の
旨
義

が
海
外
拡
張
に
反
し

と
く
に
台
湾
領
有
に
よ
る
新
版
図
に
お
け
る
異
人

種
を
ど
の
よ
う
に
帝
国
の
臣
民
に
回
収
さ
せ
る
の
か

と
い
う
問
題
が
あ
る
と
指
摘
す
る

そ
れ
ゆ
え

渡
瀬
は

国
祖
崇
拝
の
主
義
を
主
張
す
る
者
に
同
ず
る
能
は
ず

独
り
国
祖

崇
拝
を
以
て
之
に
代
へ
ん
と
欲
す
る

こ
と
は

立
国
の
大
本
を
堅
う
し
建
国
の
理
想
を

実
行
す
る
の
障
害

だ
と
国
体
論
を
厳
し
く
批
判
し
た3

4
5
	 

	 

そ
も
そ
も
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
結
ば
れ
た
諸
条
約
の
改
正
と
そ
の
実
施
に
と
も
な
う

内
地
雑
居

そ
し
て
そ
れ
に
よ

て
出
現
す
る
可
能
性
の
あ
る

帰
化
人

が
家
族
国
家
論

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
4
4	 

渡
瀬
常
吉

日
本
の
歴
史
と
基
督
教
と
の
連
絡

六
合
雑
誌

第
一
九
七
号

一
八
九
七
年
五
月
一

五
日

二
〇
九

二
一
二
頁

	  
3
4
5	 

渡
瀬
常
吉

我
国
是
と
宗
教
信
念

六
合
雑
誌

一
九
九
号

一
八
九
七
年
七
月
一
五
日

二
九
九

三
〇
〇
頁

渡
瀬
常
吉
の
高
山
樗
牛
に
対
す
る
論
説
に
つ
い
て

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

五

七

五
八
頁

前
掲
論
文
雨
田
英
一

高
山
樗
牛
の
国
家
教
育
の
思
想:

	 

教
育
と
国
家
と
宗
教

二

三

第
五
二
巻
第
二
号

二
〇
〇
二
年
三
月

一
五
五

一
七
七
頁

第
五
三
巻
第
一
号

二
〇
〇
二
年
九
月

一
〇
七

一
二
九
頁
に
を
参
考
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の
ジ
レ
ン
マ
を
呈
し
て
い
た
が

こ
こ
で
台
湾
植
民
地
の
獲
得
に
よ

て
可
視
的
に
浮
上
し

て
き
た

異
人
種

問
題
が
あ
ら
た
め
て
国
体
論
批
判
の
的
に
な

て
し
ま

た
の
で
あ
る

3
4
6
	 

	 

ま
た

こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
な
の
は

キ
リ
ス
ト
教
徒
ば
か
り
で
は
な
く

そ
も
そ

も
憲
法
制
定
を
め
ぐ
る
論
争
に
国
体
論
擁
護
論
者
だ

た
伊
藤
博
文
も
純
血
に
よ
る
単
一

人
種
構
成
論
と
し
て
の
国
体
論
を
放
棄
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

そ
れ
に
つ
い
て

当
時

台
湾
事
務
局
総
裁
を
務
め
た
伊
藤
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る

	 

	 

	 

米
国
の
例
に
由
れ
ば
ナ
シ

ナ
リ
テ

の
統
一
に
最
も
重
き
を
置
か
る
ゝ
国
民

の
同
種
族
た
る
を
要
す
て
ふ
こ
と
は
必
ず
し
も
然
り
と
す
べ
か
ら
ざ
る
に
似
た
り

然
り
民
族
の
同
一
な
る
こ
と
は
固
よ
り
望
む
べ
き
こ
と
な
り

然
れ
ど
も
民
族
同

一
な
れ
ば
と
て
必
ず
し
も
国
民
を
為
さ
ず
又
必
ず
し
も
国
家
を
為
さ
ず3

4
7
	 

	 	 

台
湾
領
有
と
そ
れ
に
伴
う

異
人
種

の
帝
国
へ
の
編
入
に
よ
り

伊
藤
は

民
族
の
同

一

を
帝
国
の
発
展
の
確
保
と
し
て
は
で
き
な
く
な
る
と
感
嘆
し
つ
つ
も

ア
メ
リ
カ
を
例

と
し
て
多
民
族
帝
国
構
成
論
へ
と
移
行
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る

実
は

伊
藤

を
は
じ
め
と
す
る
中
央
指
導
部
の
意
見
は

当
時
台
湾
事
務
局
委
員
・
外
務
次
官
で
あ

た

原
敬

一
八
五
六

一
九
二
一
年

の

内
地
延
長
主
義

つ
ま
り
法
制
度
と
教
育
政
策

に
よ
る

同
化

方
針
に
変
わ

た
の
で
あ
る3

4
8

逆
説
的
だ
が

そ
も
そ
も
憲
法
制
定
に

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
4
6	 

山
口
輝
臣

な
ぜ
国
体
だ

た
の
か

酒
井
哲
哉
編

外
交
思
想	 

日
本
の
外
交

第
三
巻

岩
波
書
店

二
〇
一
三
年

六
三
頁

	 

3
4
7	 

伊
藤
博
文

台
湾
会
に
於
け
る
伊
藤
侯
の
演
説

大
阪
毎
日
新
聞

一
八
九
七
年
四
月
二
四
日

二
頁

中
川
未
来

内
藤
湖
南
の
台
湾
統
治
論	 
:
	 

明
治
中
期
の
国
粋
主
義
思
想
と
植
民
地

日
本
思
想
史
学

第

四
四
号

二
〇
一
二
年

二
一
三

二
一
四
頁

	 
	 

3
4
8	 

台
湾
人
の
同
化
政
策
に
つ
い
て

石
田
雄

同
化

政
策
と
創
ら
れ
た
観
念
と
し
て
の

日
本

(

下)

思
想

第
八
九
三
号

一
九
九
八
年
一
一
月

一
四
一

一
五
〇
頁

陳
培
豊

同
化

の
同
床
異
夢	 

:
	 

日
本
統
治
下
台
湾
の
国
語
教
育
史
再
考

三
元
社

二
〇
〇
一
年

五
五

六
〇
頁

駒
込
武

異
民
族
支

配
の

教
義

台
湾
漢
族
の
民
間
信
仰
と
近
代
天
皇
制
の
あ
い
だ

大
江
志
乃
夫
な
ど
編

岩
波
講
座
近
代

日
本
と
植
民
地	 

統
合
と
支
配
の
論
理

第
四
巻

岩
波
書
店

一
九
九
三
年

一
三
七

一
五
五
頁

小

熊
英
二

国
民

化
と
い
う
支
配-

-

多
民
族
帝
国
と
し
て
の

日
本
国
民

概
念

歴
史
学
研
究

第
六

九
〇

一
九
九
六
年
一
〇
月

一
〇
一

一
一
〇
頁

同

日
本
人

の
境
界	 

:
	 

沖
縄
・
ア
イ
ヌ
・
台
湾
・
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お
い
て
伊
藤
は

固
有
ノ
国
体
ハ
憲
法
ニ
由
テ
益
々
鞏
固
ナ
ル
コ
ト3

4
9

と

国
体
論
擁
護

論
を
明
白
に
表
し
た
が

こ
こ
で
植
民
地
政
策
へ
の
配
慮
の
た
め
に
国
体
論
を
意
図
的
に
回

避
す
る
し
か
な
か

た

	 

	 

一
方

国
体
論
者
内
部
で
の
差
異
を
も
呈
し
て
く
る3

5
0

例
え
ば

宗
教
と
教
育
の
衝

突

事
件
の
仕
掛
け
人
と
し
て
の
井
上
哲
次
郎
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
強
い
非
難
を
浴
び

結

局

国
民
之
友

に

教
育
時
論
に
投
載
し
た
る

教
育
と
宗
教
と
の
衝
突

は
全
く
一
時

の
談
話
を
敷
衍
し
た
る
も
の
に
て
其
文
も
未
だ
完
備
せ
ず
且
つ
引
例
中
多
少
不
確
な
る
も

の
有
之
候
追
て
正
誤
致
し
一
册
子
と
し
て
世
に
公
に
す
る
積
に
有
之
候
故
君
の
御
批
評
は

其
上
に
て
充
分
被
成
下
度
候
匆
々
不
備

と

自
ら

敗
北
状

を
認
め
ざ
る
を
得
な
か

た3
5
1
	 

	 

ま
た

同
陣
営
の
湯
本
武
比
古

一
八
五
六

一
九
二
五
年

は

我
が
国
家
は

大
和

民
族
の
み
を
以
て
構
成
せ
ら
れ

次
第
に
異
民
族
を
も
包
含
せ
り
と
雖
も

此
等
異
民
族
は

皆
必
ず
日
本
化
し
た
る
も
の
に
し
て

決
し
て
異
民
族
と
し
て

其
莽
倫
道
義
を

保
持
す

る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り3

5
2

と

異
民
族
を
日
本
化
す
る
こ
と
を
考
え
は
じ
め
た

そ
し

て
同
陣
営
の
も
う
一
人
で
あ
る
木
村
鷹
太
郎

一
八
七
〇

一
九
三
一
年

も

其
地
の
人

民
を
教
化
し
て
全
然
日
本
精
神
の
人
民
と
な
し

日
本
本
土
の
民
と
同
一
の
感
情
を
懐
く
所

の
も
の
と
な
さ
ゞ
る
可
か
ら
ず

と

同
化
の
政
策
を
進
め
た
の
で
あ
る3

5
3
	 

	 

そ
の
意
味
で
は

海
外
膨
張
に
伴
う

異
人
種

問
題
を
ど
の
よ
う
に
国
体
論
に
回
収
さ

せ
る
か
と
い
う
問
題
を
検
証
す
る
際
に

樗
牛
の
論
説

我
が
国
体
と
新
版
図

は
重
要
な

意
味
を
帯
び
て
く
る

樗
牛
に
よ
れ
ば

我
が
国
体
の
宇
内
に
冠
絶
せ
る

且
つ

天
下

無
双

で
あ
る
と
い
う

な
ぜ
な
ら
ば

皇
祖
建
国
の
初
よ
り

万
世
一
系
の
天
皇

億

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  

朝
鮮
植
民
地
支
配
か
ら
復
帰
運
動
ま
で

新
曜
社

一
九
九
八
年

の
第
四
章

台
湾
領
有

同
化
教
育
を

め
ぐ
る
葛
藤

七
〇

一
〇
九
頁
に
詳
し
い

	 

3
4
9	 

伊
藤
博
文

帝
国
憲
法
義
解

国
家
学
会

一
八
八
九
年

一
頁

	 

3
5
0	 

こ
の
点
に
つ
い
て

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

六
二

六
三
頁
を
参
考

	 

3
5
1	 

井
上
哲
次
郎

学
者
と
は
何
ぞ

国
民
之
友

第
一
二
巻
一
八
六
号

一
八
九
三
年
四
月
三
日

四

〇
頁

ま
た

前
掲
論
文
前
田
愛

一
二
六

一
二
七
頁

	 

3
5
2	 

湯
本
武
比
古

日
本
主
義
発
刊
に
就
き
て

日
本
主
義

第
一
号

一
八
九
七
年
五
月
二
〇
日

二

三

二
四
頁

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

六
二
頁

	 

3
5
3	 

木
村
鷹
太
郎

台
湾
島
道
伝
記

日
本
主
義

第
一
号

一
八
九
七
年
五
月

前
掲
書
小
熊
英
二

一

九
九
五
年

六
二
頁
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兆
に
君
臨
し
に
一
日
も
帝
座
の
空
し
き
こ
と
無
く

こ
と
だ
か
ら
だ

そ
し
て

我
金
甌
無

缺
の
国
体

の
基
盤
と
し
て

樗
牛
は

其
の
国
民
は
概
ね
神
孫
皇
族
の
末
裔

に
起
因
す

る
の
だ
と
主
張
し

そ
れ
を

外
邦
に
見
る
如
く

数
多
の
異
人
種
群
集
し

契
約
若
は
強

迫
に
よ
り
て
君
臣
の
関
係
を
定
め

る
も
の
と

日
を
同
う
し
て
論
ず
べ
か
ら
ざ
る

と
す

る

つ
ま
り

こ
こ
で
樗
牛
は

異
人
種
群
集

が

契
約

や

強
迫

な
も
の
に
よ
る

の
だ
と

外
邦

を
作
為
的
・
非
自
然
化
の
権
力
関
係
に
帰
着
さ
せ
る
一
方

他
方
で
は

日
本
の
国
体
を

一
国
と
一
家
と
の
比
較

に
よ
る
喩
え
を
借
り

皇
室
は
宗
家
に
し
て

臣
民
は
末
族
な
り

建
国
当
初
の
家
長
制
度
は

二
千
五
百
年
を
経
由
し

と

日
本
の
国

体
を
無
作
為
・
自
然
化
に
徹
底
す
る
親
子
関
係
に
訴
え
た
の
で
あ
る

一
般
的
に
論
じ
ら
れ

て
き
た
国
体
論
に
お
け
る

神
国
思
想

と

家
族
国
家
論

は

樗
牛
の
論
説
の
冒
頭
で

再
確
認
さ
れ
た3

5
4
	 

	 

し
か
し

す
で
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
非
難
に
対
し
て

以
上
の
伝

統
的

国
体
論

は
む
し
ろ
無
力
だ

た

そ
れ
を
意
識
し
た
上
で

樗
牛
は
キ
リ
ス
ト
教

徒
の
論
が

一
見
甚
だ
理
あ
る
が
如
し

然
れ
ど
も
吾
人
を
以
て
是
を
看
れ
ば

未
だ
事
実

を
尽
さ
ゞ
る
の
論
の
み3

5
5

と

そ
の
説
の
成
否
を
置
い
て

国
体
論
を
別
の
文
脈
に
置
い

て
検
討
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

	 

	 

で
は

樗
牛
は

異
人
種

と
国
体
論
と
を
い
か
に
し
て
整
合
的
に
結
び
つ
け
た
の
で
あ

ろ
う
か

樗
牛
は
ま
ず

内
面
的

と

外
面
的

と
い
う
二
つ
の
角
度

具
体
的
に
言
え

ば

人
類
共
同
の
思
想

と

国
民
の
特
性

か
ら

国
家

概
念
を
絞

て
議
論
を
進
め

て
い
く

人
文
の
発
達
は
一
面
に
於
て
人
類
共
同
の
思
想
を
催
起
す
る
に
於
て
大
な
る
勢

力
あ
り

と

樗
牛
は

人
類
共
同
の
思
想

を
認
め
な
が
ら

一
面
に
於
て
人
類
及
び

国
民
の
特
性
が

為
に
一
層
明
白
な
る
睽
違
を
発
展
し
来
り
た
る

と

国
民
の
特
性

を
も
強
調
す
る

前
者
は
内
面
的
は
た
理
想
的
生
活
に
於
て
人
類
に
平
等
性
を
開
拓
し

後
者
は
外
面
的
は
た
実
際
的
生
活
に
於
て
差
別
性
を
促
進
し
来
る

こ
こ
で
樗
牛
は
国
家

の

内
面

と

外
面

を
そ
れ
ぞ
れ

平
等
性

と

差
別
性

か
ら
弁
証
的
に
捉
え
た

の
だ
が

吾
人
の
内
面
的
生
活
の
範
囲
を
超
え
て

直
に
社
会
の
実
際
的
主
義
と
な
り
得

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
5
4	 

高
山
樗
牛

我
が
国
体
と
新
版
図

樗
牛
全
集

第
四
巻

三
六
三

三
六
四
頁

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

五
九
頁

前
掲
論
文
林
正
子

一
九
九
八
年
二
月

三
一
三

三
一
四
頁

	  
3
5
5	 

前
掲
論
文
高
山
樗
牛

我
が
国
体
と
新
版
図

三
六
五
頁
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る
の
時
あ
る
を
信
ず
る
能
は
ず

と

そ
の

内
面
的
生
活
範
囲

に
お
け
る

共
同
的
理

想

或
い
は

平
等
性

は

社
会
の
実
際
的
主
義

の
領
域
に
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な

い
と
主
張
す
る3

5
6

こ
こ
で
樗
牛
が
批
判
し
た
か

た
の
は

ま
さ
に
世
界
主
義
・
平
等
主

義
を
掲
げ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
ら
は

国
家
の

内
面

と

外
面

を
渾
淆
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る

	 

樗
牛
に
よ
れ
ば

国
家
は
実
権
の
上
に
立
つ

実
権
の
強
弱
は
即
ち
勢
力
の
範
囲
を
規

定
す

苟
も
一
国
家
を
結
成
す
る
所
以
の
約
束
は

実
際
上
是
の
実
権
に
存
す

故
に
国
家

と
国
民
と
の
関
係
は

即
ち
実
際
上
全
く
権
力
関
係
に
外
な
ら
ず

是
の
如
き
関
係
は

人

種

歴
史
等

種
々
の
事
情
に
よ
り
て
親
疎
一
な
ら
ず
と
雖
も

要
は
主
権
を
離
れ
て
団
結

無
し3

5
7

と
い
う

同
論
説
の
冒
頭
で
樗
牛
は

金
甌
無
缺
の
国
体

を

一
国
と
一
家
と

の
関
係
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
が

こ
こ
で
そ
の
逆
面
に
転
換
さ
せ

国
家
の
結
成
が

実

権

に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
た3

5
8

よ

て

家
族
国
家
論

に
代
わ
り

一
国
が
其
の

新
版
図
に
対
し

其
の
属
邦
た
る
の
実
益
を
収
め
む
と
欲
せ
ば

主
と
し
て
権
力
関
係
を
以

て
是
れ
に
臨
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず3

5
9

と

樗
牛
は

実
権

を
通
し
て

新
版
図

を
収
容

す
る
ほ
か
な
い
と
主
張
す
る

し
か
し

樗
牛
は

実
権

と

国
体

を
矛
盾
的
に
捉
え

る
の
で
は
な
く

そ
の
二
者
は
む
し
ろ
互
い
に
影
響
を
与
え

そ
の
内
実
を
深
め
る
関
係
で

あ
る

君
民
同
祖

忠
孝
一
致
の
国
体
は

其
の
強
盛
な
る
祖
国
観
念
に
於
て
何
物
か
是

れ
に
比
肩
し
得
べ
き

国
勢
拡
張
の
前
途
に
於
て

権
力
関
係
上

所
謂
る
幹
部
若
し
く
は

主
脳
と
な
り
て
外
力
の
抵
抗
を
排
除
し

若
し
く
は
既
に
征
服
し
た
る
も
の
を
統
率
す
る
に

於
て

何
物
の
力
か
能
く
之
に
匹
敵
し
得
べ
き

と

樗
牛
は
国
体
論
が
対
内
的
統
合
を
も

て
対
外
拡
張
す
る
権
力
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
た3

6
0

そ
の
意
味
で
は

樗
牛

は
国
体
が

基
督
教
徒
の
杞
憂
す
る
が
如
き

国
勢
の
拡
張
に
不
利
な
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
5
6	 

同
右

三
六
五

三
六
六
頁

	 

3
5
7	 

同
右

	  
3
5
8	 

小
熊
英
二
に
よ
れ
ば

こ
こ
で
こ
そ

親
子
の
情
と
い
う
美
名
で
権
力
支
配
を
隠
蔽
す
る
国
体
論
が

新

領
土
に
は
延
長
で
き
な
い
こ
と
を
露
呈

し

国
民
の
慈
父
と
い
う
天
皇
の
仮
面
が
は
ぎ
と
ら
れ

む
き
だ

し
の
権
力
関
係
が
あ
ら
わ
れ
て
し
ま
う

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

六
〇

六
一
頁

	 

3
5
9	 

前
掲
論
文
高
山
樗
牛

我
が
国
体
と
新
版
図

三
六
七
頁

	 

3
6
0	 

前
掲
論
文
高
山
樗
牛

我
が
国
体
と
新
版
図

三
六
七
頁

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

六
〇

頁
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実
に
其
の
最
大
至
要
の
条
件

と

国
体
論
と
海
外
拡
張
と
の
一
致
性
を
訴
え
た3

6
1
	 

	 
四

単
一
人
種
構
成
論

と

多
人
種
構
成
論

	 

	 

	 

樗
牛
の

我
国
体
と
新
版
図

が
公
刊
さ
れ
次
第

日
本
主
義

で
は

耶
蘇
教
一
派

の
論
者
高
山
氏
の
所
論
を
熟
読
せ
ば

そ
の
謬
見
を
破
る
に
余
り
あ
ら
む3

6
2

と
高
く
評
価

さ
れ
た
が

国
体
論
者
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
論
争
の
勝
敗
に
つ
い
て

決
し
て
そ
れ
ほ
ど

明
瞭
な
形
で
語
ら
れ
な
い

樗
牛
自
身
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
の
稿

明
治
思
想
の
変
遷

一
八
九
八
年

を
冷
静
に
見
る
の
な
ら
ば

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
論
を
全
面
的
に
否
定
し
た

の
で
は
な
い

そ
こ
で
樗
牛
は

基
督
教
徒
に
も
そ
れ
〴
〵
道
理
の
取
る
べ
き
あ
り

何

れ
を
全
勝

何
れ
を
全
敗
と
は
決
し
難
か
り
し

と

キ
リ
ス
ト
教
徒
に
あ
る
程
度
の
評
価

を
与
え
た
よ
う
に
見
え
る3

6
3
	 

	 

で
は

な
ぜ
そ
う
だ

た
の
か

	 

	 

人
種

問
題
に
つ
い
て

一
見
す
れ
ば
国
体
論
者
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
大
き
な
衝
突
が

起
こ

た
か
の
よ
う
に
見
え
る
が

磯
前
順
一
が
論
証
し
た
よ
う
に

実
に
二
つ
の
側
は
全

く
排
他
的
な
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く

む
し
ろ
共
有
さ
れ
る
思
考
の
構
造
が
存
在
す
る

な
ぜ
な
ら
ば

そ
れ
は
国
民
国
家
日
本
か
ら
帝
国
日
本
へ
と
移
行
す
る
間

帝
国
の
あ
り
方

を
め
ぐ
る
論
争
で
あ
り

帝
国
そ
の
も
の
に
疑
問
を
抱
か
な
か

た
か
ら
で
あ
る

そ
も
そ

も
台
湾
割
譲
や
韓
国
合
併
の
日
本
が
帝
国
と
い
う
国
家
制
度
を
と
る
以
前
か
ら

自
民
族
の

優
越
性
を
前
提
と
す
る

単
一
人
種
構
成
論

と
侵
略
性
を
帯
び
る

多
人
種
構
成
論

が

併
存
し
て
い
た
と
い
う
歴
史
的
言
説
が
あ

た

こ
の
二
つ
の
理
論
は
お
互
い
に
対
抗
し
な

が
ら
も

日
本
の
知
識
人
と
政
治
家
の
中
で
相
補
い
合
い
な
が
ら
共
存
し
て
い
た
言
説
な
の

で
あ
る

台
湾
割
譲
や
韓
国
合
併
な
ど

日
本
が
海
外
植
民
地
を
獲
得
す
る
帝
国
主
義
体
制

に
乗
り
出
す
前
か
ら

帝
国
主
義
を
正
当
化
す
る
国
体
論
の
よ
う
な
言
説
が
す
で
に
登
場
し

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
6
1	 

前
掲
論
文
高
山
樗
牛

我
が
国
体
と
新
版
図

三
六
九
頁

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

六
〇

頁

	 

3
6
2	 

著
者
不
詳

我
国
体
と
新
版
図

時
評

日
本
主
義

第
七
号

一
八
九
七
年
一
一
月
二
〇
日

九

五
頁

小
熊
英
二

一
九
九
五
年

六
〇
頁

	 

3
6
3	 

高
山
樗
牛

明
治
思
想
の
変
遷

樗
牛
全
集

第
四
巻

二
九
五
頁
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て
い
た
事
実
は

近
代
西
洋
的
な
国
民
国
家
制
度
の
性
質
を
考
え
る
上
で
示
唆
に
富
む3

6
4
	 

	 
し
か
し
そ
の
一
方
で

人
種

的
異
質
な
要
素
を
徹
底
的
に
排
除
す
る
と
い
う
形
で

日

本
国
民

を
作
る
の
は

帝
国
の
膨
張
と
い
う
事
態
に
対
処
で
き
な
か

た3
6
5

そ
の
た
め

多
人
種
構
成
論

も
最
初
か
ら
様
々
な
理
由
に
よ

て
唱
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る

例

え
ば

明
治
初
期
に
自
由
主
義
経
済
学
者
で
あ
る
田
口
卯
吉
は

文
明
開
化
と
殖
産
興
業
を

推
し
進
め
る
た
め
に

内
地
雑
居
論

を
唱
え
て
い
た

そ
し
て
そ
の
歴
史
的
根
拠
づ
け

た
の
は

古
来
日
本
は

支
那

三
韓

な
ど
の
異
民
族
を
含
ん
だ

多
人
種
構
成
論

で
あ

た

ま
た

台
湾
領
有
を
機
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
は

血
族

擁
護
論
で
あ
る
国
体
論

者
に
攻
撃
し
た
時
に

海
外
膨
張

と
い
う

国
是

を
楯
に

多
人
種
構
成
論

を
出

し
た
の
で
あ
る

同
時
期
の
帝
国
大
学
の
系
統
も
新
学
術
の
開
拓
に
伴
い

混
合
人
種
構

成
論

を
唱
え
た

例
え
ば
坪
井
正
五
郎

一
八
六
三

一
九
一
三
年

を
は
じ
め
と
す
る

最
初
の
人
類
学
者
た
ち
は

ア
イ
ヌ

と

琉
球
人

を
対
象
と
す
る
辺
境
調
査

そ
し
て

国
史
科
に
朝
鮮
半
島
進
出
を
背
景
に
歴
史
家
や
言
語
学
者
に
提
唱
さ
れ
る

日
鮮
同
祖
論

も
そ
う
で
あ
る3

6
6

し
た
が

て

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
論
法
は
樗
牛
に
攻
撃
さ
れ
た
よ
う
な

非
国
民
的

な
も
の
と
し
て
当
時
の
日
本
社
会
か
ら
弾
圧
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か

た3
6
7

事
実

一
九
一
〇
年
代
に
海
老
名
弾
正
と
渡
瀬
常
吉
は
と
も
に
朝
鮮
総
督
府
に
頼
ま
れ
た
宣

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
6
4	 

日
本
帝
国
の

単
一
人
種
構
成
論

と

多
人
種
構
成
論

の
言
説
論
理
に
つ
い
て

磯
前
順
一

近
代

日
本
の
植
民
地
主
義
と
国
民
国
家
論―

―

津
田
左
右
吉
の
国
民
史
を
め
ぐ
る
言
説
布
置―

―

思
想

一
〇

九
五
号

二
〇
一
五
年
七
月

一
〇
九
頁
を
参
考

	 

3
6
5	 

前
掲
論
文
小
熊
英
二

一
〇
三
頁

	 

3
6
6	 

田
口
卯
吉
の

内
地
雑
居
論

に
つ
い
て

本
論
の
第
二
章
第
一
節
を
参
考

キ
リ
ス
ト
教
の

日
本
人

多
人
種
構
成
論

に
つ
い
て

前
掲
書
小
熊
英
二

一
九
九
五
年

の
第
三
章

国
体
論
と
キ
リ
ス
ト
教

四
九

七
二
頁
を
参
考

人
類
学
者
の
辺
境
調
査
に
つ
い
て

前
掲
論
文
冨
山
一
郎
を
参
考

日
鮮
同
祖
論

に
つ
い
て

本
論
の
第
二
章
第
三
節
に
も
触
れ
て
い
た
が

よ
り
系
統
的
研
究
と
し
て

前
掲
論
文
三

井
崇

前
掲
論
文
沈
煕
燦
を
参
考

	 

3
6
7	 

実
は

多
民
族
構
成
論

を
持
つ
久
米
邦
武
も
同
様
な
歴
史
経
験
が
あ

た

前
掲
論
文
磯
前
順
一

一
一
〇

一
一
一
頁
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教
を
推
進
し

帝
国
政
府
側
か
ら
高
く
評
価
を
受
け
た3

6
8
	 

	 
以
上
の
よ
う
に

国
体
論
を
含
ん
だ

単
一
人
種
論

と
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
含
ん
だ

混

合
人
種
論

は
長
期
に
わ
た

て
併
存
し
て
き
た3

6
9

そ
れ
は
近
代
国
民
国
家
建
設
の
模
索

の
様
子
を
反
映
す
る
一
方

他
方
で
は
転
換
期
に
お
け
る
帝
国
日
本
の
不
安
定
性
を
も
呈
し

て
く
る

し
か
し

こ
の
よ
う
な
局
面
は
日
韓
合
併

一
九
一
〇
年

ま
で
し
か
維
持
さ
れ

て
こ
な
か

た3
7
0

な
ぜ
な
ら
ば

そ
れ
ま
で
の
北
海
道
開
拓
・
琉
球
征
服
・
台
湾
領
有
な

ど
に
対
し
て

区
区
た
る
新
版
図3

7
1

を
人
数
上
の
少
量
と
し
て
捉
え
て
き
た
と
反
対
に

朝
鮮
合
併
に
よ
る
帝
国
総
人
口
三
割
以
上
に
占
め
て
お
り

一
千
万
以
上
異
人
種
を
帝
国
版

図
に
吸
収
さ
せ
た
上
で

単
一
人
種
構
成
論

を
堅
持
す
る
の
は
無
理
だ
か
ら
だ3

7
2

そ

の
象
徴
的
な
人
物
と
し
て

井
上
哲
次
郎
が
あ
げ
ら
れ
る

日
韓
合
併
後

一
九
一
二
年
の

国
民
道
徳
概
論

に
彼
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た

	 

	 

	 

兎
に
角
今
日
の
処
で
は

朝
鮮
人
を
始
め
幾
多
の
異
民
族
が
領
土
内
に
あ
つ
て

風
俗

言
語

思
想

其
他
種
々
の
点
に
於
て
違
つ
た
処
が
あ
る

併
な
が
ら
彼

ら
は
日
本
国
民
と
い
ふ
点
か
ら
い
ふ
と

皆
無
勢
力
で
あ
り
ま
す

即
ち
彼
等
は

皆
戦
敗
者
で
あ
る

中
略

是
等
は
皆

教
育
に
因
り
て

日
本
民
族
の
風
に
同

化
せ
ら
れ
て
了
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る

是
れ
は
日
本
国
民
の
統
一
の
必
要
か
ら
起

こ
つ
て
く
る3

7
3
	 

	 	 

こ
こ
で
井
上
は
帝
国
範
囲
内
に
お
け
る
異
人
種
の
事
実
を
認
め
た
上
で

単
一
人
種
構

成
論

を
や
め

異
人
種

を
排
除
す
る
の
で
は
な
く

教
育
上
で
の
同
化
政
策
を
出
し

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
6
8	 

海
老
名
弾
正
と
渡
瀬
常
吉
の
朝
鮮
布
教
に
つ
い
て

韓
晳
曦

日
本
の
朝
鮮
支
配
と
宗
教
政
策

未
来

社

一
九
八
八
年

の
第
二
章

日
本
キ
リ
ス
ト
教
の
朝
鮮
布
教

八
四

一
五
五
頁
に
詳
し
い

海
老
名

弾
正
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
精
神
と
帝
国
意
識
に
つ
い
て

吉
馴
明
子

海
老
名
弾
正
の
政
治
思
想

東
京

大
学
出
版
会

一
九
八
二
年

一
九
二

二
〇
〇
頁
を
参
考

	 

3
6
9	 

前
掲
論
文
磯
前
順
一

一
一
一

一
一
五
頁

	 

3
7
0	 

前
掲
論
文
小
熊
英
二

一
〇
三
頁

	 

3
7
1	 

前
掲
論
文
高
山
樗
牛

我
が
国
体
と
新
版
図

三
六
八
頁

	 

3
7
2	 

小
熊
英
二

一
九
九
五
年

七
二
頁

	 

3
7
3	 

井
上
哲
次
郎

国
民
道
徳
概
論

三
省
堂

一
九
一
二
年

七
三
頁

前
掲
論
文
磯
前
順
一

一
一
二

頁
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た
の
で
あ
る

事
実

樗
牛
も
ま
さ
に
日
清
戦
争
後
の

大
日
本
帝
国
膨
張

を
見
越
し
て

基
督
教
徒
に
も
そ
れ
〴
〵
道
理
の
取
る
べ
き
あ
り

と
考
え
た
の
で
あ
る

そ
れ
ど
こ
ろ

か

人
文
研
究
に
重
点
を
置
か
れ
た
日
本
主
義
に
は

樗
牛
は
井
上
よ
り
早
く

単
一
人
種

構
成
論

を
改
め
て
神
話
と
歴
史
の
研
究
を
海
外
拡
張
・
帝
国
膨
張
の

国
是

に
相
応
さ

せ
よ
う
と
し
た

	 

	 	 

第
二
節	 

神
話

研
究
と
南
洋
進
出	 

	 	 

一

神
話

に
よ
る
人
種
へ
の
着
目	 

	 	 

国
体
論
争
に
お
け
る
人
種
問
題
と
海
外
膨
張
と
の
矛
盾
を
意
識
し
た
上
で

樗
牛
は
日
本

の
神
話
研
究
を
借
り
て
解
決
策
を
求
め
よ
う
と
し
た

そ
の
主
な
内
容
は
一
八
九
九
年
の
二

つ
の
論
説

古
事
記
神
代
巻
の
神
話
及
歴
史

と

植
民
的
国
民
と
し
て
の
日
本
人

に
集

中
さ
れ
て
い
る
が

日
清
戦
争
以
来

樗
牛
の
歴
史
的
・
比
較
的
方
法
論
に
基
づ
い
た
人
文

研
究
の
提
唱
を
も
視
野
に
収
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

	 

	 

例
え
ば

一
八
九
五
年
の
稿

東
西
二
文
明
の
衝
突

で
樗
牛
は

東
西
二
文
明
の
觝

触
が
漸
く
政
治
社
会
を
去
り
て

文
学
美
術
の
境
域
に
移
り
つ
つ
あ
る
は

吾
れ
人
の
大
に

注
意
す
べ
き

と
呼
び
か
け

そ
の
関
心
が

政
治
社
会

の
よ
う
な
現
実
的
領
域
か
ら

文

学
美
術

の
よ
う
な
精
神
的
な
領
域
へ
と
転
換
し
た
こ
と
を
看
破
で
き
る

そ
の
上
で

樗

牛
は

文
学
美
術
の
境
域

に

適
当
の
準
備
を
懈
ら
ざ
る
こ
と

が

吾
人

の

当
然

の
責
務

で
あ
る
と
主
張
す
る3

7
4

た
だ
し

こ
こ
で
樗
牛
が
あ
げ
た
分
野

例
え
ば

演

劇

美
術

文
学

そ
の
中
に
細
分
化
さ
れ
た

文
体

国
字

語
法

も
含
ま
れ

る

倫
理

宗
教

教
育

か
ら
す
れ
ば

こ
の

文
学
美
術
の
境
域

は
今
日
で

い
う

文
学

と

美
術

だ
け
で
は
な
く
て

広
い
意
味
で
の

人
文

を
指
す
の
で
あ

る3
7
5
	 

	 

こ
の
時
期

樗
牛
の
人
文
研
究
へ
の
注
目
は

そ
の
時
代
背
景
と
緊
密
に
関
係
す
る

長

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
7
4	 

高
山
樗
牛

東
西
二
文
明
の
衝
突

樗
牛
全
集

第
四
巻

一
三
六

前
掲
書
長
尾
宗
典

一
八
頁

同

高
山
樗
牛
の

日
本
主
義

思
想―

―

日
清
戦
後
期
に
お
け
る

国
家

と

美
学

―
―

日
本
歴

史

第
六
六
七
号

二
〇
〇
三
年
一
二
月

五
三
頁

	 

3
7
5	 

前
掲
論
文
高
山
樗
牛

東
西
二
文
明
の
衝
突

一
三
六

一
三
七
頁
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尾
宗
典
が
指
摘
し
た
よ
う
に
よ
う

明
治
中
・
後
期
の
時
代
が

明
治
初
期
か
ら
形
成
さ
れ

て
き
た
国
民
主
義
的
な
思
想
構
造
と
昭
和
前
期
に
お
け
る
超
国
家
主
義
的
な
思
想
構
造
と

を
架
橋
す
る

近
代
日
本
の
ナ
シ

ナ
リ
ズ
ム
の
転
機
で
あ
る
か
ら
だ

官
僚
閥
と
政
党
と

の
提
携
に
よ
る

明
治
憲
法
体
制

の
形
成

重
工
業
を
中
心
と
す
る
資
本
主
義
の
成
立

不
平
等
条
約
の
改
正
等
々
の
様
々
な
要
因
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
が

一

方
で

思
想
の
第
一
次
的
な
生
産
と
消
費
に
最
も
敏
感
に
関
わ

て
い

た
と
考
え
ら
れ
る

知
識
青
年
の
間
で

ネ

シ

ン
の
中
核
を
構
成
す
る
民
族
意
識
に
関
わ
る
諸
価
値―

―

言

語

宗
教

伝
統

美
術―

―
へ
の
関
心
も

か
つ
て
な
い
ほ
ど
高
ま

て
い
た3

7
6

樗
牛

に
い
わ
せ
る
と

国
運
の
隆
盛
と
共
に

吾
人
は
世
界
の
一
大
国
民
と
し
て
自
己
を
認
識

し

同
時
に
世
界
人
類
に
対
す
る
関
係
的
位
置
を
知
ら
む
を
望
む

我
が
民
族
特
性
論
の
今

日
に
喧
し
き
は
敢
て
怪
む
に
足
ら
ざ
る
也3

7
7

と
い
う

	 

	 

か
か
る
状
況
で

樗
牛
は

凡
て
民
族
の
特
性
は

其
の
民
族
の
原
的
状
態
に
於
て
最
も

明
白
に
顕
は
る

と
考
え

そ
の
注
目
を
記
紀
神
話
に
注
ぐ
の
が

当
然
の
成
り
行
き
で
あ

る3
7
8
	 

	 

従
来
我
邦
の
国
学
者
は

是
の
書
載
す
る
所
を
以
て
神
聖
犯
す
べ
か
ら
ず
と
な
し

吾

人
に
向
つ
て
其
の
神
話
的
伝
説
を
も
文
字
通
り
に
信
憑
す
べ
し
と
訓
へ
た
り
と
雖
も

是
の

如
き
は
我
が
神
聖
な
る
国
体
に
関
す
る
誤
謬
の
思
想
に
本
け
る
も
の
也

吾
人
の
眼
よ
り
見

れ
ば

是
の
如
き
浅
薄
な
る
根
拠
の
上
に

我
が
神
聖
な
る
国
体
を
説
か
む
と
す
る
も
の
こ

そ

却
て
大
に
不
敬
な
り
と
云
ふ
べ
け
れ3

7
9

と

樗
牛
は
彼
自
身
が
代
弁
す
る
国
体
論
の

陣
営
か
ら
離
れ
て

記
紀
神
話
研
究
の
自
由
を
求
め
よ
う
と
し
た

た
だ
し

朝
鮮
半
島
進

出
を
目
的
と
す
る

日
鮮
同
祖
論

と
異
な
り

樗
牛
は
日
本
民
族

南
洋
起
源
説

を
唱

え
た

	 

	 

一
八
九
九
年
三
月

中
央
公
論

に
掲
載
さ
れ
た

古
事
記
神
代
巻
の
神
話
及
歴
史

は

概
論

神
代
巻
の
神
話

日
本
民
族
の
起
源
及
遷
徒

の
三
節
か
ら
な
り

そ
れ
ぞ

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
7
6	 

前
掲
書
長
尾
宗
典

一
八
頁

	  
3
7
7	 

高
山
樗
牛

日
本
民
族
の
特
性
と
文
学
美
術

樗
牛
全
集

第
二
巻

三
四
頁

	 

3
7
8	 

同
右

三
五
頁

高
山
樗
牛
と
神
話
研
究
に
つ
い
て

本
節
に
参
考
と
な
る
先
行
研
究
と
し
て

前
掲
論

文
広
島
一
雄

平
藤
喜
久
子

日
本
に
お
け
る
神
話
学
の
発
生
と
高
山
樗
牛―

―

日
本
主
義
と
の
関
わ
り
を
中

心
に―

―

国
学
院
大
学
紀
要

第
四
三
号

二
〇
〇
五
年

一
四
一

一
五
六
頁
が
挙
げ
ら
れ
る

	 

3
7
9	 

前
掲
論
文
高
山
樗
牛

古
事
記
神
代
巻
の
神
話
及
び
歴
史

四
三
七
頁
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れ
研
究
方
法

研
究
内
容

研
究
結
論
と
い
う
順
に
展
開
さ
せ
た

従
来

樗
牛
の

古
事

記
神
代
巻
の
神
話
及
歴
史

は
日
本
主
義
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
が3

8
0

樗
牛
は
そ

の
論
説
の
本
論
に
入
る
前

茲
に
一
言
を
要
す
る
事
あ
り

人
種
問
題
を
規
定
す
る
の
預

件
は

予
が
本
論
に
於
て
関
は
れ
る
も
の
以
外
に
も
是
れ
あ
り3

8
1

と
提
示
し
た
よ
う
に

神
話
が
人
種
を
規
定
し
た
手
段
と
し
て
強
調
し
た

	 

	 

一
方

久
米
筆
禍
事
件
以
来

封
印
さ
れ
た
神
話
研
究
は
樗
牛
の
論
説
に
よ
り
再
開
し

神
話
研
究
を
め
ぐ
る
歴
史
観
と
方
法
論
に
つ
い
て
の
大
論
争
が
行
わ
れ

日
本
神
話
学
発

生
の
年

と
さ
れ
た3

8
2

樗
牛
の
親
友
姉
崎
正
治
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
論
者
が
こ
の

論
争
に
巻
き
込
ま
れ
が

樗
牛
は
終
始
一
言
の
反
論
を
し
た
こ
と
も
な
く

逆
に
神
話
論
争

と
距
離
を
置
き

植
民
的
国
民
と
し
て
の
日
本
人

を
書
き

海
外
植
民
を
進
め
た

そ

れ
は

神
話
研
究
そ
の
も
の
と

神
話
研
究
を
い
か
に
海
外
膨
張
の
国
是
と
対
応
さ
せ
よ
う

と
す
る
も
の
と
の
二
者
の
着
目
点
が
異
な

て
い
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い3

8
3

よ

て

樗
牛
の
神
話
研
究
は

日
本
主
義
よ
り

国
体
論
争
に
お
け
る
台
湾
問
題

そ
し
て
そ
れ
に

よ
る
異
人
種
問
題
と
い
う
文
脈
に
置
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

以
下

樗
牛
の

神

話

論
述
を
辿
り
な
が
ら

そ
れ
に
よ
る
日
本
人
種
の
起
源
と
変
遷
を
解
明
し
て
い
く

	 

	 	 

二

日
本
民
族
南
洋
起
源
説

と
そ
の
展
開	 

	 	 

樗
牛
は
ま
ず

神
話
歴
史
両
者
の
混
淆
な
り

如
何
な
る
方
法
に
よ
り
て
混
淆
せ
る
か

と
言
ふ
に

初
め
は
純
然
た
る
神
話
に
起
り

漸
次
純
然
た
る
歴
史
に
転
移
せ
る
も
の
と
見

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
8
0	 

前
掲
論
文
広
島
一
雄

前
掲
論
文
平
藤
喜
久
子
は
代
表
的
な
も
の
で
あ
る

し
か
し

本
論
で
は
高
山
樗

牛
の
神
話
研
究
は

日
本
主
義
よ
り

人
種
論
と
の
関
係
が
強
い
と
主
張
す
る

な
ぜ
な
ら
ば

神
話
研
究
の

日
本
人
多
人
種
構
成
論

と
日
本
主
義
の

日
本
人
単
一
人
種
構
成
論

と
は
明
ら
か
な
矛
盾
が
あ

た
か

ら
だ

	 

3
8
1	 

高
山
樗
牛

古
事
記
神
代
巻
の
神
話
及
び
歴
史

樗
牛
全
集

第
三
巻

四
二
七
頁

	 

3
8
2	 

高
木
敏
雄

日
本
神
話
学
の
歴
史
的
概
観

帝
国
文
学

第
八
巻
第
五
号

一
九
〇
二
年
五
月
一
〇

日

一
六
頁

当
時

高
山
樗
牛
神
話
研
究
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て

前
掲
書
平
藤
喜
久
子

一
四
一

一

四
七
頁
を
参
考

	 

3
8
3	 

高
山
樗
牛
の
神
話
研
究
と
海
外
殖
民
と
の
関
係
に
つ
い
て

小
熊
英
二

一
九
九
五
年

六
四
頁

前

掲
論
文
平
藤
喜
久
子

一
五
一

一
五
二
頁
を
参
考
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む

と

神
話
と
歴
史
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
た3

8
4

そ
も
そ
も
国
体
論
は

記
紀
の
神
話

と
歴
史
を
区
別
せ
ず
に
万
世
一
系
の
天
皇
制
と
根
拠
づ
け
ら
れ
て
き
た
が

科
学
的
研
究

と
い
う
名
義
の
下

樗
牛
は
国
体
論
者
と
の
違
い
を
強
調
し
な
が
ら

須
佐
之
男
命
の
出

雲
行
ま
で

即
ち
旧
事
本
記
の
区
劃
に
隨
え
ば

神
祇
本
紀
の
終
り
ま
で
は

神
話
の
分
量

歴
史
よ
り
も
多
く

其
れ
よ
り
以
下
は
逐
次
歴
史
の
分
量
多
き
を
占
め

遂
に
神
武
天
皇
に

至
り
て
純
然
た
る
歴
史
に
遷
れ
る

と

須
佐
之
男
命
の
神
話
を
境
と
し
て

神
話
と
歴
史

と
を
分
け
た3

8
5

そ
の
上
で

樗
牛
は
記
紀
神
話
が

ア
リ
ア
ン
諸
民
族
に
見
る
如
き
天
地

開
闢
説
に
連
な
れ
る
太
陽
神
話

で
あ
る
と
し
た

従
来

天
皇
制
の
神
性
の
確
保
と
し
て

理
解
さ
れ
て
き
た
記
紀
神
話
を

樗
牛
は
一
般
的
に
見
ら
れ
る
世
界
諸
民
族
と
と
も
に
共
有

さ
れ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
降
格
さ
せ
た

樗
牛
に
よ
れ
ば

多
く
の
民
族
に
所
謂
る
神

話
の
生
起
せ
る
所
以
に
し
て

我
が
諾
冊
二
神
及
び
其
の
三
貴
子
に
関
す
る
伝
説
も

畢
竟

是
の
神
話
に
外
な
ら
ざ
る
也

と
い
う3

8
6

世
界
各
民
族
の
神
話
伝
説
を
視
野
に
収
め
な
が

ら

樗
牛
は

比
較
研
究

と
い
う
方
法
論
を
以

て

記
紀
神
話
の
論
述
を
展
開
さ
せ
て

い
く

	 

	 

樗
牛
に
よ
れ
ば

伊
弉
諾
尊
と
伊
邪
那
美
は
そ
れ
ぞ
れ
天
神
と
地
神
で
あ
り

そ
れ
は

希

臘
の
神
話
に
於
て
是
を
見
る

即
ち
ウ
ラ
ノ
ス

U
ranos

は
天
の
神
也

而
し
て
同
時
に

ガ
イ
ア

G
aia

は
地
の
神
也

是
の
二
神
の
結
婚
に
よ
り
て
自
餘
の
神
を
生
ず
る
は

正

に
諾
冊
二
尊
あ
り
て
後

日

月

嵐
の
諸
神
の
生
れ
た
る
と
其
の
経
行
を
等
し
う
す3

8
7

と
い
う

	 

	 

樗
牛
は
記
紀
神
話
と
ギ
リ
シ
ア
神
話
と
を
平
行
的
に
論
じ
て
お
り

伊
弉
諾
尊
と
伊
邪
那

美
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ウ
ラ
ノ
ス
と
ガ
イ
ア
の
よ
う
な
天
神
と
地
神
で
あ
り

二
者
の
結
婚

に
よ
り
誕
生
し
た
天
照

ア
マ
テ
ラ
ス

月
読
命

ツ
ク
ヨ
ミ

須
佐
之
男
命

ス
サ
ノ

ヲ

三
神
は

そ
れ
ぞ
れ
太
陽

月

嵐
の
神
で
あ
る
と
主
張
し

い
ず
れ
も
自
然
化
さ
れ

た
神
と
し
て
捉
え
た
の
で
あ
る3

8
8

樗
牛
に
よ
れ
ば

太
古
の
民
族
が
擬
人
法
に
よ
り
て

自
然
現
象
を
説
明
せ
む
と
す
る
に
当
り

先
づ
天
地
よ
り
日
月
及
び
暴
風
雨
に
及
び
て

幾

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
8
4	 

前
掲
論
文
高
山
樗
牛

古
事
記
神
代
巻
の
神
話
及
び
歴
史

四
二
五

四
二
六
頁

	 

3
8
5	 

同
右

四
二
六

前
掲
論
文
平
藤
喜
久
子

一
四
三
頁

	 

3
8
6	 

前
掲
論
文
高
山
樗
牛

古
事
記
神
代
巻
の
神
話
及
び
歴
史

四
二
六

四
三
一
頁

	  
3
8
7	 

同
右

四
二
八
頁

	 

3
8
8	 

前
掲
論
文
平
藤
喜
久
子

一
四
三
頁
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多
の
自
然
的
神
を
想
像
す
る
は

蓋
し
人
性
の
本
然
に
出
づ3

8
9

と
い
う

	 

	 
す
で
に
指
摘
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
が

樗
牛
の
神
話
研
究
は

当
時
ヨ

ロ

パ
に
お
い

て
神
話
学
を
牽
引
し
て
い
た
マ

ク
ス
・
ミ

ラ

Friedrich M
ax M

üller,
	 

一
八
二
三

一
九
〇
〇
年

の
影
響
が
色
濃
く
見
ら
れ
る

ミ

ラ

の
研
究
方
法
の
特
徴
と
し
て
は

神
名
の
比
較
に
よ
る
語
源
探
求
を
重
視
し
た
こ
と
と

日
の
出
や
日
没
と
い

た
太
陽
の
動

き
を
中
心
と
す
る
自
然
現
象
を
表
現
し
て
い
た
言
葉
の
本
来
の
意
味
が
次
第
に
忘
れ
ら
れ

誤
解
さ
れ
た
こ
と
に
よ

て
神
話
が
発
生
し
た
と
考
え
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

3
9
0

し
か
し

方
法
論
よ
り

樗
牛
は

日
本
民
族
の
太
古
史
に
於
け
る
最
も
重
要
な
る
問

題

が

出
雲
民
族
及
び
天
孫
民
族
の
故
郷
は
何
処
な
る
乎3

9
1

と
設
定
し
た

	 

	 

樗
牛
ま
ず

出
雲
民
族
も
天
孫
民
族
も

共
に
其
の
起
源
を
海
洋
中
に
有
す
る

と
考
え

た

な
ぜ
な
ら
ば

古
事
記
の
神
話
は

淤
能
基
呂
島
の
成
立
と
云
ひ

伊
奘
諾
尊
の
御

滌
と
云
ひ

菟
と
和
邇
の
話
と
云
ひ

海
に
関
す
る
も
の
甚
だ
多
し

其
の
神
の
名
に
も
海

に
縁
あ
る
も
の
少
か
ら
ず

か
ら
だ3

9
2

つ
ま
り

樗
牛
は
語
源
に
着
目
し

海
に
関
す
る

も
の
が
多
い
と

神
の
名
も
海
と
の
縁
が
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ

て
日
本
民
族
の
海
洋
起

源
説
を
唱
え
た
の
で
あ
る

そ
の
上
で

樗
牛
は
さ
ら
に

最
初
の
故
郷
は
南
太
平
洋

だ

と
主
張
す
る

そ
の
理
由
に
つ
い
て

以
下
の
四
点
を
挙
げ
た3

9
3
	 

	 

ま
ず
は
潮
流
で
あ
る

樗
牛
に
よ
れ
ば

日
本
民
族
の
遷
徒

は

潮
流
を
利
用
せ
り

南
方
よ
り
日
本
に
向
か
へ

其
の
起
点
は
フ

リ
ピ
ン
群
島
の
北
部
に
発
し

台
湾

琉
球
群
島
の
東
部
を
経
て
北
流

し
た
と
い
う

	 

	 

次
は

神
代
巻
に
北
方
の
自
然
現
象
少
な
き
事

で
あ
る

樗
牛
は
日
本
人
種
が
西
方
ま

た
北
方
の
人
種
な
ら
ば

そ
の
神
話
に
は

必
ず
北
方
の
自
然
現
象
を
其
中
に
包
含

さ
れ

た
と
考
え
る

し
か
し

和
邇

海
霧
の
南
方
の
物
象
多
し

も
の
の

北
方
の
も
の
は

沫
雪

の
一
語
し
か
な
か

た

	 

	 

そ
し
て

ポ
リ
ネ
シ
ア
神
話
及
び
伝
説
と
古
事
記
と
類
似
多
き
事

で
あ
る

樗
牛
は

ポ
リ
ネ
シ
ア
の
神
話
に

天
神
タ
ン
ゴ
ラ

天
よ
り
絲
を
垂
れ
て
海
底
の
地
を
釣
る

然
れ

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
8
9	 

前
掲
論
文
高
山
樗
牛

古
事
記
神
代
巻
の
神
話
及
び
歴
史

四
三
一
頁

	 

3
9
0	 

前
掲
論
文
平
藤
喜
久
子

一
四
四
頁

	 

3
9
1	 

前
掲
論
文
高
山
樗
牛

古
事
記
神
代
巻
の
神
話
及
び
歴
史

四
三
七
頁

	 

3
9
2	 

同
右

	 

3
9
3	 

同
右

四
三
八

四
四
三
頁

ま
た

前
掲
論
文
平
藤
喜
久
子

一
四
三

一
四
四
頁
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ど
も
絲

常
に
半
ば
に
し
て
切
断
す

故
に
ポ
リ
ネ
シ
ア
群
島
成
れ
り

と
い
う
記
述
が
あ

り

前
者
は
天
の
瓊
矛
の
滴
り
に
よ
り
て
成
れ
る
淤
能
基
呂
島
の
伝
説
に
似

後
者
は
隠

岐
風
土
記
に
あ
る
本
島
と
隠
岐
と
の
接
絲
断
絶
せ
り
と
の
話
に
似
た
ら
ず
や

と
考
え
た

よ

て

南
太
平
洋
の
古
民
族
は
日
本
民
族
と
の
間
に

多
少
の
因
縁
あ
る

と

樗
牛

は
主
張
し
た

	 

	 

最
後
は

印
度
吠
陀
の
神
話
と

古
事
記
の
神
話
と
の
類
似

で
あ
る

た
だ
し

樗

牛
は
二
者
が

神
話
上
に
於
て
同
一
系
統
を
有

す
る
が

ポ
リ
ネ
シ
ア
人
種
を

第
三
者

と
し
て
介
し
て
吠
陀
神
話
を
摂
取
し
た
と
考
え
た

樗
牛
が
イ
ン
ド
人
種
と
日
本
人
種
と
の

直
接
的
関
係
性
を
避
け
た
の
は

後
述
す
る
よ
う
に

イ
ン
ド
に
起
源
す
る
ア

リ
ア
人
種

と
対
抗
す
る
ア
ジ
ア
主
義
政
策
を
と

た
か
ら
で
あ
る

よ

て

樗
牛
は
日
本
人
種
を

東

南
亜
細
亜
の
チ

ラ
ニ
ア
ン
人
種
の
一
派
は

印
度
多
島
海
を
経
て
是
れ
に
移
り

是
を
中

心
と
し
て
全
ポ
リ
ネ
シ
ア
よ
り
北
方
に
遷
移
せ
る
も
の

だ
と
し
た

	 

	 

以
上
は

樗
牛
の
神
話
研
究
と
そ
れ
に
よ
る
日
本
人
種
南
洋
起
源
説
で
あ
る

樗
牛
の
神

話
研
究
が
発
表
さ
れ
る
や
い
な
や

大
き
な
波
紋
を
呼
ん
だ

例
え
ば

言
語
学
者
で
あ
る

高
橋
龍
雄

一
八
六
八

一
九
四
六
年

は

樗
牛
の
日
本
民
族
南
洋
起
源
説
に
つ
い
て

日
本
語
の
解
釈
が
不
明
で
あ
る
と
指
摘
し
つ
つ
も

歴
史

と

神
話

を
区
別
に
し
た

神
話
研
究
そ
の
も
の
が

科
学
研
究

と
し
て
評
価
を
与
え
た3
9
4

ま
た

帝
国
文
学

の
編
集
委
員
で
あ
る
高
木
敏
雄

一
八
七
六

一
九
二
二
年

は
樗
牛
の
研
究
の
発
表
の

明

治
三
十
二
年
は

日
本
神
話
学
発
生
の
年
と
し
て

神
話
学
史
上
記
憶
す
可
き
年
紀
な
り

と
し

神
代
史
の
自
由
研
究
は

公
許
せ
ら
れ
し
も
の
と
認
め
て

満
腔
の
歓
喜
の
情

を
以
て

祝
す
る
と

樗
牛
の
神
話
研
究
の
意
義
を
高
く
評
価
し
た3

9
5

一
方

樗
牛
の
親

友
で
あ
る
姉
崎
正
治
は

ミ

ラ

等
の
説
明
は

ド
グ
メ
ン
ト
に
忠
実
な
ら
ざ
る
牽
強

な
り

と
批
判
し

日
本
宗
教
の
祭
儀
を
重
ん
じ
清
浄
を
尊
ぶ
俗
あ
る
事
実
の
反
映
に
し

て

天
然
神
話
と
い
ふ
よ
り
は

寧
ろ
人
事
神
話
に
あ
ら
ず
や

と

樗
牛
の
自
然
神
話
の

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
9
4	 

高
橋
龍
雄

高
山
林
次
郎
氏
の

古
事
記
神
代
巻
の
神
話
及
び
歴
史

を
読
む

日
本
主
義

第
四
巻

第
二
三
号

一
八
九
九
年
五
月

一
四

三
〇
頁

前
掲
論
文
平
藤
喜
久
子

一
四
四
頁

	 

3
9
5	 

前
掲
論
文
高
木
敏
雄

日
本
神
話
歴
史
学
の
歴
史
的
概
観

一
六
頁

同

文
界
の
新
現
象

帝
国
文

学

第
五
巻
第
四
号

一
八
九
九
年
四
月
九
日

一
〇
八

一
〇
九
頁

前
掲
論
文
平
藤
喜
久
子

一
四
二

頁
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解
釈
体
系
に
真

向
か
ら
反
対
し

人
事
神
話

を
唱
え
た3

9
6
	 

	 
褒
美
で
あ
れ
批
判
で
あ
れ

樗
牛
の
神
話
研
究
が
多
く
の
関
心
を
集
め
た
も
の
の

彼
自

身
は
神
話
研
究
の
内
容
や
方
法
を
絞

て
議
論
を
一
歩
よ
り
深
く
進
め
さ
せ
て
い
な
か

た

そ
れ
に
代
わ
り

樗
牛
は

植
民
的
国
民
と
し
て
の
日
本
人

を
書
き

神
話
に
よ
る

日
本
人
種
南
洋
起
源
を
借
り

日
本
人
の
海
外
植
民
を
鼓
吹
す
る
よ
う
に
な

た

	 

	 

一
八
九
九
年
三
月
に

太
陽

に
掲
載
さ
れ
た

植
民
的
国
民
と
し
て
の
日
本
人

に

樗
牛
は
冒
頭
で

今
や
日
本
人
は

植
民
的
国
民
と
し
て
自
己
の
天
職
を
試
む
べ
き
機
運
に

到
着
せ
り

と

海
外
植
民
を

自
己
の
天
職

と
し
た
一
方

他
方
で
は

吾
人
の
祖
先

が
植
民
的
民
族
と
し
て
歴
史
上
最
も
顕
著
な
る
成
功
を
留
め
た
る
の
事
跡
を
緬
思
す
る

必

ず
し
も
閑
事
業
に
非
ざ
る

と

神
話
研
究
の
意
義
が
海
外
植
民
に
あ
る
の
だ
と
解
し
た3

9
7

樗
牛
は
神
話
研
究
の
成
果
を
引
用
し
な
が
ら

日
本
民
族
の
幹
部
た
る
天
孫
人
種
と
出
雲

民
族
と
は

遠
洋
よ
り
来
り
て
是
の
土
に
植
民
し
た
る

と
し

そ
も
そ
も

雄
心
鬱
勃
た

る
冒
険
的
民
族

で
あ
り

そ
の
後
の

神
武
東
征

三
韓
の
討
伐

な
ど
の
事
件
か
ら

み
れ
ば

爾
来
歴
世
の
帝
王

事
に
臨
み
て
遠
征
を
辞
せ
ず

征
服
的
国
民
の
意
気
尚

ほ
蔚
然
と
し
て
盛
な
り
し
を
見
る

と
賛
称
し
た3

9
8
	 

	 

し
か
し
そ
の
一
方
で

樗
牛
は

天
智
以
来

朝
鮮
一
帯
に
於
け
る
我
が
海
上
の
権
力
は

殆
ど
全
く
失
墜
し
た
る
よ
り

海
外
進
取
の
開
闊
な
る
政
略
を
断
念
し

遂
に
絶
対
的

鎖
国
主
義
を
取
る
に
至
た
れ
り

と
批
判
し

さ
ら
に

膨
張
的
精
神
の
衰
退
を
以
て

日

本
歴
史
上
の
最
大
恨
事
と
な
す

と
感
嘆
し
た

然
れ
ど
も
人
種
の
根
本
的
性
質
な
る
も

の
は

何
物
の
力
も
得
て
雍
塞
す
る
能
は
ざ
る

と

樗
牛
は
日
本
近
世
の
海
賊
と
貿
易
の

事
例
を
引
用
し
な
が
ら

海
洋
国
民
の
冒
険
的
先
天
的
精
神
は

最
早
や
国
家
の
力
を
假

ら
ず

日
本
民
族
は
由
来
植
民
的
征
服
的
は
た
航
海
的
民
族
な
り

と

樗
牛
は
日
本
人

の
海
外
植
民
の
力
を
そ
の

人
種
の
根
本
的
性
質

に
求
め
た

そ
し
て

明
治
維
新
以
来

三
百
年
来
久
屈
の
反
動
と
し
て

海
外
的
精
神
の
勃
然
と
し
て
国
民
の
間
に
興
起
し

植
民
的
事
業
は
日
本
国
民
の
先
天
的
特
性
な
る
こ
と
を
自
覚
す
る
は

事
業
の
成
功
を
期

待
す
る
上
に
於
て

国
民
の
最
も
須
要
と
す
る
所
な
ら
ず
む
ば
あ
ら
ず

と

樗
牛
は
明
治

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
9
6	 

姉
崎
正
治

素
戔
嗚
尊
の
神
話
伝
説

帝
国
文
学

第
五
巻
八
号

一
八
八
九
年
八
月
九
日

四

二
二
頁

ま
た

前
掲
論
文
平
藤
喜
久
子

一
四
五
頁

	 

3
9
7	 

高
山
樗
牛

植
民
的
国
民
と
し
て
の
日
本
人

樗
牛
全
集

第
四
巻

四
二
八
頁

	 

3
9
8	 

同
右

四
二
九

四
三
〇
頁
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以
来
の
海
外
進
出
を
記
紀
神
話
に
表
現
さ
れ
た

民
族
特
性

に
帰
着
さ
せ
た
の
で
あ
る3

9
9
	 

	 
従
来

日
本
人
種
を
劣
等
人
種
と
す
る
裏
づ
け
と
し
て
の
南
洋
起
源
説
が
語
ら
れ
て
き
た

が4
0
0

樗
牛
は
そ
れ
を
以
て

膨
張
的

植
民
的

征
服
的

な
優
等
人
種
へ
と
逆
転

さ
せ
た

事
実

南
洋

を
普
遍
的

野
蛮

と

未
開

と
さ
れ
た
認
識
状
況
で4

0
1

樗
牛
が
敢
え
て

日
本
人
種
南
洋
起
源
説

を
唱
え
た
の
は

当
時
の
時
局
の
な
か
に
確
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
方
で
は

日
本
は
国
運
を
賭
け
て
日
清
戦
争
の
勝
利
を
収
め

よ
う
や
く
極
東
の
大
国
の
地
位
を
確
立
し
た

他
方
で
は

ド
イ
ツ

ロ
シ
ア

フ
ラ
ン
ス

が

下
関
条
約
に
基
づ
き
日
本
に
割
譲
さ
れ
た
遼
東
半
島
を
清
国
に
返
還
す
る
こ
と
を
要
求

し

三
国
干
渉

が
起
こ
り

西
洋
列
強
側
が
強
く
日
本
の
膨
張
を
警
戒
し
た

そ
れ
ら

を
背
景
に

樗
牛
の

日
本
人
種
南
洋
起
源
説

は

朝
鮮
半
島
を
中
心
と
す
る

北
進

政
略
が
大
き
な
挫
折
を
経
て
か
ら
生
じ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い

	 

	 

そ
し
て
戦
後

台
湾
経
営

と
い
う
ス
ロ

ガ
ン
の
下

明
治
二
〇
年
代
に
生
じ
た

南

進
論

が
明
治
三
〇
年
代
に
台
湾
領
有
の
た
め
に
い

そ
う
議
論
を
引
き
起
こ
し
つ
つ
あ

た4
0
2

我
国
は
今
日
に
当
た
り

北
守
南
進
の
国
策
を
確
定
し

中
略

南
方
経
営
の
実

を
挙
げ

以
て
国
家
百
年
の
大
計
を
講
ぜ
ざ
る
可
か
ら
ず

と

当
時
の
元
老
松
方
正
義

一

八
三
五

一
九
二
四
年

が
言

た
よ
う
に

対
露
調
和
・
対
英
対
決
を
柱
と
す
る

北
守

南
進

論
は
明
治
政
府
の
最
高
指
導
部
の
主
流
意
見
と
な

て
い
た4

0
3

こ
う
し
た
機
運
に

乗
せ
て

故
郷
へ
の
回
帰

と
い
う
形
で
語
ら
れ
た
樗
牛
の

古
事
記
神
代
巻
の
神
話
及

歴
史

と

植
民
的
国
民
と
し
て
の
日
本
人

は
そ
れ
ぞ
れ

南
進

の
論
理
と
実
践
と
し

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
3
9
9	 

同
右

四
三
一

四
三
三
頁

高
山
樗
牛
に
お
け
る
神
話
研
究
と
殖
民
論
と
の
関
係
に
つ
い
て

前
掲
論

文
平
藤
喜
久
子

一
五
〇

一
五
三
頁
を
参
考

氏
に
よ
れ
ば

樗
牛
の

植
民
的
国
民

と
い
う
日
本
人

論
を
展
開
す
る
上
で
両
輪
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り

い
ず
れ
も
彼
の
日
本
主
義
に
お
け
る
中
核
的
な
主
張
が

反
映
さ
れ
て
い
る

と
い
う

し
か
し

そ
れ
と
異
な
り

本
論
は
樗
牛
の

単
一
人
種
構
成
論

を
主
張
す

る
日
本
主
義
と
彼
の
人
種
論
と
は
深
刻
な
矛
盾
が
あ
る
と
す
る

	 

4
0
0	 

明
治
期
に
お
け
る
日
本
人
種
南
洋
起
源
説
に
つ
い
て

河
西
晃
祐

日
本
の
南
方
起
源

言
説

と
南
進

論

上
智
史
学

第
四
六
号

二
〇
〇
一
年
一
一
月

一
三
一

一
四
六
頁
に
詳
し
い

	 

4
0
1	 

明
治
期
の
南
洋
認
識
に
つ
い
て

前
掲
論
文
水
野
守

二
〇
〇
一
年

を
参
考

	  
4
0
2	 

前
掲
書
矢
野
暢

一
〇
九
頁

	 

4
0
3	 

徳
富
蘇
峰

猪
一
郎

編
述

公
爵
松
方
正
義
伝

坤
巻

公
爵
松
方
正
義
伝
記
発
行
所

一
九
三
五

年

五
四
六
頁

朴
羊
信

陸
羯
南	 

:
	 

政
治
認
識
と
対
外
論

岩
波
書
店

二
〇
〇
八
年

七
九
頁

三

国
干
渉
後
の

北
守
南
進

論
の
形
成
に
つ
い
て

同
書

七
三

八
二
頁
を
参
考
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て
登
場
し
て
い
た
の
で
あ
る

	 

	 
北
守
南
進

で
は

南

の
海
洋
に
積
極
的
に
進
出
を
唱
え
な
が
ら
も

北

の
大

陸
か
ら
消
極
的
に
退
出
す
る
と
意
味
す
る
の
で
は
な
い

戦
後
の
流
行
語

臥
薪
嘗
胆

に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に

日
本
帝
国
は

む
し
ろ
復
讐
す
る
た
め
に
一
時
的
に
耐
え
る
こ
と
を

選
択
し
た
と
い
え
よ
う

実
は

神
話
研
究
に
基
づ
い
た

南
進

を
呼
び
か
け
て
い
る
と

同
時
に

樗
牛
は
世
界
史
的
規
模
な

人
種
闘
争

を

北
守

の
歴
史
的
根
拠
と
し
て
模

索
し
て
い
る

以
下

北
守

を
め
ぐ
る
樗
牛
の
語
り
に
絞

て
議
論
を
進
め
て
い
く

	 

	 	 

第
三
節	 

ア
ジ
ア
主
義
と
黄
禍
論	 

	 
	 

	 

一

世
界
文
明
史

か
ら
見
た
人
種
闘
争	 

	 	 

そ
も
そ
も
樗
牛
は

世
界
人
類
に
対
す
る
関
係
的
位
置
を
知
ら
む4

0
4

と
い
う
期
待
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら

文
学

美
術

神
話
な
ど
の
人
文
研
究
を
行

て
き
た
が

一
八
九
八

年

世
界
文
明
史

の
発
表
に
よ
り

日
本
を
ど
の
よ
う
に

世
界

と
い
う
舞
台
に
位

置
付
け
る
べ
き
か

と
い
う
問
題
を
世
界
史
研
究
に
置
い
て
考
察
し
よ
う
と
し
た

当
該
書

の
論
述
の
範
囲
は
史
前
文
明
か
ら
啓
蒙
運
動
・
宗
教
改
革
ま
で
に
わ
た
り

亜
剌
比
亜

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国

な
ど
の
非
西
洋
文
明
に
も
特
に
重
視
さ
れ
て
き
た

そ
し
て
翌
年

世

界
文
明
史

の
続
編
と
い
う
形
で
西
洋
工
業
革
命
以
後
の
歴
史
を
単
著

十
九
世
紀
総
論

と
し
て
出
版
し

仏
蘭
西
革
命

か
ら

当
今
の
問
題

ま
で
の
歴
史
を
詳
し
く
論
じ
て

お
り

世
界
史
と
い
う
視
点
か
ら
三
国
干
渉
以
後
の
日
本
が
置
か
れ
た
国
際
状
況
を
分
析
し

た

	 

	 

神
話
研
究
に
よ
る
人
種
論
と
同
じ
く

歴
史
研
究
と
い
い
な
が
ら

樗
牛
の
関
心
の
所
在

は
歴
史
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
は
な
く

人
種
の
研
究
豈
史
学
当
眼
の
急
務
に
あ
ら
ず
や

4
0
5

と
い
う
よ
う
に

歴
史

を
研
究
す
る
目
的
は

人
種
的
活
動

を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
あ
る

そ
し
て

歴
史

と
い
え
ど
も

西
羅
馬
の
滅
亡

や

十
字
軍
の
遠
征

と
い

た
歴
史
事
件
が
含
ま
れ
る
の
み
な
ら
ず

今
日
希
土
の
戦
争

新
大
陸
の
移
民

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
4
0
4	 

前
掲
論
文
高
山
樗
牛

日
本
民
族
の
特
性
と
文
学
美
術

三
四
頁

	 

4
0
5	 

高
山
樗
牛

歴
史
と
人
種

文
明
史
雑
論

樗
牛
全
集

第
五
巻

三
三
八
頁
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排
斥

な
ど
の
時
局
問
題
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

樗
牛
に
よ
れ
ば

如
何
な

る
か
是
れ
歴
史
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
た
る
国
家
究
竟
の
目
的
な
る
か

是
等
は
人
種
と
関
連

し
て
歴
史
哲
学
上
極
め
て
趣
味
あ
る

と
い
う4

0
6

つ
ま
り

人
種

は
単
な
る
歴
史
的

意
義
が
あ
る
の
だ
け
で
は
な
く

歴
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
上
で

国
家
究
竟
の
目

的

と
繋
が

て
い
く
と

樗
牛
は
主
張
す
る
の
で
あ
る

か
か
る
視
点
に
立
脚
し
た
上
で

樗
牛
は
文
明
史
を
展
開
さ
せ
た

	 

	 

今
日
の
文
明
史
は
又
昔
日
の
文
明
史
に
非
ざ
る
な
り

と

樗
牛
は
ま
ず
明
治
初
期
に

お
け
る
福
沢
諭
吉
の
文
明
史
を
区
別
し
た
上
で

地
質
学

比
較
言
語
学

及
び
人
種
学

比
較
神
話
学

人
類
学
等
の
最
近
の
研
究
の
上
に
確
乎
た
る
科
学
的
基
礎
を
有
す
る

と

今
日
の
文
明
史

に
お
け
る

科
学

の
内
実
を
強
調
し
た4

0
7

樗
牛
に
よ
れ
ば

今

日
の
文
明
史

は

猶
ほ
自
然
科
学
の
純
理
哲
学
に
於
け
る
が
如
し

物
理
学
は
物
質
運

動
の
法
則
を

植
物
学
は
植
物
の
分
類
生
理
を

天
文
学
は
天
体
運
行
の
系
統
を
研
究

す

る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う

人
類
活
動
の
主
脳
を
把
へ
て

精
神
的
及
び
物
質
的

全
範
囲
に
亘
り
て

社
会
発
達
の
真
相
を
究
明
せ
む
こ
と
を
企
つ
る
統
一
的
歴
史
な
り

と

樗
牛
は
文
明
史
を
科
学
と
し
て
捉
え

一
般
的
な
事
実
に
対
す
る
記
述
よ
り

そ
の

法
則

や

系
統

に
対
す
る
総
合
的
研
究
を
特
に
重
視
す
る
よ
う
に
な

た4
0
8
	 

	 

一
方

人
種
に
関
す
る
知
識
は
歴
史
の
根
本
問
題
な
り4

0
9

と
書
い
た
よ
う
に

樗
牛

は

人
種

を
歴
史
研
究
の
核
心
問
題
と
し

各
人
種
を
各
文
明
と
対
応
さ
せ
な
が
ら
説
明

を
加
え
た

し
か
し
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は

明
治
初
期
の
文
明
史
論
に
人
種
と
文
明

と
の
緊
密
的
な
関
係
が
既
に
強
調
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

例
え
ば

福
沢
諭
吉

は

掌
中
万
国
一
覧

一
八
六
九
年

に
お
い
て

白
皙
人
種
す
な
わ
ち
欧
羅
巴
人
種

黄
色
人
種
す
な
わ
ち
亜
細
亜
人
種

赤
色
人
種
す
な
わ
ち
亜
米
利
加
人
種

黒
色
人
種
す
な

わ
ち
亜
弗
利
加
人
種

茶
色
人
種
す
な
わ
ち
諸
島
人
種

と

肌
色
に
よ

て
人
種
を
五
つ

に
分
け
て
お
り

一

白
皙
人
種―

―

そ
の
精
心
は
聡
明
に
し
て

文
明
の
極
度
に
達
す

べ
き
の
性
あ
り

こ
れ
を
人
種
の
最
と
す

二

黄
色
人
種―

―

そ
の
人
の
性
情
よ
く
難

苦
に
堪
へ

勉
強
事
を
な
す
と
い
え
ど
も

そ
の
才
力
狭
く
し
て

事
物
の
進
歩
は
な
は
だ
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遅
し

三

赤
色
人
種―

―

性
情
険
く
し
て
闘
を
好
み

復
讐
の
念

常
に
絶
る
こ
と
な

し

四

黒
色
人
種―

―

性
質
懶
惰
に
し
て
開
化
進
歩
の
味
を
知
ら
ず

五

茶
色
人
種

其―
―

性
情
猛
烈

復
讐
の
念
は
な
は
だ
盛
ん

と

人
種
の
差
異
を
文
明
の
優
劣
と
し
て

解
釈
し
た4

1
0
	 

	 

し
か
し
な
が
ら

樗
牛
の
い
わ
ゆ
る

人
種

は
前
者
と
大
き
く
異
な

て
い
る

ま
ず

肌
色
を
は
じ
め
と
す
る
生
理
的
な
特
徴
に
代
わ
り

樗
牛
の

人
種

は
言
語

宗
教
な
ど

の
文
化
・
精
神
的
な
特
徴
に
よ
る
も
の
で
あ
る

そ
し
て
人
種
と
文
明
の
優
劣
と
を
直
接
的

な
対
応
関
係
と
し
て
捉
え
た
福
沢
と
異
な
り

樗
牛
は

い
わ
ゆ
る
人
種
間
に
は
競
争
関
係

が
あ
る
が

文
明
は
あ
る
人
種
の
特
選
的
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
た

例
え
ば

世
界

歴
史
を
人
種
競
争
と
し
て
見
る
時
は

畢
竟
ア

ル
ヤ
人
種
と
非
ア

ル
ヤ
人
種
の
勢
力
消

長
史
に
外
な
ら
ず

と
考
え
た
樗
牛
は

世
界
史
を
以
下
の
三
期
に
分
け
た4

1
1
	 

	 	 
	 

第
一
期

ア

ル
ヤ
人
種
第
一
期
隆
盛
期

―
―

三
七
五	 

	 
	 

第
二
期

非
ア

ル
ヤ
人
種
隆
盛
期

三
七
五―

―

一
四
五
三	 

	 
	 

第
三
期

ア

ル
ヤ
人
種
第
二
隆
盛
期

一
四
五
三―

―

？	 

	 

	 

人
種
間
に
は
競
争
的
関
係
が
あ
る
が

非
ア

リ
ア
人
種
は
必
ず
劣
等
人
種
で
あ
る
と
は

言
え
な
い

樗
牛
に
よ
れ
ば

三
七
五
年
に

ツ
ラ
ン
人
種
の
一
派
な
る
突
厥
民
族

一

挙
し
て
東
帝
国
を
陥
れ
た
り

と
い
う
事
件
は

ツ
ラ
ン
及
び
セ
ム
人
種

な
ど
の

非
ア

ル
ヤ
人
種
の
全
盛
時
代

を
象
徴
す
る
が

一
四
五
三
年
の

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ポ
リ
の

陥
落
は

ア

ル
ヤ
人
種
に
と
り
て
恰
も
出
陣
の
暁
鐘
に
均
し
か
り
き

と
い
う

こ
こ
で

樗
牛
は
歴
史
上
非
ア

リ
ア
人
種
の
全
盛
時
代
の
栄
光
を
強
調
し
た
一
方

当
時

西
力
漸

く
東
し
て
よ
り

土
耳
其
起
た
ず

埃
及
亡
び

安
南
仆
れ

印
度

緬
甸

中
略

暹

羅

僅
に
奄
々
た
る
気
息
を
停
む
と
雖
も

亦
能
く
為
す
に
足
ら
ず

と

現
実
の
ア

リ

ア
人
種
の
巨
大
な
脅
威
を
も
強
調
し
た

さ
ら
に

支
那
の
境
界
線
ま
た
漸
く
変
じ

分

割
の
声

欧
洲
に
響
く

と

支
那
分
割

を
危
惧
し
た
上
で

樗
牛
は

ア

ル
ヤ
人

種
の
勢
力
は

今
や
其
の
五
百
年
来
直
下
の
勢
を
以
て
極
東
の
海
涯
に
逼
ら
む
と
す

と
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支
那
分
割
後
の
日
本
の
自
立
を
懸
念
し
た4

1
2
	 

	 
実
は

西
洋
列
強
側
に
よ
る

支
那
分
割
案

の
提
出
は

ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
新

興
帝
国
の
東
ア
ジ
ア
進
出
と
深
く
関
わ

て
い
る
が

日
本
人
と
中
国
人
と
の
連
合
を
以
て

ヨ

ロ

パ
へ
の
侵
入
を
も
懸
念
し
た
こ
と
も
あ

た
の
で
あ
る

例
え
ば

黄
色
人
種

の
連
合
は
危
険
で
あ
る

と

当
時
の
ド
イ
ツ
外
相
は
直
接
的
に
ロ
シ
ア
の
外
交
官
に
警
告

し

日
本
人
は
す
で
に
中
国
人
の
目
に
は

大
い
な
る
威
信
を
得
て
し
ま

た

彼
ら
が

中
国
に
保
護
領
を
設
け
る
こ
と
に
成
功
す
る
な
ら
ば

ヨ

ロ

パ
列
強
の
利
害
に
敵
対
し

黄
色
人
種
す
べ
て
に
と

て
は
共
通
の
利
害
の
一
致
を
見
る
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る

と

日
本
が
主
導
す
る
潜
在
的
な
黄
色
人
種
同
盟
を
懸
念
し
た

し
か
も
ド
イ
ツ
皇
帝
ウ
イ
ル
ヘ

ル
ム
二
世
は
黄
色
人
種
同
盟
を

黄
禍
論

へ
と
発
展
さ
せ

日
本
に
対
抗
し
て

ヨ

ロ

パ
の
利
益
を
守
る
た
め

ヨ

ロ

パ
が
連
合
し
て
行
動
を
取
る

と
呼
び
か
け
て
い

た4
1
3
	 

	 

こ
の
よ
う
な
人
種
差
別
そ
し
て
西
洋
優
越
論
に
象
徴
さ
れ
る
言
葉

黄
禍

は
ま
も
な
く

日
本
に
も
伝
え
ら
れ

大
き
な
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た

第
一
章
第
一
節
に
も
確
認
さ
れ
た

よ
う
に

黄
禍
論

を
め
ぐ

て

民
間
の

ア
ジ
ア
主
義
論

と
政
府
側
の

文
明
開

化
派

と
い
う
二
つ
の
対
立
的
な
主
張
が
あ

た

前
者
は

黄
人
種
団
結

を
強
調
し

白
人
と
対
抗
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
が

後
者
は
西
洋
文
明
を
さ
ら
に
吸
収
し

列
強
へ
の
刺

激
を
避
け
て
友
好
関
係
を
築
こ
う
と
し
た

南
進
論

に
つ
い
て

樗
牛
は
政
府
側
と
同

じ
姿
勢
を
保
ち
な
が
ら

中
国
大
陸
の
局
勢
を
め
ぐ

て
政
府
側
と
あ
る
程
度
の
距
離
を
置

い
た

日
清
戦
争
中
に
政
府
は
で
き
る
限
り
清
国
と
の

同
人
種

的
な
言
説
を
抑
制
し

文

明

と
い
う
普
遍
的
イ
デ
オ
ロ
ギ

に
よ
る
戦
争
の
正
当
化
を
行

た
が

三
国
干
渉
は
白

人
種
と
黄
色
人
種
と
の
対
立
図
式
を
刺
激
し

人
種

を
軸
と
す
る
ア
ジ
ア
主
義
を
台
頭

さ
せ
た
の
で
あ
る414

か
か
る
情
勢
下

政
府
は
資
金
調
達
や
条
約
改
正
な
ど
の
外
交
的
難

題
に
迫
ら
れ
て
対
外
調
和
の
姿
勢
を
示
し
た
が

よ
り
遠
い
将
来
に
列
強
と
の
衝
突
を
予
想
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し
た
樗
牛
は

ア
ジ
ア
主
義
の
道
を
選
ん
だ

そ
し
て
同
人
種
と
見
な
さ
れ
た
日
清
戦
争
の

再
評
価
も
樗
牛
の
世
界
史
の
新
課
題
と
な

た

そ
の
論
説

人
種
競
争
と
し
て
見
た
る
極

東
問
題

に

樗
牛
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た

	 

 

	 

翻
つ
て
日
清
戦
争
の
顛
末
を
沈
思
す
れ
ば

吾
人
は
撫
然
と
し
て
長
大
息
す
る

を
禁
ず
る
能
は
ざ
る
也

中
略

吾
人
は
是
の
義
戦
を
闘
は
む
が
為
に
支
那
帝
国

を
再
び
起
つ
能
は
ざ
る
べ
く
打
撃
し
た
る
に
非
ず
や

吾
人
実
に
是
を
悲
む
な
り

支
那
は
吾
人
と
同
人
種
に
属
す
る
唯
一
の
帝
国
に
あ
ら
ず
や

ツ
ラ
ン
人
種
の
国

家
は

極
東
以
外
に
於
て
全
く
ア

ル
ヤ
人
種
の
為
に
皆
滅
せ
ら
れ
た
り

吾
人

の
日
本
と
支
那
帝
国
と
は

世
界
に
於
け
る
最
後
の
ツ
ラ
ン
人
種
の
国
家
と
し
て

相
抱
擁
し

相
提
携
し
て
其
の
運
命
を
共
に
す
べ
き
こ
と
を
誓
ふ
べ
き
に
非
ず
や

支
那
は
吾
人
の
唯
一
の
同
胞
な
り

中
略

嗚
呼

支
那
を
半
死
せ
し
め
た
る
吾

人
は

自
ら
其
の
一
手
を
断
ち
た
る
も
の
に
非
ざ
る
乎

思
う
て
茲
に
至
れ
ば

吾
人
の
誇
と
す
る
所
の
日
清
戦
争
は

畢
竟
極
東
の
奇
禍

ツ
ラ
ン
人
種
の
一
大

不
幸
に
非
ず
や415

 

 	 

文
明
と
野
蛮
と
の
対
決
の

義
戦

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
日
清
戦
争
で
あ

た
が

樗
牛
は

極
東
の
奇
禍

ツ
ラ
ン
人
種
の
一
大
不
幸

と
し

逆
に

唯
一
の
同
胞

で

あ
る

支
那
帝
国

と

相
抱
擁
し

相
提
携
し
て
其
の
運
命
を
共
に
す
べ
き

と
唱
え
た

な
ぜ
な
ら
ば

世
界
の
大
事
の

道
理
に
よ
り
て
為
さ
れ
ず

人
道
に
よ
り
て
為
さ
れ
ず

一
に
利
害
の
為
に
為
さ
る
ゝ
こ
と
是
れ
也

人
種
競
争
は
利
害
の
最
も
大
な
る
競
争
な
り416

と
い
う
よ
う
に

樗
牛
は
人
種
闘
争
を
国
家
の
最
大
な
課
題
と
し
て
挙
げ
た
か
ら
だ

か
か

る
視
点
に
よ
れ
ば

樗
牛
は

国
民
よ

異
人
種
の
同
盟
の
永
続
し
難
き417

と

政
府
側

が
主
導
す
る
日
英
同
盟
を
反
対
す
る
一
方

他
方
で
は

大
ス
ラ
ヴ
主
義
の
偉
大
な
る
運
動

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
4
1
5	 

高
山
樗
牛

人
種
競
争
と
し
て
見
た
る
極
東
問
題

樗
牛
全
集

第
五
巻

三
四
九

三
五
〇
頁

ま

た

同
論
文
を
論
じ
た
も
の
と
し
て

前
掲
書
橋
川
文
三

六
〇

六
一
頁

前
掲
書
先
崎
彰
容

高
山
樗
牛	 

:
	 

美
と
ナ
シ

ナ
リ
ズ
ム

一
一
九

一
二
〇

一
二
六
頁

同

個
人
主
義
か
ら

自
分
ら
し
さ

へ	 
:
	 

福

沢
諭
吉
・
高
山
樗
牛
・
和
辻
哲
郎
の

近
代

体
験

東
北
大
学
出
版
会

二
〇
一
〇
年

八
九

九
〇
頁

	 

4
1
6	 

同
右

三
五
一
頁

	 

4
1
7	 

高
山
樗
牛

異
人
種
同
盟

樗
牛
全
集

第
四
巻

四
五
一
頁
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に
注
目
せ
よ

中
略

幾
多
の
土
地
風
土
民
族
を
包
括
し
て

茲
に
至
強
至
盛
な
る
人
種

的
感
情
の
磅
礴

に
対
し
て

大
ス
ラ
ヴ
主
義

の
連
合
に
対
す
る
羨
望
の
情
を
表
わ
し

た418
そ
し
て

日
本
が
世
界
歴
史
中
の
一
国
と
し
て
目
覚
め
た
る
時
は

即
ち
チ

ラ
ニ

ア
ン
人
種
は
欧
亜
衝
突
に
於
け
る
其
の
代
表
者
と
し
て
彼
を
要
し
た
る
時
な
り4

1
9

と

樗

牛
は
日
本
人
が

チ

ラ
ニ
ア
ン
人
種

の
リ

ダ

と
し
て
の
自
覚
を
持
た
せ
よ
う
と
し

た

こ
こ
で
こ
そ

従
来

我
レ
ハ
心
ニ
於
テ
亜
細
亜
東
方
ノ
悪
友
ヲ
謝
絶
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

420

と
い
う
福
沢
諭
吉
の

脱
亜
論

と
行
き
別
れ

樗
牛
は

唯
一
の
同
胞

で
あ
る

支

那
帝
国

と
連
合
す
る
ア
ジ
ア
主
義
へ
傾
斜
し

西
洋
列
強
と
対
抗
す
る
道
を
選
ん
だ
の
で

あ
る421

そ
し
て

脱
亜
論

の
基
礎
と
な

た
西
洋
文
明
そ
の
も
の
に
対
し
て

樗
牛
も

批
判
の
矛
先
を
投
じ
た

 

 	 

二

黄
禍
論
を
め
ぐ
る
往
復
書
簡 

 	 

一
九
〇
〇
年

京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
美
学
担
当
教
授
の
内
定
を
得

樗
牛
は
ド
イ
ツ

に
三
年
間
留
学
す
る
予
定
で
あ

た
が

出
発
直
前

肺
結
核
の
悪
化
に
よ
り
喀
血
し

留

学
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か

た422

近
年
の
高
山
樗
牛
研
究
の
到
達
点
と
も
言
え
る
長
尾

宗
典
は

樗
牛
の
美
術
研
究
を
文
明
批
評
と
合
わ
せ
て
考
察
し

国
家
主
義
的
な
美
術
史

像
と
決
別
し

ア
ジ
ア
に
向
か

て
開
か
れ
た

東
洋
美
術

と

個
人
の
感
情
を
慰
謝
す

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
4
1
8	 

高
山
樗
牛

大
ス
ラ
ヴ
主
義

樗
牛
全
集

第
四
巻

四
五
二
頁

	 

4
1
9	 

高
山
樗
牛

十
九
世
紀
総
論

樗
牛
全
集

第
五
巻

三
一
五
頁

	 

4
2
0	 

福
沢
諭
吉

脱
亜
論

時
事
新
報

一
八
八
五
年
三
月
一
六
日

一
頁

	 

4
2
1	 

高
山
樗
牛
と
ア
ジ
ア
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て

前
掲
書
先
崎
彰
容

高
山
樗
牛	 

:
	 

美
と
ナ
シ

ナ
リ

ズ
ム

一
二
一

一
二
七
頁

同

個
人
主
義
か
ら

自
分
ら
し
さ

へ	 
:
	 

福
沢
諭
吉
・
高
山
樗
牛
・
和
辻

哲
郎
の

近
代

体
験

七
九

九
二
頁

前
掲
書
橋
川
文
三

六
一

六
二
頁
に
も
触
れ
て
い
た

	 

4
2
2	 

前
掲
論
文
林
正
子

一
九
九
六
年
一
二
月

一
五
六
頁

ま
た

姉
崎
正
治
と
高
山
樗
牛
の
往
復
書
簡

を
論
じ
た
先
行
研
究
と
し
て

前
掲
書
平
川
祐
弘

一
九
七
一
年

九
六

一
〇
七
頁

前
掲
論
文
林
正
子

一
九
九
六
年

一
七
四

一
七
七
頁

同

一
九
九
八
年

二
四

三
三
頁

前
掲
書
先
崎
彰
容

個
人

主
義
か
ら

自
分
ら
し
さ

へ	 
:
	 

福
沢
諭
吉
・
高
山
樗
牛
・
和
辻
哲
郎
の

近
代

体
験

九
九

一
一
〇

頁

同

高
山
樗
牛

美
と
ナ
シ

ナ
リ
ズ
ム

一
五
四

一
七
七
頁

磯
前
順
一

深
澤
英
隆
編

近
代

日
本
に
お
け
る
知
識
人
と
宗
教	 

:
	 

姉
崎
正
治
の
軌
跡

東
京
堂
出
版

二
〇
〇
二
年

二
〇
七

二
〇
九

頁
が
挙
げ
ら
れ
る

本
節
は
上
記
の
諸
研
究
に
よ
る
も
の
は
多
い
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る
も
の
と
し
て
の

美
術

と
い
う
二
つ
の

美
術

観
へ
と
展
開
し
て
い
く

と
結
論
づ

け
た423

長
尾
の
研
究
で
は

樗
牛
の

美
術

認
識
を
照
射
し
な
が
ら

そ
の
晩
年
樗
牛

思
想
転
換
の
具
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
が

世
界
文
明
史
に
鍵
概
念
と
な

た

人
種

を

ど
の
よ
う
に
彼
の

個
人
主
義

へ
の
転
回
に
意
義
づ
け
ら
れ
る
べ
き
か

と
い
う
問
題
は

見
落
と
さ
れ
て
い
た

よ

て

人
種
に
よ
る
ア
ジ
ア
主
義
へ
の
接
近
と
い
う
樗
牛
像
は

長
尾
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
か

た

以
下

そ
れ
を
絞

て
議
論
を
進
め
て
い
く 

 

	 

嘲
風
兄
足
下

今
の
本
邦
の
学
界
に
於
て
其
の
最
も
不
備
な
る
も
の
を
挙
ぐ
れ

ば

日
本
美
術
史
の
如
き
は
慥
か
に
其
一
也

足
下
よ

予
が
敗
残
の
生
を
以
て

斯
学
に
致
す

可
な
ら
む
乎424

 

 

と

洋
行
中
の
姉
崎
宛
て
の
公
開
状
に
書
い
た
よ
う
に

樗
牛
は
最
晩
年
に
は
美
術
を
余
生

の
志
業
と
し
た

し
か
し

予
は
本
邦
美
術
に
関
し
て

今
の
学
界
の
注
意
を
喚
起
す
る

と
こ
ろ
の
寧
ろ
足
ら
ざ
ら
む
を
憂
ふ

と

樗
牛
は
実
に
美
術
研
究
に
悲
観
し
な
く

逆
に

乞
ふ

更
に
数
言
を
費
さ
し
め
む
乎425

と

美
術
史
に
触
れ
る
前
に

あ
る
前
提
を
設

定
し
た

 

 

	 

今
の
世

ア
リ
ア
ン
民
族
以
外
に
国
す
る
も
の
少
か
ら
ず
と
雖
も

厳
然
と
し

て
独
立
国
の
体
面
と
実
力
と
を
保
有
し

世
界
の
一
大
勢
力
と
し
て
二
十
世
紀
以

後
の
競
争
場
裡
に
馳
騁
し
得
る
の
望
あ
る
も
の
は

独
り
我
が
日
本
あ
る
の
み

是
を
人
種
競
争
の
歴
史
上
よ
り
観
察
す
れ
ば

近
世
の
大
事
は

主
と
し
て
ア
リ

ア
ン

チ

ラ
ニ
ア
ン
二
民
族
の
勢
力
の
消
長
に
外
な
ら
ず

而
し
て
是
の
競
争

史
上
の
敗
者
た
る
チ

ラ
ニ
ア
ン
民
族
の
力
漸
く
支
へ
ざ
る
や

競
争
の
部
位
次

第
に
西
よ
り
東
に
移
り

今
や
世
界
の
勢
力
は
極
東
の
分
野
に
奔
注
し
来
り
た
り

是
の
時
に
当
り
て
チ

ラ
ニ
ア
ン
民
族
の
文
明
を
代
表
し
て
是
の
競
争
場
裡
に
立

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
4
2
3	 

長
尾
宗
典

日
本
美
術
史

の
試
み―

―

高
山
樗
牛
に
お
け
る

国
民
美
術

と

ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

―
―

季
刊
日
本
思
想
史

第
六
七
号

二
〇
〇
五
年

八
七

八
八
頁

	 
	 

4
2
4	 

高
山
樗
牛

姉
崎
嘲
風
に
与
ふ
る
書

樗
牛
全
集

第
二
巻

七
一
三
頁

前
掲
論
文
長
尾
宗
典

二

〇
〇
五
年

七
三
頁

	 

4
2
5	 

前
掲
論
文
高
山
樗
牛

姉
崎
嘲
風
に
与
ふ
る
書

七
一
七
頁
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て
る
も
の
は

言
ふ
ま
で
も
な
く
我
が
日
本
也

凡
そ
権
力
競
争
の
裏
面
に
は
必

ず
文
明
の
競
争
あ
ら
ざ
る
を
得
ず

見
来
れ
ば

印
度
以
東

南
洋
以
北
の
東
半

球
の
文
明
を

二
千
年
の
歴
史
中
に
総
合
し
来
り
た
る
チ

ラ
ニ
ア
ン
民
族
の
最

後
の
代
表
者
は

実
に
人
類
の
史
上
に
於
て
最
も
重
大
な
る
地
位
を
保
て
り
と
謂

ふ
べ
き
也426

 

 	 

こ
こ
で
樗
牛
は

世
界
文
明
史

の
な
か
で
の
人
種
闘
争
論
を
継
承
し
つ
つ

世
界
情
勢

を

ア
リ
ア
ン
民
族

と

チ

ラ
ニ
ア
ン
民
族

と
の
闘
争
と
し
て
把
握
し
た

そ
し
て

チ

ラ
ニ
ア
ン
民
族
の
代
表

が

言
ふ
ま
で
も
な
く
我
が
日
本

と
し
た
上
で

権

力
の
競
争
の
裏
面
に
は
必
ず
文
明
の
競
争

と

文
明
が
権
力
の
競
争
の
一
手
段
だ
と
樗
牛

は
考
え
た

世
界
に
於
け
る
各
個
の
民
族
は
其
の
到
達
す
べ
き
文
明
に
関
し
て
各

特
異

の
理
想
を
有
す
べ
し

中
略

日
本
美
術
史
の
研
究
は

是
の
点
よ
り
見
て
更
に
重
大
な

る
意
味
を
有
し
来
れ
る
を
見
る

世
界
の
文
明
を
二
分
し
て
其
の
一
を
保
て
る
日
本
国
民
が

将
来
人
道
に
寄
興
す
る
所
の
も
の

素
よ
り
一
に
し
て
足
ら
ざ
ら
む
も

而
か
も
美
術
は
如

何
な
る
場
合
に
於
て
も

其
の
最
も
貴
重
な
る
も
の
の
一
た
る
を
失
は
ざ
る
べ
し

と

日

本
美
術
が
将
来
の
人
種
競
争
の
好
材
料
で
あ
る
と
予
想
し
た
の
で
あ
る4

2
7
	 

	 

そ
の
一
方

君
は
日
本
美
術
史
の
研
究
に
身
を
委
す
る
の
決
心
愈
固
し
と
や

是
れ
君

の
夙
に
志
せ
し
処

余
は
君
の
健
康
の
旧
に
復
し
て
今
後
の
大
成
を
見
る
日
を
待
つ
や
切
な

り

と

姉
崎
は
病
床
に
伏
し
た
樗
牛
の
美
術
研
究
を
激
励
し
た

そ
し
て

僕
が
未
だ
欧

洲
を
見
ず
典
籍
に
依
り
て
其
文
明
を
遠
望
せ
し
に
当
り
て
は

窃
に
其
文
明
の
美
を
嘆
仰

し
た
が

十
九
世
紀
の
後
半
ド
イ
ツ
思
想
界
は

恰
も
万
葉
凋
落
の
時
に
当
れ
り

中
略

国
家
の
統
一
と
国
運
の
隆
昌
と
は
却
て
人
々
の
根
本
的
修
養
に
遠
か
ら
し
め

外
面
の
愛
国

自
負
の
み
増
進
し
た
る
時
な
り

と

姉
崎
は
渡
欧
以
前
の
憧
憬
と
そ
の
実
体
感
と
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
強
調
し
た

さ
ら
に

見
よ
今
の
ド
イ
ツ
の
執
権
者
が
如
何
に
神
エ
ホ
バ
を
己

の
専
有
の
如
く
吹
聴
し

之
に
反
す
る
異
教
徒
を
剪
滅
す
べ
し
と
の
思
想
を
鼓
吹
し
つ
ゝ
あ

る
か
を

と

姉
崎
は
当
初
の
目
的
で
あ

た
ド
イ
ツ
文
明
を
紹
介
す
る
こ
と
よ
り

狂
熱

的
な
ナ
シ

ナ
リ
ズ
ム
の
事
実
を
強
調
し
た

君
よ
ド
イ
ツ
の
今
の
盟
主
た
る
プ
ロ
イ
セ

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
4
2
6	 

同
右

七
一
七

七
一
八
頁

	 

4
2
7	 

同
右

七
一
九

七
二
〇
頁
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ン
ほ
ど
モ
ナ
ル
キ
ス
チ
ツ
ク
の
国
は
な
か
る
べ
し

カ
イ
ゼ
ル
が
一
度
演
説
し
て
支
那
を
う

ち
こ
ら
し

千
年
の
後
ま
で
も
其
の
痛
み
を
感
ぜ
し
め
よ
と
い
へ
ば

万
民
忽
に
之
に
和
し

文
明
の
皮
を
脱
し
て
蛮
行
を
演
じ

下
走
卒
児
童
に
至
る
ま
で
支
那
人
黄
色
人
種
を
悪
み

路
行
く
我
等
に
対
し
て
ま
で
も
石
を
投
じ
罵
詈
を
放
つ

と
い
う
よ
う
に

姉
崎
自
身
は
ド

イ
ツ
で
深
刻
的
な
人
種
差
別
の
体
験
を
し
た428

 

	 

実
は

そ
も
そ
も
三
国
干
渉
に
お
け
る
黄
禍
論
の
張
本
人
ヴ

ル
ヘ
ル
ム
二
世
で
あ

た

が

一
九
〇
〇
年
に
北
京
で
起
こ

た
北
清
事
変
を
機
に

さ
ら
に
狂
熱
な
人
種
主
義
を
鼓

吹
し

東
ア
ジ
ア
の
進
出
を
求
め
た

キ

ル
軍
港
で
行
わ
れ
た
ヴ

ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
有

名
な

匈
族
演
説

に

異
教
の
文
化
は

ど
ん
な
に
立
派
で
優
れ
て
い
よ
う
と

全
て
滅

び
る
の
だ

そ
こ
に
偉
大
な
使
命
が
歩
み
寄
る
と
き

と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に

ヴ

ル
ヘ
ル
ム
二
世
は
異
文
明
を
全
て
ド
イ
ツ
の
敵
と
し
た4

2
9
	 

	 
	 
	 
	 
	 
	 

当
時

ち

う
ど
キ

ル
大
学
で
宗
教
学
を
専
攻
し
た
姉
崎
は
そ
れ
を
聞
い
て

東

洋
人
は
ド
イ
ツ
人
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
人
に
あ
ら
ず

黄
人
は
白
色
な
ら
ざ
る
が
故
に
排
斥

す
べ
し

此
の
如
き
思
想
は
今
の
ド
イ
ツ
思
想
の
大
風
潮
な
り

君
よ
余
り
小
事
に
は
似
た

れ
ど
一
二
の
事
例
を
挙
ぐ
る
を
許
せ

人
類
に
は―

―

有
色
人
種
に
て
も
亦

D
er 

M
ensch und die gefarbten Rassen auch

と

此
語
実
に
一
解
剖
学
者―

―

冷
静
の
研
究

者
た
る
べ
き―

―

が
其
書
に
記
せ
し
の
言
な
り

君
よ

嗚
呼
総
て
の
同
胞
よ

我
等
有
色

人
種
は
ド
イ
ツ
人
の
眼
に
は
人
に
あ
ら
ざ
る
な
り4

3
0

と

日
本
人
の
全
同
胞
に
陳
情
し

君
主
政
治

自
負
愛
国
と
之
に
伴
ふ
個
人
価
値
の
滅
却

功
名
営
利
の
勢
力
と
之
に
反
比

例
す
る
思
想
修
練
理
想
努
力
の
退
却

其
外
形
結
果
の
進
歩
は
即
其
裏
面
中
心
に
一

歩
々
々
解
体
を
進
め
つ
々
あ
る

と

ド
イ
ツ
の
人
種
差
別
の
刺
激
を
受
け
た
上
で
そ
の
文

明
の
現
状
を
辛
辣
な
批
判
を
展
開
し
た4
3
1
	 

	 

姉
崎
の
誠
実
な
体
感
と
鮮
明
的
な
記
述
は

樗
牛
に
と

て
感
情
移
入
し
や
す
い
も
の
に

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
4
2
8	 

姉
崎
正
治

高
山
樗
牛
に
答
ふ
る
の
書

太
陽

第
八
巻
第
二
号

一
九
〇
二
年
二
月
五
日

二
二

二
六
頁

	 

4
2
9	 

川
島
隆

カ
フ
カ
の

中
国

と
同
時
代
言
説	 

:
	 

黄
禍
・
ユ
ダ
ヤ
人
・
男
性
同
盟

彩
流
社

二
〇
一

〇
年

三
二
頁

	 

4
3
0	 

前
掲
論
文
姉
崎
正
治

高
山
樗
牛
に
答
ふ
る
の
書

二
七
頁

	 

4
3
1	 

前
掲
論
文
姉
崎
正
治

高
山
樗
牛
に
答
ふ
る
の
書

二
四
頁

姉
崎
正
治

高
山
樗
牛
に
答
ふ
る
の
書

承
前

太
陽

第
八
巻
第
三
号

一
九
〇
二
年
三
月
五
日

三
〇
頁
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間
違
い
な
い

足
下
先
に
送
り
来
れ
る
伯
林
時
報
に
よ
り
て

予
は
キ

ル
に
於
け
る
独

逸
帝
の
演
説
を
詳
知
す
る
を
得
た
り

其
の
主
意
の
存
す
る
所
は
人
種
競
争
の
目
的
を
赤

裸
々
に
現
示
し
た
る
に
外
な
ら
ず

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に

樗
牛
は
姉
崎
の
書
簡
に
あ
る

ド
イ
ツ
の
人
種
差
別
の
体
験
に
強
く
注
目
し
て
お
り

異
教
徒
の
文
明
は

其
の
程
度
種

類
の
如
何
を
問
は
ず

遂
に
滅
亡
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず

是
の
目
的
を
達
す
る
は
基
督
教
国
民

の
天
職
也

と

人
種
の
衝
突
を
宗
教
・
文
明
の
衝
突
と
し
た4

3
2

そ
も
そ
も
世
界
の
情
勢

を

ア
リ
ア
ン
人
と
非
ア
リ
ア
ン
人
の
争
ひ
也

白
人
種
と
黄
人
種

欧
羅
巴
人
と
亜
細
亜

人

基
督
教
国
と
非
基
督
教
国
と
の
争
ひ
也433

と
し
た
樗
牛
に
対
し
て

人
種
の
概
念
と

は
言
語
や
宗
教
や
地
政
学
な
ど
の
様
々
な
要
因
が
乱
反
射
を
引
き
起
こ
す
多
面
体
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る

よ

て

姉
崎
に
美
術
を
論
じ
る
際
に

足
下
よ

是
の
如
く
観
来
れ

ば

日
本
の
美
術
史
は
取
り
も
直
さ
ず
チ

ラ
ニ
ア
ン
民
族
の
具
体
的
文
明
史
な
り

而
し

て
政
治
史
上
の
日
本
が

チ

ラ
ニ
ア
ン
民
族
最
後
の
勢
力
を
代
表
す
る
が
如
く

日
本
の

美
術
史
は

欧
州
美
術
史
と
対
峙
し
て

人
類
の
美
的
活
動
の
二
大
発
展
を
表
示
す
も
の
と

謂
ふ
べ
し

足
下
よ

日
本
美
術
史
の
意
義

ま
た
決
し
て
浅
少
な
ら
ざ
る
也434

と

樗

牛
は
政
治
上
日
本
民
族
を

チ

ラ
ニ
ア
ン
民
族

の
代
表
と
し
た
よ
う
に

日
本
の
美
術

史
を
も

チ

ラ
ニ
ア
ン
民
族
の
文
明

の
代
表
と
し
た

そ
の
意
味
で
は

樗
牛
は
美
術

文
明
と
人
種
と
の
接
点
を
結
ん
で
お
り

日
本
の
美
術

を

チ

ラ
ニ
ア
ン
民
族
文

明
の
代
表

と
し
て

欧
州
美
術

と

対
峙

し
よ
う
と
し
た

 

	 

か
く
し
て

樗
牛
は
日
本
美
術
史
を
構
想
す
る
時

人
種
と
い
う
概
念
は
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た

し
か
し

病
魔
に
取
り
つ
か
れ

樗
牛
の
命
が
け
の
美
術
史
構
想
は

未

定
稿

と
い
う
形
で
終
わ

て
し
ま

た

そ
の
冒
頭
で

印
度
以
西
の
諸
邦
国
の
美
術
が

ア
リ
ア
ン
文
明
の
強
大
な
る
求
心
力
に
牽
引
せ
ら
れ
て

今
日
欧
羅
巴
の
美
術
を
大
成
し
た

る
事
実
に
対
比
せ
ら
る
べ
き
も
の
に
し
て

本
邦
美
術
が
歴
史
上

世
界
に
重
き
を
為
す
主

要
な
る
一
事
項
な
り
と
す4
3
5

と

日
本
美
術
史
と

欧
羅
巴
の
美
術

と
の
対
照
関
係
を

論
じ
た
が

樗
牛
は
美
術
史
を
推
古
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
中
期
ま
で
し
か
進
め
な
か

た

た
め

そ
の
美
術
史
構
想
の
全
体
像

特
に
近
代
東
西
交
流
史
の
な
か
に
ど
の
よ
う
な
意
義

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
4
3
2	 

前
掲
論
文
高
山
樗
牛

姉
崎
嘲
風
に
与
ふ
る
書

七
一
八

七
一
九
頁

	 

4
3
3	 

高
山
樗
牛

新
し
き
日
本

樗
牛
全
集

第
四
巻

四
三
六
頁

	 

4
3
4	 

前
掲
論
文
高
山
樗
牛

姉
崎
嘲
風
に
与
ふ
る
書

七
一
八
頁

	 

4
3
5	 

高
山
樗
牛

日
本
美
術
史
未
定
稿

樗
牛
全
集

第
一
巻

五
三
七

五
三
八
頁
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を
み
つ
け
た
の
か
は
捉
え
に
く
い

し
か
し

人
種
闘
争
を
没
後
世
界
の
主
題
と
想
定
し
た

上
で

樗
牛
の
美
術
史
構
想
に
人
種

文
明
の
競
争
と
い
う
形
が
反
映
さ
れ
た
の
は

自
然

の
成
り
行
き
だ
と
考
え
ら
れ
る

	 

	 	 

結
び	 

	 	 

本
稿
は

高
山
樗
牛
の
生
涯
に
わ
た
る
人
種
認
識
を

そ
れ
を
め
ぐ
る
同
時
代
の
論
争
と

対
照
し
な
が
ら
論
じ
て
き
た

従
来
の
国
家
主
義
研
究
や
ナ
シ

ナ
リ
ズ
ム
研
究
で
は

樗

牛
の
人
種
論
を
日
本
対
外
認
識
の
一
環
と
し
て
強
調
さ
れ
て
き
た
が

本
稿
が
明
ら
か
に
し

た
よ
う
に

樗
牛
の
人
種
論
は
ま
ず

国
体

を
め
ぐ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
論
争
の
な
か

に
展
開
し
た

そ
の
国
体
論
争
の
最
初
は

教
育

宗
教
な
ど
の
領
域
に
と
ど
ま

て
い
た

が

日
清
戦
争
後
の
台
湾
領
有
と
そ
れ
に
伴
う
日
本
の
国
民
国
家
が
帝
国
日
本
へ
と
移
行
す

る
状
況
で

日
本
帝
国
の
海
外
膨
張
と
い
う
国
是
は
取
り
込
ま
れ
て
い
た

よ

て

植
民

地
に
お
け
る
多
く
の
異
人
種
を
ど
の
よ
う
に
帝
国
日
本
に
回
収
さ
せ
る
の
か

と
い
う
問
題

は
漸
次
的
に
国
体
論
争
の
核
心
的
問
題
と
な

て
い
た

	 

	 

そ
も
そ
も
日
本
主
義
を
掲
げ
る
樗
牛
は
国
体
観
念
に
生
じ
た
権
力
意
識
を
以
て
台
湾
と

い
う
新
領
土
を
支
配
し
よ
う
と
し
た
が

明
治
政
府
は
そ
れ
以
上
の
新
領
土
の
獲
得
を
予
想

し
て
お
り

樗
牛
と
反
対
に
教
育
と
司
法
に
お
け
る
同
化
政
策
を
採
用
し
た

つ
ま
り

国

体
論
は

万
世
一
系

の
天
皇
制
の
権
威
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
が

そ
の

単
一
人
種

構
成
論

は
ほ
ぼ
放
置
さ
れ
て
い
た

	 

	 

そ
し
て
三
国
干
渉
と
い
う
厳
し
い
外
交
難
局
に

北
守
南
進

論
は
再
び
明
治
政
府
の

指
導
部
に
優
位
に
傾
く
よ
う
に
な

た

そ
も
そ
も
血
統
の
純
潔
性
を
強
調
す
る

日
本
人

種
単
一
構
成
論

と
海
外
拡
張
主
義
に
応
じ
た

日
本
人
種
混
合
構
成
論

と
の
間
に
激
し

く
動
揺
し
て
い
た
樗
牛
は

政
府
と
の
歩
調
を
合
わ
せ
て

故
郷
へ
の
帰
還

と
い
う
形

で
日
本
人
種
南
洋
起
源
説
を
唱
え
は
じ
め
た

樗
牛
の
記
紀
研
究
は
日
本
神
話
研
究
史
に
お

け
る
斬
新
的
な
一
ペ

ジ
を
開
い
た
が

樗
牛
自
身
は
よ
り
深
い
議
論
を
展
開
し
な
か

た

そ
れ
に
代
わ
り

樗
牛
は
世
界
文
明
史
の
研
究
に
着
手
し
て
お
り

人
種
闘
争
を
軸
と
し
て

世
界
史
と
国
際
情
勢
と
照
ら
し
な
が
ら

同
人
種
同
盟
論

に
よ
る
ア
ジ
ア
主
義
へ
と
急

速
に
接
近
し
た
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し
か
し

従
来
の
ア
ジ
ア
主
義
研
究
史
で
は

樗
牛
は
十
分
に
重
視
さ
れ
て
な
か

た
よ

う
に
見
る

そ
れ
は

お
そ
ら
く
近
衛
篤
麿
を
は
じ
め
と
す
る
対
華
政
策
の
面
で
重
点
が
置

か
れ
た
ア
ジ
ア
主
義
者
と
異
な
り

樗
牛
は
主
に
人
文
研
究
の
面
で
ア
ジ
ア
主
義
を
展
開
さ

せ
よ
う
と
し
た
こ
と
と
関
わ

て
い
る

美
術
史
未
定
稿

の
な
か
で
樗
牛
は
美
術―

文

明―

人
種
と
い
う
順
で
人
種
闘
争
を
想
定
し
た
が

彼
自
身
の
急
死
の
た
め
に
そ
の
ア
ジ
ア

主
義
の
実
像
は
懸
案
に
な

て
し
ま

た

し
か
し

本
稿
が
確
認
し
た
の
は

樗
牛
の
思

想
に
は
今
ま
で
論
じ
ら
れ
て
き
た

国
家
主
義

か
ら

個
人
主
義

へ
の
転
換
に
収
斂
さ

せ
な
い
部
分
が
あ
る
こ
と
で
あ

た

そ
れ
は

日
本
の
未
来
像
に
つ
い
て

国
家
と
い
う

形
で
日
本
に
西
欧
諸
国
か
ら
耐
え
き
れ
な
い
圧
力
が
か
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る

ま
さ

に
そ
の
意
味
で
樗
牛
の
ア
ジ
ア
主
義
へ
の
接
近
の
姿
が
指
摘
で
き
る
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終
章	 

	 	 

竹
沢
泰
子
に
よ
る
と

英
語
のR

ace

と
い
う
概
念
は

小
文
字
のrace

大
文
字
の

R
ace

抵
抗
の
人
種

R
ace as R

esistance

と
い
う
三
つ
の
位
相
に
よ

て
一
つ
の

球
を
な
す
よ
う
に
成
立
す
る

小
文
字
のrace

と
は

近
代
化
や
欧
米
か
ら
の
人
種
分

類
論
の
受
容
な
ど
に
よ
る
影
響
と
は
無
関
係
に

そ
れ
ぞ
れ
の
ロ

カ
ル
社
会
に
お
い
て
右

の
よ
う
に
定
義
し
た
特
性
が
見
ら
れ
る
人
種
で
あ
る

大
文
字
のR

ace

と
は

世
界
中

の
人
々
の
マ

ピ
ン
グ
と
分
類
を
意
識
し
て
高
知
さ
れ
た
科
学
的
概
念
と
し
て
流
通
す
る

人
種
で
あ
る

ま
た

抵
抗
の
人
種

R
ace as R

esistance

と
は
マ
イ
ノ
リ
テ

を
動

員
す
る
こ
と
に
よ
り
生
成
・
強
化
さ
れ
る
人
種
で
あ
る436

竹
沢
の
理
解
に
従
え
ば

黄
禍

論
に
表
象
さ
れ
る
黄
色
人
種
は

抵
抗
の
人
種

と
し
て
理
解
さ
れ
る
ほ
か
な
ら
な
い

な

ぜ
な
ら
ば

黄
禍
論
を
め
ぐ
る
攻
防
の
な
か
で

マ
イ
ノ
リ
テ

へ
の
動
員
効
果
が
最
も
重

視
さ
れ
た
か
ら
だ

 

明
治
日
本
の
場
合
に
即
し
て
言
え
ば

人
種
差
別
そ
し
て
西
洋
優
越
論
に
表
象
さ
れ
た
黄

禍
論
は
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
次
第

大
き
な
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た

大
別
し
て
言
え
ば

黄
禍
論
を
め
ぐ

て

民
間
の

ア
ジ
ア
主
義
論

と
政
府
側
の

文
明
開
化
派

と
い
う

二
つ
の
対
立
的
な
主
張
が
あ

た

前
者
は

黄
人
種
団
結

を
強
調
し

白
人
と
対
抗
す

る
こ
と
を
選
ん
だ
が

後
者
は
西
洋
文
明
を
さ
ら
に
吸
収
し

列
強
へ
の
刺
激
を
避
け
て
友

好
関
係
を
築
こ
う
と
し
た

そ
の
ほ
か

黄
禍
論
に
対
し
て
日
本
人
が
白
人
だ
と
い
う
異
色

の
対
応
案

日
本
人
種
ア

リ
ア
起
源
説

を
田
口
卯
吉
も
唱
え
た
の
で
あ
る

	 

従
来
の
近
代
日
本
の
思
想
史
研
究
で
は

西
洋
・
白
人
と
対
抗
す
る
こ
と
で

ア
ジ
ア
の

自
由
や
有
色
人
種
の
解
放
と
い

た
反
人
種
主
義
は
重
要
な
課
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る

特
に
第
一
次
世
界
大
戦
後

パ
リ
講
和
会
議
の
国
際
連
盟
委

員
会
で
日
本
が
人
種
的
差
別
撤
廃
提
案
の
最
初
の
提
出
者
と
し
て
重
要
な
意
義
を
持

て

い
た

よ

て

三
国
干
渉
以
来

黄
色
人
種
へ
の
差
別
に
最
も
集
約
さ
れ
た
言
葉

黄
禍

に
つ
い
て
は

有
色
人
種
解
放
・
人
種
差
別
撤
廃
物
語
の
原
型
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た4

3
7
	 

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  

	  
4
3
6	 

竹
沢
泰
子

人
種
概
念
の
包
括
的
理
解
に
向
け
て

竹
内
泰
子
編

人
種
の
表
象
と
社
会
的
リ
ア
リ
テ

岩
波
書
店

二
〇
〇
九
年

六

七
頁
に
詳
し
い

	 
4
3
7	 

前
掲
書
橋
川
文
三

一
二
一

一
三
八
頁

前
掲
書
飯
倉
章

二
〇
一
三
年

一
七
七

二
二
二
頁

前
掲
書
廣
部
泉

六
二

九
二
頁
を
参
考

	 

	 



	   127	  

か
か
る
視
点
に
よ
れ
ば

従
来
の
黄
禍
論
研
究
で
は

三
国
干
渉
と
い
う
外
交
危
機
に
焦

点
を
あ
て
て

人
種
差
別
主
義
と
反
人
種
主
義
と
の
二
元
論
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た

し

か
し
そ
の
一
方
で

本
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に

日
本
黄
禍
論
批
判
を
め
ぐ
る
言
説

に
は

日
本
は
人
種
主
義
そ
の
も
の
を
批
判
対
象
と
し
た
の
で
は
な
く

逆
に
そ
れ
を
借
用

し
て
帝
国
秩
序
を
構
築
し
よ
う
と
し
た

	 

例
え
ば

第
一
部
で
対
象
と
し
た
文
学
者
森
鷗
外
は
日
露
戦
争
期
に

黄
禍
論
梗
概

と

人
種
哲
学
梗
概

を
行
い

日
本
に
置
か
れ
た
国
際
情
勢
を
鋭
く
観
察
し

吾
人
は
嫌

で
も
白
人
と
反
對
に
立
つ
運
命

を
持
つ
と
結
論
づ
け
た
一
方

三
十
年
に
わ
た

た
日
本

の
文
明
開
化
の
努
力
が

す
で
に
西
洋
人
に
劣
ら
な
い
成
就
を
得

そ
の
点
が
西
洋
人
と
人

種
的
差
異
に
よ

て
否
定
で
き
な
い
事
実
だ
と
考
え
た

上
述
の
鷗
外
の
二
篇
人
種
・
黄
禍

梗
概

に
よ

て

こ
こ
ま
で

反
人
種
差
別
主
義

の
鷗
外
像
は
形
成
さ
れ
て
い
た
が

衛
生
新
篇

の
論
説

種
族

に
お
い
て

鷗
外
は
敢
え
て
白
人
種
と
黄
人
種
を

優
勝

分
族

と
し
た
の
は

黄
人
種
と
し
て

種
族
衛
生
学

に
隠
さ
れ
た
人
種
差
別
に
対
す
る

危
機
感
を
示
し
た
と
と
も
に

人
種
優
劣
論

と
い
う
前
提
を
認
め
た
と
も
言
え
る

実

は

衛
生
学
者
と
し
て
の
鷗
外
は

生
理
・
衛
生
学
の
論
拠
に
よ
り
つ
つ

白
人
種
と
黄
色

人
種
が
同
様
な
文
明
的
な
人
種
と
主
張
す
る
一
方

黒
人
に
対
す
る
差
別
を
保
留
し
て
い
た

そ
の
た
め

鷗
外
の
人
種
・
黄
禍
論
に
つ
い
て
は

黄
色
人
種
を
代
表
す
る
日
本
の
人
種
間

平
等
へ
の
訴
求
も
反
映
さ
れ
て
い
た
と
と
も
に

彼
が
衛
生
学
者
の
思
想
に
固
執
し
た
人
種

差
別
主
義
も
確
認
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る

 

そ
し
て
第
二
章
で
従
来
の
文
明
史
論
そ
し
て
そ
れ
に
よ
る

脱
亜
論

の
代
表
人
物
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
き
た
田
口
卯
吉
の
生
涯
に
わ
た
る
人
種
論
の
形
成
と
展
開
を
追
い
な
が
ら

彼
の
内
地
雑
居
論

南
進
論

日
鮮
同
祖
論

日
本
人
種
匈
奴
起
源
説

日
本
人
ア

リ
ア
人
種
起
源
説

な
ど
の
課
題
を
論
じ
た

実
は

明
治
初
期
に
自
由
主
義
経
済
論
を

唱
え
た
田
口
は

日
本
多
民
族
起
源
説

を
支
持
し

文
明
開
化
と
殖
産
興
業
を
推
し
進
め

人
種
よ
り
も
利
益
を
重
視
し
て
い
た
一
方

南
進
論

を
め
ぐ
る
諸
言
説
に

未
開
地
に

お
け
る

土
人

と
の
競
争
を
も
強
調
し

海
外
植
民
・
開
拓
を
も
呼
び
か
け
て
い
た

そ

し
て
日
清
戦
争
前
後

東
京
帝
国
大
学
の
国
史
科
の
日
鮮
同
祖
論
か
ら
の
示
唆
を
受
け
て

田
口
は
彼
な
り
の
人
種
論
を
考
え
始
め
た

こ
の
時
期
こ
そ

田
口
は
中
国
の
東
北
地
区
割
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譲
を
講
和
の
条
件
と
し

日
本
人
種
匈
奴
起
源
論

を
打
ち
立
て
た

し
か
し

黄
禍
論

と
い
う
外
圧
の
下

他
の
人
種
来
り
て
我
匈
奴
人
種
を
害
せ
ん
と
す
れ
ば

余
は
匈
奴
人

種
と
し
て
戦
ふ
べ
い
し

と
い
う
よ
う
な
田
口
の
決
然
た
る
モ

ト

は
逆
に
戦
後
に
盛
り

上
が

て
い
た
黄
禍
論
に
一
層
拍
車
を
か
け
る
よ
う
に
な

た

田
口
は

匈
奴
起
源
説

は
時
宜
に
適
し
な
い
こ
と
を
意
識
し
た
上
で

前
者
を
あ
ら
た
め
て

日
本
人
ア

リ
ア
人

種
起
源
説

を
唱
え
は
じ
め
た

し
か
し

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は

我
々
は
ヨ
ウ

ロ
ツ
パ
人
に
比
す
れ
ば
本
家
筋
に
近
き
も
の

と
い
う
よ
う
に

田
口
は
西
洋
よ
り
日
本
は

血
統
的
に

文
明
の
源

の
ア

リ
ア
人
種
に
近
い
と
主
張
し
た
こ
と
で
あ
る

田
口
は
西

洋
の
人
種
論
か
ら
の
圧
力
を
意
識
し
た
一
方

そ
れ
を
借
用
し
て

日
本
人
種
優
越
論

へ

と
転
化
さ
せ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る

日
露
戦
争
の
勝
利
の
際

田
口
は

記

紀

神

話
を
深
く
研
究
し

日
本
人
種
の
起
源
へ
の
探
求
意
欲
は
よ
り
明
白
に
な

た

そ
れ
は
日

清
・
日
露
戦
を
経
て

一
等
国

の
栄
光
を
確
実
に
し
た
上
で

新
し
い
自
他
認
識
・
対
外

関
係
を
求
め
よ
う
と
し
た
と
関
わ
る
一
方

新
興
の
日
本
帝
国
の
秩
序
の
再
構
築
を
も
意
味

す
る
の
で
あ
る

	 

	 

ま
た

第
三
章
で
は
高
山
樗
牛
の
ア
ジ
ア
主
義
思
想
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が

そ
の
生

涯
に
わ
た
る
人
種
論
を
各
時
代
背
景
に
置
か
れ
て
考
察
す
る
こ
と
も
重
視
さ
れ
る

例
え
ば

樗
牛
の
人
種
論
は
ま
ず

国
体

を
め
ぐ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
論
争
の
な
か
に
展
開
し
て

お
り

台
湾
領
有
と
そ
れ
に
伴
う
植
民
地
に
お
け
る
多
く
の
異
人
種
を
ど
の
よ
う
に
帝
国
日

本
に
回
収
さ
せ
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
論
じ
は
じ
め
た

そ
も
そ
も
日
本
主
義
を
掲
げ
る

樗
牛
は
国
体
観
念
に
生
じ
た
権
力
意
識
を
以
て
台
湾
と
い
う
新
領
土
を
支
配
し
よ
う
と
し

た
が

そ
れ
以
上
の
新
領
土
の
獲
得
を
予
想
し

く
わ
え
て
明
治
政
府
の
指
導
部
の

北
守

南
進

論
と
の
歩
調
を
合
わ
せ
る
た
め
に

故
郷
へ
の
帰
還

と
い
う
形
で
日
本
人
種
南

洋
起
源
説
を
唱
え
は
じ
め
た

そ
の
た
め

血
統
の
純
潔
性
を
強
調
す
る

日
本
人
種
単
一

構
成
論

は
ほ
ぼ
放
置
さ
れ
て
い
た

一
方

三
国
干
渉
と
そ
れ
に
伴
う
黄
禍
論
の
刺
激
を

受
け

樗
牛
は
世
界
文
明
史
の
研
究
に
着
手
し
て
お
り

人
種
闘
争
を
軸
と
し
て
世
界
史
と

国
際
情
勢
と
照
ら
し
な
が
ら

同
人
種
同
盟
論

に
よ
る
ア
ジ
ア
主
義
へ
と
急
速
に
接
近

し
た

	 

以
上
か
ら
見
て
き
た
よ
う
に

明
治
末
期
に
お
け
る
黄
禍
論
批
判
を
め
ぐ
る
諸
言
説
に
は

西
洋
留
学
体
験
を
し
た

文
明
開
化

の
代
表
人
物
森
鷗
外
で
あ
れ

同
人
種
同
盟
を
訴
え
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た
大
ア
ジ
ア
主
義
の
高
山
樗
牛
で
あ
れ

そ
し
て
当
時
の
言
論
界
に
異
色
の
存
在
で
あ

た

日
本
人
種
ア

リ
ア
起
源
説

の
田
口
卯
吉
と
い
う
三
者

一
見
す
れ
ば
大
き
く
異
な

て
い
た
が

人
種
主
義
は
そ
れ
ら
の
認
識
の
根
底
に
な
さ
れ
て
い
る

そ
れ
は

お
そ
ら
く

日
本
が
国
民
国
家
か
ら
帝
国
主
義
へ
と
移
行
す
る
文
脈
で
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

つ

ま
り

黄
禍
論
に
反
照
さ
れ
た
以
上
の
差
異
は

帝
国
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
差
異
で
あ
り

帝
国
そ
の
も
の
に
疑
問
を
抱
か
な
か

た
の
で
あ
る

よ

て

明
治
末
期
に
お
け
る
黄
禍

論
へ
の
対
応
に
は

黄
白
人
種
衝
突
と
い
う
視
点
か
ら
見
れ
ば

人
種
主
義

と

反
人

種
主
義

と
い
う
二
元
対
立
論
の
虚
像
を
捉
え
ら
れ
る
が

明
治
日
本
の
人
種
論
の
受
容
史

に
置
か
れ
て
考
察
す
る
と

帝
国
日
本
が
人
種
主
義
を
借
用
し
そ
の
周
辺
国
に
転
嫁
さ
せ
る

こ
と
も
確
認
さ
れ
る

そ
れ
に
つ
い
て

近
代
日
本
の
国
民
国
家
建
設
の
模
索
の
様
子
を
反

映
す
る
一
方

他
方
で
は
転
換
期
に
お
け
る
帝
国
日
本
の
不
安
定
性
を
も
呈
し
て
き
た
と
も

考
え
ら
れ
る

	 

	 	 	 	 	 	 	 

付
記

	 

	 

原
則
と
し
て
漢
字
は
新
体
字
に
改
め

ビ
ル
は
省
略
し
た

引
用
は
基
本
的
に
原
文
に
忠
実

す
る
が

読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て

適
宜

句
読
点
を
補
い

表
記
を
改
め
た
場
合
が
あ
る

省
略
す
る
箇
所
は

中
略

で
示
す

論
文
の
中
で
同
一
の
文
章
を
再
度
引
用
し
た

ま
た
は

そ
こ
に
基
づ
く
議
論
を
再
度
行

た
場
合
は

出
典
の
記
載
を
省
い
た
こ
と
も
あ
る

ま
た

支
那

満
州

蝦
夷

土
人

な
ど
の
称
呼
な
ど
に
つ
い
て
は

そ
れ
自
体
が
問
題

を
含
む
場
合
が
多
い
が

本
稿
で
は
原
文
を
引
用
す
る
際

あ
く
ま
で
も
歴
史
的
名
辞
と
し
て

こ
れ
ら
を
捉
え
て

敢
え
て
訂
正
を
加
え
な
か

た

な
お

第
一
章

森
鷗
外
と
人
種
・
黄

禍
論―

―

戦
争
・
文
明
・
衛
生
学
と
い
う
視
点
か
ら―

―

阪
神
近
代
文
学
研
究

第
一
八

号

二
〇
一
七
年
五
月

一

一
四
頁
と
第
二
章

田
口
卯
吉
に
お
け
る
人
種
論
の
展
開―

―

内
地
雑
居
論
か
ら
黄
禍
論
ま
で―

―

史
学
研
究

第
二
九
七
号

二
〇
一
七
年
九
月

四

七

七
二
頁
は
す
で
に
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

博
士
論
文
に
ま
と
め
る
時

適
切
な
訂
正

と
補
足

本
論

引
用

参
考
文
献
を
も
含
む

を
行

た

	 

	 	 



	   130	  

参
考
文
献 

  
洋
文
資
料 

A
rif D

irlik, Chinese H
istory and the Q

uestion of O
rientalism

, in H
istory and Theory 

35 (4), 1996 
A

rthur de G
obineau, translated by A

drian Collins, The inequality of hum
an 

races(London : W
. H

einem
ann,1915) 

Edw
ard W

. Said. O
rientalism

 (1978), N
ew

 Y
ork: G

eorges Borchardt 
G

regory Blue, G
obineau on China: Race Theory, the "Y

ellow
 Peril," and the Critique 

of M
odernity. Journal of W

orld H
istory V

ol. 10, N
o. 1 (Spring, 1999) 

	 
	 
	 
	 
	 
	 

“China and W
estern Social Thought in the M

odern Period,” in edited 
by Tim

othy Brook, China and H
istorical C

apitalism
 : G

enealogies of Sinological 
Knowledge, Cam

bridge U
niversity Press, 2002 

H
annah A

rendt, The origins of totalitarianism
, N

ew
 Y

ork : M
eridian Books , 1958

	 
H

einz G
ollw

itzer, D
ie gelbe G

efahr : G
eschichte eines Schlagworts, Studien zum

 
im

perialistischen D
enken V

andenhoeck &
 Ruprecht 1962 

John K
uo W

ei Tchen and D
ylan, Yellow peril: an archive of anti-Asian fear Y

eats 
V

erso, 2014 
Jonathan Spence, To change China : W

estern advisers in China, 1620-1960, Penguin 
Books, 1980. 
Paul A

. Fortier, G
obineau and G

erm
an Racism

, Com
parative Literature V

ol. 19, N
o. 

4 (A
utum

n, 1967)	 
	 

Raym
ond D

aw
son, The Chinese cham

eleon : an analysis of European conceptions of 
Chinese civilization, O

xford U
niversity Press, 1967.	 

Richard A
ustin Thom

pson, The yellow peril , 1890-1924 , The A
sian experience in 

	 
N

orth A
m

erica : Chinese and Japanese, A
rno Press, 1978. 

Richard John Bow
ring

，M
ori Ō

gai and the m
odernization of Japanese culture, N

ew
 

Y
ork: Cam

bridge U
niversity Press ,1979

	 
Rutledge M

. D
ennis, Social D

arw
inism

, Scientific Racism
, and the M

etaphysics of 
Race, The Journal of N

egro Education(V
ol. 64, N

o. 3), M
yths and Realities: A

frican 
A

m
ericans and the M

easurem
ent of H

um
an A

bilities (Sum
m

er, 1995) 
V

ictor K
iernan, The Lords of H

um
an Kind: European Attitudes to O

ther Cultures in 
the Im

perial Age, London : Serif, 1995 
 

中
国
語
資
料 

格
力
高
利
・
布
魯

中
国

与
近
代
西
方
社
会
思
想

卜
正
民
編
集

中
国
与
歴
史
資
本

主
義

漢
学
知
識
的
系
譜
学

台
湾
国
立
編
訳
館
訳

新
星
出
版
社

二
〇
〇
五
年

 

海
因
茨
・
哥
尓
維
策
尓

黄
禍
論

訳
者
不
明

商
務
印
書
館

一
九
六
四
年

	 

雷
蒙
・
道
森

中
国
変
色
龍

対
於
欧
洲
中
国
文
明
観
的
分
析

常
紹
民

明
毅
訳

中

華
書
局

二
〇
〇
六
年

	 

羅
福
恵

黄
禍
論

東
西
文
明
的
対
立
与
対
話

立
緒
文
化
出
版
社

二
〇
〇
七
年

	 

呂
浦
・
張
振
鹍

黄
禍
論
歴
史
資
料
選
輯

中
国
社
会
科
学
出
版
社

一
九
七
九
年

	 

沈
松
僑

我
以
我
血
薦
軒
轅

黄
帝
神
話
与
晩
清
的
国
族
建
構

台
湾
社
会
研
季
刊

第

二
八
号

一
九
九
七
年
一
二
月

	 

孫
隆
基

清
季
民
族
主
義
与
黄
帝
崇
拝
的
発
明

歴
史
学
家
的
経
緯

広
西
師
範
大
学
出

版
社

二
〇
〇
四
年

	 

維
克
多
・
基
尓
南

人
類
的
主
人

陳
正
国
訳

商
務
印
書
館

二
〇
〇
六
年
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伍
碧
雯

古
比
諾

人
種
不
平
等
之
探
源

―
―

十
九
世
紀
末
徳
国
種
族
理
論―

―

成

大
西
洋
史
集
刊

第
一
二
号

二
〇
〇
四
年
六
月

	 
楊
瑞
松

病
夫

黄
禍
与
睡
獅

西
方

視
野
的
中
国
形
像
与
近
代
中
国
国
族
論
述

政

治
大
学
出
版
社

二
〇
一
〇
年

	 

	 
	 

同

尓
有
黄
禍
之
先
兆

尓
有
種
族
之
勢
力

黄
禍

与
近
代
中
国
国
族
共
同
体
想

像

国
立
政
治
大
学
歴
史
学
報

第
二
六
号

二
〇
〇
六
年
一
一
月

	 

周
寧

天
朝
遥
遠

西
方
的
中
国
形
像
研
究

北
京
大
学

二
〇
〇
六
年

	 

	 	 

日
本
語
全
集	 

森
鷗
外

鷗
外
全
集

全
三
八
巻

岩
波
書
店

一
九
七
一
年

	 

田
口
卯
吉

鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集

全
八
巻

復
刻
版

鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集
刊
行
会
編
輯

吉
川
弘
文
館

一
九
〇
〇
年

	 

高
山
樗
牛

樗
牛
全
集	 

:
	 

改
訂
註
釋

全
七
巻

姉
崎
正
治,

笹
川
種
郎

復
刻
版

編

日
本
図
書
セ
ン
タ

一
九
八
〇
年

	 

新
版
・
世
界
大
百
科
事
典

平
凡
社

二
〇
〇
七
年
改
訂

	 

外
務
省
外
交
史
料
館
日
本
外
交
史
辞
典
編
纂
委
員
会
編

新
版
・
日
本
外
交
史
辞
典

山

川
出
版
社

一
九
九
二
年

	 

日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編

日
本
国
語
大
辞

典
・
第
二
版

小
学
館

二
〇
〇
一
年

	 

	 

日
本
語
専
門
書	 

赤
木
桁
平

人
及
び
思
想
家
と
し
て
の
高
山
樗
牛

新
潮
社

一
九
一
八
年

	 

ア
ル
ベ

ル
・
メ
ン
ミ

人
種
差
別

菊
地
昌
実

白
井
成
雄
訳

法
政
大
学
出
版
局

一
九
九
六
年

	 

飯
倉
章

イ
エ
ロ

・
ペ
リ
ル
の
神
話―

―

帝
国
日
本
と

黄
禍

―
―

の
逆
説

二

〇
〇
四
年

	 

	 
	 

同

黄
禍
論
と
日
本
人	 

:
	 

欧
米
は
何
を
嘲
笑
し

恐
れ
た
の
か

中
央
公
論
新
社

二
〇
一
三
年

	 

家
坂
和
子

日
本
人
の
人
種
観

弘
文
堂

一
九
八
〇
年

	 

家
永
三
郎

近
代
精
神
と
そ
の
限
界

角
川
選
書

一
九
五
〇
年

	 

石
田
雄

明
治
政
治
思
想
史
研
究

未
來
社

一
九
五
四
年

	 

板
谷
敏
彦

日
露
戦
争

資
金
調
達
の
戦
い	 

:
	 

高
橋
是
清
と
欧
米
バ
ン
カ

た
ち

新
潮

社

二
〇
一
二
年

	 

伊
藤
博
文

帝
国
憲
法
義
解

国
家
学
会

一
八
八
九
年

	 

石
原
俊

近
代
日
本
と
小
笠
原
諸
島	 

:
	 

移
動
民
の
島
々
と
帝
国

平
凡
社

二
〇
〇
七
年

	 

磯
貝
英
夫	 

森
鷗
外

明
治
二
十
年
代
を
中
心
に

明
治
書
院

一
九
七
九
年

	 

磯
前
順
一

深
澤
英
隆
編

近
代
日
本
に
お
け
る
知
識
人
と
宗
教	 

:
	 

姉
崎
正
治
の
軌
跡

東
京
堂
出
版

二
〇
〇
二
年

	 

井
上
章
一

法
隆
寺
へ
の
精
神
史

弘
文
堂

一
九
九
四
年

	 

井
上
哲
次
郎

内
地
雑
居
論

哲
学
書
院

一
八
九
一
年

	 

	 
	 
	 
	 

同

内
地
雑
居
続
論

哲
学
書
院

一
八
九
一
年

	 

	 
	 
	 
	 

同

勅
語
衍
義

上
巻

井
上
蘇
発
行

一
八
九
一
年

	 

	 
	 
	 
	 

同

国
民
道
徳
概
論

三
省
堂

一
九
一
二
年
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井
上
哲
次
郎

高
山
樗
牛

新
編
倫
理
教
科
書

第
三
卷

金
港
堂

一
八
九
七
年

	 

色
川
大
吉

新
編
明
治
精
神
史

央
公
論
社

一
九
七
三
年

	 
エ
ド
ワ

ド
・
サ
イ

ド

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

今
沢
紀
子
訳

平
凡
社	 

一
九
八
六

年

	 

大
島
清

加
藤
俊
彦

大
内
力
著

明
治
の
イ
デ
オ
ロ

グ

人
物
・
日
本
資
本
主
義

四

東
京
大
学
出
版
会

一
九
八
三
年

	 

大
島
清

高
橋
是
清

財
政
家
の
数
奇
な
生
涯

中
公
新
書

一
九
九
九
年

	 

大
隈
重
信

東
亜
の
平
和
を
論
ず
る

大
隈
伯
演
説
集

早
稲
田
大
学
出
版
部

一
九
〇

七
年

	 

大
谷
正

日
清
戦
争

近
代
日
本
初
の
対
外
戦
争
の
実
像

中
央
公
論

二
〇
一
四
年

	 

外
務
省
編

日
本
外
交
年
表
並
主
要
文
書
・
上

原
書
房

一
九
五
五
年

	 

嘉
治
隆
一

明
治
以
後
の
五
大
記
者	 

兆
民
・
鼎
軒
・
雪
嶺
・
如
是
閑
・
竹
虎

朝
日
新

聞
社

一
九
七
三
年

	 

亀
井
俊
介

ナ
シ

ナ
リ
ズ
ム
の
文
学	 
明
治
精
神
の
探
求

講
談
社

一
九
八
八
年

	 

川
島
隆

カ
フ
カ
の

中
国

と
同
時
代
言
説	 

:
	 

黄
禍
・
ユ
ダ
ヤ
人
・
男
性
同
盟

彩
流

社

二
〇
一
〇
年

	 

杵
淵
信
雄

福
沢
諭
吉
と
朝
鮮	 

:
	 

時
事
新
報
社
説
を
中
心
に

彩
流
社

一
九
九
七
年

	 

工
藤
雅
樹

日
本
人
種
論

吉
川
弘
文
館

一
九
七
九
年

	 

久
米
邦
武
著
・
大
久
保
利
謙
編

史
学
・
史
学
方
法
論	 
久
米
邦
武
歴
史
著
作
集

第
三
巻

吉
川
弘
文
館

一
九
九
〇
年

	 

河
野
有
理

田
口
卯
吉
の
夢

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

二
〇
一
三
年

	 

小
熊
英
二

単
一
民
族
神
話
の
起
源	 

:
	 

日
本
人

の
自
画
像
の
系
譜

新
曜
社

一
九

九
五
年

	 

	 
	 
	 

同

日
本
人

の
境
界	 

:
	 

沖
縄
・
ア
イ
ヌ
・
台
湾
・
朝
鮮
植
民
地
支
配
か
ら
復
帰

運
動
ま
で

新
曜
社

一
九
九
八
年

	 

小
沢
栄
一

近
代
日
本
史
学
史
の
研
究	 

:
	 

一
九
世
紀
日
本
啓
蒙
史
学
の
研
究

吉
川
弘
文

館

一
九
六
八
年

	 

小
寺
謙
吉

大
亜
細
亜
主
義

東
京
宝
文
館

一
九
一
六
年

	 

米
原
謙

国
体
論
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
か	 

:
	 

明
治
国
家
の
知
の
地
形
図

ミ
ネ
ル
ヴ

書
房

二
〇
一
五
年

	 

小
堀
桂
一
郎

若
き
日
の
森
鷗
外

東
京
大
学
出
版
会

一
九
六
九
年

	 

	 
	 
	 
	 

同

森
鷗
外

日
本
は
ま
だ
普
請
中
だ

ミ
ネ
ル
ヴ

書
房

二
〇
一
三
年

	 

小
林
一
夫

森
鷗
外
論

現
象
と
精
神

星
雲
社

二
〇
〇
九
年

	 

小
林
一
美

義
和
団
戦
争
と
明
治
国
家

増
補

汲
古
書
院

二
〇
〇
八
年

	 

昆
野
伸
幸

近
代
日
本
の
国
体
論	 

:
	 

皇
国
史
観

再
考

ぺ
り
か
ん
社	 

二
〇
〇
八

年

	 

坂
野
徹

帝
国
日
本
と
人
類
学
者	 

:
	 

一
八
八
四

一
九
五
二
年

勁
草
書
房

二
〇
〇
五

年

	 

坂
元
ひ
ろ
子

中
国
民
族
主
義
の
神
話	 

:
	 

人
種
・
身
体
・
ジ

ン
ダ

岩
波
書
店

二

〇
〇
四
年

	 

ジ

ム
ズ
・W

・
シ

ザ

反
米
の
系
譜
学	 

:
	 

近
代
思
想
の
中
の
ア
メ
リ
カ

村
田

晃
嗣
な
ど
訳

ミ
ネ
ル
ヴ

書
房

二
〇
一
〇
年

	 

志
賀
重
昂

南
洋
時
事

志
賀
重
昂
田
口
全
集

第
三
巻

志
賀
重
昂
田
口
全
集
刊
行
会

一
九
二
七
年
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重
野
安
繹

久
米
邦
武

星
野
恒
編

稿
本
国
史
眼
・
一

大
成
館

一
八
九
〇
年

	 

ジ

ナ
サ
ン
・
ス
ペ
ン
ス

中
国
を
変
え
た
西
洋
人
顧
問

三
石
善
吉
訳

一
九
七
五
年

講
談
社

	 

新
村
出

新
村
出
全
集

第
一
巻

筑
摩
書
房

一
九
七
一
年

	 

末
延
芳
晴

鷗
外
と
日
清
・
日
露
戦
争

平
凡
社

二
〇
〇
八
年

	 

杉
原
四
郎

岡
田
和
喜
編

田
口
卯
吉
と
東
京
經
濟
雑
誌

日
本
経
済
評
論
社

一
九
九

五
年

	 

鈴
木
貞
美
編

雑
誌

太
陽

と
国
民
文
化
の
形
成

思
文
閣
出
版

二
〇
〇
一
年

	 

鈴
木
善
次

日
本
の
優
生
学	 

:
	 

そ
の
思
想
と
運
動
の
軌
跡

三
共
出
版

一
九
八
三
年

	 

鈴
木
正
節

博
文
館

太
陽

の
研
究

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

一
九
七
九
年

	 

先
崎
彰
容

高
山
樗
牛	 

:
	 

美
と
ナ
シ

ナ
リ
ズ
ム

論
創
社

二
〇
一
〇
年

	 

	 
	 
	 

同

個
人
主
義
か
ら

自
分
ら
し
さ

へ	 
:
	 

福
沢
諭
吉
・
高
山
樗
牛
・
和
辻
哲
郎

の

近
代

体
験

東
北
大
学
出
版
会

二
〇
一
〇
年

	 

高
坂
正
顕

明
治
思
想
史
・
高
坂
正
顕
著
作
集

第
七
巻

理
想
社

一
九
六
九
年

	 

高
須
芳
次
郎

高
山
樗
牛

人
と
文
学

偕
成
社

一
九
四
三
年

	  

高
橋
義
雄

日
本
人
種
改
良
論

出
版
者

石
川
半
次
郎

一
八
八
四
年

	 

田
口
親

田
口
卯
吉

吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
〇
年

	 

武
智
秀
夫

軍
医
森
鷗
外
の
ド
イ
ツ
留
学

思
文
閣
出
版

二
〇
一
四
年

	 

伊
達
一
男

医
師
と
し
て
の
森
鷗
外

績
文
堂
出
版

一
九
八
一
年

	 

同

続
医
師
と
し
て
の
森
鴎
外

績
文
堂
出
版

一
九
八
九
年

	 

陳
培
豊

同
化

の
同
床
異
夢	 

:
	 

日
本
統
治
下
台
湾
の
国
語
教
育
史
再
考

三
元
社

二
〇
〇
一
年

	 

寺
田
和
夫

人
種
と
は
何
か

岩
波
書
店

一
九
六
七
年

	 

	 
	 
	 

同

日
本
の
人
類
学

思
索
社

一
九
七
五
年

	 

ト
ク
・
ベ
ル
ツ

ベ
ル
ツ
日
記
・
下

菅
沼
竜
太
郎
訳

岩
波
書
店

一
九
七
四
年

	 

徳
富
蘇
峰

猪
一
郎

編
述

公
爵
松
方
正
義
伝

坤
巻

公
爵
松
方
正
義
伝
記
発
行
所

一
九
三
五
年

	 

中
江
兆
民

一
年
有
半	 

続
一
年
有
半

岩
波
書
店

一
九
五
五
年

	 

長
尾
龍
一

日
本
法
思
想
史
研
究

創
文
社

一
九
八
一
年

	  

長
尾
宗
典

憧
憬

の
明
治
精
神
史	 

:
	 

高
山
樗
牛
・
姉
崎
嘲
風
の
時
代

ぺ
り
か
ん
社

二
〇
一
六
年

	 

永
原
慶
二

二
〇
世
紀
日
本
の
歴
史
学

永
原
慶
二
著
作
選
集

第
九
巻

吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
八
年

	 

西
川
長
夫

国
境
の
越
え
方

比
較
文
化
論
序
説

平
凡
社

二
〇
〇
一
年

	 

	 
	 
	 

同

国
民
国
家
論
の
射
程	 
:
	 

あ
る
い
は

国
民

と
い
う
怪
物
に
つ
い
て

増
補

版

柏
書
房

二
〇
一
二
年

	 

ハ
イ
ン
ツ
・
ゴ
ル
ヴ

ツ

黄
禍
論
と
は
何
か

瀬
野
文
教
訳

草
思
社

一
九
九

九
年

	 

芳
賀
登

明
治
国
家
の
形
成
・
国
家
概
念
の
歴
史
的
変
遷

雄
山
閣

一
九
八
七
年

	 

橋
川
文
三

黄
禍
物
語

筑
摩
書
房

一
九
七
六
年

	 
	 

朴
羊
信

陸
羯
南	 

:
	 

政
治
認
識
と
対
外
論

岩
波
書
店

二
〇
〇
八
年

	 

旗
田
巍

日
本
人
の
朝
鮮
観

勁
草
書
房

一
九
六
九
年

	 

馬
場
優
子

人
種
主
義
と
人
種
的
偏
見

人
類
学
講
座
編
纂
委
員
会
編

人
類
学
講
座
・
第

七
巻

雄
山
閣
出
版

一
九
七
七
年

	 



	   134	  

韓
晳
曦

日
本
の
朝
鮮
支
配
と
宗
教
政
策

未
来
社

一
九
八
八
年

	 

平
川
祐
弘

和
魂
洋
才
の
系
譜

内
と
外
か
ら
の
明
治
日
本

河
出
書
房
新
社

一
九
七

一
年

	 

廣
部
泉

人
種
戦
争
と
い
う
寓
話	 

:
	 

黄
禍
論
と
ア
ジ
ア
主
義

名
古
屋
大
学
出
版
会

二

〇
一
七
年

	 

福
田
徳
三

福
田
徳
三
著
作
集

第
一
九
巻

信
山
社

二
〇
一
七
年

	 

前
川
理
子

近
代
日
本
の
宗
教
論
と
国
家	 

:
	 

宗
教
学
の
思
想
と
国
民
教
育
の
交
錯

東
京

大
学
出
版
会

二
〇
一
五
年

	 

松
野
尾
裕

田
口
卯
吉
と
経
済
学
協
会	 

:
	 

啓
蒙
時
代
の
経
済
学

日
本
経
済
評
論
社

一

九
九
六
年

	 

松
村
正
義

日
露
戦
争
と
金
子
堅
太
郎	 

:
	 

広
報
外
交
の
研
究

新
有
堂

一
九
八
〇
年

	 
	 
	 
	 

	 
	 
	 

同

ポ

ツ
マ
ス
へ
の
道	 

:
	 

黄
禍
論
と
ヨ

ロ

パ
の
末
松
謙
澄

原
書
房

一

九
八
七
年

	 

	 
	 
	 

同

新
版
・
国
際
交
流
史	 

:
	 

近
現
代
日
本
の
広
報
文
化
外
交
と
民
間
交
流

地
人

館

二
〇
〇
二
年

	 

丸
山
博

森
鷗
外
と
衛
生
学

勁
草
書
房

一
九
八
四
年

	 

武
藤
秀
太
郎

近
代
日
本
の
社
会
科
学
と
東
ア
ジ
ア

藤
原
書
店

二
〇
〇
九
年

	 

三
谷
太
一
郎
編

言
論
は
日
本
を
動
か
す

一

講
談
社

一
九
八
六
年

	 

矢
野
暢

南
進

の
系
譜	 

:
	 

日
本
の
南
洋
史
観

千
倉
書
房

二
〇
〇
九
年

	 

山
崎
國
紀

評
伝
森
鷗
外

大
修
館
書
店

二
〇
〇
七
年

	 

山
室
信
一

思
想
課
題
と
し
て
の
ア
ジ
ア	 

:
	 

基
軸
・
連
鎖
・
投
企

岩
波
書
店

二
〇
〇

一
年

	 

	 
	 
	 

同

日
露
戦
争
の
世
紀―

―

連
鎖
視
点
か
ら
見
る
日
本
と
世
界―
―

岩
波
新
書

二
〇
〇
五
年

	 

吉
岡
郁
夫

日
本
人
種
論
争
の
幕
あ
け	 

:
	 

モ

ス
と
大
森
貝
塚

共
立
出
版

一
九
八
七

年

	 

吉
田
精
一

近
代
文
芸
評
論
史	 

明
治
編

至
文
堂

一
九
七
五
年

	 

吉
馴
明
子

海
老
名
弾
正
の
政
治
思
想

東
京
大
学
出
版
会

一
九
八
二
年

	 

渡
辺
和
靖

明
治
思
想
史	 

:
	 

儒
教
的
伝
統
と
近
代
認
識
論

増
補
版

ペ
リ
か
ん
社

一
九
八
五
年

	 

	 

日
本
語
第
一
次
資
料	  

姉
崎
正
治

素
戔
嗚
尊
の
神
話
伝
説

帝
国
文
学

第
五
巻
八
号

一
八
八
九
年
八
月

九
日	 

	 
	 
	 

同

高
山
樗
牛
に
答
ふ
る
の
書

太
陽

第
八
巻
第
二
号

一
九
〇
二
年
二
月

五
日	 

	 
	 
	 

同

高
山
樗
牛
に
答
ふ
る
の
書

承
前

太
陽

第
八
巻
第
三
号

一
九
〇
二

年
三
月
五
日	 

伊
藤
博
文

台
湾
会
に
置
け
る
伊
藤
侯
の
演
説

大
阪
毎
日
新
聞

一
八
九
七
年
四
月
二

四
日	 

井
上
哲
次
郎

教
育
と
宗
教
と
の
衝
突

教
育
時
論

第
二
八
八
号

一
八
九
三
年
一

月
二
五
日	 

	 
	 
	 
	 

同

学
者
と
は
何
ぞ

国
民
之
友

第
一
二
巻
一
八
六
号

一
八
九
三
年
四

月
三
日	 
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岩
下
方
平

神
道
ハ
祭
天
ノ
古
俗
ト
云
フ
論
ヲ
読
テ
其
ノ
妄
ヲ
弁
ズ

随
在
天
神

第
一

九
六
号

一
八
九
二
年
三
月
二
〇
日	 

木
村
鷹
太
郎

台
湾
島
道
伝
記

日
本
主
義

第
一
号

一
八
九
七
年
五
月	 

久
米
邦
武

日
本
幅
員
の
沿
革

史
学
会
雑
誌

史
学
会
論
叢
第
一
輯

一
八
九
〇
年

六
月
一
五
日	 

	 
	 
	 

同

神
道
ハ
祭
天
ノ
古
俗

史
学
会
雑
誌

第
二
編
第
二
三

二
四
号

二
五
号

一
八
九
一
年
一
〇
月
一
五
日

一
一
月
一
五
日

一
二
月
一
五
日	 

近
衛
篤
麿

同
人
種
同
盟
・
附
支
那
問
題
の
研
究
の
必
要

太
陽

第
四
巻
第
一
号

一
八
九
八
年
一
月	 

下
田
義
天
類

田
口
卯
吉
氏
ノ
告
ヲ
読
ミ
併
テ
祭
天
論
ヲ
弁
ズ

随
在
天
神

第
一
九
七

号

一
八
九
二
年
四
月
五
日	 

新
村
出

田
口
博
士
の
言
語
に
関
す
る
所
論
を
読
む

言
語
学
雑
誌

第
二
巻
第
四
号

一
九
〇
一
年
七
月	 

高
木
敏
雄

文
界
の
新
現
象

帝
国
文
学

第
五
巻
第
四
号

一
八
九
九
年
四
月
九
日	 

	 
	 
	 

同

日
本
神
話
歴
史
学
の
歴
史
的
概
観

帝
国
文
学

第
八
巻
第
五
号

一
九

〇
二
年
五
月
一
〇
日	 

高
橋
龍
雄

高
山
林
次
郎
氏
の
古
事
記
神
代
巻
の
神
話
及
び
歴
史
を
読
む

日
本
主
義

第
四
巻
第
二
三
号

一
八
九
九
年
五
月	 

田
口
卯
吉

内
地
雑
居
を
論
ず
る
・
第
二

東
京
経
済
雑
誌

第
二
〇
五
号

一
八
八

四
年
三
月
一
五
日	 

	 
	 
	 

同

内
地
雑
居
の
杞
憂

東
京
経
済
雑
誌

第
四
七
八
号

一
八
八
九
年
七

月
一
三
日	 

	 
	 
	 

同

井
上
哲
次
郎
氏
に
質
す

東
京
経
済
雑
誌

第
五
七
三
号

一
八
九
一
年

五
月
二
三
日	  

	 
	 
	 

同

南
北
太
平
洋
艦
隊
を
組
織
す
べ
し

東
京
経
済
雑
誌

第
五
八
九
号

一

八
九
一
年
九
月
一
二
日	 

	 
	 
	 

同

末
広
重
恭
君
著
東
亜
之
大
勢
を
読
む

東
京
経
済
雑
誌

第
六
六
三
号

一
八
九
三
年
二
月
二
五
日	 

	 
	 
	 

同

居
留
地
制
度
ト
内
地
雑
居
・
第
一

東
京
経
済
雑
誌

第
六
六
八
号

一

八
九
三
年
四
月
一
日	 

	 
	 
	 

同

講
和
の
条
件

東
京
経
済
雑
誌

第
七
五
一
号

一
八
九
四
年
一
一
月
一

〇
日	 

	 
	 
	 

同

国
語
上
よ
り
観
察
し
た
る
人
種
の
初
代

史
学
雑
誌

第
一
二
編
第
六
号

一
九
〇
一
年
四
月	 

	 
	 
	 

同

人
種
の
初
代
の
根
據
地
を
決
す
る
は
国
語
に
如
く
な
し

史
学
雑
誌

第
一

二
編
第
一
〇
号

一
九
〇
一
年
一
〇
月	 

柳
井
嘯
庵

国
史
眼
ヲ
読
ミ
テ
之
レ
ガ
修
正
ヲ
望
ム

続

随
在
天
神

第
二
〇
六
号

一
八
九
三
年
一
月
五
日	 

福
沢
諭
吉

日
支
韓
三
国
の
関
係

時
事
新
報

一
八
八
二
年
八
月
二
五
日	 

	 
	 
	 

同

脱
亜
論

時
事
新
報

一
八
八
五
年
三
月
一
六
日	 

星
野
恒

本
邦
ノ
人
種
言
語
ニ
付
鄙
考
ヲ
述
テ
世
ノ
真
心
愛
国
者
ニ
質
ス

史
学
会
雑
誌

第
一
一
号

一
八
九
〇
年	 

湯
本
武
比
古

日
本
主
義

発
刊
に
就
き
て

日
本
主
義

第
一
号

一
八
九
七
年
五

月	 
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渡
瀬
常
吉

日
本
の
歴
史
と
基
督
教
と
の
連
絡

六
合
雑
誌

第
一
九
七
号

一
八
九

七
年
五
月
一
五
日	  

	 

同

我
国
是
と
宗
教
信
念

六
合
雑
誌

第
一
九
九
号

一
八
九
七
年
七
月
一

五
日	 

	 

日
本
語
論
文	 

雨
田
英
一

福
沢
諭
吉
の

丸
裸
の
競
争

と

人
種
改
良

の
思
想

東
洋
文
化
研
究

第
二
号

二
〇
〇
〇
年
三
月

	 

同

高
山
樗
牛
の
国
家
教
育
の
思
想:

	 

教
育
と
国
家
と
宗
教

一

二

三

四

五

六

七

八

九

東
京
女
子
大
学
紀
要
論
集

第
五
二

五
七
巻

二
〇
〇
一

二
〇
〇
七
年

	 

市
丸
成
人

教
育
と
宗
教
の
衝
突

考

教
育
哲
学
研
究

第
八
号

一
九
六
三
年

	 

石
田
雄

同
化

政
策
と
創
ら
れ
た
観
念
と
し
て
の

日
本

(

下)

思
想

第
八
九

三
号

一
九
九
八
年
一
一
月

	 

石
田
頼
房

森
鷗
外
の
都
市
計
画
論	 

:
	 

衛
生
新
篇
の
都
市

家
屋
の
章
に
つ
い
て

総
合

都
市
研
究

第
六
三
号

一
九
九
七
年
九
月

	 

磯
前
順
一

近
代
日
本
の
植
民
地
主
義
と
国
民
国
家
論―

―

津
田
左
右
吉
の
国
民
史
を
め
ぐ

る
言
説
布
置―

―

思
想

一
〇
九
五
号

二
〇
一
五
年
七
月

	 

伊
藤
彌
彦

田
口
卯
吉
の
政
治
思
想
・
上

同
志
社
法
学

第
二
六
巻
第
二
号

一
九
七

四
年
九
月

	 

井
上
琢
智

添
田
寿
一
と
日
清
・
日
露
戦
争	 

:
	 Econom

ic Journal
宛
公
開
書
簡
等
に
見
る

外
債
募
集
と
黄
禍
論

甲
南
会
計
研
究

第
九
号

二
〇
一
五
年
三
月
	 

今
井
修

鹿
野
政
直

日
本
近
代
思
想
史
の
な
か
の
久
米
事
件

大
久
保
利
謙
編

久
米
邦

武
の
研
究	 

久
米
邦
武
歴
史
著
作
集

別
巻

吉
川
弘
文
館

一
九
九
〇
年

	 

岩
井
忠
熊

日
本
近
代
史
学
の
形
成

岩
波
講
座	 

日
本
歴
史
・
二
二	 

別
巻
一

岩
波
書

店

一
九
六
三
年

	 

大
久
保
利
謙

明
治
史
学
成
立
の
過
程

大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集
・
七
・
日
本
近
代
史

学
の
成
立

吉
川
弘
文
館

一
九
八
八
年

	 

葛
西
裕
仁

平
泉
澄
の
国
体
論
に
お
け
る

単
一
民
族
観

多
元
文
化

第
一
〇
号

二
〇
一
〇
年
三
月

	 

堅
田
智
子

ア
レ
ク
サ
ン
ダ

・
フ

ン
・
シ

ボ
ル
ト
と
黄
禍
論

上
智
史
学

第
五

七
号

二
〇
一
二
年
一
一
月

	 

桂
島
宣
弘

一
国
思
想
史
学
の
成
立―
―

帝
国
日
本
の
形
成
と
日
本
思
想
史
の

発
見

―
―

渡
辺
公
三

西
川
長
夫
編

世
紀
転
換
期
の
国
際
秩
序
と
国
民
文
化
の
形
成

柏

書
房

一
九
九
九
年

	 

金
森
誠
也

カ
イ
ザ

・
ヴ

ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
反
日
黄
禍
論

国
際
文
化
表
現
研
究

第
八
号

二
〇
一
二
年

	 

鹿
野
政
直

太
陽

―
―

主
と
し
て
明
治
期
に
お
け
る―

―

思
想

第
四
五
〇
号

一
九
六
一
年
一
二
月

	 

川
﨑
勝

田
口
卯
吉
の

私
利
心

―
―

最
初
の
著
作

自
由
交
易
日
本
経
済
論

と

日

本
開
化
小
史

を
中
心
に―

―

社
会
と
倫
理

第
二
五
号

二
〇
一
一
年

	 

川
越
修

世
紀
転
換
期
ド
イ
ツ
の
社
会
衛
生
学―

―
A

・
グ
ロ-

ト
ヤ-

ン
の
言
説
を
手
が
か

り
に―
―

歴
史
学
研
究

七
〇
三
号

一
九
九
七
年
一
〇
月

	 

河
西
晃
祐

日
本
の
南
方
起
源

言
説

と
南
進
論

上
智
史
学

第
四
六
号

二
〇
〇
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一
年
一
一
月

	 

川
村
湊

近
代
日
本
に
お
け
る
帝
国
意
識

北
川
勝
彦

平
田
雅
博
編

帝
国
意
識
の
解
剖

学

世
界
思
想
社

一
九
九
九
年

	 

金
光
林

日
鮮
同
祖
論

を
通
し
て
み
る
天
皇
家
の
起
源
問
題

新
潟
産
業
大
学
人
文
学

部
紀
要

第
一
一
号

二
〇
〇
二
年

	 

	 
	 

同

日
本
に
お
け
る
朝
鮮
植
民
地
支
配
と

日
鮮
同
祖
論

工
学
院
大
学
共
通
課
程

研
究
論
叢

第
三
七
巻
第
二
号

二
〇
〇
〇
年

	 

工
藤
雅
樹

日
鮮
同
祖
論

の
史
学
史
的
意
義

関
晃
教
授
還
暦
記
念
会
編

日
本
古
代

史
研
究	 

:
	 

関
晃
先
生
還
暦
記
念

吉
川
弘
文
館

一
九
八
〇
年

	 

小
熊
英
二

国
民

化
と
い
う
支
配-

-

多
民
族
帝
国
と
し
て
の

日
本
国
民

概
念

歴

史
学
研
究

第
六
九
〇

一
九
九
六
年
一
〇
月

	 

駒
込
武

異
民
族
支
配
の

教
義

台
湾
漢
族
の
民
間
信
仰
と
近
代
天
皇
制
の
あ
い
だ

大
江
志
乃
夫
な
ど
編

岩
波
講
座
近
代
日
本
と
植
民
地	 

統
合
と
支
配
の
論
理

第
四
巻

岩

波
書
店

一
九
九
三
年

	 

小
峰
和
夫

田
口
卯
吉
の
描
い
た
開
放
経
済
国
家
日
本
の
進
路

杉
原
四
郎

岡
田
和
喜
編

田
口
卯
吉
と
東
京
經
濟
雜
誌

日
本
経
済
評
論
社

一
九
九
五
年

	 

昆
野
伸
幸

近
代
日
本
の
国
体
論	 

:
	 

教
育
勅
語
・

国
体
の
本
義

・
平
泉
澄

近
代

第

一
〇
六
号

二
〇
一
二
年
三
月

	 

酒
井
一
臣

天
孫
人
種
は
白
人
な
り

田
口
卯
吉
の
現
実
外
交
路
線

中
京
大
学
社
会
科
学

研
究
所
運
営
委
員
会
編

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る

も
の
の
考
え
方

成
文
堂

二
〇
〇
七
年

	 

ジ

プ
ル
・
リ
チ

ド

ヴ

ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
対
東
ア
ジ
ア
外
交
に
お
け
る
ヨ

ロ

パ
観
に
つ
い
て
の
一
考
察

南
山
大
学
ヨ

ロ

パ
研
究
セ
ン
タ

報

第
七
号

二
〇

〇
一
年

	 

沈
煕
燦

明
治
期
に
お
け
る
近
代
歴
史
学
の
成
立
と

日
鮮
同
祖
論

	 
―
―

歴
史
家
の
左

手
を
問
う―

―

立
命
館
史
学

第
三
五
号

二
〇
一
四
年

	 

ジ

ン

ピ

-

ル
・
レ

マ
ン

ヨ-

ロ

パ
人
の
近
代
ア
ジ
ア
観―

―

日
露
戦
争
と
黄
禍

論―
―

祖
川
武
夫
編

国
際
政
治
思
想
と
対
外
意
識

創
文
社

一
九
七
七
年

	 

シ

ラ
・
フ

イ
ト
・
フ

イ
ス

ド
イ
ツ
に
お
け
る

民
族
衛
生
学

運
動―

―
1904-1945

年―
―

マ

ク
・B

・
ア
ダ
ム
ズ
編
著

比
較

優
生
学

史	 
:
	 

独
・
仏
・

伯
・
露
に
お
け
る

良
き
血
筋
を
作
る
術

の
展
開

佐
藤
雅
彦
訳

現
代
書
館

一
九

九
八
年

	 

新
村
出

田
口
博
士
の
言
語
に
関
す
る
所
論
を
読
む

新
村
出
全
集

第
一
巻

筑
摩
書

房

一
九
七
一
年

	 

関
川
悦
雄

近
代
日
本
に
お
け
る
人
間
形
成
の
問
題―

―

内
村
鑑
三

不
敬
事
件

を
中
心

に
し
て―

―

教
育
学
雑
誌

第
一
〇
号

一
九
七
六
年

	 

銭
鷗

日
清
戦
争
直
後
に
お
け
る
対
中
国
観
及
び
日
本
人
の
セ
ル
フ
イ
メ

ジ―
―

太
陽

第
一
巻
を
通
し
て―
―

日
本
研
究

第
一
三
号

一
九
九
六
年
三
月

	 

先
崎
彰
容

高
山
樗
牛
に
お
け
る

道
義

と

文
学

―
―

物
質
主
義
批
判
と
外
交
問
題

―
―

日
本
思
想
史
学

第
三
七
号

二
〇
〇
五
年

	  

高
田
瑞
穂

明
治
三
〇
年
の
日
本
主
義―

―

そ
の
本
質
と
背
景―

―

日
本
近
代
文
学

第
一
八
号

一
九
七
三
年
五
月

	 

丹
野
勲

明
治
日
本
の
海
外
移
民

移
住
・
殖
民
政
策
と
南
進
論

南
洋

南
方
ア
ジ
ア
を

中
心
と
し
て

国
際
経
営
フ

ラ
ム

第
二
六
号

二
〇
一
五
年
一
二
月
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張
翔

文
明
開
化
の
コ

ス	 
:
	 

福
沢
諭
吉
と
田
口
卯
吉

史
学
研
究

第
一
八
〇
号

一
九
八
八
年
一
月

	 
塚
谷
晃
弘

田
口
卯
吉

永
原
慶
二

鹿
野
政
直
編

日
本
の
歴
史
家

日
本
評
論
社

一
九
七
六
年

	 

冨
山
一
郎

国
民
の
誕
生
と

日
本
人
種

	 
(

近
代
の
文
法)

	 

思
想

(

第
八
四
五
号

一
九
九
四
年
四
月)

	 
	 

長
尾
宗
典

高
山
樗
牛
の

日
本
主
義

思
想―

―

日
清
戦
後
期
に
お
け
る

国
家

と

美

学

―
―

日
本
歴
史

第
六
六
七
号

二
〇
〇
三
年
一
二
月

	 

	 
	 
	 

同

日
本
美
術
史

の
試
み―

―

高
山
樗
牛
に
お
け
る

国
民
美
術

と

ロ
マ

ン
チ
シ
ズ
ム

―
―

季
刊
日
本
思
想
史

第
六
七
号

二
〇
〇
五
年

	 

中
川
未
来

内
藤
湖
南
の
台
湾
統
治
論	 

:
	 

明
治
中
期
の
国
粋
主
義
思
想
と
植
民
地

日
本

思
想
史
学

第
四
四
号

二
〇
一
二
年

	 

中
村
尚
美

日
本
帝
国
主
義
と
黄
禍
論

社
会
科
学
討
究

第
四
一
巻
第
三
号

一
九
九

六
年
三
月

	 

野
村
幸
一
郎

ア
ジ
ア
へ
の
ま
な
ざ
し―

―
鴎
外
・
天
心
の
黄
禍
論
批
判―

―

文
学

第
八
巻
第
二
号

二
〇
〇
七
年
三
月

	 

橋
川
文
三

高
山
樗
牛

瀬
沼
茂
樹
編

明
治
文
学
全
集

第
四
〇
巻	  

長
谷
川
一
年

ア
ル
チ

ル
・
ド
・
ゴ
ビ
ノ

の
人
種
哲
学(

一)
	 :
	 

人
種
不
平
等
論

を
中
心
に

同
志
社
法
學

第
五
二
巻
第
四
号

二
〇
〇
〇
年
一
月

	 

旗
田
巍

日
本
に
お
け
る
朝
鮮
史
研
究
の
伝
統

旗
田
巍
編

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	 

日
本
と
朝

鮮

勁
草
書
房

一
九
六
九
年

	 

馬
場
啓
之
助

田
口
卯
吉
論

一
橋
論
叢

第
五
七
巻
第
四
号

一
九
六
七
年
四
月

	 

林
正
子

日
清
・
日
露
両
戦
役
間
の
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
思
想
・
文
化
受
容
の
一
面―

―

総
合
雑
誌

太
陽

掲
載
の
樗
牛
・
嘲
風
・
鷗
外
の
言
説
を
中
心
に―
―

日
本
研
究

第
一
五
号

一
九
九
六
年
一
二
月

 
	 
	 

同

太
陽

文
芸
欄
主
筆
期
の
高
山
樗
牛―

―

個
人
主
義
的
国
家
主
義
か
ら
絶
対
主

義
的
個
人
主
義
へ
の
必
然
性―

―

日
本
研
究

第
一
七
号

一
九
九
八
年
二
月

	 

	 
	 

同

総
合
雑
誌

太
陽

掲
載
の
高
山
樗
牛
と
姉
崎
嘲
風
の
文
明
評
論―

―

二
十
世
紀

初
年
の
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
思
想
・
文
化
受
容
の
一
面
と
そ
の
意
義―

―

岐
阜
大
学

国
語
国
文
学

第
二
五
号

一
九
九
八
年
三
月

	 

平
藤
喜
久
子

日
本
に
お
け
る
神
話
学
の
発
生
と
高
山
樗
牛―

―

日
本
主
義
と
の
関
わ
り
を

中
心
に―

―

国
学
院
大
学
紀
要

第
四
三
号

二
〇
〇
五
年

	 

平
川
祐
弘

ロ
シ
ヤ
に
こ
だ
ま
し
た

黄
禍
論

―
―

独
帝
ウ

リ

か
ら
露
帝
ニ

キ

へ
あ
て
た
書
簡
に
つ
い
て―

―

西
欧
の
衝
撃
と
日
本	 

人
類
文
化
史
・
六

講
談
社

一
九
七
四
年

	 

平
塚
健
太
郎

陸
羯
南
と
南
ア
フ
リ
カ
戦
争―

―

反

帝
国
主
義

か
ら
の
転
換
の
契
機
と

し
て―

―

現
代
史
研
究

第
四
八
号

二
〇
〇
二
年

	 

広
島
一
雄

高
山
樗
牛

国
文
学
解
釈
と
鑑
賞

第
三
七
巻
第
一
号

一
九
七
二
年
一
月

	 

前
田
愛

井
上
哲
次
郎
と
高
山
樗
牛

幻
景
の
明
治

前
田
愛
著
作
集

第
四
巻

筑
摩

書
房

一
九
八
九
年

	 

松
村
正
義

黄
禍
論
と
日
露
戦
争

国
際
政
治

日
本
外
交
の
思
想

第
七
一
号

一
九

八
二
年

	 
	 
	 

同

日
清
戦
争
と
黄
禍
論

東
ア
ジ
ア
近
代
史
学
会
編
集

日
清
戦
争
と
東
ア
ジ
ア

世
界
の
変
容
・
下
巻

ま
ゆ
に
書
房

一
九
九
七
年
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御
厨
貴

田
口
卯
吉

三
谷
太
一
郎
編

言
論
は
日
本
を
動
か
す

一

講
談
社

一
九

八
六
年

	 
水
野
守

志
賀
重
昂

南
洋

巡
航
と

南
洋
時
事

の
あ
い
だ―

―

世
紀
転
換
期
日
本
の

帝
国
意
識

―
―

大
阪
大
学
日
本
学
報

	 
(

第
二
〇
号

二
〇
〇
一
年
三
月)

	 

	 
	 

同

越
境

と
明
治
ナ
シ

ナ
リ
ズ
ム―

―

一
八
八
九
年
条
約
改
正
問
題
に
お
け
る

政
教
社
の
思
想―

―

大
阪
大
学
日
本
学
報

第
二
二
号

二
〇
〇
三
年
三
月

	 

	 
	 

同

政
教
社

国
粋
主
義

の
展
開―

―

人
種
主
義

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て―

―

移
民
研
究
年
報

第
一
二
号

二
〇
〇
六
年
三
月

	 
	 
	 

	 
	 

同

長
沢
別
天
の
人
種
競
争
論―

―

一
八
九
一

九
三
年
の
在
米
経
験
を
手
が
か
り
に

―
―
	 

歴
史
評
論

第
七
一
七
号

二
〇
一
〇
年
一
月

	 

三

井
崇

近
代
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
な
か
の

日
鮮
同
祖
論

―
―

韓
国
併
合
前
後
を

中
心
に―

―

朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集

第
四
二
号

二
〇
〇
四
年
一
〇
月

	 

宮
地
正
人

久
米
邦
武
事
件
の
政
治
史
的
考
察―

―

天
皇
制
国
家
の
確
立
と
歴
史
学
と
の
関

係
に
よ
せ
て―

―

東
京
歴
史
科
学
研
究
会
編

転
換
期
の
歴
史
学

合
同
出
版
社

一

九
七
九
年

	 

	 
	 
	 

同

史
料
編
纂
所
の
歴
史
と
そ
の
課
題

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編

歴
史
学
と
史

料
研
究

山
川
出
版
社

二
〇
〇
三
年

	 

武
藤
秀
太
郎

田
口
卯
吉
の
日
本
人
種
起
源
論―

―
そ
の
変
遷
と
中
国
認
識―

―

日
本

経
済
思
想
史
研
究

第
三
号

二
〇
〇
三
年
三
月

	 

	 
	 
	 
	 

同

田
口
卯
吉
に
お
け
る
文
明
史
論
の
転
回
と

中
国
の
衝
撃

―
―

日
本
的
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
再
考―

―

社
会
思
想
史
研
究

第
二
八
号

二
〇
〇
四
年

	 

森
川
輝
紀

大
正
期
国
民
教
育
論
に
関
す
る
一
考
察―

―

井
上
哲
次
郎
の
国
体
論
を
中
心
に

―
―

日
本
歴
史

第
四
六
三
号

一
九
八
六
年
一
二
月

	 

森
久
男

田
口
卯
吉
の
植
民
論

小
島
麗
逸
編

日
本
帝
国
主
義
と
東
ア
ジ
ア

ア
ジ
ア

経
済
研
究
所

一
九
七
九
年

	 

山
口
輝
臣

な
ぜ
国
体
だ

た
の
か

酒
井
哲
哉
編

外
交
思
想	 

日
本
の
外
交

第
三
巻

岩
波
書
店

二
〇
一
三
年

	 

山
室
信
一

ア
ジ
ア
認
識
の
基
軸

古
屋
哲
夫
編

近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
認
識

緑
蔭
書

房

一
九
九
六
年

	 

山
辺
春
彦

陸
羯
南
の
交
際
論
と
政
治
像(

上
・
下)

東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌

第

四
三
巻
第
二
号

二
〇
〇
三
年
一
月

	 

與
那
覇
潤

近
代
日
本
に
お
け
る

人
種

観
念
の
変
容―

―

坪
井
正
五
郎
の

人
類
学

と
の
関
わ
り
を
中
心
に―

―

民
族
学
研
究

第
六
八
巻
第
一
号

二
〇
〇
三
年

	 

廖
育
卿

明
治
期
の<

黄
禍
論>

言
説
に
見
た
森
鴎
外―

―

講
演

人
種
哲
学
梗
概

と

黄

禍
論
梗
概

を
中
心
に―

―

熊
本
大
学
社
会
文
化
研
究

第
七
号

二
〇
〇
九
年
三
月

	 


